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更新履歴 
 

 

版数 制定年月 変更内容 

第 1.0 版 H20.3 初版制定 

第 1.1 版 H25.12 表紙 組織名称を修正 

第 2.0 版 H27.9 ・表紙 を修正 

・P86、P91、P108、P109の「テレックス」についてサービス提供終了を追

記。 

・P359の「でんわ会議」についてサービス提供終了を追記。 

・P402の「ダイヤルQ2」についてサービス提供終了を追記。 

・図表ずれ等、軽微な部分を修正 

第 3.0 版 R2.2 ・表紙 を修正 

・P360の「緊急通報の接続について」に注釈を追記。 

第 4.0 版 R5.8 ・表紙 を修正 

・図表ずれ等、軽微な部分を修正 

・P77 表4.6、P100 表4.13、P102 図4.19について、Hチャネルについて

の記載を削除（記載変更）、またはHチャネルサービス提供終了の旨を

付記 

・P183 5.9章のユーザ通知手順を未提供に修正 

・P299,391 「活用型PHS」は廃止済みの為、それに伴う記載を削除。 

・P314 「H系サービス」の終了に伴い、「384kbit/s、1536 kbit/s」に

ついてサービス提供終了を追記。 

・P319 「H系サービス」の終了に伴い、「Ｈ0 チャネル指定」についてサ

ービス提供終了を追記。 

・P323 「H系サービス」の終了に伴い、「Ｈ系チャネル指定」についてサ

ービス提供終了を追記。 

・P334 「H系サービス」の終了に伴い、「Ｈ0、H1チャネル」「384kbit/ 
s、1536 kbit/s」についての記述を削除。 

・P360 「緊急電話の接続について」の回線保留の廃止に伴い発着信抑
止についての記載に変更。その変更に伴い、再呼び出しの記載をコー
ルバック時の記載に変更。 

・P383 「活用型PHS」は廃止済みの為、「ＩＳＤＮ端末のＰＨＳ相互接続
における留意事項」についてサービス提供終了を追記 

・P402 メタルIPの網構成および信号条件から、信号超過になる可能
性はないため、未提供の旨を追記。 

第 4.1 版 R7.7 ・社名変更による修正（表紙、まえがき） 
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まえがき 

この技術参考資料は、ＩＮＳネットとこれに接続される通信機器とのインタフェースについて説明したもの

であり、通信機器を設計する際の参考となる技術的情報を提供するものです。 

NTT東日本株式会社（以下「NTT東日本」という）は、この資料の内容によって通信の品質を保証するもので

はありません。 

端末設備が具備すべき条件は、総合ディジタル通信サービスにおける端末等の接続の技術的条件に関する規

則で定められていますが、本資料はその内容の一部を含んでいます。 

ＩＮＳネットでは、２つの６４kbit/sの情報チャネルと１つの１６kbit/sの信号チャネルを利用できる「Ｉ

ＮＳネット６４」（基本インタフェース）サービスと、２３の６４kbit/sの情報チャネルと１つの６４kbit/s

の信号チャネルを利用できる「ＩＮＳネット１５００」（一次群速度インタフェース）サービスを提供してい

ます。 

なお、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに関する記述にあたっては、情報通信技術委員会（ＴＴＣ）の御

理解を得て、関連するＴＴＣ標準の内容を引用または参照しています。 

また、本資料で記載されている以下の文言については、下記表の通り読み替えをお願いします。 

表１ 読み替えリスト 

資料内の文言 読み替え 

交換機 
メタル収容装置 

ISDN交換機 

電話網 

音声利用IP通信網 
既存網 

既存電話網 

アナログ電話網 
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現在ＩＮＳネットで提供していない項目 

本資料の記述方法について 

本資料では、ＴＴＣ標準でオプション規定となっている項目、ＴＴＣで非標準となっている項目を太線の枠 

（ ）で示し、また、現在ＩＮＳネットで提供していない項目については、太線の枠（ 未提供 ）で表示し

ています。さらに詳細部分の規定を明確にした部分については、点線の枠（ ）で示します。 

未提供 

本資料で参照する文献の記述法及び正式名を以下に記します。 

レイヤ１仕様：「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第２分冊」のレイヤ１仕様

レイヤ２仕様：「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第２分冊」のレイヤ２仕様

レイヤ３仕様：「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第３分冊（レイヤ３回線交換編）」

付加サービス仕様：「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第４分冊 

（レイヤ３回線交換付加サービス編）」

メタリック伝送方式仕様：「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第５分冊

（基本インタフェース用メタリック加入者線伝送方式編）」

光伝送方式仕様：「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第６冊 

（一次群速度インタフェース用光加入者線伝送方式編）」 

その他（参考資料） 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１補遺（ＪＴ－Ｑ９３１を正しく理解し、運用するための補助資料として、ＴＴＣ 

標準ＪＴ－Ｑ９３２補遺が有効であるため、参照願います。） 

（発行元：社団法人 情報通信技術委員会） 

本資料の用語は、ＴＴＣ標準で使用される用語を使用しています。 

ＴＴＣ標準でオプション規定となっている項目及びＴＴＣ非標準となっている項目 

詳細について規定を明確にした部分及び解説部分 

未提供 



                   １. 概  要 

  

 本仕様は、ＩＮＳネットサービスのユーザ・網インタフェースにおける網コネクションの設定、維持及び切

断復旧のための手順を規定しています。これらの手順は、基本インタフェース構造及び一次群速度インタフェ

ース構造におけるＤチャネルを介して送受されるメッセージに関して規定したものです。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース レイヤ３仕様」〔第６版〕（以下〔第

６版〕は省略します）に準拠しています。 

１．１  本仕様の範囲 

 

                                                        未提供 

  本仕様で記述する手順は、回線交換接続制御及び一時的信号接続制御に関するものです。 

 （注） レイヤ３という用語は、本仕様に記述されている機能とプロトコルに適用されます。データリンク

及びレイヤ２という用語は、レイヤ３のすぐ下のレイヤに対して同じ意味で適用されます。 

 

１．２ インタフェース構造への適用 

 レイヤ３の手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１２で規定されるインタフェース構造に適用され、レイヤ２仕様

で示しているレイヤ２の機能とサービスを用います。その中の非確認形情報転送は、レイヤ２仕様５．２節に

述べるようにポイント・マルチポイント接続手順を提供するため、レイヤ３により使用されます。 

 レイヤ３の手順は、レイヤ２仕様で定義されるプリミティブを用いて、レイヤ２のサービスの要求やレイヤ

２からの情報を受信します。これらのプリミティブは、プロトコルレイヤ間の通信を示すのに用いられますが

インプリメントを規定するものではありません。 

  ポイント・ポイント（Ｐ－Ｐ）接続手順とは、レイヤ３メッセージがポイント・ポイントデータリンク上を

転送される時の手順を意味します。ポイント・マルチポイント（Ｐ－ＭＰ）接続手順とは、着信時のレイヤ３

「呼設定」メッセージが、放送形式データリンク上を転送される時の手順を意味します。 

 ポイント・ポイント接続手順及びポイント・マルチポイント接続手順については、付録１０で説明します。
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                   ２. 概  説 

  

本仕様では、“着信”及び“発信”の記述は、インタフェースのユーザ側から見た呼について記述していま

す。                                                               未提供 

本節では、２.１節に回線交換呼（呼状態）を、２.２節に一時的信号接続（呼状態）を、そして２.３節にイ

ンタフェース（グローバル呼番号状態）の状態を規定しています。 

 これらの規定は、インタフェース自体の状態、接続されている機器の状態、ＤチャネルまたはＤチャネル上

のシグナリングに用いる論理リンクの状態に適用するものではありません。それは、ユーザ・網インタフェー

スでは複数の呼が存在可能で、それぞれの呼は異なった状態にあり、インタフェース自体の状態を明確に規定

できないからです。 

  

 （注） 新しい手順が開発された場合に、状態やＳＤＬ図が追加定義されることがあります。 

  

 呼制御手順の詳細は、ユーザ・網インタフェースを介して転送される３章で規定するメッセージを用いて、

呼の設定及び解放過程におけるユーザ及び網での情報処理、動作に関して５、６、７章及び８章で規定されて

います。 

 回線交換呼の呼制御の概要及び詳細ＳＤＬ図は付録１に示されています。 

                                                 

２.１ 回線交換呼 

 本節では回線交換呼の基本的な呼制御状態を規定しています。呼制御の手順は、５章に記述されています。 

                                                      

 付録１１は、対称なシグナリングを許すオプションの手順（基本手順の拡張に関する）及び、それ 

らの状態を規定しています。 

未提供 

 

２.１.１ インタフェースのユーザ側における呼状態 

 ユーザ・網インタフェースのユーザ側の呼状態について、本節で規定します。 

  

２.１.１.１ 空（U0）〔Null〕 

 呼が存在しない状態。 

  

２.１.１.２ 発呼（U1）〔Call Initiated〕 

発信側の状態。ユーザが網へ呼設定を要求した状態。 

 

２.１.１.３ 分割発呼（U2）〔Overlap Sending 〕 

 本手順は、ＴＴＣ非標準のため提供しません。 

 

２.１.１.４ 発呼受付（U3）〔Outgoing Call Proceeding〕 

 発信側の状態。呼設定に必要な全情報を網が受信したことの確認（「呼設定受付」メッセージ）をユーザが

受信した状態。 
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２.１.１.５ 呼出通知（U4）〔Call Delivered〕 

 発信側の状態。着信側ユーザの呼出開始通知（「呼出」メッセージ）を発信側ユーザが受信した状態。 

  

２.１.１.６ 着呼（U6）〔Call Present〕 

 着信側の状態。ユーザが呼設定要求を受信し、まだ何らかの応答をしていない状態。 

  

２.１.１.７ 呼出中（U7）〔Call Received 〕 

 着信側の状態。着信側ユーザが呼出（「呼出」メッセージ）を通知したが、まだ応答をしていない状態。 

 

２.１.１.８ 応答（U8）〔Connect Request 〕 

 着信側の状態。ユーザが呼に対して応答を送出し、応答確認を待っている状態。 

  

２.１.１.９ 着呼受付（U9）〔Incoming Call Proceeding〕 

 着信側の状態。ユーザが呼設定に必要な全情報を受信したことの確認応答をした状態。 

  

２.１.１.１０ 通信中（U10 ）〔Active〕 

 着信側の状態は、応答に対する確認（「応答確認」メッセージ）を網から受信した状態。 

 発信側の状態は、相手ユーザが呼に応答したことの通知を受信した状態。 

  

２.１.１.１１ 切断要求（U11 ）〔Disconnect Request〕                     

 ユーザがエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧を網に要求し、網からの確認を待って

いる状態。 

  

２.１.１.１２ 切断通知（U12 ）〔Disconnect Indication 〕 

 網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断したことにより、ユーザが切断を通知された状

態。 

  

２.１.１.１３ 中断要求（U15 ）〔Suspend Request 〕 

 ユーザが網に中断要求を行い、網からの確認を待っている状態。 

 この状態は、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

 

２.１.１.１４ 再開要求（U17 ）〔Resume Request〕 

 ユーザが網に中断呼の再開要求を行い、網からの確認を待っている状態。 

 この状態は、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

 

２.１.１.１５ 解放要求（U19 ）〔Release Request 〕 

 ユーザが網に解放要求を行い、網からの確認を待っている状態。 
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２.１.１.１６ 分割着呼（U25 ）〔Overlap Receiving 〕  

 本手順はＴＴＣ非標準のため提供しません。  

 

２.１.２ インタフェースの網側における呼状態 

 ユーザ・網インタフェースの網側の呼状態について、本節で規定します。 

  

２.１.２.１ 空（N0）〔Null〕 

 呼が存在しない状態。 

  

２.１.２.２ 発呼 (N1) 〔Call Initiated〕 

発信側の状態。網が呼設定要求を受信し、まだ何らかの応答をしていない状態。 

 

２.１.２.３ 分割発呼（N2）〔Overlap Sending 〕  

 本手順はＴＴＣ非標準のため提供しません。  

 

２.１.２.４ 発呼受付（N3）〔Outgoing Call Proceeding〕 

 発信側の状態。網が呼設定に必要な全情報を受信したことの確認（「呼設定受付」メッセージ）をユーザに

転送した状態。 

  

２.１.２.５ 呼出通知（N4）〔Call Delivered〕 

 発信側の状態。網が相手ユーザの呼出開始通知を発信側に通知した状態。 

  

２.１.２.６ 着呼（N6）〔Call Present〕 

 着信側の状態。網が呼設定要求（「呼設定」メッセージ）を送出し、まだ何らかの応答を受信していない状

態。 

  

２.１.２.７ 呼出中（N7）〔Call Received 〕 

 着信側の状態。網がユーザの呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない状態。 

  

２.１.２.８ 応答（N8）〔Connect Request 〕 

 着信側の状態。網が応答を受信し、まだ応答確認を送出していない状態。 

  

２.１.２.９ 着呼受付（N9）〔Incoming Call Proceeding〕 

 着信側の状態。網が呼設定に必要な全情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」メッセージ）をユー

ザから受信した状態。 

  

２.１.２.１０ 通信中（N10 ）〔Active〕 

 着信側の状態は、着信ユーザへ応答確認を網が送出した状態。 

 発信側の状態は、相手ユーザが呼に応答したことを網が通知した状態。 
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２.１.２.１１ 切断要求（N11 ）〔Disconnect Request〕 

 網がユーザからのエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧要求を受信した状態。 

 

２.１.２.１２ 切断通知（N12 ）〔Disconnect Indication 〕 

 網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断し、ユーザ・網コネクションの切断を通知した

状態。 

  

２.１.２.１３ 中断要求（N15 ）〔Suspend Request 〕 

 網が呼の中断要求を受信したが、まだ何らかの応答をしていない状態。 

 この状態は、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

 

２.１.２.１４ 再開要求（N17 ）〔Resume Request〕 

 網が中断呼の再開要求を受信したが、まだ何らかの応答をしていない状態。 

 この状態は、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

 

２.１.２.１５ 解放要求（N19 ）〔Release Request 〕 

 網が呼の解放をユーザに要求し、ユーザからの確認を待っている状態。 

  

２.１.２.１６ 呼破棄 (N22) 〔Call Abort〕 

 ポイント・マルチポイント接続の着信側の状態。着呼が成立する前に、その呼が切断復旧されている状態。 

  

 この状態は、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

 

２.１.２.１７ 分割着呼（N25 ）〔Overlap Receiving 〕  

 本手順はＴＴＣ非標準のため提供しません。  
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２.２ 一時的信号接続  

 本節では回線交換呼と対応しないユーザ・ユーザ信号のための基本的な呼制御状態を定義します。  

 呼制御手順については、６.２節に記述されています。  

  

２.２.１ インタフェースのユーザ側における呼状態  

 ユーザ・網インタフェースのユーザ側の呼状態について本節で規定します。  

  

２.２.１.１ 空（U0）〔Null〕  

 呼が存在しない状態。  

  

２.２.１.２ 発呼（U1）〔Call Initiated〕  

 発信側の状態。ユーザが網へ呼設定を要求した状態。  

  

２.２.１.３ 分割発呼（U2）〔Overlap Sending 〕  

 本手順は、ＴＴＣ非標準のため提供しません。  

  

２.２.１.４ 発呼受付（U3）〔Outgoing Call Proceeding〕  

 発信側の状態。呼設定に必要な全情報を網が受信したことの確認（「呼設定受付」メッセージ) を  

ユーザが受信した状態。  

  

２.２.１.５ 呼出通知（U4）〔Call Delivered〕  

 発信側の状態。着信側ユーザの呼出開始通知（「呼出」メッセージ）を発信側ユーザが受信した状  

態。  

  

２.２.１.６ 着呼（U6）〔Call Present〕  

 着信側の状態。ユーザが呼設定要求を受信し、まだ何らかの応答をしていない状態。  

  

２.２.１.７ 呼出中（U7）〔Call Received 〕  

 着信側の状態。着信側ユーザが呼出 (「呼出」メッセージ) を通知したが、まだ応答していない状  

態。  

  

２.２.１.８ 応答（U8）〔Connect Request 〕  

 着信側の状態。ユーザが呼に対して応答を送出し、応答確認を待っている状態。  

  

２.２.１.９ 着呼受付（U9）〔Incoming Call Proceeding〕  

 着信側の状態。ユーザが呼設定に必要な全情報を受信したことの確認応答をした状態。  

  

  

  

未提供 
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２.２.１.１０ 通信中（U10 ）〔Active〕  

 着信側の状態は、応答に対する確認（「応答確認」メッセージ）を網から受信した状態。  

 発信側の状態は、相手ユーザが呼に応答したことの通知を受信した状態。  

  

２.２.１.１１ 解放要求（U19 ）〔Release Request 〕  

 ユーザが網に解放要求を行い、網からの確認を待っている状態。  

  

２.２.１.１２ 分割着呼（U25 ）〔Overlap Receiving 〕  

 本手順は提供しません。  

  

２.２.２ インタフェースの網側における呼状態  

 ユーザ・網インタフェースにおける網側の呼の状態を本節で規定します。  

  

２.２.２.１ 空（N0）〔Null〕  

 呼が存在しない状態。  

  

２.２.２.２ 発呼（N1）〔Call Initiated〕  

 発信側の状態。網が呼設定要求を受信し、まだ何らかの応答をしていない状態。  

  

２.２.２.３ 分割発呼（N2）〔Overlap Sending 〕  

 本手順はＴＴＣ非標準のため提供しません。  

  

２.２.２.４ 発呼受付（N3）〔Outgoing Call Proceeding〕  

 発信側の状態。網が呼設定に必要な全情報を受信したことの確認（「呼設定受付」メッセージ）を  

ユーザに転送した状態。  

  

２.２.２.５ 呼出通知（N4）〔Call Delivered〕  

 発信側の状態。網が相手ユーザの呼出開始通知を発信側に通知した状態。  

  

２.２.２.６ 着呼（N6）〔Call Present〕  

 着信側の状態。網が呼設定要求（「呼設定」メッセージ）を送出し、まだ何らかの応答を受信して  

いない状態。  

  

２.２.２.７ 呼出中（N7）〔Call Received 〕  

 着信側の状態。網はユーザ呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない状態。  

  

２.２.２.８ 応答（N8）〔Connect Request 〕  

 着信側の状態。網が応答を受信し、まだ呼の応答確認を送信していない状態。  

  

未提供 
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２.２.２.９ 着呼受付（N9）〔Incoming Call Proceeding〕  

 着信側の状態。網が呼設定に必要な全情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」メッセージ  

）をユーザから受信した状態。  

  

２.２.２.１０ 通信中（N10 ）〔Active〕  

 着信側の状態は、着信ユーザへ応答確認を網が送出した状態。  

 発信側の状態は、相手ユーザが呼に応答したことを通知した状態。  

  

２.２.２.１１ 解放要求（N19 ）〔Release Request 〕  

 網が呼の解放をユーザに要求し、ユーザからの確認を待っている状態。  

  

２.２.２.１２ 呼破棄（N22 ）〔Call Abort〕  

 ポイント・マルチポイント接続の着信側の状態。着呼が成立する前にその呼が切断復旧されている  

状態。  

 この状態は、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。   

２.２.２.１３ 分割着呼（N25 ）〔Overlap Receiving 〕  

 本手順は、ＴＴＣ非標準のため提供しません。  

未提供 未提供 
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２.３ グローバル呼番号に対応した状態 

 本節では、グローバル呼番号を用いるプロトコルの状態を定義します。 

 初期設定のためのグローバル呼番号の使用手順は、５.５節に記述されています。 

 各インタフェース毎に、ただ１つのグローバル呼番号が存在します。 

  

２.３.１ インタフェースのユーザ側における呼状態 

 ユーザ・網インタフェースのユーザ側の状態を、本節で規定しています。 

  

２.３.１.１ 空（Rest 0）〔Null〕 

 未処理状態。 

  

２.３.１.２ 初期設定要求（Rest 1）〔Restart Request 〕 

 初期設定処理の状態。ユーザが初期設定要求を送信したが、網から確認応答をまだ受信していない状態。 

  

２.３.１.３ 初期設定（Rest 2）〔Restart 〕 

 網から初期設定の要求を受信し、全てのローカルアクティブ呼番号から応答をまだ受信していない状態。 

  

２.３.２ インタフェースの網側における呼状態 

 ユーザ・網インタフェースの網側の状態を、本節で規定します。 

  

２.３.２.１ 空（Rest 0）〔Null〕 

 未処理状態。 

  

２.３.２.２ 初期設定要求（Rest 1）〔Restart Request 〕 

 初期設定処理の状態。網が初期設定要求を送信したが、ユーザから確認応答をまだ受信していない状態。 

  

２.３.２.３ 初期設定（Rest 2）〔Restart 〕 

 ユーザから初期設定の要求を受信し、全てのローカルアクティブ呼番号から応答をまだ受信していない状態。 
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                ３. メッセージ機能の規定 

  

 本章は、各メッセージの機能定義及び情報内容（すなわち、意味）に着目し、ＪＴ－Ｑ９３１メッセージ構

成の概要を述べます。 

 各規定では以下の項目を含みます。 

 （１） メッセージの転送方向と使用法の簡潔な記述、及び定義区間。 

    ① ローカル定義区間 ：発信側または着信側のいずれか一方のアクセスにのみ関連 

    ② アクセス定義区間 ：発信側・着信側アクセスに関連するが、網内は関連しない 

    ③ デュアル定義区間 ：発信側または着信側のいずれか一方のアクセス及び網内に関連 

    ④ グローバル定義区間：発信側・着信側アクセスに関連し、かつ網内に関連 

  

 （２） メッセージ内に現れる順にコード群“０”情報要素を示した表（全てのメッセージ種別に共通な相

対的順序）。各々の情報要素に対して、表は以下のものを示しています。 

    ① 情報要素を規定している本仕様の項番 

    ② 情報要素が送信されうる方向 

     例：ユーザから網( ｕ→ｎ )、網からユーザ( ｎ→ｕ )もしくは両方向（注１）。 

    ③ 必須( Ｍ )もしくはオプション( Ｏ ) 

      オプションの情報要素については、情報要素が含まれる環境を（注２）で示します。 

    ④ 情報長欄の‘＊’は、情報要素の最大オクテット長を規定せず、網またはサービスに依存し得る

ことを示します。 

  

 （注１） 本セクションの「ユーザ・網」という用語では、ＴＥ－交換機、ＮＴ２－交換機インタフェース

構造を表しています。 

 （注２） 全ての各メッセージは、他コード群５，６，７の情報要素と４.５.２～４.５.４節で記述された

コーディングルールに従った“固定シフト”情報要素、を含む場合があります。これらも３章内の

表に含めています。 

    現在含まれていないものも、今後追加される場合があります。  

 （３） 必要に応じた詳細な注釈。 
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３.１ 回線交換モード接続制御のためのメッセージ 

 表３.１に回線交換モード接続制御のためのメッセージを示します。 

  

          表３.１ 回線交換モード接続制御のためのメッセージ 

  呼設定用メッセージ                          参 照 

    呼出［ALERTING］                         ３.１.１ 

    呼設定受付［CALL PROCEEDING ］                  ３.１.２ 

    応答［CONNECT ］                         ３.１.３ 

    応答確認［CONNECT ACKNOWLEDGE ］                 ３.１.４ 

    経過表示［PROGRESS］                       ３.１.８ 

    呼設定［SETUP ］                         ３.１.１４ 

  

     呼設定確認［SETUP ACKNOWLEDGE ］                 ３.１.１５  
未提供 

 （注） 本メッセージはＴＴＣ非標準のため提供しません。  

  通信中メッセージ                                       

     再開［RESUME］                           ３.１.１１ 

    再開確認［RESUME ACKNOWLEDGE］                  ３.１.１２ 

    再開拒否［RESUME REJECT ］                    ３.１.１３ 

    中断［SUSPEND ］                         ３.１.１８ 

    中断確認［SUSPEND ACKNOWLEDGE ］                 ３.１.１９ 

    中断拒否［SUSPEND REJECT］                    ３.１.２０ 

  

  呼切断復旧用メッセージ

    切断［DISCONNECT］                        ３.１.５ 

    解放［RELEASE ］                         ３.１.９ 

    解放完了［RELEASE COMPLETE］                   ３.１.１０ 

  

  その他のメッセージ                                      

     付加情報［INFORMATION ］                      ３.１.６ 

    通知［NOTIFY］                          ３.１.７ 

    状態表示［STATUS］                        ３.１.１６ 

    状態問合［STATUS ENQUIRY］                    ３.１.１７ 

  

 （注） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１（第５版）ではユーザ間双方の合意に基づく付加的な整合性確認のため、

または他のＴＴＣ標準、及びＩＴＵ－Ｔ勧告（例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３）に基づく提供のた

めユーザ・ユーザ信号の提供を記述していました。この機能の利用については、“ユーザ・ユーザ”情

報要素が「呼出」、「応答」、「切断」、「解放」、「解放完了」、「呼設定」の各メッセージに含ま

れます。この機能（明白な及び暗黙のサービス１ユーザ・ユーザ信号）の詳細は付加サービス編を参照

して下さい。 

     また、付加サービスのための情報要素についても付加サービス編を参照して下さい。 
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３.１.１ 呼出［ALERTING］ 

 本メッセージは着信ユーザが、呼出が開始されたことを表示するために、着信ユーザから網に転送されます。

そして、網から発信ユーザに着信ユーザが呼出を開始したことを通知するため転送されます（表３.２）。 

  

                表３.２ 呼出メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 呼出 

  定義区間    ： グローバル 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 伝達能力 ４.５.５  両方向 Ｏ（注１）   ４－１２ 未提供  

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注３）  ２－＊ ｎ→ｕは  

    （注２）   未提供  

 経過識別子 ４.５.２３  両方向 Ｏ（注４）  ２－４   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注５）  （注６）   

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注７）  ２－３   

 高位レイヤ整合性 ４.５.１７  両方向 Ｏ（注８）  ２－４ 未提供  

    

（注１） 伝達能力情報要素は５１１節の伝達能力選択手順の場合に含まれます。含まれる 場合は 、
 

    “経過識別子（＃５：インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービ  

    スが変更された）”情報要素も含まれます。  

                              

（注２） 網からユーザの方向について、付録１１の手順をサポートするために含まれます。    

 （注３） 「呼設定」メッセージの最初の応答で、「呼設定」メッセージで表示された情報チャネルをユーザ

が受け付けない場合は、この情報要素は必須となります。 

 （注４） 相互接続の場合、本メッセージに含まれます。網からユーザの方向でインバンド情報／パターンを

提供する場合、本メッセージに含まれます。 

                                                    

    ユーザから網の方向で、インバンド情報／パターンを提供する場合、本メッセージ に含ま れ
 

   ます。  

    ユーザから網の方向で、５.１.１.３節及び５.１.２.３節の手順に従う場合、本メッセージに  

   含まれます。  

  (注５） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注６） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 (注７） トーンもしくは呼出シグナルを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

 

（注８） “高位レイヤ整合性”情報要素は、５１２節の高位レイヤ整合性選択手順の場合 に含ま れ
 

    ます。含まれる場合は“経過識別子（＃５：インタワーキングが発生し、その結果テレコミュ  

    ニケーションサービスが変更された）”情報要素も含まれます。  

未提供 

未提供 

未提供 

未提供 
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 “表示”、“シグナル”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むこと  

があります。  

 付加サービスにより“フィーチャインディケーション”、“ユーザ・ユーザ”情報要素が含まれる  

場合があります。付加サービス仕様を参照してください。  
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３.１.２ 呼設定受付［CALL PROCEEDING］ 

 本メッセージは、要求された呼設定が開始されたことを表示するため、着信ユーザから網に、または、網か

ら発信ユーザに転送され、これ以上の呼設定情報は受付られないことを示すものです（表３.３） 

  

              表３.３ 呼設定受付メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 呼設定受付 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 伝達能力 ４.５.５  両方向 Ｏ（注５）  ４－１２ 未提供  

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注１）  ２－＊   

 経過識別子 ４.５.２３  両方向 Ｏ（注２）  ２－４   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）  （注４）   

 高位レイヤ整合性 ４.５.１７  両方向 Ｏ（注６）  ２－４ 未提供  

（注１） 網からユーザへ「呼設定」メッセージに対する最初の応答の場合、本情報要素は必須となります。

ユーザから網へ「呼設定」メッセージに対する最初の応答で「呼設定」メッセージで表示され情報

チャネルをユーザが受け付けない場合、この情報要素は必須となります。    

（注２） 相互接続の場合、本メッセージに含まれます。網からユーザの方向でインバンド情報／パターン

を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

                                

    ユーザから網の方向で、インバンド情報／パターンを提供する場合、本メッセージ に含ま れ
 

未提供 

   ます。ユーザから網への方向で、５.１.１.３節及び５.１.２.３節の手順に従う場合、本メッセ  

   ージに含まれます。  

 （注３） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

 （注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

           

（注５） “伝達能力”情報要素は５１１節の伝達能力選択手順の場合に含まれます。含ま れる場 合
 

未提供 

    は“経過識別子（＃５：インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービ  

    スが変更された）”情報要素も含まれます。  

（注６） “高位レイヤ整合性”情報要素は５.１.２節の高位レイヤ整合性選択手順の場合に含まれま  

    す。含まれる場合は、“経過識別子（＃５：インタワーキングが発生しその結果、テレコミュ  

    ニケーションサービスが変更された）”情報要素も含まれます。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  

 付加サービスにより“フィーチャインディケーション”情報要素が含まれる場合があります。付加  

サービス仕様を参照して下さい。  
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３.１.３ 応答［CONNECT ］ 

 本メッセージは着信ユーザが呼を受け付けたことを通知するために着信ユーザから網に、また、網から発信

ユーザに送られます（表３.４）。 

  

                表３.４ 応答メッセージ内容 

  メッセージ種別  : 応答 

  定義区間     : グローバル 

  方  向     : 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 伝達能力 ４.５.５  両方向 Ｏ（注１）  ４－１２ 未提供  

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注３）  ２－＊ ｎ→ｕは  

    （注２）   未提供  

 経過識別子 ４.５.２３  両方向 Ｏ（注４）  ２－４   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注５）  （注６）   

 日時 ４.５.１５  ｎ→ｕ Ｏ（注７）   ８ 未提供  

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注８）  ２－３   

 低位レイヤ整合性 ４.５.１９  両方向 Ｏ（注９）   ２－１８   

 高位レイヤ整合性 ４.５.１７  両方向 Ｏ（注10）  ２－４ 未提供  

 

（注１） “伝達能力”情報要素は、５.１１節の伝達能力選択手順の場合に含まれます。    

（注２） 網からユーザの方向については、付録１１の手順をサポートするために含まれます。  

 （注３） 「呼設定」メッセージに対する最初の応答で、「呼設定」メッセージで表示された情報チャネルを

ユーザが受け付けない場合は、本情報要素は必須となります。 

 （注４） 相互接続又は、インチャネル情報の提供の場合に含まれます。 

 （注５） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注６） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

                                                       

（注７） 網オプションとして全ての呼もしくは特殊なテレコミュニケーションサービスを 伴う呼 の
 

    発信ユーザに日時情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

 （注８） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

 （注９） 応答するユーザが発信ユーザに対して“低位レイヤ整合性”情報要素を返送したい場合、ユーザか

ら網の方向において、本メッセージに含まれます。呼に対して選択されたユーザが「応答」メッセー

ジ内に“低位レイヤ整合性”情報要素を含めた場合、網からユーザの方向において含まれます。低位

レイヤ整合性交渉に対してオプションとして含まれますが、発信ユーザに対して本情報要素を転送し

ない網もあり得ます（付録１５参照）。 

       

（注10） “高位レイヤ整合性”情報要素は５１２節の高位レイヤ整合性選択手順の場合に 含まれ ま  

    す。  

未提供 

未提供 

未提供 
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 “表示”、“シグナル”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むこ  

とがあります。  

 付加サービスにより“フィーチャインディケーション”情報要素が含まれる場合があります。付加  

サービス仕様を参照して下さい。  
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３.１.４ 応答確認［CONNECT ACKNOWLEDGE］ 

 本メッセージは網から着信ユーザに呼が提供されたことを通知するために送信されます。また、プロトコル

手順の対称性のため発信ユーザから網に送信されることがあります（表３.５）。 

  

               表３.５ 応答確認メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 応答確認 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向                                  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）  （注２）   

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注３）  ２－３   

 （注１） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  (注３） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

    

（注４） 本情報要素は、コード群６の情報要素が本メッセージに含まれる場合は必須です 。   
未提供 

    その他の場合には含まれません。  

（注５） 網からアウトチャネル情報が提供される場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、固  

    定シフト手順を用います。  

 

 “表示”、“シグナル”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むこ  

とがあります。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

- 19 -



３.１.５ 切断［DISCONNECT］ 

 本メッセージはエンド・エンド接続を切断復旧することを、網に要求するためにユーザから、または、エン

ド・エンド接続が切断復旧されたことを表示するために網からユーザに送出されます（表３.６）。 

  

                表３.６ 切断メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 切断 

  定義区間    ： グローバル 

  方  向    ： 両方向                                  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.１２  両方向   Ｍ  ４－３２   

 経過識別子 ４.５.２３  両方向 Ｏ（注２）  ２－４ ｕ→ｎは  

    （注１）   未提供  

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）  （注４）   

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注５）  ２－３   

 固定シフト（コード群６） ４.５.３  両方向 Ｏ（注６）   １ ｕ→ｎは  

      未提供  

 料金通知 ４.６.１  ｎ→ｕ Ｏ（注７）  ４－＊ 網特有  

 汎用通知 ４.６.３  ｎ→ｕ Ｏ（注８）   ４－３９ 網特有  

  (注１） 網からユーザの方向で網がインバンドトーンを提供する場合に、本メッセージに含まれます。 

                                                            

     ユーザから網方向への使用は、付録１１を参照して下さい。    
未提供 

 （注２） インバンドトーンが提供される場合、網によって本メッセージに含まれます。ユーザは経過識別子

を含みかつインバンドトーンを提供することがあります (付録８参照) 。しかし、この場合、網は

インバンドトーンを転送せず、この情報要素も無視します。 

 （注３） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

                                                  

（注５） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

 

（注６） 本情報要素は、コード群６の情報要素が本メッセージに含まれる場合は必須です。その他  

    の場合は含まれません。  

（注７） 通信料を通知する場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、固定シフト手順を用いま  

    す。  

（注８） 網からアウトチャネル情報が提供される場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、固  

    定シフト手順を用います。  

 

 “表示”、“シグナル”、“汎用通知”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行  

う場合に含むことがあります。  

 付加サービスにより“ファシリティ”、“フィーチャインディケーション”、“ユーザ・ユーザ”  

情報要素が含まれる場合があります。付加サービス仕様を参照して下さい。  
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３.１.６ 付加情報［INFORMATION ］ 

 本メッセージは、ユーザまたは網から付加情報を送信したい場合に転送されます（表３.７）。呼設定のため

の付加情報あるいは、種々の呼関連情報を送信するために使用されることがあります。 

  

               表３.７ 付加情報メッセージ内容 

  メッセージ種別  : 付加情報 

  定義区間     : ローカル（注1) 

  方  向     : 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向 Ｍ（注２）  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 送信完了 ４.５.２７  両方向 Ｏ（注３）   １ 未提供  

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注４）  （注５）   

 キーパッドファシリティ ４.５.１８  ｕ→ｎ Ｏ（注６）  ２－３４   

     （注８）    

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注７）  ２－３   

 着番号 ４.５.８  両方向 Ｏ（注８）  ２－＊ 未提供  

 固定シフト（コード群６） ４.５.３  両方向 Ｏ（注９）   １   

 発信専用チャネル識別子 ４.６.２  両方向 Ｏ（注10）  ２－＊ 網特有  

 汎用通知 ４.６.３  ｎ→ｕ Ｏ（注11）   ４－３９ 網特有  

  （注１） 本メッセージは、ローカルな意味を持ちますが、グローバルな意味を持つ情報を伝達することが

あります。 

 （注２） 本メッセージはフィーチャキーマネジメント手順が使われる場合、４.３節で定義されるダミー呼

番号とともに送られることもあります。それ以外は最小の長さは２オクテットです。   

    ダミー呼番号の長さは、１オクテットです。  

          

（注３） ユーザがオプションで網に対して分割発呼の完了を表示する場合、もしくは網がオプショ 
 

    ンでユーザに対して分割着呼の完了を表示する場合、本メッセージに含まれます。  

未提供 

 （注４） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注５） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

                  

（注６） 分割発呼手順で着番号情報を転送するために、“キーパッドファシリティ”情報要素もし 
 

    くは“着番号”情報要素が含まれる場合があります。  

      また“キーパッドファシリティ”情報要素は、ユーザが網に対して他の呼設定情報を転送したい

場合、もしくは、付加サービス情報を転送したい場合、本メッセージに含まれることがあります。 

（注７） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

                                                   

（注８） 分割発呼手順で着番号情報を転送するために、“キーパッドファシリティ”情報要素もし 
 

    くは“着番号”情報要素が含まれる場合があります。  

     分割着呼手順で着番号情報を転送するために、“着番号”情報要素は、網によって本メッ  

    セージに含まれます。  

未提供 

未提供 
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（注９） 本情報要素は、コード群６の情報要素が本メッセージに含まれる場合は必須です。その他  

    の場合は含まれません。  

（注10） 発信専用制御機能のＢチャネル単位制御モードを利用する場合に使用します。本情報要素  

    を含む場合は、固定シフト手順を用います。  

（注11） 網からアウトチャネル情報が提供される場合に含まれます。本情報要素を含む場合は固定  

    シフト手順を用います。  

 

 “表示”、“キーパッドファシリティ”、“シグナル”、“ 汎用通知”情報要素は、スティミュ  

ラス手順により、付加サービスを行う場合に含むことがあります。  

 付加サービスにより“理由表示”、“フィーチャアクティベーション”、“フィーチャインディケ  

ーション”情報要素が含まれる場合があります。付加サービス仕様を参照して下さい。  
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３.１.７ 通知［NOTIFY］ 

 本メッセージは、ユーザまたは網から、呼中断のような呼に関する情報を表示するため転送されます（表３.

８）。 

  

                表３.８ 通知メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 通知 

  定義区間    ： アクセス 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 伝達能力 ４.５.５  ｎ→ｕ Ｏ（注１）   ２－１２ 未提供  

 通知識別子 ４.５.２２  両方向   Ｍ   ３   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注２）  （注３）   

 

                                                 

（注１） 網から伝達能力の変更を表示する場合、本メッセージに含まれます。  
未提供 

 （注２） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

 (注３） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  
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３.１.８ 経過表示［PROGRESS］ 

 本メッセージは、相互接続又はインバンド情報／パターンを提供の場合に網又はユーザから呼の経過を表示

するため転送されます（表３.９）。 

  

              表３.９ 経過表示メッセージの内容 

  メッセージ種別 ： 経過表示 

  定義区間    ： グローバル 

          

  方  向    ： 網からユーザ、 ユーザから網  
未提供 

 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 伝達能力 ４.５.５  両方向 Ｏ（注１）   ４－１２ 未提供  

 理由表示 ４.５.１２  両方向 Ｏ（注２）   ２－３２   

 経過識別子 ４.５.２３  両方向   Ｍ   ４   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）   

 高位レイヤ整合性 ４.５.１７  両方向 Ｏ（注５）  ２－４ 未提供  

 

                     

（注１） “伝達能力”情報要素は、５．１１節における伝達能力選択手順を提供する場合に含まれ 
 

    ることがあります。“伝達能力”情報要素は、その呼がベアラサービスを利用していること  

    を示します。  

未提供 

 （注２） 網がインバンド情報／パターンの提供に関する付加的な情報を提供する場合に本メッセージに含ま

れます。 

 （注３） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

                                    

（注５） “高位レイヤ整合性”情報要素は、５１２節における高位レイヤ整合性選択手順を提供す 
 

    る場合に含まれることがあります。“高位レイヤ整合性”情報要素は、その呼が、高位レイ  

    ヤ整合性を利用していることを示します。  

未提供 

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  

 付加サービスにより“ユーザ・ユーザ”情報要素が含まれる場合があります。付加サービス仕様を  

参照してください。  
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３.１.９ 解放［RELEASE］ 

 本メッセージはユーザまたは網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信している装置が情報チャ

ネル（もしあれば）を既に切断した事を示し、チャネルと呼番号を解放するために送信されます。さらに「解

放」メッセージを受信した装置ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」メッセージを送信したあと呼番号

を解放します（表３.１０）。 

  

               表３.１０ 解放メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 解放 

  定義区間    ： ローカル（注1) 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.１２  両方向 Ｏ（注２）   ２－３２   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）   

 シグナル ４５２８  ｎ→ｕ Ｏ（注５）  ２－３   

 固定シフト（コード群６） ４.５.３  両方向 Ｏ（注６）   １ ｕ→ｎは  

      未提供  

 料金通知 ４.６.１  ｎ→ｕ Ｏ（注７）  ４－＊ 網特有  

 汎用通知 ４.６.３  ｎ→ｕ Ｏ（注８）   ４－３９ 網特有  

 （注１） 本メッセージは、ローカルな意味をもちますが、最初の切断復旧メッセージとして使用される場合

は、グローバルな意味を持つ情報を転送することができます。 

 （注２） 切断復旧手順を起動する最初のメッセージの場合は、必須です。また、エラー処理条件の結果とし

て「解放」メッセージが送信される場合も、本メッセージに含まれます。 

 （注３） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 （注５） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれることがあります。 

（注６） 本情報要素は、コード群６の情報要素が本メッセージに含まれる場合は必須です。その他  

    の場合は含まれません。  

 (注７） 通信料を通知する場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、固定シフト手順を用いま  

    す。  

（注８） 網からのアウトチャネル情報が提供される場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、  

    固定シフト手順を用います。  

 

 “表示”、“シグナル”、“汎用通知”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行  

う場合に含まれることがあります。  

 付加サービスにより“ファシリティ”、“フィーチャインディケーション”、“ユーザ・ユーザ”  

情報要素が含まれる場合があります。付加サービス仕様を参照して下さい。  
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３.１.１０ 解放完了［RELEASE COMPLETE］ 

 本メッセージは、ユーザ側もしくは網のどちらか一方からメッセージを送信した装置が、既に情報チャネル

（もしあれば）及び呼番号を解放したことを表示するために送信されます。 

 解放された情報チャネルは、再び利用が可能となるとともに、本メッセージを受信した装置は呼番号を解放

します（表３.１１)｡ 

  

              表３.１１ 解放完了メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 解放完了 

  定義区間    ： ローカル（注1) 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.１２  両方向 Ｏ（注２）   ２－３２   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）   

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注５）  ２－３   

 固定シフト（コード群６) ４.５.３  両方向 Ｏ（注６）   １ ｕ→ｎは  

      未提供  

 料金通知 ４.６.１  ｎ→ｕ Ｏ（注７）  ４－＊ 網特有  

 汎用通知 ４.６.３  ｎ→ｕ Ｏ（注８）   ４－３９ 網特有  

  (注１） 本メッセージは、ローカルな意味をもちますが、最初の切断復旧メッセージとして使用される場合

は、グローバルな意味を持つ情報を転送することができます。 

 （注２） 解放手順を起動する最初のメッセージの場合は必須です。また、エラー処理条件の結果として「解

放完了」メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれます。 

 （注３）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 （注５） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれることがあります。 

（注６） 本情報要素は、コード群６の情報要素が本メッセージに含まれる場合は、必須です。その  

    他の場合は含まれません。  

（注７） 通信料を通知する場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、固定シフト手順を用いま  

    す。  

（注８） 網からアウトチャネル情報が提供される場合に含まれます。本情報要素を含む場合は、固  

    定シフト手順を用います。  

 

 “表示”、“シグナル”、“汎用通知”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行  

う場合に含まれることがあります。  

 付加サービスにより“ファシリティ”、“フィーチャインディケーション”、“ユーザ・ユーザ”  

情報要素を含むことがあります。付加サービス仕様を参照して下さい。  

                                                 

- 26 -



３.１.１１ 再開［RESUME］ 

  本メッセージはユーザから網に中断呼の再開を要求するために転送されます（表３.１２）。 

 本メッセージはポイント・マルチポイント接続のときにのみ適用されます。  

               表３.１２ 再開メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 再開 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： ユーザから網 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  ｕ→ｎ   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  ｕ→ｎ   Ｍ   ２   

 メッセージ種別 ４.４  ｕ→ｎ   Ｍ   １   

 呼識別 ４.５.６  ｕ→ｎ Ｏ（注１）  ２－１０   

 （注１） 「中断」メッセージが“呼識別”情報要素を含んでいたときに含まれます。 
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３.１.１２ 再開確認［RESUME ACKNOWLEDGE］ 

 本メッセージは、中断された呼の再開要求の完了を示すために網からユーザに転送されます（表３.１３）。 

 本メッセージはポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

              表３.１３ 再開確認メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 再開確認 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 網からユーザ 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  ｎ→ｕ   Ｍ   ２   

 メッセージ種別 ４.４  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 チャネル識別子 ４.５.１３  ｎ→ｕ   Ｍ  ３－＊   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）   

 （注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  
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３.１.１３ 再開拒否［RESUME REJECT ］ 

 本メッセージは、中断された呼の再開要求が不成立であることを通知するために網からユーザに転送されま

す（表３.１４）。 

 本メッセージはポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

              表３.１４ 再開拒否メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 再開拒否 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 網からユーザ 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  ｎ→ｕ   Ｍ   ２   

 メッセージ種別 ４.４  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.１２  ｎ→ｕ   Ｍ   ４－３２   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）  （注２）   

 固定シフト（コード群６） ４.５.３  両方向 Ｏ（注３）   １ ｕ→ｎは  

      未提供  

 料金通知 ４.６.１  ｎ→ｕ Ｏ（注４）  ４－＊ 網特有  

 （注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

（注３） 本情報要素は、コード群６の情報要素が本メッセージに含まれる場合は、必須です。その  

    他の場合は含まれません。  

（注４） 通信料を通知する場合に含まれます。本情報要素を含む場合固定シフト手順を用います。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含まれます。  
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３.１.１４ 呼設定［SETUP］ 

 本メッセージは、発信ユーザから網へ、もしくは網から着信ユーザに呼設定を開始するために転送されます

（表３.１５）。 

  

               表３.１５ 呼設定メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 呼設定 

  定義区間    ： グローバル 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 送信完了 ４.５.２７  両方向 Ｏ（注１）   １ 未提供  

 繰り返し識別子 ４.５.２４  両方向 Ｏ（注２）   １   

 伝達能力 ４.５.５  両方向 Ｍ（注３）   ４－１２   

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注４）  ２－＊   

 経過識別子 ４.５.２３  両方向 Ｏ（注５）  ２－４   

 網特有ファシリティ ４.５.２１  両方向 Ｏ（注６）  ２－＊ 未提供  

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注７）   （注８）   

 キーパッドファシリティ ４.５.１８  ｕ→ｎ Ｏ（注９）   ２－３４    

 シグナル ４.５.２８  ｕ→ｎ Ｏ（注10）  ２－３   

 発番号 ４.５.１０  両方向 Ｏ（注11）   ２－３６   

 発サブアドレス ４.５.１１  両方向 Ｏ（注12）   ２－２３   

 着番号 ４.５.８  両方向 Ｏ（注13）   ２－５１   

 着サブアドレス ４.５.９  両方向 Ｏ（注14）   ２－２３   

 転送元番号 ４.５.３１  ｎ→ｕ Ｏ（注15）   ２－２４   

 中継網選択 ４.５.２９  ｕ→ｎ Ｏ（注16）  ２－＊ 未提供  

 繰り返し識別子 ４.５.２４  両方向 Ｏ（注17）   １ 未提供  

 低位レイヤ整合性 ４.５.１９  両方向 Ｏ（注18）     ２－１８   

 高位レイヤ整合性 ４.５.１７  両方向 Ｏ（注19）  ２－５   

 

                             

（注１） 呼設定に必要なすべての情報が「呼設定」メッセージに含まれていることをユーザもしく 
 

    は網がオプションで表示する場合、本メッセージに含まれます。  

 （注２） 伝達能力交渉手順が使用される場合、“繰り返し識別子”情報要素は、最初の“伝達能力”情報要

素の直前に含まれます。 

                                              

（注３） もし伝達能力交渉手順が使用される場合情報要素が繰り返され得ます（付録２.３参照）。 
 

    伝達能力交渉に対しては優先度の高いものからならべられた２つの“伝達能力”情報要素が  

    含まれることがあります。すなわち最優先のものが最初になります。複数の“伝達能力”情  

    報要素の提供が全ての網にて提供されなくても、それを提供する網では、加入時の取決めな  

    どを通して２つの“伝達能力”情報要素は含まれることがあります。“繰り返し識別子”情  

    報要素が、２つの“伝達能力”情報要素の前に設定されないときは、優先度の低いものから  

    示されます。  

未提供 

未提供 
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     “繰り返し識別子”情報要素については認識しますが、伝達能力交渉手順については提供しま

    せん。したがって、“伝達能力”情報要素を繰り返した場合、５.８.５.２節の手順に従います。

 （注４） 本情報要素は網からユーザへの方向において必須です。ユーザから網への方向においては、ユーザ

がチャネルを表示する事を要求する場合、本メッセージに含まれます。含まれない場合は、“任意チ

ャネルの受付可能”とみなして解釈されます。 

 （注５） 相互接続または、インチャネル情報の提供の場合に本メッセージに含まれます。 

                                                 

（注６） 発信ユーザもしくは網によって網特有ファシリティ情報を表示する場合、本メッセージに 
 

    含まれます。  

未提供 

 （注７） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注８） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 （注９） ユーザから網へ着番号情報を転送するために、“着番号”情報要素、もしくは“キーパッドファシ

リティ”情報要素が本メッセージに含まれます。 また、“キーパッドファシリティ”情報要素は、

ユーザが網に対して他の呼設定情報を転送したい場合、本メッセージに含まれます。 

（注10） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

 （注11） 発信ユーザ識別のために、発信ユーザまたは網によって本メッセージに含まれることがあります。 

     本情報要素は、付加サービスを利用する場合において、必須となることがあります。  

（注12） 発信ユーザが、発サブアドレスの表示を行いたい場合は、ユーザから網への方向で本メッセージに

含まれます。 

（注13） ユーザから網へ着番号情報を転送するために、“着番号”情報要素もしくは、“キーパッドファシ

リティ”情報要素が本メッセージに含まれます。 

    ユーザから網の方向に本情報要素と“キーパッドファシリティ”情報要素の両方が本メッセ  

   ージに含まれた場合は本情報要素が着番号として使用されます。  

    網からユーザへの方向には、付加サービスによって使用可能です（例：ダイヤルインサービ  

   ス）。  

 （注14） 発信ユーザが、着サブアドレスの表示を行いたい場合は、ユーザから網の方向で本メッセージに含

まれます。発信ユーザが「呼設定」メッセージに“着サブアドレス”情報要素を含めているならば、網

からユーザの方向で、本メッセージに含まれます。 

 （注15） 呼の着信転送または転送が起動された番号を着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザの方向で

本メッセージに含まれます。 

                                              

（注16） 特定中継網を選択するために、発信ユーザによって本メッセージに含まれます（付録３参 
 

    照）。  

（注17） 低位レイヤ整合性交渉のため、２つまたはそれ以上の“低位レイヤ整合性”情報要素が含  

    まれる場合に、本メッセージに含まれます。  

未提供 

 （注18） 発信ユーザが、着信ユーザに対して低位レイヤ整合性情報を転送する場合、ユーザから網の方向で

本メッセージに含まれます。発信ユーザが、「呼設定」メッセージに“低位レイヤ整合性”情報要素

を含めているならば、網からユーザの方向で本メッセージに含まれます。低位レイヤ整合性交渉手順

を利用する場合、優先順位の高いものから並べられた２つ、３つあるいは４つの情報要素が含まれる

ことがあります。すなわち、最優先のものが最初になります（付録１５参照）。 
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 （注19） 発信ユーザが、着信ユーザに対して高位レイヤ整合性情報を転送する場合、ユーザから網の方向で

本メッセージに含まれます。発信ユーザが、「呼設定」メッセージに“高位レイヤ整合性”情報要素

を含むならば、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれます。 

                   

    複数の“高位レイヤ整合性”情報要素の提供が全ての網にて提供されなくとも、それを提供 
 

   する網では、加入時の取決めなどを通して２つの“高位レイヤ整合性”情報要素が含まれるこ  

   とがあります（５.１２節参照）。２つの“高位レイヤ整合性”情報要素は優先度の低いものか  

   ら示されます。  

未提供 

 

 “表示”、“キーパッドファシリティ”、“シグナル”情報要素は、スティミュラス手順により付  

加サービスを行う場合に含まれることがあります。  

 付加サービスにより“ファシリティ”、“フィーチャアクティベーション”、“フィーチャインデ  

ィケーション”、“ユーザ・ユーザ”情報要素が含まれる場合があります。付加サービス仕様を参照  

して下さい。  
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３.１.１５ 呼設定確認［SETUP ACKNOWLEDGE ］  

 本メッセージは網から発信ユーザ、あるいは着信ユーザから網に送信され、呼設定が開始され引き  

続きデータを要求していることを示します（表３.１６）。  

  

             表３.１６ 呼設定確認メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 呼設定確認  

 定義区間    ： ローカル  

 方  向    ： 両方向  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注１）  ２－＊    

 経過識別子 ４.５.２３  両方向 Ｏ（注２）  ２－４    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）    

 シグナル ４.５.２８  ｎ→ｕ Ｏ（注５）  ２－３    

  

 （注１） ユーザが「呼設定」メッセージ内に示された特定Ｂチャネルを受け入れる場合を除き、全  

    ての場合で必須となります。  

 （注２） 相互接続又は、インチャネル情報の提供の場合に含まれます。  

  (注３） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

 （注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。   

  

 （注５） トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。   

  

未提供 
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３.１.１６ 状態表示［STATUS］ 

 本メッセージは、「状態問合」メッセージに対する応答として、もしくは５８節に示されるエラー状態を通

知するために、１つの呼内の任意の時点でユーザもしくは、網のいずれからも送信されます（表３.１７）。 

  

              表３.１７ 状態表示メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 状態表示 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向 

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.12  両方向   Ｍ   ４－３２   

 呼状態 ４.５.７  両方向   Ｍ   ３   

 表示 ４.５.16  ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）   

 （注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  
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３.１.１７ 状態問合［STATUS ENQUIRY］ 

 本メッセージは、ユーザ又は網より対向するレイヤ３から「状態表示」メッセージを要求するために任意の

時点で送信されることがあります。本メッセージを受信した場合、その応答として「状態表示」メッセージの

送出が必須です（表３.１８）。 

  

              表３.１８ 状態問合メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 状態問合 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向   

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）   

 （注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  
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３.１.１８ 中断［SUSPEND］ 

 本メッセージは、呼の中断を要求するためにユーザから網に転送されます（表３.１９）。 

 本メッセージは、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

               表３.１９ 中断メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 中断 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： ユーザから網 

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  ｕ→ｎ   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  ｕ→ｎ   Ｍ   ２   

 メッセージ種別 ４.４  ｕ→ｎ   Ｍ   １   

 呼識別 ４.５.６  ｕ→ｎ Ｏ（注１）   ２－１０   

 （注１） ユーザが中断の呼を再開時に明確に識別する場合に含まれます。 
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３.１.１９ 中断確認［SUSPEND ACKNOWLEDGE］ 

 本メッセージは、要求された呼の中断が完了したことを通知するために網からユーザに転送されます（表３.

２０）。 

 本メッセージは、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

              表３.２０ 中断確認メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 中断確認 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 網からユーザ 

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  ｎ→ｕ   Ｍ   ２   

 メッセージ種別 ４.４  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）  （注２）   

 （注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  
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３.１.２０ 中断拒否［SUSPEND REJECT］ 

  本メッセージは、呼の中断要求が不成立であることを通知するために、網からユーザに転送されます（表

３.２１）。 

 本メッセージは、ポイント・マルチポイント接続のみに適用されます。  

              表３.２１ 中断拒否メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 中断拒否 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 網からユーザ 

    情 報 要 素  参 照 方  向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  ｎ→ｕ   Ｍ   ２   

 メッセージ種別 ４.４  ｎ→ｕ   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.１２  ｎ→ｕ   Ｍ  ４－３２   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）  （注２）   

 （注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

 

 “表示”情報要素は、スティミュラス手順により付加サービスを行う場合に含むことがあります。  
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３.２ ユーザ信号ベアラサービス制御用メッセージ   

 回線交換呼と対応しない一時的信号接続制御及びユーザ・ユーザ情報を転送するためのメッセー  

ジを示します（表３.２２）。  

  

           表３.２２ 一時的信号接続制御用メッセージ  

  

 呼設定用メッセージ                          参 照  

   呼出［ALERTING］                         ３.２.１  

   呼設定受付［CALL PROCEEDING ］                  ３.２.２  

   応答［CONNECT ］                         ３.２.４  

   応答確認［CONNECT ACKNOWLEDGE ］                 ３.２.５  

   呼設定［SETUP ］                         ３.２.９  

   呼設定確認［SETUP ACKNOWLEDGE ］                 ３.２.１０  

 （注） 本メッセージはＴＴＣ非標準のため提供しません。  

  

 通信中メッセージ  

   ユーザ情報［USER INFORMATION］                  ３.２.１３  

  

 呼切断復旧用メッセージ  

   解放［RELEASE ］                         ３.２.７  

   解放完了［RELEASE COMPLETE］                   ３.２.８  

  

 その他のメッセージ  

   輻輳制御［CONGESTION CONTROL］                  ３.２.３  

   付加情報［INFORMATION ］                     ３.２.６  

   状態表示［STATUS］                        ３.２.１１  

   状態問合［STATUS ENQUIRY］                    ３.２.１２  

  

（注） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１（第５版）では、ユーザ間双方の合意に基づく付加的な整合性確  

   認のため、またはＴＴＣ標準、及びＩＴＵ－Ｔ勧告（例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３）に  

   基づく提供のため、ユーザ・ユーザ信号の提供の記述していました。この機能の利用において  

   は、ユーザ・ユーザ情報要素が、「呼出」「応答」、「解放」、「解放完了」、「呼設定」メ  

   ッセージに含まれます。この機能（明白な、及び暗黙のタイプ１ユーザ・ユーザ信号）の詳細  

   は、付加サービス仕様を参照して下さい。  

  

  

  

  

  

未提供 
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３.２.１ 呼出［ALERTING］   

 本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを表示するために、着信ユーザから網に転送  

されます。そして、網から発信ユーザに着信ユーザが呼出を開始したことを通知するために転送され  

ます（表３.２３) 。  

  

              表３.２３ 呼出メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 呼出  

 定義区間    ： グローバル  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 チャネル識別子 ４.５.１３  ｕ→ｎ Ｏ (注１）  ２－＊    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注２）   （注３）    

  

（注１） 本メッセージが「呼設定」メッセージの最初の応答で、「呼設定」メッセージで表示され  

    た情報チャネルをユーザが受付けない場合は、この情報要素は必須となります。  

（注２） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注３） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.２ 呼設定受付［CALL PROCEEDING］   

 本メッセージは、要求された呼設定が開始されたことを表示するため着信ユーザから網に、または  

網から発信ユーザに転送され、これ以上の呼設定情報は受付けられないことを示すものです（表３.２  

４）。  

  

             表３.２４ 呼設定受付メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 呼設定受付  

 定義区間    ： ローカル  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ (注１）  ２－＊    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注２）   （注３）    

  

（注１） 網からユーザへ「呼設定」メッセージに対する最初の応答の場合、本情報要素は必須とな  

    ります。ユーザから網へ「呼設定」メッセージに対する最初の応答で、「呼設定」メッセー  

    ジで表示された情報チャネルをユーザが受付けない場合、この情報要素は必須となります。  

（注２） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注３） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.３ 輻輳制御［CONGESTION CONTROL］   

 本メッセージは、網もしくはユーザによって転送され、「ユーザ情報」メッセージの転送における  

フロー制御の確立及び終結を通知するのに用いられます (表３.２５）。  

  

             表３.２５ 輻輳制御メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 輻輳制御  

 定義区間    ： ローカル（注１）  

 方  向    ： 両方向  

      情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 輻輳制御レベル ４.５.１４  両方向   Ｍ   １    

 理由表示 ４.５.１２  両方向   Ｍ   ４－３２    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注２）   （注３）    

  

（注１） 本メッセージはローカルな意味を持ちますが、グローバルな意味を持つ情報を転送するこ  

    とがあります。  

（注２） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注３） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.４ 応答［CONNECT］   

 本メッセージは、着信ユーザが呼を受付けたことを通知するために着信ユーザから網に、または、  

網から発信ユーザに送られます（表３.２６）。  

  

              表３.２６ 応答メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 応答  

 定義区間    ： グローバル  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 チャネル識別子 ４.５.１３  ｕ→ｎ Ｏ（注１）  ２－＊    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注２）   （注３）    

  

（注１） 「呼設定」メッセージに対する最初の応答で、「呼設定」メッセージで指示された情報チ  

    ャネルをユーザが受付けない場合は本情報要素は必須となります。  

（注２） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注３） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.５ 応答確認［CONNECT ACKNOWLEDGE］   

 本メッセージは網から着信ユーザに、呼が提供されたことを通知するために、送信されます。また  

プロトコル手順の対称性のため発信ユーザから網に送信されることがあります（表３.２７）。  

  

             表３.２７ 応答確認メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 応答確認  

 定義区間    ： ローカル  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）  （注２）    

  

（注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.６ 付加情報［INFORMATION］   

 本メッセージは、ユーザまたは網から付加情報を送信したい場合に転送されます。呼設定のための  

付加情報、あるいは種々の呼関連情報を送信するために使用されることがあります（表３.２８）。  

  

             表３.２８ 付加情報メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 付加情報  

 定義区間    ： ローカル（注１）  

 方  向    ： 両方向  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 送信完了 ４.５.２７  両方向 Ｏ（注２）   １    

 理由表示 ４.５.１２  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   ２－３２    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注４）   （注５）    

 キーパッドファシリティ ４.５.１８  ｕ→ｎ Ｏ（注６）   ２－３４    

 着番号 ４.５.８  両方向 Ｏ（注７）  ２－＊    

  

（注１） 本メッセージはローカルな意味を持ちますが、グローバルな意味を持つ情報を転送するこ  

    とがあります。  

（注２） ユーザが網に対して分割発呼の完了をオプションで表示する場合、または、網がユーザに  

    対して分割着呼の完了をオプションで表示する場合に、本メッセージに含まれます。  

（注３） 網がオプションでユーザ・ユーザ信号に適する付加情報を提供する場合、本メッセージに  

    含まれます。  

（注４） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注５） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

（注６） 分割発呼手順で着番号情報を網へ転送するために、“着番号”情報要素もしくは“キーパ  

    ッドファシリティ”情報要素がユーザによって本メッセージに含まれます。  

（注７） 分割発呼手順で着番号情報を網へ転送するために、“キーパッドファシリティ”情報要素  

    もしくは、“着番号”情報要素が、ユーザによって本メッセージに含まれます。  

     分割着呼手順でユーザに着番号情報を転送するために、“着番号”情報要素は、網によっ  

    て本メッセージに含まれます。  

  

未提供 
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３.２.７ 解放［RELEASE］  

 本メッセージはユーザまたは網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信している装置が  

情報チャネル (もしあれば) を既に切断したことを示し、チャネルと呼番号を解放するために送信さ  

れます。さらに、本メッセージを受信した装置ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」メッセー  

ジを送信したあと呼番号を解放します (表３.２９）。  

  

              表３.２９ 解放メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 解放  

 定義区間    ： ローカル（注１）  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 理由表示 ４.５.１２  両方向 Ｏ（注２）   ２－３２    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）    

  

（注１） 本メッセージはローカルな意味を持ちますが、最初の呼切断復旧メッセージとして使用さ  

    れる場合は、グローバルな意味をもつ情報を転送することができます。  

（注２） 本メッセージが切断復旧手順を起動する最初のメッセージの場合は、必須です。また、エ  

    ラー処理条件の結果として「解放」メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれま  

    す。  

（注３） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.８ 解放完了［RELEASE COMPLETE］  

 本メッセージはユーザ側または網のいずれか一方からメッセージを送信した装置が、既に情報チャ  

ネル (もしあれば) 及び呼番号を解放したことを表示するために送信されます。解放されたチャネル  

は再び利用が可能となり、本メッセージを受信した装置は呼番号を解放します（表３.３０）。  

  

             表３.３０ 解放完了メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 解放完了  

 定義区間    ： ローカル（注１）  

 方  向    ： 両方向  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 理由表示 ４.５.１２  両方向 Ｏ（注２）   ２－３２    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）    

  

（注１） 本メッセージはローカルな意味を持ちますが、最初の呼切断復旧メッセージとして使用さ  

    れる場合は、グローバルな意味をもつ情報を転送することができます。  

（注２） 本メッセージが最初の切断復旧手順を起動する最初のメッセージである場合は必須です。  

    また、エラー処理条件の結果として「解放完了」メッセージが送信される場合も本メッセー  

    ジに含まれます。  

（注３） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテット  

    です。  

  

未提供 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

- 47 -



 

                                                              

３.２.９ 呼設定［SETUP］  

 本メッセージは呼設定を開始するために、発信ユーザから網へ、そして網から着信ユーザへ送信さ  

れます (表３.３１）。  

  

              表３.３１ 呼設定メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 呼設定  

 定義区間    ： グローバル  

 方  向    ： 両方向  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 送信完了 ４.５.２７  両方向 Ｏ（注１）   １    

 伝達能力 ４.５.５  両方向 Ｍ（注２）  ６－８    

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 網特有ファシリティ ４.５.２１  両方向 Ｏ（注３）  ２－＊    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注４）   （注５）    

 キーパッドファシリティ ４.５.１８  ｕ→ｎ Ｏ（注６）   ２－３４    

 発番号 ４.５.１０  両方向 Ｏ（注７）  ２－＊    

 発サブアドレス ４.５.１１  両方向 Ｏ（注８）   ２－２３    

 着番号 ４.５.８  両方向 Ｏ（注９）  ２－＊    

 着サブアドレス ４.５.９  両方向 Ｏ（注10）   ２－２３    

 中継網選択 ４.５.２９  ｕ→ｎ Ｏ（注11）  ２－＊    

 低位レイヤ整合性 ４.５.１９  両方向 Ｏ（注12）   ２－１８    

 高位レイヤ整合性 ４.５.１７  両方向 Ｏ（注13）  ２－４    

  

（注１） 呼設定に必要な全ての情報が「呼設定」メッセージに含まれていることをユーザまたは網  

    がオプションで表示する場合、本メッセージに含まれます。  

（注２） “伝達能力”情報要素および“低位レイヤ整合性”情報要素は、もし適当であれば、ＩＴ  

    Ｕ－Ｔテレコミュニケーション・サービスを記述するのに使用されることがあります。  

  

未提供 
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（注３） 発信ユーザまたは網によって網特有ファシリティ情報を表示する場合、本メッセージに含 

 

    まれます。  

（注４） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注５） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

（注６） 分割発呼手順で着番号情報を網へ転送するために、“着番号”情報要素もしくは“キーパ  

    ッドファシリティ”情報要素が、ユーザによって本メッセージに含まれます。  

     網に他の呼設定情報を転送するために、“キーパッドファシリティ”情報要素もまた、ユ  

    ーザによって本メッセージに含まれることがあります。  

（注７） 発信ユーザ識別のために、発信ユーザまたは網によって本メッセージに含まれることがあ  

    ります。  

（注８） 発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向で本メッセー  

    ジに含まれます。発信ユーザが「呼設定」メッセージに“発サブアドレス”情報要素を含め  

    ているならば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれます。  

（注９） 着番号情報を網へ転送するために、“キーパッドファシリティ”情報要素もしくは“着番  

    号”情報要素が、ユーザによって本メッセージに含まれます。  

     ユーザに着番号情報を転送するために、“着番号”情報要素は、網によって本メッセージ  

    に含まれます。  

（注10） 発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向で本メッセー  

    ジに含まれます。発信ユーザが「呼設定」メッセージに“着サブアドレス”情報要素を含め  

    ているならば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれます。  

（注11） 特定中継網を選択するために、発信ユーザによって本メッセージに含まれます（付録３参  

    照）。  

（注12） 発信ユーザが着信ユーザに対して低位レイヤ整合性情報を転送する場合、ユーザから網へ  

    の方向で本メッセージに含まれます。発信ユーザが「呼設定」メッセージに“低位レイヤ整  

    合性”情報要素を含めているならば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれます。  

（注13） 発信ユーザが着信ユーザに対して高位レイヤ整合性情報を転送する場合、ユーザから網へ  

    の方向で本メッセージに含まれます。発信ユーザが「呼設定」メッセージに“高位レイヤ整  

    合性”情報要素を含めているならば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれます。  

  

未提供 
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３.２.１０ 呼設定確認［SETUP ACKNOWLEDGE］ 
 

  本メッセージは、ＴＴＣ非標準のため提供しません。  

  

未提供 
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３.２.１１ 状態表示［STATUS］  

 本メッセージは、「状態問合」メッセージに対する応答として、もしくは５.８節に示されるエラー  

状態を通知するために、１つの呼内の任意の時点でユーザ、もしくは網のいずれからも送信されます  

（表３.３２）。  

  

             表３.３２ 状態表示メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 状態表示  

 定義区間    ： ローカル  

 方  向    ： 両方向  

    情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 理由表示 ４.５.１２  両方向   Ｍ   ４－３２    

 呼状態 ４.５.７  両方向   Ｍ   ３    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）    

  

（注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.１２ 状態問合［STATUS ENQUIRY］  

 本メッセージは、ユーザまたは網より対向するレイヤ３から「状態表示」メッセージを要求するた  

めに任意の時点で送信されることがあります。本メッセージを受信した場合、その応答としての「状  

態表示」メッセージの送出が必須です（表３.３３）。  

  

             表３.３３ 状態問合メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： 状態表示  

 定義区間    ： ローカル  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）    

  

（注１） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。  

（注２） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  

  

未提供 
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３.２.１３ ユーザ情報［USER INFORMATION］  

 本メッセージは、ユーザがリモートユーザに情報を転送するためにユーザから網に送信されます。  

また、本メッセージは、網からユーザに相手ユーザからの情報を届けるために送信されます（表３.３  

４）。  

  

             表３.３４ ユーザ情報メッセージ内容  

 メッセージ種別 ： ユーザ情報  

 定義区間    ： アクセス  

 方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考   

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １    

 呼番号 ４.３  両方向   Ｍ  ２－＊    

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １    

 モアデータ ４.５.２０  両方向 Ｏ（注１）   １    

 ユーザ・ユーザ ４.５.３０  両方向   Ｍ ２－２５５    

  

（注１） 同じメッセージ・ブロックに属する他の「ユーザ情報」メッセージが続いて来ることを表  

    示する場合に、送信側ユーザによって本メッセージに含めます。  

  

未提供 
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３.３ グローバル呼番号を用いたメッセージ 

  表３.３５、４.３節で定義されたグローバル呼番号を用いるメッセージを示します。 

  

              表３.３５ グローバル呼番号用メッセージ 

    メッセージ                            参 照 

    初期設定［RESTART ］                       ３.３.１ 

    初期設定確認［RESTART ACKNOWLEDGE ］               ３.３.２ 

    状態表示［STATUS］                        ３.３.３ 
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３.３.１ 初期設定［RESTART］ 

 本メッセージは、ユーザもしくは網から表示されたチャネルまたはインタフェースの初期設定（すなわち、

“空”状態に戻す）を要求するために転送されます（表３.３６）。 

 本メッセージは、基本アクセスでかつポイント・マルチポイントに対する網からの起動は、未提供  

です。  

              表３.３６ 初期設定メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 初期設定 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向 

     情 報 要 素  参 照 方  向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向 Ｍ（注１）  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注２）  ２－＊   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）   

 初期設定表示 ４.５.２５  両方向   Ｍ   ３   

 （注１） 本メッセージは、４.３節で定義されるグローバル呼番号と共に送られます。 

（注２） 初期設定対象の特定のチャネルを表示する必要がある場合、本メッセージに含まれます。  

（注３） 網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は、３４オクテットです。  
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３.３.２ 初期設定確認［RESTART ACKNOWLEDGE］ 

 本メッセージは、「初期設定」メッセージの受信を確認し、要求された初期設定が完結したことを表示する

ために転送されます（表３.３７）。 

 本メッセージは、基本アクセスでかつポイント・マルチポイントに対する網からの起動は、未提供  

です。  

             表３.３７ 初期設定確認メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 初期設定確認 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向 

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向 Ｍ（注１）  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 チャネル識別子 ４.５.１３  両方向 Ｏ（注２）  ２－＊   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）   

 初期設定表示 ４.５.２５  両方向   Ｍ   ３   

 （注１） 本メッセージは、４.３節で定義されるグローバル呼番号と共に送られます。 

 （注２） 初期設定されている特定のチャネルの表示を必要とする場合に、含まれます。 

 （注３） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注４） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  
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３.３.３ 状態表示［STATUS］ 

 本メッセージは、５.８節に示されるエラー状態を通知するために、１つの呼内の任意の時点でユーザもしく

は網のいずれからも転送されます（表３.３８）。 

  

              表３.３８ 状態表示メッセージ内容 

  メッセージ種別 ： 状態表示 

  定義区間    ： ローカル 

  方  向    ： 両方向  

     情 報 要 素  参 照  方 向  種 別  情報長  備  考  

 プロトコル識別子 ４.２  両方向   Ｍ   １   

 呼番号 ４.３  両方向 Ｍ（注１）  ２－３   

 メッセージ種別 ４.４  両方向   Ｍ   １   

 理由表示 ４.５.１２  両方向   Ｍ   ４－３２   

 呼状態 ４.５.７  両方向   Ｍ   ３   

 表示 ４.５.１６  ｎ→ｕ Ｏ（注２）   （注３）   

 （注１） 本メッセージは、４.３節で定義されるグローバル呼番号と共に送られます。 

 （注２） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれます。 

（注３） 最小の長さは２オクテットです。また、最大長は３４オクテットです。  
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４. メッセージフォーマットと情報要素コーディング 

 
 

本章での図と文章では、メッセージ内容について規定しています。各々のオクテット内のビット送出順序は、 

「ビット１」から「ビット２」…「ビット８」の順となります。同様に、各メッセージ内のオクテットも「オ

クテット１」、「オクテット２」… の順に送出します。 

 
４.１ 概 要 

本プロトコル内において、各メッセージは次の部分から構成されます。 

 
 

(1) プロトコル識別子 

(2) 呼番号 

(3) メッセージ種別 

(4) 他の情報要素（必要に応じて） 

 
 

情報要素(1)、(2)及び(3)は、全てのメッセージに共通であり、全メッセージに含まれなければなりません。

一方、情報要素(4)は各メッセージ種別に応じて規定されます。この構成を図４.１に例として示します。 

メッセージには特定の装置が必要であり、また、処理が可能である以上の情報を含む場合があります。した

がって、全ての装置はメッセージに含まれる処理上必要でない余分な情報を無視できるようにする必要があり

ます。例えば、端末は「呼設定」メッセージで表示される“発番号”が必要でなければ、それを無視できるよ

うにする必要があります。 

別に規定する場合を除いて特定の情報要素は、与えられたメッセージ内に１度だけ存在できます。 

“デフォルト”とは、定義された値が割当のない場合、または複数個の値から選択する場合に使用されます。

呼番号値のようにフィールドが１オクテットを超えて拡張される場合、オクテット番号が大きくなるに従い 

ビットが示す値の位は小さくなります。したがって、フィールドの最下位のビットは、そのフィールドの最も 

大きい番号のオクテットの最も小さい番号のビットとなります。 

 

ビット      ８    ７    ６    ５    ４    ３    ２    １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

・ 

・ 

・ 

～ ～ ･ 

・ 

図４.１ メッセージフォーマットの構成例 

フ  ィ  ー  ル  ド  

プ ロ ト コ  ル 識 別  子 

０ ０ ０ ０  呼  番  号  長  

呼  番  号  値  

０ メ  ッ  セ  ー  ジ  種  別  

 
情  報  要  素  群  
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４.２ プロトコル識別子 

プロトコル識別子はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定される他のメッセージとユーザ・網呼制御のためのメ

ッセージとを区別するのに用いられます。また、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１のメッセージと他の標準に基づい

てコード化されたＯＳＩ網レイヤプロトコルユニットとの区別を行います。 

 
（注） プロトコル識別子フィールドは、ユーザ情報内のユーザプロトコルを示すため、“ユーザ・ユーザ” 

情報要素内に含まれます。この場合のプロトコル識別子のコーディングについては、４.５.３０節に

示します。 

プロトコル識別子は、各メッセージの先頭に置かれ表４１に示すようにコード化します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

図４.２ プロトコル識別子 

表４.１ プロトコル識別子 

ビット 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ４.５.３０節で付与されます。したがって、メッセージ 

のプロトコル識別子としての使用はできません。 

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ 

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ・網呼制御メッセージ

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他の網レイヤもしく 

はレイヤ３プロトコルのために予約済（注） 

０ ０ １ １ １ １ １ １ 

０  １  ０  ０  ０  ０  ０  ０  国内利用 

０  １  ０  ０  ０  ０  ０  １  国内利用：４.５.３０節で付与されます。したがって、 

メッセージのプロトコル識別子としての使

用はできません。 

０  １  ０  ０  ０  ０  １  ０  国内利用：ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通 

チャネル形信号方式） 

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 

 

０ １ ０ ０ １ １ １ １ 

 

国内利用 

０  １  ０  １  ０  ０  ０  ０  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他の網レイヤもしく 

はレイヤ３プロトコルのために予約済（注） 

１ １ １ １ １ １ １ ０ 

上記以外 予約済 

（注） これらの値は、ゼネラルフォーマット識別子を含むＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットの最初のオクテ

ットとこれらのプロトコルを識別するため確保されています。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１のユーザ・網呼制御メッセージ 

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ 

プロトコル識別子 
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基本インタフェースで同時に使用可能な呼番号数の最大値は、ポイント・マルチポイント接続の場

合は８であり、ポイント・ポイント接続の場合は３２です。 

一次群速度インタフェースで同時に使用可能な呼番号数の最大値は６４です。

Ｄチャネル共用時は、最大値３８４です。 

呼番号値は、一次群速度インタフェースにおける網のオプションとして、１オクテットもありえます。

この場合、１２７までの呼番号値は、１または２オクテットで送出できます。 

４.３ 呼番号 

呼番号は、特定なメッセージを適用するユーザ・網インタフェースにおいて、呼またはファシリティの登録、解

除、要求を識別するために用いられます。呼番号は、網を介したエンド・エンドでは意味を持ちません。 

 

 

 
 

呼番号は各メッセージの２番目に配置され、図４.３に示すようにコード化します。 

呼番号値の長さは、オクテット１のビット１～４に示されており、“呼番号”情報要素の最大長のデフォル

ト値は、３オクテットです。受信側のとるべき動作は、呼番号値の数値を基本とし、“呼番号”情報要素長と

は関係ありません。 

全ての網とユーザは、以下をサポートする必要があります。

ａ）基本インタフェース 

ｂ）一次群速度インタフェース

２オクテットの呼番号値 

未提供 

 

 

 

“呼番号”情報要素は、呼番号値と呼番号フラグを含んでいます。 

呼番号の値はインタフェースの呼の生起側で割り付られます。この値は当該Ｄチャネルレイヤ２論理リンク

コネクション内で呼の生起側では唯一となっています。呼番号の値は呼の開始時に割り当てられ、呼の存在し

ている期間中（中断の場合を除く）維持されます。呼の終了後、もしくは、呼の中断が成功した後にその呼番

号は他の呼に割り当てることができます。リンクの両側で生起したそれぞれの呼が同じ値をつけた場合に、同

一Ｄチャネルレイヤ２論理リンクコネクション上で２つの同一の呼番号値が用いられることがあります。 

呼番号フラグは "０" もしくは "１" の値をとり、呼が生起するレイヤ２論理リンク側を識別するのに用い

ます。呼の生起側では常に呼番号フラグを“０”に設定し、呼の宛先側では常に呼番号フラグを "１" に設定

します。 

呼番号フラグは、呼に対して呼番号値を割り付けた側を識別するためのもので、同時に同じ呼番号値を両側

で割付けた場合に、呼を区別できるようにすることを目的とします。呼番号フラグは、グローバル呼番号を用

いる手順にも適用されます（例：初期設定手順）。 

 

１オクテットの呼番号値 

但し、ポイント・ポイント接続でＤチャネル共用時は、１オクテット又は、２オクテットのどちら

かを契約することができますが、１オクテット契約時の呼番号数の最大値は１２８に制限されます。 

（注１） ダミー呼番号を含んでいる“呼番号”情報要素、１オクテット長で“００００００００” に

コード化されます。ダミー呼番号を使用した手順については、付加サービス仕様に規定され

ています。 

未提供 
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（注２） グローバル呼番号の数値は、“０”です。グローバル呼番号を含むメッセージを受信した装置は、

適当なデータリンクコネクション識別子と対応した全ての呼番号に関連するものとして解釈する必

要があります。 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 等 

～ ～ 

 

呼番号フラグ（オクテット２） 

ビット ８ 

０：メッセージは、呼番号の生成側から送られる。

１：メッセージは、呼番号の生成側に送られる。 

図４.３ 呼番号情報要素 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

図４.４ ダミー呼番号 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

予 
０ ０ 

備 
０ 

 
０ 

 
０ 

呼 番  
０ 

号  長 
０ 

 
1 

フラグ  
０ 

 
０ 

呼 

０ 

番 

０ 

号 

０ 

値 

０ 
 
０ ０／１ 

(ａ) １オクテットの呼番号値 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
 予  備    呼 番 号 長  

０  ０ ０ ０  ０ ０ 1  0 

フラグ  

０ 

 

０ 

呼 

０ 

番 

０ 

号 

０ 

値 

０ 

  

０ ０／１ 

０  ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０ 

(ｂ) ２オクテットの呼番号値 

図４.５ グローバル呼番号のコード化の例 

 
オクテット１ 

 

 

 

 
 

オクテット１ 

オクテット２ 

 

 

 
 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

予 

０ ０ 

備 

０ ０ 

呼 番 号 長 

フラグ 〓 呼 番 号 値 

 

 予  備   呼 番 号  長  

０  ０ ０ ０ 〓 ０  ０  ０  ０ 
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４.４ メッセージ種別 

メッセージ種別は、転送しているメッセージの機能を識別するのに用います。 

メッセージ種別は、各メッセージの３番目にあります。メッセージは、図４.６及び表４.２に示すようにコ

ード化します。 

ビット８は拡張ビットとして、将来の使用のために残されています。 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

図４.６ メッセージ種別情報要素のフォーマット表

４.２ メッセージ種別のコーディング（１／２） 

ビット ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  

オクテット１ 

 

 

０  ０  ０  －  －  －  －  －  呼設定用メッセージ 

０ ０  ０  ０  １ 呼出［ALERTING］ 

０ ０  ０  １  ０ 呼設定受付［CALL PROCEEDING］ 

０ ０  １  １  １  応答［CONNECT］ 

０ １ １  １  １ 応答確認［CONNECT ACKNOWLEDGE］ 

０ ０  ０  １  １  経過表示［PROGRESS］ 

０ ０  １  ０  １  呼設定［SETUP］ 

 
 

０ ０ １ － － － － － 通信中メッセージ 

  ０ ０ １ １ ０ 再開［RESUME］ 

  ０ １ １ １ ０ 再開確認［RESUME ACKNOWLEDGE］ 

  ０ ０ ０ １ ０ 再開拒否［RESUME REJECT］ 

  ０ ０ １ ０ １ 中断［SUSPEND］ 

  ０ １ １ ０ １ 中断確認［SUSPEND ACKNOWLEDGE］ 

  ０ ０ ０ ０ １ 中断拒否［SUSPEND REJECT］ 
 

未提供 
  ０ ０ ０ ０ ０ ユーザ情報［USER INFORMATION］ 

未提供 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 国内規定メッセージ種別へのエスケープ（注） 

０ １ １ ０ １ 呼設定確認［SETUP ACKNOWLEDGE］ 

（注）本メッセージはＴＴＣ非標準のため提供しません。 

０ メ ッ セ ー ジ 種 別 

 

未提供 
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表４.２ メッセージ種別のコーディング（２／２） 

 
 

ビット ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未提供 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注） これが使用された場合、メッセージ種別は国内仕様に基づいた、後に続くオクテットで定義されま

す。 

０ １ ０ － － － － － 呼切断復旧用メッセージ 

 ０ ０ １ ０ １ 切断［DISCONNECT］ 

 ０ １ １ ０ １ 解放［RELEASE］ 

 １ １ ０ １ ０ 解放完了［RELEASE COMPLETE］ 

 ０ ０ １ １ ０ 初期設定［RESTART］ 

 ０ １ １ １ ０ 初期設定確認［RESTART ACKNOWLEDGE］ 

０ １ １ － － － － － その他のメッセージ 

 ０ ０ ０ ０ ０ 分割［SEGMENT ］ 
 １ １ ０ ０ １ 輻輳制御［CONGESTION CONTROL］ 

 
１ １ ０ １ １ 付加情報［INFORMATION］ 

 ０ １ １ １ ０ 通知［NOTIFY］ 

 １ １ １ ０ １ 状態表示［STATUS］ 

 １ ０ １ ０ １ 状態問合［STATUS ENQUIRY］ 

 

未提供 
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４.５ 他の情報要素 

４.５.１ コーディング規定 

他の情報要素のコーディングについては以下のコーディング規定に従います。これらの規定は、メッセージ

処理をする各装置が、処理上必要である情報要素を見つけ、必要でないものを無視するように考えられていま

す。 

 
コーディング規定として２種類の情報要素が規定されています。

ａ） 単一固定長情報要素（図４.７(ａ)、及び(ｂ)） 

ｂ） 可変長情報要素（図４.７(ｃ)） 
 
 

本章に示す情報要素に対して、情報要素識別子ビットのコーディングは表４.３で表わされます。 

本章に示す情報要素の記述は、アルファベット順でなされています。しかし、１つのメッセージ内の各コー

ド群（４.５.２参照）内の各情報要素に対しては、特別な順番をとっています。可変長フォーマットの情報要

素識別子のコードの値は、メッセージ内の各情報要素が現われる順番に従い、値が小さい方から順に割り当て

られます。これは、受信側装置が全部のメッセージをみずに特定な情報要素の有無を判断できるようにするた

めです。 

 
単一固定長情報要素は、メッセージ内の任意の場所に設定することができます。単一固定長情報要素には２ 

つのタイプがあります。タイプ１の情報要素は、ビット７、６、５で情報要素識別を示します。ビット７、６、

５が“０１０”については、タイプ２単一固定長情報要素として確保されています。 

 
本仕様内の情報要素を表記した部分には予備ビットを含んでいる場合があり、そのビットは "０"に設定され

ています。将来のインプリメントにおける互換性を得るために、予備ビットが "１" に設定されていた場合も、その

メッセージを簡単に拒否すべきではありません。 

 
可変長情報要素の第２オクテットは、最初のオクテットのコーディングに関係なく、その情報要素の内容部

分（オクテット３以下）の総オクテット長を示します。情報要素内容のオクテットの数はバイナリーでコード

化され、最下位はビット１（２
０ 
）となります。 

オプションの可変長情報要素は存在するが内容が空である場合も許されます。例えば、「呼設定」メッセー

ジは、内容長０の“着番号”情報要素を含む場合もあります。この時、受信側は“着番号”が存在しないもの

として処理する必要があります。同様に、受信側は、情報要素が存在しない場合は情報要素長が０であるもの

として処理する必要があります。 

 
以下に述べる規定は、可変長情報要素のオクテット３以下のコーディングに適用されます。 

ａ） オクテット番号の最初の数字は、１つのオクテットまたはオクテットグループを示します。

ｂ） 各オクテットグループは、情報要素内の独立した単位で、そのオクテットグループの内部構 

造は、各種方法で規定されます。 

ｃ） オクテットグループは、いくつかの拡張法を用いることにより形成されます。 

１つの拡張方法は、拡張ビットとしては、ビット８を使用し、オクテット（Ｎ）を次にくるオクテッ

ト（Ｎａ、Ｎｂ・・・）へ拡張する方法です。 

• ビット０は、オクテットが次のオクテットへ継続していることを示します。 
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• ビット１は、このオクテットがオクテットグループの最後であることを示します。 

• １つのオクテット（Ｎｂ）が存在すれば、前のオクテット（Ｎ、Ｎａ）も存在します。 

• ４.５.５節等のフォーマット記述では、別のオクテットが続く場合、ビット８は、“０／１拡張” 

と書かれています。これが拡張領域上最後のオクテットであれば、ビット８は“１拡張”と書かれ 

ています。 

• ある仕様の追加が生じた場合、追加オクテットが、それ以前の最後のオクテットのあとで定義さ

れることがあります（この場合、ビット８は“１拡張”から“０／１拡張”に変更することになり

ます）。装置はそのようなオクテットが追加された場合に備え、これらの追加オクテットを解釈し

たり、内容に従って機能したりする必要はありませんが、そのような追加オクテットを受け入れる

ことができるように、インプリメントする必要があります。 

ｄ） ｃ）で規定された拡張法に加えて、オクテット（Ｎ）のビット７～１の表示によって、次にくるオ

クテット（Ｎ1 、Ｎ2 ・・・）へ拡張される場合があります。 

ｅ） ｃ）及びｄ）の拡張法は、組合わせて使用される場合があります。拡張法ｃ）は順序の上で優先権

をもちます。したがって、全てのオクテットＮａ、Ｎｂ・・・は必ずオクテットＮ .1、

Ｎ.2・・                                                                    ・

の前に現れます。この規定は、オクテットＮ.1、Ｎ.2・・・がオクテットＮａ、Ｎ

ｂ・・・の拡張法を用いて拡張される場合にも適用されます。 

ｆ） 同様な規定は、拡張法d)が繰り返される場合にも適用されます。即ち、オクテットＮ.1.1、Ｎ.1.2・・・

はオクテットＮ.2の前に現れます。 

ｇ） オプショナルのオクテットは、アスタリスク（＊）で示します。 
 

（注１） 拡張法ｃ）は、繰り返し使用できません。即ち、オクテット４ｂになるべきオクテットにオクテ

ット４ａの拡張法を組み込むことはできません。 

（注２） プロトコル設計者は、複数の拡張法を使用する場合、結果としてのコーディングが唯一の解釈とな

ることを保証するよう注意してください。 

（注３） いくつかの情報要素には、コーディング標準フィールドが規定されています。情報要素がコーディ

ング標準の国内標準で規定される場合、情報要素の構造を本勧告の規定と同様に規定することが望

まれます。 
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ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

(ａ) 単一固定長情報要素のフォーマット（タイプ１） 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

(ｂ) 単一固定長情報要素のフォーマット（タイプ２） 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 
オクテット１ 

 

 

 

 
オクテット１ 

 

 

 

 
オクテット１ 

オクテット２ 

～ 情 報 内 容 ～オクテット３ 等 

 

(ｃ) 可変長情報要素のフォーマット 

 
 

図４.７ 情報要素のフォーマット 

１ 情報要素識別子 情  報  内  容  

 

１ 情 報 要 素 識 別 子 

 

０ 情 報 要 素 識 別 子 

情 報 要 素 内 容 長 
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表４.３ 情報要素識別子のコーディング（１／２） 

 
 

コード群０：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１情報要素  

ビット 

８７６５４３２１ 

 

参  照 

最大長（注１）  

  (オクテット）  
 

１－－－－－－－ 単一固定長情報要素  

０００－－－－ 予備 

００１－－－－ シフト指定［Shift ］（注２）・・・・・・・・４.５.３／４.５.４ １ 

  
未提供 

０１０００００ モアデータ［More data ］・・・・・・・・・・４.５.２０ １ 

０１００００１ 送信完了［Sending Complete］・・・・・・・・４.５.２７ １ 

０１１－－－－ 輻輳制御レベル［Congestion level］・・・・・４.５.１４ １ 

１０１－－－－ 繰り返し識別子[Repeat indicator]・・・・・・４.５.２４ １ 

ビット 

８７６５４３２１ 

０－－－－－－－ 可変長情報要素  

未提供 

０００００００ 分割メッセージ［Segmented message ］・・・・４.５.２６ ４ 

００００１００ 伝達能力［Bearer capability ］（注２）・・・４.５.５ １２ 

０００１０００ 理由表示［Cause ］（注２）・・・・・・・・・４.５.１２ ３２ 

００１００００ 呼識別［Call identity ］・・・・・・・・・・４.５.６ １０ 

００１０１００ 呼状態［Call state］・・・・・・・・・・・・４.５.７ ３ 

００１１０００ チャネル識別子［Channel identification］・・４.５.１３（注２）（注４） 

００１１１１０ 経過識別子［Progress indicator］（注２）・・４.５.２３ ４ 

０１００１１１ 通知識別子［Notification indicator］・・・・４.５.２２ ３ 

０１０１０００ 表示［Display ］・・・・・・・・・・・・・・４.５.１６ ３４ 

 

０１０１１００ キーパッドファシリティ［Keypad facility ］・４.５.１８ ３４ 

０１１０１００ シグナル［Signal］（注２）・・・・・・・・・４.５.２８ ３ 

１１０１１００ 発番号［Calling party number］・・・・・・・４.５.１０ （注４） 

１１０１１０１ 発サブアドレス［Calling party subaddress］・４.５.１１  ２３ 

１１１００００ 着番号［Called party number ］・・・・・・・４.５.８ （注４） 

１１１０００１ 着サブアドレス［Called party subaddress ］・４.５.９  ２３ 

０１０００００ 網特有ファシリティ 
［Network specific facilities ］・・・・・・４.５.２１（注２）（注４） 

未提供 

０１０１００１ 日時［Date/time ］・・・・・・・・・・・・・４.５.１５ 

未提供 
８ 

未提供 

未

提

供 

未提供 
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１１１１０００ 中継網選択［Transit network selection ］・・４.５.２９ （注２）（注４） 

表４.３ 情報要素識別子のコーディング（２／２） 

 
 

ビット 最大長（注１） 

  ８７６５４３２１ 参 照 (オクテット） 
 

未提供 

 

 
１１１１００１ 初期設定表示［Restart indicator ］・・・・・４.５.２５ ３ 

１１１１１００ 低位レイヤ整合性［Low layer compatibility ］４.５.１９（注２） １８ 

１１１１１０１ 高位レイヤ整合性［High layer compatibility］４.５.１７（注２） ５ 

１１１１１１０ ユーザ・ユーザ［User-user ］・・・・・・・・４.５.３０ １３１ 

１１１１１１１ 拡張のためのエスケープ（注３）  

そ  の  他  予約済（注５）  

 
 

コード群６：網特有の情報要素  

ビット  最大長（注１） 

８７６５４３２１ 参  照   (オクテット） 

０－－－－－－－ 可変長情報要素 
  

００００００１ 料金通知［Advice of charge］・・・・・・・４.６.１ （注４） 

０００００１１ 発信専用チャネル識別子 
  

 ［Blocking channel identification ］・・・４.６.２  ８ 

００００１１０ 汎用通知［General notification］・・・・・４.６.３ （注２） ３９ 

１１１０１００ 転送元番号［Redirecting number］・・・・・４.５.３１（注２） ２４ 

そ  の  他  予約済  

 
 

（注１） 可変長情報要素の最大長制限は、現在のＴＴＣ標準のコーディング値だけを考慮しています。本仕

様の今後の拡張は、これらの制限に制約されません。 

（注３） このエスケープは、コード群５、６、７に制限されます（４.５.２節参照）。 

拡張エスケープを使用すると情報要素識別子は、オクテットグループ３に含まれ、情報要素の内

容は図４.８に示される引き続くオクテットに従います。 

（注５） 予約済の値のうち、ビット５～８が‘００００’にコード化されたものは、受信側によって理解

する必要がある将来の情報要素のために予約済です（５.８.７.１節参照） 

（注２） 本情報要素は、繰り返すことが可能です。 

“伝達能力”、“シグナル”、“高位レイヤ整合性”情報要素については未提供です。 

（注４） 最大長は、網依存です。 

具体的な数値は各節に記述してあります。 

未提供 
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ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ 
 

１ 

 拡張のためエスケープ 
１ １ １ １ 

 
１ 

 
１ 

情  報  要  素  内  容  長  

１ 

拡張 

情  報  要  素  識  別  子  

情  報  要  素  内  容  

～ ～ 

 

図４.８ 拡張エスケープ使用の情報要素フォーマット 

 

 
オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット４ 

ｅｔｃ 
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４.５.２ コード群の拡張 

４.５.１節で述べたフォーマット規定を用いると、情報要素識別子値の数は、可変長情報要素に関しては１ 

２８また、単一固定長情報要素に関しては最低８になります。 

単一固定長フォーマットにおける値の１つは、以下に述べるシフト操作のため規定されています。単一固定

長及び可変長フォーマットの両方において、1つの値が予備として設けられています。そして、少なくとも１３ 

３の割当可能な情報要素識別子値があります。 

最低でも１３３の情報要素識別子の値の各々が８つのコード群に拡張できます。 

あるコード群から他のコード群へのシフトを容易にするため、各々のコード群で共通の単一固定長フォーマ

ットを使用しています。このシフト情報要素の内容は、次にくる情報要素群もしくは情報要素に使用されるコ

ード群を識別します。 

任意の与えられた時点で使用するコード群は、“アクティブコード群”として用いられます。暗黙的に、コ

ード群０が初期の“アクティブコード群”とします。 

コード群シフト手順は２種類適用されています。すなわち、固定シフト及び一時シフトです。 
 
 

コード群４は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準による使用の情報要素コード群

コード群５は、国内特有情報要素コード群 

コード群６は、網特有情報要素コード群 

コード群７は、ユーザ特有情報要素コード群 

 
 

として設けられています。 

４.５.１節で定められたコーディング規定は、任意の使用中コード群に属する情報要素に適用されます。あ

る使用中コード群から別のコード群へのシフト（すなわち固定シフト手順によるシフト）は、前のコード群よ

りも数値の高いコード群へのみ可能です。 

一時シフト手順を用いると、コード群４，５，６，７に属する単一可変長情報要素は、（使用中コード群で

ある）コード群０に属する情報要素群と一緒に出現することがあります（４.５.４節参照）。 

ユーザの装置や網の装置は、固定シフト、一時シフトの両方のシフト情報要素を認識する機能、並びに後に

続く情報要素長を決定する機能を持つ必要があります。ただし、これらの装置は、その情報要素の内容に従い、機

能したり、解釈したりする必要はありません。 

シフト情報要素に関連する情報要素長を認識することにより、その装置は後に続く情報要素の開始位置を決

定することができます。 

 
コード群７の情報要素は、将来のサービス定義、両者の合意、あるいは特定のユーザに対しローカル網を介

してサポートする準備がされている以外、認識できない情報要素処理手順（５.８.７.１節参照）に従ってロー

カル網の最初の交換機で処理されます。 

 
コード群６は、網（公衆網または私設網）に特有の情報要素が予約されています。したがって、網間、国内、

国際上の境界を介することに意味を持ちません。それゆえ、コード群６の情報要素は、発信側網の最後の交換

機や、境界を越えた最初の交換機で認識できない情報要素の処理手順（５.８.７.１節参照）に従って処理され

ます。ただし、両者の合意があればこの限りではありません。 
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コード群５は、国内使用予約済の情報要素のために残されています。したがって、国際上の境界を介するこ

とに意味を持ちません。それゆえ、コード群５の情報要素は国際上の境界を越えた最初の交換機で認識できな

い情報要素の処理手順（５.８.７.１節参照）に従って処理されます。ただし、両者の合意が あればこの限り

ではありません。 

 
コード群４は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準で定義される情報要素のために残されています。 

 

ＩＮＳネットでは現在コード群４、コード群５、コード群７の情報要素は規定されておりません。 
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４.５.３ 固定シフト手順 

固定シフト手順は、新しく使用するコード群を示すために用います。１度指定されたコード群は、他のコー

ド群の使用を指定する別の“固定シフト”情報要素が現われるまで継続します。例えば、コード群０は、メッ

セージ内容解析の開始点で使用されますが、もし、コード群５の固定シフトが指定された場合には、次の情報

要素は、他のシフト情報要素が指定されるまで、コード群５で割り当てられた情報要素識別子として取り扱わ

れます。この手順は、もとのコード群よりも高い数値のコード群にシフトするためだけに使用されます。 

固定シフトは、“固定シフト”情報要素を含んでいるメッセージ内においてのみ有効です。

全てのメッセージの内容解析の開始時点においては、使用中コード群は、コード群０です。 

“固定シフト”情報要素は、単一固定長情報要素フォーマットが使用され、図４.９及び表４.４に示すよう

にコード化します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 
↑ 

ビット４の“０”は固定シフトを示します。 

 
 

図４.９ 固定シフト情報要素 

 

 

 

表４.４ 固定シフト情報要素 

 
 

コード群識別子（ビット３から１） 

３ ２ １ 

０ ０ ０ 適用できない 

０ ０ １  

   予約済 

０ １ １  

１ ０ ０ コード群４：ＩＳＯ／ＩＥＣ使用の情報要素 

１ ０ １ コード群５：国内特有情報要素 

１ １ ０ コード群６：網特有の情報要素 

１ １ １ コード群７：ユーザ特有情報要素 

 

１ 

シフト識別子 

０ ０ １ 

 

０ 

 

コード群識別子 
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４.５.４ 一時シフト手順 
未提供 

一時シフト手順は、数値の高い、もしくは低いコード群に一時的にシフトするのに用いられます。

一時シフト手順は、単一固定長の情報要素を用い、単一固定長情報要素の次にくる１つの情報要素の

コード群を識別するのに用います。単一固定長情報要素の次にくる１つの情報要素を解析した後、次

にくる情報要素の解析には、一時シフト手順が実行される直前に使用していたコード群を再び使用し

ます。例えば、コード群０はメッセージ内容解析開始時において使用中コード群として使用していま

す。もし、コード群６に一時シフトした場合、次にくる情報要素のみが、コード群６に割り当てられ

た情報要素識別子に基づいて解析され使用されます。この情報要素の使用後、さらに続く情報要素は 

、再びコード群０として解釈され使用されます。一時シフト情報要素が現在のコードセットを示す場

合、誤りとすべきではありません。“固定シフト”情報要素は、“一時シフト”情報要素の直後には続

きません。もし、この組み合わせが受け取られた場合、“固定シフト”情報要素のみが受け取られたと

みなします。“一時シフト”情報要素は単一固定長情報要素フォーマットを使用し、図４.１０及び表

４.５に示すようにコード化します。 
 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 

↑ 

ビット４の "１" は一時シフトを示します。 
 

図４.１０ 一時シフト情報要素 

 
 

表４.５ 一時シフト情報要素 
 

コード群識別子（ビット３から１） 

３ ２ １ 

０ ０ ０ コ－ド群０：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１情報要素 
０ ０ １  

 
 

  予約済 

０ １ １  

１ ０ ０ コード群４：ＩＳＯ／ＩＥＣ使用の情報要素 

１ ０ １ コード群５：国内使用の情報要素 

１ １ ０ コード群６：網特有の情報要素 
１ １ １ コード群７：ユーザ特有の情報要素 

 

１ 

シフト識別子 

０ ０ １ 

 

１ 

 

コード群識別子 
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４.５.５ 伝達能力［Bearer capability］ 

“伝達能力”情報要素は、網が提供する伝達機能の要求を表示するのに用います。

“伝達能力”情報要素は、網により使用され得る情報のみを含みます。 

“伝達能力”情報要素は、図４.１１及び表４６に示すようにコード化します。 

通信可能性確認に関連する“伝達能力”情報要素の使用法は、付録２を参照して下さい。   

“伝達能力”情報要素のコーディング例は、付録７ 及び、付録１９ に記述しています。 

“伝達能力”情報要素のデフォルト値による設定はありません。

本情報要素の最大長は１２オクテットです。 

 
（注） “伝達能力”情報要素のコーディングに対する将来の拡張は、現在定義されている“低位レイヤ整合

性”情報要素のコーディングと矛盾してはなりません（４.５.１９参照）。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

伝  達  能  力  

０ １ 
情報要素識別子 

 

０ 

 

０ 

 

オクテット１ 

 

オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット４ 

 
未提供 

伝達能力内容長 

１ 
拡  張 

コーディング 
標準 

情報転送能力 

１ 

拡  張 

転送モード 情報転送速度 

 １ 

拡  張 

レートマルチプライヤ オクテット ４.１＊ 

（注１） 

 ０／１ 
拡  張 

０ １ 
レイヤ１識別 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル オクテット５ ＊ 

 
オクテット５ａ＊ 

（注２） 

未提供 

０／１ 

拡  張 

同期／ 

非同期 

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ 

交  渉 

ユーザ速度 

 ０／１ 

拡 張 
中間速度 送 信

ＮＩＣ 

受 信

ＮＩＣ 

送信ﾌﾛ 

ｰ 制御 

受信ﾌﾛ 

ｰ 制御 
０ 

予  備 
オクテット ５ｂ＊ 

（注３） 

オクテット５ｂ＊ 

（注４） 

 

オクテット５ｃ＊ 

（注２） 

オクテット５ｄ＊ 
（注２） 

 

０／１ 
拡  張 

速度整 
合ﾍｯﾀﾞ 

多  重 
ﾌﾚｰﾑ 

動  作 
モード 

ＬＬＩ 
交  渉 

被割当 
／割当 

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ/ 
ｱｳﾄﾊﾞﾝﾄﾞ 

０ 
予  備 

 

０／１ 

拡 張 

 

ストップ

ビット数 

 

データ 

ビット数 

交渉 

パリティ情報 

１ 
拡  張 

二  重 
モード 

モデムタイプ 

 １ 

拡  張 

１ ０ 

レイヤ２識別 

ユーザ情報レイヤ２プロトコル オクテット６ 

 

オクテット７ 

＊ 

 

＊ 

 

１ 

拡  張 

１ １ 

レイヤ３識別 

ユーザ情報レイヤ３プロトコル 

図４.１１ 伝達能力情報要素 

未提供 

未提供 
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（注４） このオクテットはオクテット５がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０を示す場合のみ含まれます。 

（注３） このオクテットは、オクテット５がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０／Ｘ３０を示す場合にのみ

存在することがあります。 

（注１） このオクテットは、オクテット４がマルチレート（６４ｋｂｉｔ／ｓベースレート）を示

す場合にのみ存在します。 

 

未提供 

 

 
 

 

未提供 

 

 

 

 

未提供 

 

 
 

（注２） このオクテットは、オクテット３が非制限ディジタル情報を示しオクテット５がＴＴＣ標 

準ＪＴ－Ｖ１１０／Ｘ３０ またはＪＴ－Ｖ１２０ を示す場合に含まれることがあります。 

未提供 

また、オクテット３が３．１kHz オーディオを示し、オクテット５がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７ 

１１を示す場合にも含まれることがあります。 

“伝達能力”情報要素の具体的コーディング方法は、付録７を参照して下さい。 

未提供 

未提供 

未提供 
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（注） トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報とは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に

て“７kHz オーディオ”と示されていたものに対応する新しい情報転送属性です。 

０１００１ 制限ディジタル情報（Restricted) 

（注） 必要な伝達能力がＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみ使用で

きます。 

表４.６ 伝達能力情報要素（１／４） 

 
 

(1) コーディング標準（オクテット３） 

ビット７６ 

００ ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 
 

 
 

未提供 

 

 
 

(2)  情報転送能力（オクテット３） 

ビット５４３２１ 

０００００ 音声 (Speech)  

０１０００ 非制限ディジタル情報 (Unrestricted) 
 

未提供 
 

１００００ 3.1 kHz オーディオ (3.1kHz audio) 
 

そ の 他 予約済 
 

未提供 

 

 

 

(3) 転送モード（オクテット４） 

ビット７６ 

００ 回線交換 

１０ パケット交換

その他 予約済 

０１ 
１０ 
１１ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 
国内標準（注） 
網特有標準（注） 

未提供 

１０００１ 
１１０００ 

トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報（注） 
ビデオ（Video) 

未提供 

未提供 

未提供 

未提供 
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(5) レートマルチプライヤ（オクテット４１) 

ベースレートの倍数表現を２進表示でコード化します。 

倍数は、２からインタフェース上有効なＢチャネルの最大数におよぶ、あらゆる値をとること

があります。 

（注１） 情報転送速度として２×６４kbit/sが用いられる場合、オクテット３と４のコーディング

は、両方の６４kbit/sチャネルに関係します。 

１０００１ ２×６４kbit/s 

表４.６ 伝達能力情報要素（２／４） 

 
 

情報転送速度（オクテット４） 

ビット５４３２１ 回線交換  パケット交換００

０００  このコードはパケット交換 

モードの時に使用する。 
 

１００００ ６４kbit/s 
 

未提供 
 

 

１００１１ ３８４bit/s  

１０１０１ １５３６kbit/s 

 

そ の 他 予約済 
 

未提供 

 

 
 

（注２） 付加属性を表４.７に定義します。 

 
 

未提供 

 

 

 

 

(6) ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５） 

ビット５４３２１ 

００００１ ＴＴＣ標準速度整合：次に定義されたオクテット５ａとオプションの 

（ＪＴ－V110/X30） ５ｂ，５ｃ，５ｄが存在することを表しています。

０００１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７１１μ-law音声 

０１００１ ＴＴＣ標準速度整合：ＨＤＬＣフラグスタッフィング 

（ＪＴ-X31） 

サービス提供終了 

１０１１１ １９２０kbit/s 

（注）ＴＴＣ非標準のため提供しません。 
１１０００ マルチレート（64kbit/sﾍﾞｰｽﾚｰﾄ） 

未提供 

未提供

 

未提供

 

未提供
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未提供 

あるいはモデムタイプ勧告 

（注） その他のオクテット５ａのビットについては提供時期未定です。 

１ インバンド交渉可 

１ 非同期 

表４.６ 伝達能力情報要素（３／４） 

 

 
 

 

（注２） 転送モードが回線交換モードであり、情報伝達能力が非制限ディジタル情報 

未提供 

制限ディジタル情報 であり、また、ユーザ情報レイヤ１プロトコルが網に明示されないと

すると、オクテット５は省略する必要があります。 

転送モードがパケット交換モードの場合、オクテット５は省略されることがあります。 

上記以外の場合は、オクテット５は存在する必要があります。 

 
 

(7) 同期／非同期（オクテット５ａ） 

ビット７ 

０ 同期 
 

未提供 
 

（注） 同期ユーザ速度の場合、オクテット５ｂ～５ｄを省略できます。 

 
 

(8) インバンド交渉（オクテット５ａ） 

ビット６ 

０ インバンド交渉不可 
 

未提供 

 

 

 
 

（注） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＸ３０ 参照。 
 

(9) ユーザ速度（オクテット５ａ） 

ビット５４３２１ 

０１１００ ３２kbit/s 標準ＪＴ－Ｉ４６０ 

０１１１１ ５６kbit/s 勧告Ｖ．６ 

未提供 

あるいは、 

（注１） その他のオクテット５のビットについては未提供です。 

未提供

 

未提供

 

未提供
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オクテット５ｂ～５ｄのビットについては未提供です。 

表４.６ 伝達能力情報要素（４／４） 

 

(10) オクテット５ｂ～５ｄ 
 

未提供 

 

(11) ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６） 

ビット５４３２１ 

０００１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１         

００１１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ

そ の 他 予約済 

 
（注） 転送モードがパケット交換の場合、オクテット６は存在すべきです。 

他のケースではユーザレイヤ２プロトコルが網に識別される場合、オクテット６は存在すべきです。

そうでなければオクテット６は省略すべきです。 

 
(12) ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７） 

ビット５４３２１ 

０００１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 

００１１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ

そ の 他 予約済 

 
（注） ユーザ情報レイヤ３プロトコルが網に識別される場合、オクテット７は存在すべきです。そうでなけ

ればオクテット７は省略すべきです。 

未提供
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未提供 
表４.７ 伝達能力属性 

（注１） 情報転送速度として、２×６４kbit/sが用いられる場合、制限された遅延差（ＲＤＴＤ） 
をもつ８kHz 構造が提供されます。 

（注２） 情報転送速度として、マルチレート（６４kbit/sﾍﾞｰｽﾚｰﾄ）が用いられる場合、タイムスロ

ットシーケンス構造が提供されるべきです。 

 

 
 

伝達能力属性   付 加 属 性   

転送モード 情報転送能力 構 造  通信形態 呼設定法 対称性 

回線交換 音 声 ８ｋＨｚ構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

回線交換 非制限データ ８ｋＨｚ構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

回線交換 制限データ ８ｋＨｚ構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

回線交換 3.1kHzｵｰﾃﾞｨｵ ８ｋＨｚ構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

回線交換 トーン／アナ

ウンスを伴う 

非制限データ 

 

８ｋＨｚ構造 

 

ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

即 

 

時 

 

両方向対称 

回線交換 ビデオ ８ｋＨｚ構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

パケット 非制限データ サービスデータ 

ユニット構造 

ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 
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４.５.６ 呼識別［Call identity］ 

“呼識別”情報要素は、中断された呼を識別するのに用いられます。ユーザから転送される呼識別はユーザ

が属するユーザ・網インタフェースについての単一性を網により保証されます。 

呼識別は、呼の中断再開時に使用され、再開手順が完結した後に再利用できます。 

“呼識別”情報要素は、図４.１２に示すようにコード化され、その最大長のデフォルト値は１０オクテット

です。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

～ （任意ビットパターン可能 ～オクテット３ 等 

図４.１２ 呼識別情報要素 

例：ＩＡ５キャラクタ列） 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

呼  識  別

１  ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

呼識別内容長 
  呼 識 別    
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４.５.７ 呼状態［Call state］ 

“呼状態”情報要素は現在の呼の状態（２章参照）やアクセスコネクション（パケット交換レイヤ３仕様参

照）、またはグローバルインタフェース状態（２章参照）を通知するのに用いられます。 

“呼状態”情報要素は図４.１３及び表４.８に示すようにコード化します。 

本情報要素の最大長は、“ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準”コーディングが使用された場合、３オクテット

です。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

オクテット２ 

 

オクテット３ 

 
図４.１３ 呼状態情報要素 

 

 

 
表４.８ 呼状態情報要素（１／２） 

 
 

(1) コーディング標準（オクテット３） 

ビット８７ 

００ ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 
 

（注） 必要な呼状態がＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみ使用できます。 

呼 状 態 

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ 

情報要素識別子 

呼状態内容長 

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 

 

標準 

呼状態値 

グローバル 

インタフェース状態値 

（呼状態値は、バイナリでコード化） 

 

０１ 
１０ 
１１ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 
国内標準（注） 
網特有標準（注） 

未提供 
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表４.８ 呼状態情報要素（２／２） 

 
 

(2) 呼状態番号（オクテット３）  

ビット６５４３２１ 端末側状態 網側状態 備  考 

００００００ Ｕ０ －空 Ｎ０ －空  

０００００１ Ｕ１ －発呼 Ｎ１ －発呼  

００００１１ Ｕ３ －発呼受付 Ｎ３ －発呼受付  

０００１００ Ｕ４ －呼出通知 Ｎ４ －呼出通知  

０００１１０ Ｕ６ －着呼 Ｎ６ －着呼  

０００１１１ Ｕ７ －呼出中 Ｎ７ －呼出中  

００１０００ Ｕ８ －応答 Ｎ８ －応答  

００１００１ Ｕ９ －着呼受付 Ｎ９ －着呼受付  

００１０１０ Ｕ１０－通信中 Ｎ１０－通信中  

００１０１１ Ｕ１１－切断要求 Ｎ１１－切断要求  

００１１００ Ｕ１２－切断通知 Ｎ１２－切断通知  

００１１１１ Ｕ１５－中断要求 Ｎ１５－中断要求 ポイント・マルチポイ 

  ント接続でのみ提供 

０１０００１ Ｕ１７－再開要求 Ｎ１７－再開要求 ポイント・マルチポイ 

  ント接続でのみ提供 

０１００１１ Ｕ１９－解放要求 Ｎ１９－解放要求  

０１０１１０ 予約済 Ｎ２２－呼破棄 ポイント・マルチポイ 

  ント接続でのみ提供 

その他 予約済 予約済  

 
 

(3) グローバルインタフェース状態値（オクテット３） 
 

 ビット６５４３２１ 状  態  

００００００ ＲＥＳＴ ０－空 

１１１１０１ ＲＥＳＴ １－初期設定要求 

１１１１１０ ＲＥＳＴ ２－初期設定 

その他 予約済  
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４.５.８ 着番号［Called party number］ 

“着番号”情報要素は、通信相手を指定するのに使用します。 
 

 
 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

  
０ 

 
１ 

 
１ 

着 
１ 

番 
０ 

号 
０ 

 
０ 

 
０ 

 
オクテット１ 

情報要素識別子

着番号内容長 

１ 番号種別 番号計画識別子

拡張 

０ 番号ディジット（注） 

～ 

(ＩＡ５キャラクタ） 

 
オクテット２ 

オクテット３ 

 

 

～ オクテット４ 等 

(注） 番号ディジットは、オクテット４から入力された順番と同じ順番で表示されます。すなわち最初に投

入された番号ディジットが最初のオクテット４に入れられます。 

 
図４.１４ 着番号情報要素 

“着番号”情報要素は、図４.１４及び表４.９に示すようにコード化します。 

ＩＮＳネットにおける本情報要素の最大長は、５１オクテットです。 
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（注５） このコードの提供は、網に依存します。この情報要素で供給される番号は、網により提供

される特有の番号計画の完全な番号の短縮表現を提供します。 

００１ 国際番号（注３） 

表４.９ 着番号情報要素（１／２） 

 
 

(1) 番号種別（オクテット３）（注１） 

ビット７６５ 

０００ 不定（注２） 
 

未提供 
 

０１０ 国内番号（注３） 

０１１ 網特有番号（注４） 

１００ 市内番号（注３） 

 

その他 予約済 

 
 

（注１） 国際、国内、市内番号の定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ.330を参照して下さい。 

（注２） 番号種別“不定”は、ユーザまたは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識でき

ないときに使用されます。この場合、番号ディジットフィールドは、網のダイヤル手順に従って構

成されます（例：プレフィクスまたはエスケープディジットが表現されることがあります）。 

（注３） プレフィクスまたはエスケープディジットは含んではいけません。 

（注４） 番号種別“網特有番号”は、網が提供する管理番号／サービス特番を示すため使用されます（例： 

オペレータアクセス）。 

未提供    

１１０ 
１１１ 

短縮番号（注５） 
拡張のために予約済 

未提供 

未提供

 

未提供
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表４.９ 着番号情報要素（２／２） 

 

(2) 番号計画識別子（オクテット３） 

ビット４３２１ 

００００ 不定（注） 

０００１ ＩＳＤＮ／電話番号計画（勧告Ｅ．１６４） 

 

００１１ データ番号計画（勧告Ｘ．１２１） 

０１００ テレックス[サービス提供終了]番号計画（勧告Ｆ．６９） 

１０００ 国内番号計画 

１００１ 私設番号計画 

 

 

 

 

 

 
未提供 

 

 
その他 予約済 

 

（注）番号計画識別子“不定”は、ユーザまたは網が、番号計画の知識を持たない時に使用されます。こ 

の場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤリング計画に従って構成されます（例：プレフィク ス

またはエスケープディジットが表現されることがあります）。 

 
(3) 番号ディジット（オクテット４以降） 

このフィールドは、適当な番号／ダイヤリング計画で規定されたフォーマットに従ってＩＡ５キャラ ク

タでコード化されます。 

番号の設定は、当面“番号種別”及び“番号計画識別子”を‘不定’と設定します。 

 

１１１１ 拡張のために予約済 
未提供 

本情報要素の設定方法については、付録２５ 番号設定方法の原則を参照願います。 
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４.５.９ 着サブアドレス［Called party subaddress］ 

“着サブアドレス”情報要素は、着信側のサブアドレスを識別するため用います。サブアドレスの定義につ

いては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３０を参照して下さい。 

“着サブアドレス”情報要素は、図４.１５及び表４.１０に示すようにコード化します。

本情報要素の最大長は、２３オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

～ サブアドレス情報 ～ オクテット４ 等 

 

図４.１５ 着サブアドレス情報要素 

 

 

 
表４.１０ 着サブアドレス情報要素（１／２) 

 
 

(1) サブアドレス種別（オクテット３） 

ビット７６５ 

０００ ＮＳＡＰ（X.213/ISO 8348 AD2) 

０１０ ユーザ特有サブアドレス

その他 予約済 

 
(2) 偶数／奇数表示（オクテット３） 

ビット４ 

０ アドレス信号の数は偶数

１ アドレス信号の数は奇数 

 
（注） 奇数／偶数表示は、サブアドレス種別が“ユーザ特有サブアドレス”のときに使用されます。コード

化はＢＣＤです。 

 

０ 

 

１ 

 

１ 

着サブアドレス 

１ ０ ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

１ 

着サブアドレス内容長 

１ 

 
拡張 

サブアドレス種別 偶数 

奇数

表示 

０ 

 
予 

０ 

 
備 

０ 
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表４.１０ 着サブアドレス情報要素（２／２) 

 
 

(3) サブアドレス情報（オクテット４以降） 

ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２）アドレスは、ＡＦＩ（Authority and Format Identifier ） 

コードを含んだオクテット４の定義に従って構成されます。コード化は、Ｓインタフェースにおける端末 

選択のために使用する場合を除いて（注２参照）、Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２で定義されるよう 

に推奨２進符号化によって行われます。このサブアドレス種別の定義については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３ 

３４を参照して下さい。 

ユーザ特有サブアドレスの場合、本フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザ仕様に従いコード化

されます。ＪＴ－Ｘ２５手順をサポートしている網とのインタワークではＢＣＤコーディングが適用されます。 

 
（注１） ＮＳＡＰサブアドレス形式は、デシマル、バイナリ又は、ＩＡ５を標準化した方法で使用できます。

従って、ＮＳＡＰ形式を用いることを勧めます。 

（注２） サブアドレスがＳインタフェースにおける端末選択を目的として使用されるとき、ユーザはローカ

ルＩＤＩフォーマット（ＡＦＩフィールドをＢＣＤの５０でコード化）を適用することが望まれま

す。この場合、ＤＳＰとして０～９までのディジットのみを用いたＩＡ５キャラクタシンタクスを

使用します。このとき、それぞれのキャラクタは、最上位ビットを０パリティとして、ＩＴＵ－ Ｔ

勧告Ｔ．５０／ＩＳＯ６４６に従った１オクテットでコード化されます。 

 

サブアドレスのコーディング例を付録７に、ＮＳＡＰを用いたサブアドレスのＩＡ５による投

入方法を、付録１９に記述しています。 
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４.５.１０ 発番号［Calling party number］ 

“発番号”情報要素は、呼の発信元を識別するのに使用されます。 
 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

 
オクテット１ 

 

オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット３ａ＊ 

 

 

～ ～ ～オクテット４＊ 
 （ＩＡ５キャラクタ） 

図４.１６ 発番号情報要素 

 

０ 

発 番 号 

１ １  ０ １ １ ０ ０ 

情報要素識別子 

発番号内容長 

0/1 

拡張 

番号種別 番号計画識別子 

１ 
拡張 

表示識別子 ０ ０ ０ 
予 備 

網検証 
識別子 

０ 番号ディジット 

 

“発番号”情報要素は、図４.16及び表４.11に示すようにコード化します。 

ＩＮＳネットにおける本情報要素の最大長は、３６オクテットです。 
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表４.１１ 発番号情報要素（１／３） 

(1)  番号種別（オクテット３）（注１） 

ビット７６５ 

０００ 不定（注２） ００

１ 国際番号（注３） 

０１０ 国内番号（注３） 

０１１ 網特有番号（注４） 

１００ 市内番号（注３） 

 

その他 予約済 

 
 

（注１） 国際、国内、市内番号の定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３０を参照して下さい。 

（注２） 番号種別“不定”は、ユーザまたは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識でき

ないときに使用されます。この場合、番号ディジットフィールドは、網のダイヤル手順に従って構

成されます（例：プレフィクスまたはエスケープディジットが表現されることがあります）。 

（注３） プレフィクスまたはエスケープディジットは含んではいけません。 

（注４） 番号種別“網特有番号”は、網が提供する管理番号／サービス特番を示すため使用されます（例： 

オペレータアクセス）。 

（注５） このコードの提供は、網に依存します。この情報要素で供給される番号は、網により提供される特

有の番号計画の完全な番号の短縮表現を提供します。 

１１０ 
１１１ 

短縮番号（注５） 
拡張のために予約済 

未提供 
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１１１１ 拡張のために予約済 

００１１ データ番号計画（勧告Ｘ．１２１） 
０１００ テレックス[サービス提供終了]番号計画（勧告Ｆ．６９） 

１０００ 国内番号計画 

表４.１１ 発番号情報要素（２／３） 

 
(2) 番号計画識別子（オクテット３） 

ビット４３２１ 

００００ 不定（注） 

０００１ ＩＳＤＮ／電話番号計画（勧告Ｅ．１６４） 
 

未提供 

 

 
 

１００１ 私設番号計画 
 

未提供 
 

その他 予約済 

 

（注）番号計画識別子“不定”は、ユーザまたは網が、番号計画の知識を持たない時に使用されます。 

この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤリング計画に従って構成されます（例：プレフィクス ま

たはエスケープディジットが表現されることがあります）。 

 
(3) 表示識別子 (オクテット３ａ） 

ビット７６ 

００ 表示可 

０１ 表示不可 

１０ 相互接続条件により表示できる番号なし１

１ 予約済 

発信側ユーザ・網インタフェースにおいて、表示識別子は、着信ユーザに対する“発番号”表  示

の発信ユーザの意志を表示するために用います。これは、契約ベースで要求されることもあり  ま

す。もし、オクテット３ａが省略されている場合は、発信側ユーザの網の契約に従って設定さ  れま

す。 
 

着信側のユーザ・網インタフェースにおいて、表示識別が“０１”または“１０”の場 合

には番号ディジットは通知されません。 
 

発信側ユーザの通知モードが常時拒否の場合や、発番号通知許可または拒否用特番を設定した  場

合の通知動作については、付加サービス編を参照して下さい。 

未提供

 

未提供
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１０ ユーザ投入、網検証あり、失敗 

００ ユーザ投入、網検証なし 

表４.１１ 発番号情報要素（３／３） 

 
 

(4) 網検証識別子（オクテット３a) 

ビット２１ 

未提供 

 

０１ ユーザ投入、網検証あり、成功 
 

未提供 

 

 

(5) 番号ディジット（オクテット４以降） 

このフィールドは、適当な番号／ダイヤリング計画で規定されたフォーマットに従ってＩＡ５キャラ 
 

 

１１ 網投入 

（注１） 本フィールドは、発信ユーザからの投入については無視されます。 
（注２)  

着信ユーザへの発番号の転送は、“０１”“１１”の場合のみ行います。 

（注３） パケットモードの着信時には本フィールドは、当面一定値“１１”を設定します。

なお、この値は将来変更する場合があります。 

クタでコード化されます。 

“表示識別子”が‘表示可’の場合は、番号が設定されていなくても網が正しい番号を設定し

着信ユーザに転送します。 

“発番号”情報要素が省略されている場合は、発信側ユーザの網の契約に従って“発番号” 情

報要素が設定されます。 

発信側ユーザの通知モードが常時拒否の場合や、発番号通知許可または拒否用特番を設定した

場合の通知動作については、付加サービス編を参照して下さい。 

接続方法が市内接続の場合であっても“番号種別”、“番号計画識別子”が共に“不定”で着

信ユーザへ転送される“発番号”情報要素には、「０＋市外局番＋市内局番＋加入者番号が設

定されます。 

本情報要素の設定方法については、付録２５ 番号設定方法の原則を参照願います。 

未提供

 

未提供
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４.５.１１ 発サブアドレス［Calling party subaddress］ 

“発サブアドレス”情報要素は、発信側のサブアドレスを識別するために用いられます。

サブアドレスの定義については、ＩＴＵ－Ｔ勧告I.330 を参照して下さい。 

“発サブアドレス”情報要素は、図４１７及び表４１２に示すようにコード化します。

本情報要素の最大長は、２３オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 
オクテット２ 

オクテット３ 

 

 
～ サブアドレス情報 ～オクテット４ 等 

 

図４.１７ 発サブアドレス情報要素 

 

 

 

表４.１２ 発サブアドレス情報要素（１／２） 

 
 

(1) サブアドレス種別（オクテット３） 

ビット７６５ 

０００ ＮＳＡＰ（X.213/ISO 8348 AD2) 

０１０ ユーザ特有サブアドレス

その他 予約済 

 
(2) 偶数／奇数表示（オクテット３） 

ビット４ 

０ アドレス信号の数は偶数

１ アドレス信号の数は奇数 

 
（注） 偶数／奇数表示は、サブアドレス種別が“ユーザ特有サブアドレス”のときに使用されます。コード

化はＢＣＤです。 

 

０ 

 

１ 

 

１ 

発サブアドレス

０ １ １ 

情報要素識別子 

 

０ 

  

１ 

発サブアドレス内容長 

１ 

拡張 

サブアドレス種別 偶数 

奇数

表示 

０ ０ 

 
予 

 

 
備 

０ 
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表４.１２ 発サブアドレス情報要素（２／２） 

 
 

(3) サブアドレス情報（オクテット４以降） 

ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２）アドレスは、ＡＦＩ（Authority and Format  Identifier ）

コードを含んだオクテット４の定義に従って構成されます。コード化は、Ｓインタフェースにおける端末

選択のために使用する場合を除いて（注２参照）、Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２で定義されるよう

に推奨２進符号化によって行われます。このサブアドレス種別の定義については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３ 

３４を参照して下さい。 

ユーザ特有サブアドレスの場合、本フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザ仕様に従いコード

化されます。ＪＴ－Ｘ２５手順をサポートしている網とのインタワークではＢＣＤコーディングが適用さ

れます。 

 
（注１） ＮＳＡＰサブアドレス形式は、デシマル、バイナリ又は、ＩＡ５を標準化した方法で使用できます。

したがって、ＮＳＡＰ形式を用いることを勧めます。 

（注２） サブアドレスがＳインタフェースにおける端末選択を目的として使用される時、ユーザはローカル

ＩＤＩフォーマット（ＡＦＩフィールドをＢＣＤの５０でコード化）を適用することが望まれます。

この場合、ＤＳＰとして０～９までのディジットのみを用いたＩＡ５キャラクタシンタクスを使用

します。このとき、それぞれのキャラクタは、最上位ビットを０パリティとして、ＩＴＵ－Ｔ 勧告

Ｔ．５０／ＩＳＯ６４６に従った１オクテットでコード化されます。 

 

サブアドレスのコーディング例を付録７に、ＮＳＡＰを用いたサブアドレスのＩＡ５による投

入方法は、付録１９に記述しています。 
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４.５.１２ 理由表示［Cause］ 

“理由表示”情報要素の内容と使用法は９章に定義されます。 
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これはまた、例えばチャネル交渉中に許容可能ないくつかのチャネルを並記するというように１つ

のメッセージ内で繰り返して使用することもできます。 

４.５.１３ チャネル識別子［Channel identification］ 

“チャネル識別子”情報要素は、これら信号手順によって制御されるインタフェース内のチャネルの識別に

用いられます。 

“チャネル識別子”情報要素は、図４.１８、図４.１９及び表４.１３に示すようにコード化されます。 
 

未提供 

 

 

 
 

 

詳細なコーディング例を、付録７に示します。 

本情報要素の最大長のデフォルト値は未定です。 

チャネル指定の方法は、ユーザ→網方向の場合、チャネル番号／スロットマップのどちらも可能で

す。網→着ユーザ方向の場合、スロットマップにて通知し、網→発ユーザ方向の場合、その前にユー

ザ→網方向で送られた方法（チャネル番号／スロットマップ）と同じ方法で通知します。但し、発ユ

ーザがチャネルの指定を省略した場合はスロットマップで通知します。 

今後、サービスによっては通知方法が変わることもあります。 

発信側ユーザのユーザ・網インタフェースにおけるチャネル指定は、着信側ユーザ・網インタフェ

ースにおけるチャネル指定に関与しません。 

未提供
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オクテット３.１が存在する場合、このオクテットは、拡張ビット（ビット８）を使用して

拡張することができます。 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット３.１* 

（注１） 

オクテット３.２* 

（注２）（注５） 

オクテット３.３* 

（注２）（注４） 

（注５） 

（注１） オクテット３内のＩnt id が“暗黙のうちに識別されるインタフェース”を示す時、オクテット

３.１は省略します。 

未提供 

 

 

 

（注２） オクテット３内のＩnt type フィールドが“基本インタフェース”を示している場合、オクテット

３.２及び３.３は、オクテット３内の“情報チャネル選択”フィールドで示しているものと機能的

に同一なので省略されます。 

（注３） チャネル番号として使用され、１つのチャネルで表示される場合はビット８は“１”に設定されま

す。チャネル番号として使用され、複数チャネルで表示される場合はこの後のチャネルへの拡張を

示す拡張ビットとして使用され、４.５.１節に明示された方法にしたがってコード化されます。 

（注４） チャネル番号が指定される場合、オクテットは複数のチャネルを指定するために繰り返すことがで

きます。 

（注５） インタフェース全体が示される場合、これらのオクテットは省略できます。 
 
 

図４.１８ チャネル識別子情報要素 

 

０ 

チャネル識別子 

０ ０ １ １ ０ ０ ０ 

情報要素識別子 

チャネル識別内容長 

１ 

拡張 

Int 

id 

Int 

type 

０ 

予備 

Pre/ 

Excl 

D-ch 

ind 

情報チャネ 

ル選択 

0/1 
拡張 

インタフェース識別子 

１ 

拡張 

コーディン 

グ標準 

番号 

/ﾏｯﾌﾟ 

チャネル種別／マップ 

要素種別 

チャネル番号／スロットマップ（注３） 

 

未提供
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表４.１３ チャネル識別子情報要素（１／４） 

 
 

(1) Int id：インタフェース識別有無表示（オクテット３） 

ビット７ 

０ 暗黙のうちに識別されるインタフェース（注） 

１ オクテット３１から始まる１以上のオクテットで明確に識別されるインタフェース 

（注） 本情報要素が転送されたＤチャネルを含むインタフェースが示されます。 

 
 

(2) Int type：インタフェース種別（オクテット３） 

ビット６ 

０ 基本インタフェースであることを示します。 

１ その他のインタフェース（例えば、一次群速度インタフェース（注））であることを

示します。 

 
（注） インタフェースの種別は、インタフェースがインタフェース識別子有無表示（オクテット３、ビット

７）及びインタフェース識別子（オクテット３１）との指定によって識別されているので、これによ

り認識されます。 

 
(3) Pre/Excl：チャネル変更不可表示（オクテット３） 

ビット４ 

０ 指定したチャネルを変更してもよいことを示します。

１ 指定したチャネルは変更不可であることを示します。 

 

(4) Ｄ-ch ind ：Ｄチャネル選択表示（オクテット３） 

ビット３ 

０ 指定チャネルは、Ｄチャネルでない。

１ 指定チャネルは、Ｄチャネルである。 

 
（注） Ｄチャネル選択表示はＤチャネルの使用で意味をもちます。他の情報は、Ｄチャネル使用に影響しま

せん。 

（注） Pre/Exclは、情報チャネル選択のみに意味を持ちます。 

回線交換では、チャネルなしの着信時は“１”が設定されます。 
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表４.１３ チャネル識別子情報要素（２／４） 

 
 

(5) 情報チャネル選択（オクテット３）（注１） 

基本インタフェース 

ビット２１ 

００ チャネルなし 

０１ Ｂ１チャネル 

１０ Ｂ２チャネル 

１１ 任意のチャネル（注２） 

 
 

他のインタフェース

ビット２１ 

００ チャネルなし 

０１ 次のオクテット以下で指定される。

１０ 予約済 

１１ 任意のチャネル 

（注１） 情報チャネル選択は、Ｄチャネルには適用されません。 

 

(6) インタフェースＩＤ：インタフェース識別子（オクテット３１） 

契約時にインタフェースに割り当てられた２進数で示します。契約時、インタフェース識別子に対す

る２進数は、使用されるオクテット数及び各オクテットの内容を明記します。 

 
（注） インタフェースが暗黙のうちに規定される場合は、オクテット３１は省略されます。 

 
 

(7) コーディング標準（オクテット３２） 

ビット７６ 

００ ＩＴＵ－Ｔ勧告、及びＴＴＣ標準 
 

（注） その他のコーディング標準は、要求されたチャネル識別子がＩＴＵ－Ｔコーディング標準及びＴＴ Ｃ

コーディング標準で表せない時のみ使用します。 

未提供 

（注２） この値は、基本インタフェースにおいて、両方のチャネルを使用する場合（例えばマルチレ

ート（６４ｋｂｉｔ／ｓベースレート））に使われます。これらは、初期設定手順では使用

されません。 

０１ 
１０ 
１１ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 
国内標準（注） 
網特有標準（注） 

未提供 
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（注１） この値は，マルチレート（６４kbit/sベースレート）伝達能力のために使用されます。 

（注２） 一次群速度インタフェースにおいて、マルチレート（６４ｋｂｉｔ／ｓベースレート）伝

達能力をサポートする場合、スロットマップとして使用されます。 

表４.１３ チャネル識別子情報要素（３／４） 

 
 

(8) 番号／マップ：番号／マップ識別（オクテット３２） 

ビット５ 

０ チャネルが次のオクテットに番号で示される。 

１ チャネルが次のオクテットにスロットマップで示される。 

 
 

（注１） 情報転送速度が６４ｋｂｉｔ／ｓの場合、スロットマップとして使用するユーザと網との双方の

合意が無ければ、チャネル番号として使用されます。 

未提供 

 

 
 

(9) チャネル種別／マップ要素種別（オクテット３２） 

ビット４３２１ 

００１１ Ｂチャネルユニット（注１） 

０１１０ Ｈ０チャネルユニット１００

０ Ｈ１チャネルユニット 
 

その他 予約済 
 

未提供 

 

 

 
(10) チャネル番号（オクテット３３） 

チャネルに割り当てられた２進数番号を表示します。Ｂチャネルに対しては、チャネル番号はタイムス

ロット番号に等しい（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１参照）。 

 
（注） “チャネル番号”もしくは“スロットマップ”のどちらかが、“番号／マップ識別”情報に応じて 

 

サービス提供終了 

１００１ Ｈ１２チャネルユニット 

（注） ＴＴＣ非標準のため提供しません。 

未提供 

用いられます。 

未提供

 

未提供
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表４.１３ チャネル識別子情報要素（４／４） 

 
 

(11) スロットマップ（オクテット３３） 

チャネルで使用されるタイムスロットに一致するスロットマップ内のビット位置を“１”に設定しま

す（図４.１９参照）。残りのビットは“０”に設定します。 

 
（注） スロットマップ（ビット列）の長さは，チャネル種別／マップ要素種別の容量（例えば，Ｂチャネル

として６４kbit/s）によって分割されるインタフェースタイプの容量（例えば、一次群速度インタフェ

ースとして１５３６kbit/s）によって定義されます。スロットマップの長さは，ビット列の長さを含ん

だ完全オクテットの最小値となります。 
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ビット  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  

 

 

 

（１５３６kbit/s） 

 
オクテット３.３.１ 

オクテット３.３.２ 

オクテット３.３.３ 

 

(ａ) 一次群速度インタフェース（マップ要素種別＝Ｂチャネル） 

 

 
 

ビット  

 

 
 

（１５３６kbit/s） 

 
オクテット３.３ 

 

（注１） ａ～ｄのコ－ディングの意味は、Ｂチャネルの番号に対応させるとａ：１～６ｃｈ、ｂ：７～１ 

２ｃｈ、ｃ：１３～１８ｃｈ、ｄ：１９～２４ｃｈとなる。 

（注２） 対応するＨ０チャネルがオクテット３３の中にチャネル番号で表示された時、（ ）内の番号が、                                                                                                                                                                               

このビット位置に対応するＨ０チャネル番号として用いられます。 

 

(ｂ) 一次群速度インタフェース（マップ要素種別＝Ｈ０チャネル） 

 

 
 

ビット  

 

 
 

（１５３６kbit/s） 

 
オクテット３.３ 

 

（注） 対応するＨ１チャネルがオクテット３.３の中にチャネル番号で表示された時、（ ）内の番号が、                                                                                                                                                                                   

このビット位置に対応するＨ１チャネル番号として用いられます。 

 

(ｃ) 一次群速度インタフェース（マップ要素種別＝Ｈ１チャネル） 

 

図４.１９ スロットマップフィールド 

24 23 22 21 20 19 18 17 

16 15 14 13 12 11 10 9 

8 7 6 5 4 3 2 1 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

    ｄ ｃ ｂ ａ 

(4) (3) (2) (1) 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

       Ｈ  

(1) 

 

サービス提供終了 

２０４８kbit/sのスロットマップは未提供です。 
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未提供 
４.５.１４ 輻輳制御レベル［Congestion level］ 
“輻輳制御レベル”情報要素は、呼の輻輳状態を伝えるのに用います。本情報要素は、図４.２０及

び表４.１４に示すようにコード化する単一固定長情報要素です。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

図４.２０ 輻輳レベル情報要素 

表４.１４ 輻輳レベル情報要素 
 

輻輳制御レベル（オクテット１） 

ビット４３２１ 

００００ ＲＲ （受信者受信可） １

１１１ ＲＮＲ（受信者受信不可） 
上記以外 予約済 

 

 

 

 

 

 
 

 

１ 

輻輳制御レベル

０ １ １ 
情報要素識別子 

 

輻輳制御レベル 
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未提供 
４.５.１５ 日時［Date/time］ 

“日時”情報要素は、ユーザへの日付及び時間通知のために用いられます。この情報要素は、メッ

セージが網によって生成された時点での時間を示します。 

 

(注)  時間、日付がローカルタイムまたは世界標準時のいずれを示しているかは網に依存します。

オクテット３～８はバイナリでコード化されます（ビット１（２゜）が最下位ビット（ＬＳ 

Ｂ）です）。 
" 日時" 情報要素は、図４.２１に示すようにコード化します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

 
オクテット２ 

オクテット３ 

オクテット４ 

オクテット５ 

オクテット６＊ 

オクテット７＊ 

オクテット８＊ 

図４.２１ 日時情報要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

 

０ 

 

１ 

 

０ 

日  

１ 

時  

０ 

 

０ 

 

１ 

 日時内容長 
 年 
 月 
 日 
 時 
 分 
 秒 
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４.５.１６ 表示［Display］ 

“表示”情報要素は、網からユーザに表示されてもよい表示情報を提供するため用いられます。この情報要

素に含まれる情報は、ＩＡ５キャラクタでコード化します。 

“表示”情報要素は、図４.２２に示します。 

本情報要素の最大長のデフォルト値は３４オクテットです。 

ユーザが扱うことのできる最大長を超える長さの本情報要素を、ユーザが受信した場合、ユーザは本情報要素

を切り詰めることができます。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

～ オクテット３ 等 

図４.２２ 表示情報要素 

０ 

 

０ 

表 示 

１ ０ １ ０ ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

表示内容長 

 
０ 

 

 表示情報（ＩＡ５キャラクタ）  ～ 
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“高位レイヤ整合性”情報要素は、選択のための２つの高位レイヤ能力を指定するのに「呼設定」

メッセージの中に繰り返すことができます。“高位レイヤ整合性”情報要素が、“繰り返し識別子” 

情報要素無しに繰り返される場合は、デフォルトとして優先度の低い順に設定されているものとして

解釈します。 

４.５.１７ 高位レイヤ整合性［High layer compatibility］ 

“高位レイヤ整合性”情報要素は相手ユーザが整合性をチェックするための手段を提供します（付録２参照）。“高

位レイヤ整合性”情報要素は、図４.２３及び表４.１５に示すようにコード化します。 

未提供 

 

 

 

 
 

本情報要素の最大長は、５オクテットです。 

 
 

（注） “高位レイヤ整合性”情報要素は、呼の生起エンティティ（例：発信ユーザ）と、アドレスされたエ

ンティティ（例：相手ユーザまたは呼の生起エンティティにアドレスされた高位レイヤ機能網ノード）

の間をＩＳＤＮによりトランスペアレントに転送されます。 

しかし、（契約時に）ユーザにより明確に要求された場合、テレサービスを実現するためのいくつ

かの能力を提供する網は、特定なサービスを提供するためこの情報を解釈してもよい。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 
オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット４ 

 

オクテット４ａ＊ 

（注） 

 
 

図４.２３ 高位レイヤ整合性情報要素 

 
 

（注） このオクテットは、オクテット４が保守またはマネジメントを示すとき存在することがあります。 

 

０ 

高位レイヤ整合性 

１ １ １ １ １ ０ １ 

情報要素識別子 

高位レイヤ整合性内容長 

１ 

拡張 

コーディ 

ング標準 

解釈法 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ ﾌﾟﾛﾌｧ 

ｲﾙ表現法 

0/1 

拡張 

高位レイヤ特性識別 

１ 

拡張 

拡張高位レイヤ特性識別 

 

未提供
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表４.１５ 高位レイヤ整合性情報要素（１／３） 

 
 

(1) コーディング標準（オクテット３） 

ビット７６ 

００ ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準

０１ ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注１） 

１０ 国内標準（注１、注２） 

１１ 網特有標準（注１） 

 
 

（注１） これらのコーディング標準は、必要な高位レイヤ整合性がＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準のコーデ

ィングで表せない場合のみ使用できます。 

（注２） 国内標準コーディングの場合、解釈法、プロトコルファイル表現法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴ Ｃ

標準と同様のコーディングに従い、高位レイヤ特性識別は国内標準として規定されます。拡張高位

レイヤ特性識別はこの場合使用できません。 

 
(2) 解釈法（オクテット３） 

ビット５４３ 

１００ 最初の高位レイヤ特性識別（オクテット４）を使用

その他 予約済 

 
（注１） “高位レイヤ特性識別”（オクテット４）がどのように解釈されるかを示します。 

（注２） 現在、「解釈法」に対するコード値はただひとつしかありません。しかし、「解釈法」はその拡張

により、複数の“高位レイヤ特性識別”が使用された状態において、それらの間の正確な関係が表

示される必要がある時（例：シーケンシャル使用、選択リスト、同時使用）、“高位レイヤ特性識

別”の利用方法を表示できることを、意図しています。 

このような拡張は、今後、検討されるべき必要があります。 
 
 

(3) プロトコルプロファイル表現法（オクテット３） 

ビット２１ 

０１ 高位レイヤプロトコルプロファイル（詳細属性なし） 

その他 予約済 

 
（注） 現在、「プロトコルプロファイル表現方法」に対するコード値はただ一つしかありません。即ち、“プ

ロファイル値”は、使用される高位レイヤプロトコルの組合せにより、サポートされる一つのサービス 

を表示するために使用されます。他の表現方法の必要性（例えば、高位の各レイヤで使用されるプロトコ

ルのレイヤごとの表示形態によるサービス表示）は、今後提供される可能性があります。 
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表４.１５ 高位レイヤ整合性情報要素（２／３） 

 

(4) 高位レイヤ特性識別（オクテット４） テレックスサービス[サービス提供終了] 

ビット７６５４３２１ 

００００００１ 電話 

００００１００ Ｇ２／３ファクシミリ（勧告Ｆ．１８２）    

０１００００１ Ｇ４ファクシミリ（クラス１）（勧告Ｆ．１８４） 

０１００１００ テレテックスサービス（ベーシックモードとミクストモード） 

（勧告Ｆ．２３０）及びＧ４ファクシミリ（クラス２とクラス３） 

（勧告Ｆ．１８４） 

０１０１０００ テレテックスサービス（ベーシックモードとプロセッサブルモード） 

（勧告Ｆ．２２０） 

０１１０００１ テレテックスサービス（ベーシックモード）（勧告Ｆ．２００）    

０１１００１０ シンタックスベースのビデオテックス（勧告Ｆ．３００とＴ．１０２）  

０１１００１１ ゲートウェイあるいはインタワーキングユニット経由でインタワークす 

る国際ビデオテックス（勧告Ｆ．３００とＴ．１０１） 

０１１０１０１ テレックスサービス（勧告Ｆ．６０） 

０１１１０００ メッセージ・ハンドリング・システムズ（ＭＨＳ） 

（標準ＪＴ－Ｘ４００シリーズ） 

１０００００１ ＯＳＩアプリケーション（勧告Ｘ．２００シリーズ）（注２）  

１０１１１１０ 保守のために予約済（注４） 

１０１１１１１ マネジメントのために予約済（注４）    

１１０００００ オーディオビジュアル（勧告Ｆ．７２１）  

１１００００１ オーディオビジュアルサービスのために予約済 

（勧告Ｆ．７００シリーズ） 

１１０１１１１ 

そ の 他 予約済 

 
 

（注１） 上記のコーディングは、“コーディング標準”が“ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準”であり更に

“プロファイル表現法”が“高位レイヤプロトコルプロファイル”の場合に適用されます。 

（注２） さらに高位レイヤの整合性のチェックは、ＯＳＩ高位レイヤプロトコルにより実行されます。 

（注３） ＩＴＵ－Ｔ勧告が規定されているサービスのみコード値が付与されます。（勧告Ｉ．２１２参照） 

（注４） このコードが含まれる時、オクテット４ａを用いることができます。 
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表４.１５ 高位レイヤ整合性情報要素（３／３） 

 

(5) 拡張高位レイヤ特性識別（オクテット４ａ） テレックスサービス[サービス提供終了] 

ビット７６５４３２１ 

００００００１ 電話 

００００１００ Ｇ２／３ファクシミリ（勧告Ｆ．１８２）    

０１００００１ Ｇ４ファクシミリ（クラス１）（勧告Ｆ．１８４） 

０１００１００ テレテックスサービス（ベーシックモードとミクストモード） 

（勧告Ｆ．２３０）及びＧ４ファクシミリ（クラス２とクラス３） 

（勧告Ｆ．１８４） 

０１０１０００ テレテックスサービス（ベーシックモードとプロセッサブルモード） 

（勧告Ｆ．２２０） 

０１１０００１ テレテックスサービス（ベーシックモード）（勧告Ｆ．２００）   

０１１００１０ シンタックスベースのビデオテックス（勧告Ｆ．３００とＴ．１０２）  

０１１００１１ ゲートウェイあるいはインタワーキングユニット経由でインタワークす 

る国際ビデオテックス（勧告Ｆ．３００とＴ．１０１） 

０１１０１０１ テレックスサービス（勧告．６０） 

０１１１０００ メッセージ・ハンドリング・システムズ（ＭＨＳ） 

（標準ＪＴ－Ｘ４００シリーズ） 

１０００００１ ＯＳＩアプリケーション（勧告 X.200 シリーズ）（注２） 

１０１１１１０ 割当て不可 

１０１１１１１ 割当て不可 

１１０００００ オーディオビジュアル（勧告Ｆ．７２１）  

１１００００１ オーディオビジュアルサービスのために予約済 

（勧告Ｆ．７００シリーズ） 

１１０１１１１ 

そ の 他 予約済 
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４.５.１８ キーパッドファシリティ［Keypad facility］ 

“キーパッドファシリティ”情報要素は、例えば端末キーパッドにより設定されたＩＡ５キャラクタを運ぶ

ために用いられます。 

“キーパッドファシリティ”情報要素は、図４.２４に示します。

本情報要素の最大長のデフォルト値は、３４オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

～ オクテット３ 等 

図４.２４ キーパッドファシリティ情報要素 

０ 

 

０ 

キーパッドファシリティ 

１ ０ １ １ ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

キーパッドファシリティ内容長 

０  キーパッドファシリティ情報  ～ 
 （ＩＡ５キャラクタ） 
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４.５.１９ 低位レイヤ整合性［Low layer compatibility］ 

“低位レイヤ整合性”情報要素は、アドレスされたエンティティ（例：発ユーザによってアドレスされたリ

モートユーザ、インタワーキングユニット、又は高位レイヤ機能網ノード）との通信可能性のチェックに使用

されるべき手段を提供します。 

“低位レイヤ整合性”情報要素は、呼の生起エンティティ（例：発信ユーザ）とアドレスされたエンティテ

ィの間をＩＳＤＮ内ではトランスペアレントに転送されます（付録２及び付録２０参照）。また、低位レイヤ

整合性交渉を網が提供しているので本情報要素は、アドレスされたエンティティから、発信側のエンティティ

の間をトランスペアレントに転送されます（付録１５参照）。 

“低位レイヤ整合性”情報要素は、図４.２５及び表４.１６に示すようにコード化します。本情報要素の最

大長は１８オクテットです。 
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図４.２５ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

 
オクテット１ 

 

オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット３ａ＊ 

オクテット４ 

オクテット４.１＊ 

（注１） 

オクテット５＊ 

 

オクテット５ａ＊ 

（注２） 

 

オクテット５ｂ＊ 

（注３） 

 

オクテット５ｂ＊ 

（注４） 

オクテット５ｃ＊ 

（注２） 

オクテット５ｄ＊ 

（注２） 

オクテット６＊ 

 

オクテット６ａ＊ 

（注５） 

オクテット６ａ＊ 

（注６） 

オクテット６ｂ＊ 

（注５） 

オクテット７＊ 

 

オクテット７ａ＊ 

（注７） 

オクテット７ａ＊ 

（注８） 

オクテット７ｂ＊ 

（注７） 

オクテット７ｃ＊ 

（注７） 
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（注１） オクテット４がマルチレート（６４ｋｂｉｔ／ｓベースレート）を示す場合、このオクテットが

存在します。それ以外の場合は、このオクテットは存在しません。 

（注２） 本オクテットは、オクテット３が非制限ディジタル情報を示し、且つオクテット５がＴＴＣ標準速

度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０またはＪＴ－Ｖ１２０）を示す場合に存在します。また、オ

クテット３が３．１ｋＨｚオーディオを示し、オクテット５がＴＴＣ標準速度整合ＪＴ－Ｇ７１ １

を示す場合も存在します。 

（注３） 本オクテットは、オクテット５がＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０）を示す場

合に含みます。 

（注４） 本オクテットは、オクテット５がＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１２０）を表示する場合に含みま

す。 

（注５） 本オクテットは、オクテット６が表４１６に示されている確認形ＨＤＬＣ手順を示す場合にのみ存

在します。 

（注６） 本オクテットは、オクテット６がユーザ特有レイヤ２プロトコルを示す場合にのみ存在します。 

（注７） 本オクテットは、オクテット７が表４.１６に示されているＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５、ＩＳＯ／Ｉ 

ＥＣ８２０８またはＸ．２２３／ＩＳＯ８８７８に基づいたレイヤ３プロトコルを示す場合に存在

します。 

（注８） 本オクテットは、オクテット７がユーザ特有レイヤ３プロトコルを示す場合にのみ存在します。 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（１／１１） 

 
 

(１) コーディング標準（オクテット３） 

ビット７６ 

００ ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準。この場合下記コーディングに従う。

０１ ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 

１０ 国内標準（注） 

１１ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注） 

 
 

（注） これら他のコーディング標準は、必要な低位レイヤ整合性がＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準のコーデ

ィングで表せない場合のみ使用されるべきです。 

 
(２) 情報転送能力（オクテット３） 

ビット５４３２１ 

０００００ 音声 

０１０００ 非制限ディジタル情報

０１００１ 制限ディジタル情報 

１００００ ３．１kHz オーディオ 

１０００１ トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報（注） 

１１０００ ビデオ 

そ の 他 予約済 
 
 

（注） トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報は、ＴＴＣ標準ＪＴーＱ９３１（第５版）にて、

“７ｋＨｚオーディオ”と示されていたものに対応する新しい情報転送属性です。 

 
(３) 交渉指示（オクテット３ａ） 

ビット７ 

０ アウトバンド交渉不可能

１ アウトバンド交渉可能 

 
（注１） 低位レイヤ整合性交渉の表示は付録１５を参照して下さい。 

（注２） オクテット３ａが省略された場合“アウトバンド交渉不可能”とみなされます。 

 
 

(４) 転送モード（オクテット４） 

ビット７６ 

００ 回線交換モード １

０ パケット交換モード

その他 予約済 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（２／１１） 

 
 

(５) 情報転送速度（オクテット４） 
 

ビット５４３２１ 回線交換モード パケット交換モード 

０００００ ─ このｺｰﾄﾞ はﾊﾟｹｯﾄ交換ﾓｰﾄﾞ の呼に使用します。 

１００００ ６４kbit/s ─ 

１０００１ ２×６４kbit/s ─ 

１００１１ ３８４kbit/s ─ 

１０１０１ １５３６kbit/s ─ 

１０１１１ １９２０kbit/s ─ 

１１０００ 

その他 

マルチレート(64kbit/s 

予約済 

ﾍﾞｰｽﾚｰﾄ) ─ 

 
 

（注１） 情報転送速度として２×６4kbit/s が用いられる場合、オクテット３と４のコーディングは、両

方の６４kbit/sチャネルに関係します。 

（注２） 付加属性を表４.１７に定義します。 
 
 

(６) レートマルチプライヤ（オクテット４.１） 

ベースレートの倍数表現を２進数表示でコード化します。倍数は、２からインタフェース上有効な

Ｂチャネルの最大数に及ぶあらゆる値も取り得ます。 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（３／１１） 

 
 

(７) ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５） 

ビット５４３２１ 

００００１   ＴＴＣ標準速度整合（JT-V110/JT-X30）：これは下記に定義されたオクテット

５ａとオプションのオクテット５ｂ，５ｃ，５ｄが存在することを表してい

ます。 

０００１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－law 

０００１１ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７１１Ａ－law 

００１００ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７２１ 32 kbit/s ADPCMと標準JT-I460 

００１０１ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１とＪＴーＨ２４２ 

００１１１   ＩＴＵ－Ｔ非標準速度整合：これはオクテット５ａとオプションとしてオプシ

ョン５ｂ，５ｃ，５ｄの存在を表しています。このコード値を使用した場合

は、オクテット５ａのユーザ速度がユーザによって定義されたものであるこ

とを示しています。さらに、オクテット５ｂ，５ｃ，５ｄがもし存在するな

らばユーザ定義の速度整合として一貫性のあるものです。 

０１０００   ＴＴＣ標準速度整合（JT-V120 ）：これは下記に定義されたオクテット５ａ と

オクテット５ｂの存在を、また、オプショナルにオクテット５ｃと５ｄの存

在を表しています。 

０１００１   ＴＴＣ標準速度整合(JT-X31)：ＨＤＬＸフラグスタッフィング。そ 

の 他 予約済 

 
（注） 転送モードが回線交換モードであり情報転送能力が非制限ディジタル情報あるいは制限ディジタル情

報であり、またユーザ情報レイヤ１プロトコルがアドレスされたエンティティに明示されるとすオク

テット５は存在すべきです。もし 転送モードがパケット交換モードであればオクテット５は省略され

ることがあります。 

(８) 同期／非同期（オクテット５ａ） 

ビット   ７ 

０    同期 

１    非同期 

（注） 同期ユーザ速度の場合、オクテット５ｂ～５ｄは省略可能。

(９) インバンド交渉（オクテット５ａ） 

ビット６ 

０ インバンド交渉不可

１ インバンド交渉可 

 
（注） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（４／１１） 

 
 

(10) ユーザ速度（オクテット５ａ） 

ビット５４３２１ 

０００００  速度は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４６０のＥビットで示されます。あるいはイン

バンドでの交渉も可能です。 

００００１ ０．６kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

０００１０ １．２kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

０００１１ ２．４kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

００１００ ３．６kbit/s勧告Ｖ．６         

００１０１ ４．８kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

００１１０ ７．２kbit/s勧告Ｖ．６         

００１１１ ８kbit/sＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４６０ 

０１０００ ９．６kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

０１００１ １４．４kbit/s勧告Ｖ．６ 

０１０１０ １６kbit/sＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４６０ 

０１０１１ １９．２kbit/s勧告Ｖ．６         

０１１００ ３２kbit/sＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４６０ 

０１１１０ ４８kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６   

０１１１１ ５６kbit/s勧告Ｖ．６ 

１００００ ６４kbit/s勧告Ｘ．１       

１０１０１ ０．１３４５kbit/s勧告Ｘ．１ 

１０１１０ ０．１００kbit/s勧告Ｖ．６ 

１０１１１   ０．０７５／１．２kbit/s勧告Ｖ．６及びＸ．１（注） 

１１０００  １．２／０．０７５kbit/s勧告Ｖ．６及びＸ．１（注） 

１１００１   ０．０５０kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

１１０１０   ０．０７５kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

１１０１１   ０．１１０kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

１１１００   ０．１５０kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

１１１０１   ０．２００kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

１１１１０   ０．３００kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

１１１１１     １２kbit/s勧告Ｘ．１及びＶ．６ 

そ の 他    予約済 
 

（注） 第１の速度は呼の順方向（発→着）のユーザ速度を表し、第２の速度は呼の逆方向（着→発）の

ユーザ速度を表します。 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（５／１１） 

 
 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０の速度整合に対するオクテット５ｂ 

(11) 中間速度（オクテット５ｂ） 

ビット７６ 

００ 未使用 

０１ ８kbit/s 

１０ １６kbit/s 

１１ ３２kbit/s 

 
 

(12) 送信網独立クロック（送信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１） 

ビット５ 

０ 網独立クロックでデータ送信の必要無し

１ 網独立クロックでデータ送信の必要有り 

 
（注１） 呼の順方向の送信に関連する。 

（注２） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 
 

(13) 受信網独立クロック（受信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１） 

ビット４ 

０ 網独立クロックで受信不可 

（すなわち、送信側ではこのオプション手順をサポートしていません。） 

１ 網独立クロックで受信可 

（すなわち、送信側ではこのオプション手順をサポートしていません。） 
 
 

（注１） 呼の逆方向の送信に関連する。 

（注２） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 
 

(14) 送信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１） 

ビット３ 

０ データ送信でフロー制御機構を必要としない。

１ データ送信でフロー制御機構を必要とする。 

 
（注１） 呼の順方向の送信に関連する。 

（注２） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（６／１１） 

 
 

(15) 受信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１） 

ビット２ 

０ フロー制御機構を伴うデータ受信が不可 

（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしていない） 

１ フロー制御機構を伴うデータ受信が可 

（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしている） 
 
 

（注１） 呼の逆方向の送信に関連する。 

（注２） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 
 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０速度整合に対するオクテット５ｂ 

(16) 速度整合ヘッダ（オクテット５ｂ） 

ビット７ 

０ 速度整合ヘッダを含んでいない。

１ 速度整合ヘッダを含んでいる。 

 
(17) データリンクにおける多重フレーム確立サポート（多重フレーム）（オクテット５ｂ） 

ビット６ 

０ 多重フレーム確立サポートしない。ＵＩフレームのみ受け入れる。

１ 多重フレーム確立サポート 

 
(18) 動作モード（オクテット５ｂ） 

ビット５ 

０ ビットトランスペアレントモード

１ プロトコルセンシティブモード 

 
(19) 論理リンク識別子交渉（ＬＬＩ交渉）（オクテット５ｂ） 

ビット４ 

０ デフォルトＬＬＩ＝２５６ 

１ 完全なプロトコル交渉（注） 

 
（注） プロトコル交渉の実行に使用されるコネクションは、オクテット５b のビット２に表示される。 

 
 

(20) 被割当／割当（オクテット５ｂ） 

ビット３ 

０ メッセージ発側“デフォルトは被割当” 

１ メッセージ発側“割当のみ” 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（７／１１） 

 
 

(21) インバンド／アウトバンド交渉（オクテット５ｂ） 

ビット２ 

０ 交渉は一時的なシグナルコネクション上の「ユーザ情報」メッセージで行われる。

１ 交渉は論理リンク０を使用してインバンドで行われます。 

 
(22) ストップビット数（オクテット５ｃ） 

ビット７６ 

００ 未使用 

０１ １ビット 

１０ １．５ビット 

１１ ２ビット 

 
 

(23) パリティビットを除くデータビット数（データビット数）（オクテット５ｃ）（注） 

ビット５４ 

００ 未使用 

０１ ５ビット 

１０ ７ビット 

１１ ８ビット 

 
 

（注） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の６版への改定でパリティビットを含むから除くへ訂正され、これに伴い

本編も変更しました。Ｖ１１０速度整合使用時のガイドラインについては本編 付録１９ ５章を参照して下さ

い。 

 
(24) パリティ情報（オクテット５ｃ） 

ビット３２１ 

０００ 奇数 

０１０ 偶数 

０１１ 無 

１００  ０に強制指定   

１０１   １に強制指定

その他 予約済 

 
(25) 二重モ－ド（オクテット５ｄ） 

ビット７ 

０ 半二重 

１ 全二重 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（８／１１） 

 
 

(26) モデムタイプ（オクテット５ｄ） 

ビット６５４３２１ 

００００００ 

                   国内使用

０００１０１ 

０１０００１ 勧告Ｖ．２１  

０１００１０ 勧告Ｖ．２２  

０１００１１ 勧告Ｖ．２２bis 

０１０１００ 勧告Ｖ．２３  

０１０１０１ 勧告Ｖ．２６  

０１０１１０ 勧告Ｖ．２６bis 

０１０１１１ 勧告Ｖ．２６ter 

０１１０００ 勧告Ｖ．２７  

０１１００１ 勧告Ｖ．２７bis 

０１１０１０ 勧告Ｖ．２７ter 

０１１０１１ 勧告Ｖ．２９  

０１１１００ 勧告Ｖ．３２  

１０００００ 

 
１０１１１１ 

１１００００ 

 
１１１１１１ 

国内使用 
 

 

 
ユーザ特有 

その他 予約済 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（９／１１） 

 
 

(27) ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６） 

ビット５４３２１ 

００００１ ＩＳＯ１７４５基本モード       

０００１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１（注４） 

００１１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ（注１）（注４） 

００１１１ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５マルチリンク（注４）       

０１０００ 拡張ＬＡＰＢ；半二重用（Ｔ．７１） 

０１００１  ＨＤＬＣ ＡＲＭ（ＩＳＯ ４３３５）（注４）        

０１０１０  ＨＤＬＣ ＮＲＭ（ＩＳＯ ４３３５）（注４）       

０１０１１    ＨＤＬＣ  ＡＢＭ（ＩＳＯ  ４３３５） （注４） 

０１１００ ＬＡＮロジカル・リンク・コントロール（ＩＳＯ ８８０２．２） 

０１１０１ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５シングルリンク手順（ＳＬＰ）（注４） 

０１１１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２（注４） 

０１１１１ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２のコア部分

１００００ ユーザ特有（注２） 

１０００１ ＩＳＯ ７７７６ ＤＴＥ－ＤＴＥ手順（注３）（注４） 

その他 予約済 

 
（注１） この標準は、ＩＳＯ ７７７６ ＤＴＥ－ＤＣＥ手順と整合性があります。 

（注２） このコーディングが含まれる場合、オクテット６ａはユーザ特有レイヤ２プロトコルに対するユー

ザコーディングを含みます。 

（注３） この標準は、ＴＴＣ標準ＪＴーＴ９０において定義された適用規則により修正された、ＴＴＣ標準

ＪＴーＸ７５と整合性があります。 

（注４） このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準コーディングされたオクテット６ａ，６ｂが含まれ

るかもしれません。 

 
ＴＴＣ標準コーディングに対するオクテット６ａ 

(28) 動作モード（オクテット６ａ） 

ビット７６ 

０１ 通常モード 

１０ 拡張モード

その他  予約済 

 
（29） ＴＴＣ標準ＪＴーＱ９３３使用（オクテット６ａ） 

ビット２１ 

００  ＴＴＣ標準ＪＴーＱ９３３において定義されたコーディングが未使用の時使用しま

す。 

その他 予約済 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（１０／１１） 

 
 

ユーザプロトコルに対するオクテット６ａ 

（30） ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報（オクテット６ａ） 

オクテット６ａの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従います。 

 
 

（31） ウィンドウサイズｋ（オクテット６ｂ） 

ｋパラメータのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとります。 

(32) ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７） 

ビット５４３２１ 

０００１０ ＴＴＣ標準ＪＴＱ－９３１ 

００１１０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ（注２） 

００１１１  ＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８（データ端末のためのＸ．２５パケットレイヤプ

ロトコル）（注２） 

０１０００ Ｘ．２２３／ＩＳＯ ８８７８（ＯＳＩ－ＣＯＮＳを提供するためのＩＳＯ 

／ＩＥＣ ８２０８とTTC 標準ＪＴ－Ｘ２５の使用）（注２）        

０１００１ ＩＳＯ／ＩＥＣ ８４７３（ＯＳＩコネクションレスモードプロトコル） 

０１０１０ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０ミニマムネットワークレイヤ 

０１０１１  ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７（ネットワークレイヤにおけるプロトコル識

別） 

１００００ ユーザ特有（注１） 

その他 予約済 

 
（注１） このコーディングが含まれる場合、オクテット７ａはユーザ特有レイヤ３プロトコルに対するユー

ザコーディングを含みます。 

（注２） このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準コーディングされたオクテット７ａ、７ｂ、７ｃ が

含まれるかもしれません。 

 
ＴＴＣ標準コーディングに対するオクテット７ａ 

(33) 動作モード（オクテット７ａ） 

ビット７６ 

０１  通常パケットシーケンス番号付与   

１０  拡張パケットシーケンス番号付与   

その他  予約済 

 
ユーザプロトコルに対するオクテット７ａ 

(34) ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報（オクテット７ａ） 

オクテット７ａのとき使用及びコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。 
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表４.１６ 低位レイヤ整合性情報要素（１１／１１） 

 
 

(35) デフォルトパケットサイズ（オクテット７ｂ） 

ビット４３２１ 

０１００ デフォルトパケットサイズ１６オクテット   

０１０１ デフォルトパケットサイズ３２オクテット   

０１１０ デフォルトパケットサイズ６４オクテット   

０１１１ デフォルトパケットサイズ１２８オクテット 

１０００ デフォルトパケットサイズ２５６オクテット 

１００１ デフォルトパケットサイズ５１２オクテット 

１０１０ デフォルトパケットサイズ１０２４オクテット

１０１１ デフォルトパケットサイズ２０４８オクテット

１１００ デフォルトパケットサイズ４０９６オクテット

その他 予約済 

 
（36） パケットウィンドウサイズ（オクテット７ｃ） 

パケットウィンドウサイズのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。 

 
 

表４.１７ 低位レイヤ整合性属性 

低位レイヤ整合性情報 付加属性 

転送モード 〓 情報転送能力 構  造 通信形態 呼設定法 対称性 

回線交換 音声 8kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 非制限データ 8kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 制限データ 8kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 ３．１ｋＨｚオーディオ 8kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 トーン／アナウンスを伴 
う非制限データ 

8kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 ビデオ 8kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

パケット 

交換 

非制限データ ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀ 

ﾕﾆｯﾄ構造 

ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

（注１） 情報転送速度として２×６４kbit/sが用いられる場合、制限された遅延差（ＲＤＴＤ）をもつ８ 

kHz 構造が提供されます。 

（注２） 情報転送速度としてマルチレート（６４kbit/sベースレート）が用いられる場合、タイムスロット

シーケンス構造が提供されます。 
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４.５.２０ モアデータ［More data］ 
未提供 

“モアデータ”情報要素は、ユーザ情報メッセージ内でユーザから網に転送されます。網は同一の 

ユーザ情報メッセージで相手側ユーザに転送します。 

“モアデータ”情報要素の存在は、宛先ユーザに対して同じブロックに属する情報を含む「ユーザ

情報」メッセージが続くことを示します。 

“モアデータ”情報要素は、網内では監視されません。 
“モアデータ”情報要素は、図４２６に示します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

図４.２６ モアデータ表示情報要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

０ 

 

１ 

モアデータ 

０ ０ ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

０ 



- 126 -  

未提供 
４.５.２１ 網特有ファシリティ［Network-specific facilities］ 

網特有ファシリティ情報要素は、どの網ファシリティが要求されているかを示すために用います。 

網特有ファシリティ情報要素は表４.１８及び図４.２７に示すようにコード化します。本情報要素はメ

ッセージの中で４回まで繰り返されます。 
本情報要素の最大長は網によります。 

＝ 網特有ファシリティ詳細 ～オクテット４ 

図４.２７ 網特有ファシリティ情報要素 

 

（注１） オクテット３.１と３.２は、オクテット３が０でない時のみ利用されます。 
（注２） オクテット３.２は、適当な回数だけ繰り返されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

           

オクテット１ 

          オクテット２ 
          オクテット３ 
          オクテット３.１＊ 

          オクテット３.２＊ 

～          ～ 

 

０ 

網特有ファシリティ 

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

情報要素識別子 

網特有ファシリティ内容長 

網識別子内容長 

１ 
拡  張 

網識別子種別 網識別計画 

０ 

予 備 

網識別子 

（ＩＡ５キャラクタ） 
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表４.１８ 網特有ファシリティ情報要素 

 

(1) 網識別子内容長（オクテット３） 

このフィールドは、オクテット３.１と３.２で示される網識別子内容長オクテットで示します。

値が“００００００００”の場合、デフォルト提供者（付録２１参照）とみなされオクテット３. 

１と３.２は省略される。 

 

(2) 網識別子種別（オクテット３.１） 

ビット７６５ 

０００ ユーザ定義 

０１０ 国内網（注） 

０１１ 国際網 

その他 予約済 

 

（注） 網識別子種別が、０１０“国内網”とコーディングされる場合、国内網識別計画は、国内仕

様に従ってコーディングされる。 

 

(3) 網識別計画（オクテット３.１） 

ビット４３２１ 

００００ 未定義 
０００１ キャリア識別子コード（注） 

００１１ データ網識別子コード（勧告Ｘ．１２１） 

その他 予約済 

 

（注） キャリア識別子コードは、リモートユーザが収容される網を識別する適当な方式である。 

 

(4) 網識別子（オクテット３.２） 

このＩＡ５キャラクタは、オクテット３.１で特定される網識別計画に従って構成される。 

 

(5) 網特有ファシリティ詳細（オクテット４） 

このフィールドは、識別された網により特有の規則でエンコードされる。 

 

未提供 未提供
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０００００１０ ベアラサービス変更 

 

４.５.２２ 通知識別子［Notification indicator］ 

“通知識別子”情報要素は、呼に関連した情報を通知するために用います。 

“通知識別子”情報要素は、図４.２８及び表４.１９に示すようにコード化します。

本情報要素の最大長は３オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 

オクテット２ 

オクテット３ 

 
図４.２８ 通知識別子情報要素 

 

 

 

表４.１９ 通知識別子情報要素 

 
 

通知内容（オクテット３） 

ビット７６５４３２１ 

０００００００ ユーザ中断

００００００１ ユーザ再開 

未提供 
 

その他 予約済 

 

 

０ 

 

０ 

 

１ 

通知識別子 

０ ０ １ 

情報要素識別子 

 

１ 

 

１ 

通知識別子内容長 

１ 

拡張 

通知内容 

 

付加サービスのために規定されている通知内容が他にも存在します。付加サービス編を参照して下

さい。 

未提供
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４.５.２３ 経過識別子［Progress indicator］ 

本情報要素は、呼の生存している間に生じたイベントを通知するため使用されます。本情報要素は１メッセ

ージ内で２回繰り返されることがあります。 

本情報要素は、図４.２９及び表４.２０に示すようにコード化します。

本情報要素の最大長は、４オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 

オクテット２ 

オクテット３ 

 

オクテット４ 

 
図４. ２９ 経過識別子情報要素 

 

 

 

表４.２０ 経過識別子情報要素 

 
 

(1) コーディング標準（オクテット３） 

ビット７６ 

００ ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 
 

 

(2) 生成源（オクテット３） 

ビット４３２１ 

００００    ユーザ 

０００１  ローカルユーザ収容私設網（自分側）    

００１０  ローカルユーザ収容公衆網（自分側）                   

００１１   中継網（注１） 

０１００  リモートユーザ収容公衆網（相手側）  

０１０１  リモートユーザ収容私設網（相手側）  

１０１０  相互接続先の網 

その他     予約済 
 
 

（注１） この値は網によって生成されることがあります。 

（注２） ユーザの場所により、自分及び相手側公衆網が一致することがあります。 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

経過識別子 

１ １ １ 

情報要素識別子 

  

１ 

 

０ 

経過識別子内容長 

１ 

拡張 

コーディン 

グ標準 

０ 

予備 

生 成 源  

１ 

拡張 

経過内容 

 

０１ 
１０ 

１１ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 
国内標準 （注） 
生成源で定義された標準（注） 

（注） これらのＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準以外のコーディングは必要な経過識別子がＩＴＵ－ 
Ｔ勧告及びＴＴＣ標準のコーディングで表現されない時のみ使用されます。 

未提供 
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(3) 経過内容（オクテット４） 
 

ビット７６５４３２１ 番号 内 容 

００００００１ ＃１ 呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報は、 

  インバンド信号となります。 

０００００１０ ＃２ 非ＩＳＤＮ着側アドレス 

０００００１１ ＃３ 非ＩＳＤＮ発側アドレス 

００００１００ ＃４ 呼のＩＳＤＮへの復帰 

  
未提供 

００００１０１ ＃５ インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケー

ションサービスが変更された。（注１） 

０００１０００ ＃８ インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能 

その他  予約済 

 
 

（注１） この経過内容値は、完全なＩＳＤＮ環境におけるインタワーキングの場合のみ使用されます。例え

ば選択された伝達能力が未提供または、要求されたリソースやルートが、利用不可能な場合です。非Ｉ

ＳＤＮ環境での相互接続の場合、＃１の内容が使用されるかもしれません。着側アドレスが非ＩＳ

ＤＮの場合は、＃２の経過内容が使用されるかもしれません。 

（注２） 経過内容の詳細については、付録８を参照して下さい。 

未提供
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（注） ベアラサービス変更機能のために使用（付録２３参照）。 

４.５.２４ 繰り返し識別子［Repeat indicator］ 

繰り返し識別子情報要素は、メッセージの中で繰り返されている情報要素がどのように解釈されるかを示し

ます。繰り返し識別子情報要素は繰り返される情報要素の最初のものの前に位置します。 

繰り返し識別子情報要素は図４.３０及び表４.２１に示すようにコード化します。 

（注） １つのメッセージの中でただ１回しか存在しない情報要素と繰り返し識別子情報要素が組合された時

もそれ自身をエラーとしません。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 
図４.３０ 繰り返し識別子情報要素 

 

 

 

表４.２１ 繰り返し識別子情報要素 

 
 

繰り返し表示（オクテット１） 

ビット４３２１ 

００１０ 優先順に並べる（注） 

その他 予約済 

 
 

未提供 

 

１ 

繰り返し識別子

１ ０ １ 
情報要素 

 

繰り返し表示 

 

未提供
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上記（注２）で“チャネル識別子”情報要素が含まれない場合は、 Ｄチャネルを含むインタフェ

ースが表示されたとみなします。 

４.５.２５ 初期設定表示［Restart indicator］ 

本情報要素は、初期設定されるファシリティ（例：チャネル又はインタフェース）のクラスを識別するのに

使用されます。 

本情報要素は、図４.３１及び表４.２２に示すようにコード化します。

本情報要素の最大長は３オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

オクテット１ 

 

オクテット２ 

オクテット３ 

 
図４.３１ 初期設定表示情報要素

表４.２２ 初期設定表示情報要素 

クラス（オクテット３） 

ビット３２１ 

０００ 表示されたチャネル（注１） 

１１０ １つのインタフェース（注２） 

１１１ 全インタフェース（注３） 

その他 予約済 
 
 

（注１） “チャネル識別子”情報要素が含まれ、初期設定されるチャネルが表示されなければなりません。 

（注２） 非対応信号方式が使用される場合、初期設定されるインタフェースがＤチャネルの含まれないもの

である場合、そのインタフェースを指示するための“チャネル識別子”情報要素が必要となります。 

（注３） ２つもしくは、それ以上のインタフェースがＤチャネルにより制御される場合に使用されてもかま

いません。このコーディングの場合は、同一メッセージ内に“チャネル識別子”情報要素が含まれ

てはいけません。 

 

０ 

 

１ 

初期設定表示 

１ １ １ ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

１ 

初期設定表示内容長 

１ 

拡張 

０ ０ ０ ０ 

予約済 

クラス 
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未提供 
４.５.２６ 分割メッセージ［Segmented message］ 

“分割メッセージ”情報要素は本情報要素をもつメッセージが分割メッセージの一部であることを

示すために用います。本情報要素は分割されたメッセージの“メッセージ種別”情報要素の後に位置

します。 

本情報要素は、図４.３２及び表４.２３で示すようにコード化します。

本情報要素の最大長は４オクテットです。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

オクテット４ 

 

図４.３２ 分割メッセージ情報要素

表４.２３ 分割メッセージ情報要素 

(1) 第１セグメント表示（オクテット３） 

ビット８ 

０ 第１セグメントの後続セグメント 
１ 分割されたメッセージの第１セグメント 

 

(2) 残りセグメント数（オクテット３） 

送信すべきメッセージの残りのセグメント数を示す２進数 

 

(3)  分割メッセージ種別（オクテット４） 

４.４節に示すようにコード化されます。 

 
（注） ビット８は拡張ビットとして将来の使用のために予約されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

０ 

分割メッセージ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
情報要素識別子 

分割メッセージ内容長 

第１ ｾ

ｸﾞﾒﾝ ﾄ 

表示 

 

残りセグメント数 

０ 分割メッセージ種別 
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４.５.２７ 送信完了［Sending complete］ 

“送信完了”情報要素は必要があれば着番号の完了を示すために用います。 

本情報要素は、図４.３３に示すようにコード化する単一固定長情報要素です。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

図４.３３ 送信完了情報要素 

 

 

１ 

 

０ 

 

１ 

送 信 完  了

０ ０ ０ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

１ 

 

本情報要素は、一括発呼手順においてのみ提供します。分割発呼手順は未提供です。 
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本情報要素は、メッセージの中で繰り返されることがあります。 

４.５.２８ シグナル［Signal］ 

本情報要素は、網が端末に対しトーンや呼出信号を生成するような情報を伝達します。

本情報要素は、図４.３４及び表４２４に示すようにコード化します。 

本情報要素の最大長は、３オクテットです。 
 

未提供 

 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ 

 

０ 

シ  グ  ナ  ル  

１ １ ０ １ 

情報要素識別子 

 

０ 

 

０ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ 

シグナル内容長 

０ １ 

シグナル値 

図４.３４ シグナル情報要素 

 

 
オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

未提供
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表４.２４ シグナル情報要素 

 
 

シグナル値（オクテット３） 

ビット８７６５ ４３２１ 

００００ ００００ ダイヤルトーン オン 
 

未提供 

００００ ０００１ 呼出音 オン 

００００ ００１０ 割り込みトーン オン 

００００ ００１１ 網輻輳トーン オン 

００００ ０１００ ビジートーン オン 

００００ ０１０１ 確認トーン オン 

００００ ０１１０ 応答トーン オン 

００００ ０１１１ コールウェイティングトーン オン 
 

未提供 

００００ １０００ オフフック警告トーン オン 

００００ １００１ プリエンプショントーン オン 

００１１ １１１１ トーン オフ 
 

未提供 

０１００ ００００ 呼出 オン パターン０ （注１） 

０１００ ０００１ 呼出 オン パターン１ （注１） 

０１００ ００１０ 呼出 オン パターン２ （注２） 

０１００ ００１１ 呼出 オン パターン３ （注１） 

０１００ ０１００ 呼出 オン パターン４ （注１） 

０１００ ０１０１ 呼出 オン パターン５ （注１） 

０１００ ０１１０ 呼出 オン パターン６ （注１） 

０１００ ０１１１ 呼出 オン パターン７ （注１） 

０１００ １１１１ 呼出 オフ 

その他  予約済 

 
 

（注１） これらのパターンの使用法は網に依存します。 

（注２） 特別な、または優先度の高い呼出に使用します。 

 

シグナル値の具体的な使用法については付加サービス仕様を参照して下さい。 

未提供

 

未提供

 

未提供
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未提供 
４.５.２９ 中継網選択［Transit network selection］ 

本情報要素は、要求する特定の中継網を識別するのに用います。本情報要素は、呼が通過する中継

網の順序選択のためにメッセージ内で繰り返し使用されることがあります（付録３参照）。 

本情報要素の最大長のデフォルト値は網に依存します。 
本情報要素は、図４.３５及び表４.２５で示します。 

 情報要素識別子 
中継網選択内容長 

１ 
拡張 

０ 

網識別子種別 網識別計画 

オクテット２ 
オクテット３ 

網識別子 

～ ～オクテット４ 等 

（ＩＡ５キャラクタ） 

 
図４.３５ 中継網選択情報要素 

表４.２５ 中継網選択情報要素 

 

(1) 網識別子種別（オクテット３） 

ビット７６５ 

０００ ユーザ定義   

０１０ 国内網識別（注） 

０１１ 国際網識別 

その他 予約済 
 

（注） 網識別子種別が０１０“国内網”とコーディングされる場合、国内網識別計画は、国内仕様

に従ってコーディングされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

  
０ 

 
１ 

 
１ 

 
１ 

中継網選択 
１ ０ 

 
０ 

 
０ 

 
オクテット１ 
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(2) 網識別計画（オクテット３） 
ビット４３２１ 

００００ 

０００１ 

００１１ 
その他 

不定 
キャリア識別コ－ド（注） 

デ－タ網識別コ－ド（勧告Ｘ．１２１） 

予約済 

（注） キャリア識別コ－ドは、相手ユーザが収容される網を識別する適当な方式といえます。 
 

(3) 網識別子（オクテット４） 
これらのＩＡ５キャラクタは、オクテット３で示される網識別計画に従って構成されます。 

未提供 
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回線交換モードに関連する「ユーザ情報」メッセージ中の本情報要素長は、最大３５または、１３ 

１オクテットです。一時的信号接続によって転送される「ユーザ情報」メッセージの最大長は、３章

で定義されたメッセージの最大長、２６０オクテットです。 

「呼設定」、「呼出」、「応答」、「切断」、「解放」及び「解放完了」メッセージにおけるこの

情報要素の最大長は１３１オクテットです。 

４.５.３０ ユーザ・ユーザ［Ｕser-user］ 

“ユーザ・ユーザ”情報要素は、ＩＳＤＮユーザ間の情報の伝達に用います。この情報要素の内容は、網に

よって解釈されることはなく、トランスペアレントに転送され相手ユーザに運ばれます。 

“ユーザ・ユーザ”情報要素は、図４.３６及び表４.２６に示します。ユーザ情報フィールドの内容には、

何ら制限はありません。 

 

 

 

 

未提供 

 

 

 

 

（注） “ユーザ・ユーザ”情報要素は、呼の生起エンティティ（例：発信ユーザ）とアドレスされたエンテ

ィティ（例：相手ユーザまたは、呼の生起エンティティにアドレスされた高位レイヤ機能網ノード） 間

をＩＳＤＮによりトランスペアレントに転送されます。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット３ 

～ ユーザ情報 ～ 

図４.３６ ユーザ・ユーザ情報要素 

オクテット４ 等 

 

０ 

 

１ 

 

１ 

ユーザ・ユーザ

１ １ １ 

情報要素識別子 

 

１ 

 

０ 

ユーザ・ユーザ内容長 

プロトコル識別子 
 

 

未提供
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表４.２６ ユーザ・ユーザ情報要素 

 
 

プロトコル識別子（オクテット３） 

ビット８７６５ ４３２１ 

００００ ００００ ユーザ特有プロトコル（注１） 

００００ ０００１ ＯＳＩ高位レイヤプロトコル 

００００ ００１０ 勧告Ｘ．２４４（注２） 

００００ ００１１ システム管理コンバージェンス機能のために予約済

００００ ０１００ ＩＡ５キャラクタ（注４） 

００００ ０１０１ 勧告Ｘ．２０８／２０９符号化ユーザ情報（注5) 

００００ ０１１１ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０ 速度整合 

００００ １０００ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ ユーザ・網呼制御メッセージ

０００１  ００００ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他のネットワークレイヤ

００１１ １１１１ あるいはレイヤ３プロトコルのために予約済（注３）   

０１００ ００００ 国内利用 

０１００ ０００１ 国内利用 勧告Ｘ．２０８／２０９（ＡＳＮ．１：抽象構文） 

（注５） 

０１００ ００１０ 国内利用 ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネ

０１００ ００１１  ル形信号方式） 

国内利用 

０１００  １１１１                

０１０１ ００００ 

標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他のネットワークレイヤあるいは 

１１１１ １１１０ レイヤ３プロトコルのために予約済（注３） 

その他 予約済 

 
（注１） ユーザ情報は、ユーザの必要性に応じて構成されます。 

（注２） ユーザ情報は、標準ＪＴ－Ｘ２５コールユーザデータを規定する勧告Ｘ．２４４に従って構成され

ます。 

（注３） これらの値は、ジェネラルフォーマット識別子を含むＪＴ－Ｘ２５パケットの最初のオクテットと

プロトコル識別子を区別するために予約済です。 

（注４） ユーザ情報は、ＩＡ５キャラクタで構成されます。 

（注５） “ユーザ・ユーザ”情報要素に含まれる勧告Ｘ．２０８／２０９のコンポーネント、意味及び使用

方法は、ユーザアプリケーションに依存し、他の標準にて規定される可能性があります。 

 
４.５.３１ 転送元番号［Redirecting number］ 

 

本情報要素については、付加サービス仕様 第２部を参照して下さい。

なお、本信号の方向はn→ｕ（網からユーザ）のみです。 
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４.６ 網特有の情報要素 

 

 

４.６.１ 料金通知［Advice of charge］ 

 

 

４.６.２ 発信専用チャネル識別子［Blocking channel identification］ 

 

 

４.６.３ 汎用通知［General notification］ 

 

この節では網特有の情報要素について記述します。 

本情報要素については、付加サービス仕様 第２部を参照して下さい。 

本情報要素については、付加サービス仕様 第２部を参照して下さい。 

本情報要素については、付加サービス仕様 第２部を参照して下さい。 
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データリンクレイヤ最大フレーム長（レイヤ２仕様で定義）を超えたレイヤ３メッセージを転送する

ために、メッセージ分割と再組立の手法が付録１４の記述に従ってオプションとして実現されます。 

メッセージ分割は、最初のメッセージセグメントの送出時に、分割されるメッセージを構成する全ての

情報が有効である場合にのみ用いられます。 

 

（注） メッセージ分割は、付加的には用いられるとしても、例えば分割発呼中の数字送出による数字

の様に、情報が呼制御により提供される現行の手順の代用として用いられることはありませ

ん。メッセージ分割は、メッセージ長がレイヤ２で定義されたN201パラメータの値を超える場

合にのみ用いられます。 

５. 回線交換呼制御手順 

 
 

本章では、マルチレート（６４kbit/sベースレート）を除く回線モードでの伝達能力をサポートするＤチャ

ネル信号について記述します。 

この基本プロトコルの拡張と、パケット交換モードコネクションあるいは回線交換モードのマルチレート（６ ４

kbit/sベースレート）、あるいは付加サービスの場合に適用する例外は、本レイヤ３仕様の他の節に記述して

います。 

本章で参照する呼状態は、網側呼状態、ユーザ側呼状態及びユーザ側と網側共通の呼状態からなります。特

に限定しない場合、以下で記述する全ての状態は共通な状態として解釈します（ユーザ側、網側呼状態として

それぞれ、２.１.１節、２.１.２節を参照）。 

本章で規定する手順の詳細なＳＤＬ［Specification and Description Language］図を、付録１に示します。

本文で不明確な場合、付録１のＳＤＬ図を用います。ただし、本文とＳＤＬ図で不一致の場合本文を正しいも

のとして用います。 

この章で用いるすべてのメッセージにはファンクショナルな情報要素及びスティミュラスな情報要素の２種

類が含まれます。ファンクショナルな情報要素は要素の生成や分析に際し端末においてある程度の処理機能を

要求されるものです。一方、スティミュラスな情報要素はユーザ／端末インタフェースでの１つのイベントの

結果として発生されるか、端末によって実行される網からの基本的な命令を含む情報要素です。 

一般的な原則として、網によってユーザに送出されるすべてのメッセージは、端末が表示しうる内容を持つ

“表示”情報要素を含むことができます。この情報要素の内容は網に依存しています。 

 
（注） “キーパッドファシリティ”情報要素はユーザから網の方向へ、“表示”情報要素は網からユーザの

方向へ伝達されます。 

 
また、呼制御のための「付加情報」メッセージは、「呼設定」メッセージに対する最初の応答が送信あるい 

は受信された直後から呼番号の解放が開始される前までに、ユーザ又は網によって送信されることがあります。 

「解放要求」状態中に受信された「付加情報」メッセージは無視されることがあります。 

 

 

未提供 未提供 
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回線交換呼は、ユーザ・網インタフェースを介して転送されるメッセージのシーケンスによって制御されま

す。本節は回線交換接続制御に関するメッセージのシーケンスを述べます。 

 
（注） 本節は、回線交換接続制御に関するメッセージのシーケンスを記述します。この基本的なプロトコル

に対するオプションとしての拡張と、パケット交換モードコネクションあるいは付加サービスの場合

に適用する例外は、本レイヤ３仕様、あるいは付加サービス仕様で記述されます。 

付録１１もまた、対称シグナリングのために、５章で定義された基本呼設定手順に対するオプショ

ンとしての拡張を含んでいます。 
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一括発呼を用いた場合、「呼設定」メッセージは送信完了識別子（例：“送信完了”情報要素、ま

たは“着番号”情報要素の中の“＃”コード）を含む場合があります。網はこれらの送信完了識別子

のうち、少なくとも一つは認識できなければなりません。 

５.１ 発信側インタフェースでの呼設定（発信手順） 

これらの手順が起動される以前に、データリンクコネクションが、ユーザ（ＴＥ１／ＮＴ２）と網との間に

設定されていなければなりません。全てのレイヤ３メッセージは、ＤＬ－データ－要求プリミティブを用いて

データリンクレイヤに送出されます。すなわち、第２分冊で述べられているデータリンクレイヤサービスが前

提となります。 

 
５.１.１ 発呼要求 

ユーザはユーザ・網インタフェースを介して「呼設定」メッセージを転送することにより呼設定を開始しま

す。「呼設定」メッセージの転送後、ユーザは、呼が「発呼」状態に入ったとみなします。メッセージは４. 

３節の手順に従って選ばれた呼番号を含みます。 

本章で規定している基本呼手順においては、呼番号選択時ダミー呼番号値は用いられません。 

ユーザがＤチャネルにより制御される情報チャネルが全て使用中であることを知っている場合、ユーザ・網

インタフェースを介して「呼設定」メッセージの転送は行いません。ユーザが使用中のチャネル状態をモニタ

していない場合、全チャネル使用中でも「呼設定」メッセージを送出してかまいません。この場合、網は理由

表示“＃３４（利用可回線／チャネルなし)"を含んだ「解放完了」メッセージを返送します。 

「呼設定」メッセージは、一括発呼の場合はそれぞれ呼設定に必要とされる呼情報（アドレス等）を全部含

みます。 

一括発呼が用いられた場合、「呼設定」メッセージは、呼を処理するため網に必要な全ての情報を含みます。特

に、着アドレス情報は、 

ａ “着番号”情報要素に、（“着サブアドレス”情報要素が付加されることがあります） 

又は 

ｂ “キーパッドファシリティ”情報要素に、（他の呼情報も含むことがあります） 

含まれます。 

 
（注 )  ａのサポートは、全ての網で必須です。 

 
 

 

 

未提供 

ｂのサポートは行います。 

ただし、“キーパッドファシリティ”情報要素内にサブアドレス情報は投入できません。 

未提供 
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ユーザは、網から“チャネル識別子”情報要素を含む「呼設定受付」メッセージを受信した場合には、

情報チャネル（上り／下り）を接続することができます。 

５.１.２ 情報チャネル選択－発信側 

「呼設定」メッセージにおいて、ユーザは“チャネル識別子”情報要素により次の１つを表示します。 

 
 

ａ） 希望チャネル、他チャネルへの変更不可（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテット３ 

の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに端末が同情報要

素のオクテット３．３のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、このフィール

ドでも指定しており、かつチャネル変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビット４） 

が“１”にセットされている状態）。 

 
ｂ) 希望チャネル、他チャネルへの変更可（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテット３の情

報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに端末が同情報要素の

オクテット３．３のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、このフィールドで

も指定しており、かつチャネル変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビット４）が

“０”にセットされている状態）。 

 
ｃ) 任意チャネル（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィー

ルド（ビット２～１）が“任意チャネル”と指定されているか、または“チャネル識別子”情報要素自

体が存在しない状態）。 

 
表示を含まない場合、網はｃ）とみなします。 

また、網は、ａ）、ｂ）の場合、希望チャネルが利用できればその情報チャネルを選択します。ｂ）の場合、

網が希望チャネルを提供できないならば、Ｄチャネルと対応する任意の他の利用可能な情報チャネルを選択し

ます。ｃ）の場合、網はＤチャネルと対応する任意の利用可能な情報チャネルを選択します。 

 
（注） その端末が与えられた情報チャネルをまだ使用していない場合、ポイント・マルチポイント構成のＩ

ＳＤＮ基本アクセスに接続された端末は、基本回線交換呼制御により手順ｃ）を用いることを勧めま

す。 

 
選択した情報チャネルは、「呼設定」メッセージに対して網から返送する最初のメッセージ（すなわち、「呼

設定受付」メッセージ）中の“希望チャネルあり、他チャネルへの変更不可”を含む“チャネル識別子”情報

要素に示されます。このメッセージ送出後、網は、情報チャネルの接続を行います。 

 
 

ユーザは、“経過識別子（＃８: インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能）”あるいは“経過識

別子（＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドで送られることがありま

す）”を含む「呼設定受付」、「経過表示」又は「呼出」メッセージを受信するまで、情報チャネルを接続す

る必要は有りません。網は、この時点までユーザが情報チャネルを接続していないと仮定しています。この時

点で、ユーザがローカルトーンを生成していないならば、網からトーンを受けるために、情報チャネル（上り 

／下り）を接続します。ユーザが情報チャネルを接続していなければ、「応答」メッセージの受信により接続

します。 
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経過内容＃８（インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能）は、網からトーン／アナウンスを

提供する場合に網から送出されます。 

ａ）の場合に指定されたチャネルが利用できないか、又はｂ）、ｃ）の場合にチャネルが利用できないなら

ば、網は５.３節の規定に従って、それぞれ“理由表示（＃４４：要求回線／チャネル利用不可）”又は“理由

表示（＃３４：利用可回線／チャネルなし）”を含む「解放完了」メッセージを送出します。ａ）の場合に指

定されたチャネルが存在しない場合、“理由表示（＃８２：無効チャネル番号使用）”を含む「解放完了」メ

ッセージを送出します。 

 

 

 

 

５.１.４ 無効呼情報 

網は、「呼設定」メッセージ受信後、ユーザから受信した呼情報が正しくないことを確認した場合（例えば、

無効番号）、５.３節の規定に従って、例えば、以下の一つの理由表示とともにユーザに対し、呼の切断復旧を

開始します。 

 
ａ）＃１ “欠番” 

ｂ）＃３  “相手へのルートなし” 

ｃ）＃２２“相手加入者番号変更”     

ｄ）＃２８“無効番号フォーマット（不完全番号）” 

発信ユーザが、着信ユーザの情報チャネルを指定することはできません。 

５.１.３ 分割発呼 

本手順は、ＴＴＣ非標準のため提供しません。 
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５.１.５ 発呼受付 

５.１.５.１ 一括発呼 

「呼設定」メッセージに、呼設定に必要な全ての情報が含まれていること及び要求されたサービスに対する

アクセスがなされ、利用可能と網が認めた場合、網は呼を処理していることを示すため、ユーザに「呼設定受

付」メッセージを転送し、‘発呼受付’状態に遷移します。 

ユーザは「呼設定受付」メッセージを受けた時、‘発呼受付’状態に遷移します。 

同様に要求されたサービスが認められていないか、あるいは利用可能でないと決定したならば網は次に示す

理由表示の中の１つを付加し、５３節に従い呼の切断復旧を開始します。 

 
ａ）＃５７“伝達能力不許可”  

ｂ）＃５８“現在利用不可伝達能力” 

ｃ）＃６３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス” 

 ｄ）＃６５“未提供伝達能力指定” 

 
（注１） 付加サービスが認められない又は利用可能でないなら、使用する手順は付加サービス制御手順によ

って規定されます。 

（注２） 輻輳により網がチャネルを割り当てられない場合、５.１.２節に従います。 

 

５.１.６ 発信側インタフェースでのインタワーク通知 

呼設定中に、呼は、ＩＳＤＮ環境を離れる場合があります（例：他網、非ＩＳＤＮユーザ、または発または

着ユーザ宅内の非ＩＳＤＮ端末との相互接続のため）。このような場合、発信ユーザに対して、以下のいずれ

かにより“経過識別子”情報要素が送出されます。 

ａ) 状態変化が必要な場合は、適当な呼制御メッセージ（「呼設定受付」、「呼出」又は「応答」）によ

り送出されます。 

ｂ） 状態変化が適当でない場合は、「経過表示」メッセージにより送出されます。 

 
 

“経過識別子”情報要素は、以下の１つを示し、ユーザに送られるメッセージに含まれます（詳細は付録８ 

参照）。 

 
ａ）＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となる。

ｂ）＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス 

ｃ）＃４：呼のＩＳＤＮへの復帰 

 
 

“経過識別子”情報要素が呼制御メッセージに含まれる時、５.１節以降で規定する手順を適用します。“経

過識別子”情報要素が「経過表示」メッセージに含まれる時、状態変化は起こしませんが、任意の監視タイマ

は停止されます。両ケースにおいて、“経過識別子”情報要素が示されたならば、 

 
ユーザは、情報チャネル（上り／下り）を（既に接続されていなければ）接続し、その後のインチャネル情 

５.１.５.２ 分割発呼 

本手順は、ＴＴＣ非標準のため提供しません。 
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５.１.１０ 中継網選択 

“中継網選択”情報要素が含まれている場合、呼を付録３に従って処理します。 

網オプションとして“日時”情報要素は、「応答」メッセージに含めることができます。 

報受信のためＢチャネルを監視します。 

呼が非ＩＳＤＮ環境からＩＳＤＮ環境に入る場合、「経過表示」メッセージを生成するインタフェース上で、網

へ送出される「呼設定」メッセージに、次の“経過識別子”情報要素の一つ以上が含まれます。 

 
ａ）＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報は、インバンド信号となる。

ｂ）＃３：非ＩＳＤＮ発側アドレス 

 
５.１.７ 呼出通知 

着側のユーザ呼出しが開始されたことの表示を網が受信した場合、網は発信ユーザのユーザ・網インタフェ

ースを介して「呼出」メッセージを送出し、‘呼出通知’状態に遷移します。ユーザが「呼出」メッセージを

受信した時、ユーザは内部生成された呼出表示を開始することができます。そして、‘呼出通知’状態に遷移

します。 

 
５.1.８ 応答通知 

呼が受付られたことの表示を網が受信した場合、網は発信ユーザのユーザ・網インタフェースを介して「応

答」メッセージを送出し‘通信中’状態に遷移します。 

未提供 

 
このメッセージは、網コネクションが、網を通して設定されたこと、及び呼出中を示すローカル表示を止め

ることを通知するものです。 

「応答」メッセージの受信時、発信ユーザはユーザ生成の呼出し表示を停止し、オプションとして「応答確

認」メッセージを送出することが可能です。そして、‘通信中’状態に遷移します。網は、呼が‘通信中’状

態に入っていることを認めたとき、「応答確認」メッセージの受信において、何も作を取りません。 

 
５.１.９ 着信拒否 

着信ユーザ又は網から、呼を受付けることができない旨の表示を網が受信した場合、網は着信側網あるいは、着信

ユーザにより与えられた理由表示を用いて、５.３節の規定に従って発信側ユーザ・網インタフェース上で呼の

切断復旧を開始します。 

 

未提供 

未提供 

未提供 
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付加サービス等により“チャネルなし”の着呼があった場合もこれに相当します。 

データリンクコネクションは、（ローカルな手順又は自動割当手順により）ＴＥＩが割り当てられる

とすぐに、ＴＡ，ＴＥ，ＮＴ２によって確立されます。 

５.２ 着信側インタフェースでの呼設定（着信手順） 

この手順は、レイヤ２仕様で規定されたサービスを提供するためのデータリンクコネクションが、着信ユー

ザのユーザ・網インタフェースを介して最初のレイヤ３メッセージ（「呼設定」メッセージ）が転送される以

前に存在しないことも仮定しています。しかし、データリンクコネクションはユーザが「呼設定」メッセージ

に応える時点では、ユーザ（複数の端末やＮＴ２のそれぞれ）により設定されている必要があります。 

 

 

ポイント・ポイントデータリンクにより提供される「呼設定」メッセージは、ＤＬ－データ－要求プリミテ

ィブを用いてレイヤ２に送達されます。ＤＬ－ユニットデータ－要求プリミティブは、放送形式データリンク

を用いる以外に使用できません。 

ユーザ・網インタフェースを介して交換される全てのメッセージに含まれる呼番号は、網から送出される「呼

設定」メッセージで特定される呼番号値を含みます。呼番号選択の際ダミー呼番号は、基本呼制御手順におい

ては使用しません。 

 
５.２.１ 着呼 

網は、着信ユーザのユーザ・網インタフェースを介して「呼設定」メッセージを転送することによりユーザ・

網インタフェースでの呼の到着を示します。このメッセージは、網が空情報チャネルを選択できる場合に転送

します。ある状況下（例：他のベアラサービスの提供時等）では、「呼設定」メッセージは、情報チャネルが

空でない場合にも転送されることがあります。このような状況で通知される呼の数は制限されます。 

 

必須情報要素の他にも「呼設定」メッセージは、３.１.１４節で規定された情報要素（例えば、“表示”、

“低位レイヤ整合性”）を含むことができます。 

ユーザ・網インタフェースが、ポイント・マルチポイント接続の場合、このメッセージはレイヤ２での放送

形式データリンクを用いて送られます。この場合、「呼設定」メッセージは、必要であればダイレクトダイヤ

ルインアドレスや着サブアドレスを含むことができます。 

しかし、網がインタフェースはポイント・ポイント接続であることを認識している場合、ポイント・ポイン 

トデータリンクが「呼設定」メッセージを送るために使用されます。アクセスが構成されたときの構成の情報 

に基づいて、ポイント・ポイント構成であることを判断しても構いません。「呼設定」メッセージ送出後、網 

はタイマＴ３０３を開始します。「呼設定」メッセージが放送形式データリンクを介して送信された場合、タ 

イマＴ３１２も開始されます（タイマＴ３０３、Ｔ３１２の値は８章で規定されます）。この時、網は‘着呼’ 

状態に遷移します。 

 
（注) タイマＴ３１２は、「呼設定」メッセージが放送形式データリンクによって送信された時、呼番号の

保持を監視するため使用されます。タイマＴ３１２の値は、網切断表示を呼設定フェーズの間に受信

した場合、応答している全てのユーザが、網が呼番号を解放する前に、応答している全てのユーザが

解放される可能性を最大にするような値です。タイマＴ３１２の満了後の手順については、５.３. ２

節ｅ）及び５.２.５.３節を参照して下さい。 
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分割着呼は提供しません。このため着信ユーザは、全ての呼情報がメッセージの中に含まれている

として、受信した「呼設定」メッセージを直ちに分析します。 

受信メッセージの内容により、一括着呼手順（５.２.５.１節）、あるいは分割着呼手順（５.２.４節参

照）のどちらかがとられます。しかし、「呼設定」メッセージが“送信完了”情報要素を含んでいる な

ら一括着呼手順がとられます。そのため、分割着呼手順をサポートしているユーザは“送信完了” 情報

要素を識別します。 

 

（注） 一括着呼手順をサポートしているユーザは“送信完了”情報要素を識別する必要はなく、ただ

ちに、全ての呼情報はメッセージの中に含まれていると仮定して、受信した「呼設定」メッセ

ージを分析します。 

この場合、「呼設定」メッセージは“送信完了”情報要素を含むことがあります。 

一括着呼が用いられるなら、「呼設定」メッセージは着信ユーザが呼を処理するのに必要な全ての情報を含

みます。 

未提供 
 

「呼設定」メッセージの受信で、ユーザは「着呼」状態に入ります。 
 

未提供 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

タイマＴ３０３の最初の満了以前に「呼設定」メッセージに対するレスポンスを網が受信しない場合、「呼

設定」メッセージを再送し、タイマＴ３０３及びＴ３１２を再開始します。 

 
 

 

５.２.２ 通信可能性確認 

「呼設定」メッセージを受信したユーザは、「呼設定」メッセージに応答する前に通信可能性確認を実行し

ます。 

５.２.３節から５.２.７節のユーザという表現は、暗に通信可能なユーザのことを指します。付録２は「呼

設定」メッセージを受信したユーザにより実行されるべき通信可能性確認を規定しています。 

「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクを介して転送された場合、不整合なユーザは以下のいずれ

かの動作をします。 

ａ） 着呼の無視。 

ｂ） “理由表示（＃８８：端末属性不一致)"を含む「解放完了」メッセージを送出し、‘空’状態へ遷

移します。その後網は５.２.５.３節に従って「解放完了」メッセージを処理します。 

 
「呼設定」メッセージがポイント・ポイントデータリンクを介して転送された場合、不整合なユーザは、“理

由表示（＃８８：端末属性不一致)"を含む「解放完了」メッセージを送出し、‘空’状態に遷移します。網は

５.２.５.３節に従って「解放完了」メッセージを処理します。 

未提供 

未提供 
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５.２.３ 情報チャネル選択－着信側 

５.２.３.１ ポイント・ポイントデータリンクにより転送される「呼設定」メッセージ 

「呼設定」メッセージがポイント・ポイントデータリンクにより転送された場合、網とユーザ間において、

呼に対する情報チャネルの選択のための交渉が許されます。同じＤチャネルにより制御される情報チャネルだ

けが選択制御手順の対象です。選択制御手順は、以下の通りです。 

 
ａ） 「呼設定」メッセージに含まれる“チャネル識別子”情報要素で網は以下の１つを表示します。１） 

希望チャネルあり、他チャネルへの変更不可（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテ 

ット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されておりさらに端末が

同情報要素のオクテット３．３のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、

このフィールドでも指定しており、かつチャネル変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテッ

ト３のビット４）が“１”にセットされている状態）。 

２） 希望チャネルあり、他チャネルへの変更可（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテット

３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに端末が同

情報要素のオクテット３．３のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、こ

のフィールドでも指定しており、かつチャネル変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット

３のビット４）が“０”にセットされている状態）。 

３） 任意チャネル（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィ

ールド（ビット２～１）が“任意チャネル”と指定されているか、または“チャネル識別子”情報

要素自体が存在しない状態）。 

４） チャネルなし（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィ

ールド（ビット２～１）が“チャネルなし”と指定された状態）。 

 

 

ｂ） １）、２）の場合、表示されたチャネルを受付けることができ、かつ利用可能ならば、ユーザはそ

の希望チャネルを選択します。 

２）の場合、ユーザが表示されたチャネルを受け付けることができないならば、Ｄチャネルと対応

する任意の利用可能なチャネルを選択します。そして、「呼設定」メッセージの応答として最初に送

出するメッセージの“希望チャネルあり、他チャネルへの変更不可”を示す“チャネル識別子”情報

要素に選択した情報チャネルを示します。 

３）の場合、ユーザはＤチャネルと対応する任意の利用可能なチャネルを選択します。そして「呼

設定」メッセージの応答として最初に送出するメッセージに選択した情報チャネルを示します。 

１）の場合、最初に応答するメッセージに表示された情報チャネルが網に指定されたチャネルと異

なるか、２）、３）の場合で最初に応答するメッセージに表示された情報チャネルが網で受付けられ

ないならば、網は“理由表示（＃６：チャネル利用不可）”を含む「解放」メッセージを送出して呼

を切断復旧します（５.３.２節ｄ）項参照）。 

４）の場合、ユーザが、その呼を処理できないならば、“理由表示（＃３４：利用可回線／チャネ

ルなし）”を含む「解放完了」メッセージを送出することにより呼を拒否します。コールウェイティ 

‘チャネルなし’は、付加サービスを行う場合に使用します。 

任意チャネル着信を契約していない場合は、１），２）のみ提供します。

また、任意チャネル着信を契約している場合は、３）のみ提供します。 
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ング機能（付加サービス仕様参照）の手順を除いては、ユーザが既に他の呼に割り当てられた情報チ

ャネルを再利用することを望むならば（例：パケット多重呼により）ユーザは希望チャネルあり、他

チャネルへの変更不可と設定された“チャネル識別子”情報要素を含む適当なメッセージを送出しま

す。 

 
ｃ） “チャネル識別子”情報要素が最初に応答するメッセージで表示されていない場合、「呼設定」メッ

セージで表示された情報チャネルが仮定されます。 

 
ｄ） 情報チャネルがユーザにより選択されたとき、そのチャネルはユーザにより接続されることができま

す。 

 
ｅ） １）の場合で、「呼設定」メッセージで示された情報チャネルが利用不可、又は２）、３）及び４） 

の場合で、利用できるチャネルがなく、ユーザが提供された呼を処理できないならばユーザは、それ

ぞれ“理由表示（＃４４：要求回線／チャネル利用不可）”または“理由表示（＃３４: 利用可回線 

／チャネルなし)"を含む「解放完了」メッセージを返送し、‘空’状態に戻ります。「呼設定」メッ

セージに対する、適切な最初の応答については５.２.４、５.２.５節を参照して下さい。 

 
５.２.３.２ 放送形式データリンクにより転送される「呼設定」メッセージ 

「呼設定」メッセージが放送データリンクによって送信される場合、５.２.３.１節で示したチャネル選択手

順は許されません。網は次のいずれかの“チャネル識別子”情報要素を含む「呼設定」メッセージを送出しま

す。 

 
ａ） 希望チャネルあり、他チャネルへの変更不可。（すなわち、“チャネル識別子”情報要素のオクテッ

ト３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに端末が同

情報要素のオクテット３．３のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、この

フィールドでも指定しており、かつチャネル変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３ の

ビット４）が“１”にセットされている状態）。 

 
ｂ） チャネルなし（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィールド 

（ビット２～１）が“チャネルなし”と指定された状態）。 

 

網は、タイマＴ３０３とＴ３１２を開始します。 

ａ）の場合、ユーザは、表示されたチャネルの受付が可能ならば、適当なメッセージ（５.２.４節と５.２. 

５節参照）を送出します。指定されたチャネルの受付が不可ならば、ユーザは“理由表示（＃４４: 要求回線 

／チャネル利用不可）”を含む「解放完了」メッセージを送出します。 

ユーザは、「応答確認」メッセージを受信するまで、このチャネルを接続してはなりません。 

ｂ）の場合、ユーザがいかなるチャネルも制御していないならば、“理由表示（＃３４: 利用可回線／チャ

ネルなし）”を含む「解放完了」メッセージを送出することにより呼を拒否します。 

コールウェイティング機能（付加サービス仕様参照）の手順を除いては、ユーザが既に他の呼に割当てられ

た情報チャネルを再利用することを望むならば（例：パケット多重呼により）、ユーザは他チャネルへの変更 

‘チャネルなし’は、付加サービスを行う場合に使用します。 
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５.２.４ 分割着呼 

本手順はＴＴＣ非標準のため提供しません。 

不可、希望チャネルとしてコード化した“チャネル識別子”情報要素を含む適当なメッセージを送出します。 

 
 

未提供 

 

 

５.２.５ 呼出確認 

５.２.５.１ 「呼設定」メッセージに対する応答 

十分な呼設定情報を受信し、整合性の必要条件を満たしていると判断したユーザは（付録２参照）「呼設定

受付」、「呼出」又は「応答」メッセージのいずれかにより応答します。そして、それぞれ‘着呼受付’、‘呼

出中’又は‘応答’状態に遷移します。 

 
（注) “経過識別子”情報要素は、 「呼設定受付」、「呼出」及び「応答」メッセージに含まれます 

（例えば、アナログ端末がISDN PABX に接続されている等）。 

「呼設定受付」メッセージは、タイマＴ３０３の満了より前に「呼出」、「応答」又は「解放完了」

メッセージで「呼設定」メッセージに応答できない場合、ユーザによって転送できます。 

 
「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクを介して転送された場合、不整合なユーザは以下のいずれ

かの動作をします。 

 
ａ） 着呼の無視。 

ｂ） “理由表示（＃８８：端末属性不一致)"を含む「解放完了」メッセージを送出し、‘空’状態へ遷

移します。その後網は、５.２.５.３節に従って「解放完了」メッセージを処理します。 

 
「呼設定」メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクを介して送出された場合、不整合ユーザは、“理

由表示（＃８８：端末属性不一致)"を含んだ「解放完了」メッセージを送出することで応答します。網は、こ

の「解放完了」メッセージを５.２.５.３節に従って処理します。 

「呼設定」メッセージで表示される整合性の必要条件を満足するが、通信中の場合、ユーザは“理由表示（＃ 

１７：着ユーザビジー)"を含む「解放完了」メッセージで応答します。その後網は、「解放完了」メッセージ

を５.２.５.３節に従って処理します。 

ユーザが呼を拒否したい場合、「解放完了」メッセージを“理由表示（＃２１：通信拒否)"とともに転送し、

‘空’状態に遷移します。その後網は、「解放完了」メッセージを５.２.５.３節に従って処理します。 

未提供 
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未提供 

「呼設定確認」 

５.２.５.２ 「呼設定受付」及び「呼出」メッセージの受信 

「呼設定」メッセージが放送形式データリンク上で送られてきた場合、網は着呼全体の経過を管理する呼状

態を維持することが必要です。網はまた、メッセージが受信されたデータリンクによって決定された、それぞ

れ応答ユーザ毎の呼状態を維持することが必要です。 

ユーザから最初の「呼設定受付」メッセージ受信で（「呼設定」メッセージが、放送形式データリンク上で

送られ、かつ他のユーザは「呼出」、「応答」メッセージで先に応答していないものと仮定します）、網はタ

イマＴ３０３を停止、タイマＴ３１０を開始し、‘着呼受付’状態に遷移します。「呼設定」メッセージが放

送形式データリンク上で送られた場合、網は（少なくとも）タイマＴ３１２の満了以前に、放送形式で送られ

た「呼設定」メッセージの最初の応答として、「呼設定受付」メッセージを送ったそれぞれの着信ユーザを‘着

呼受付’状態とみなします。ユーザがタイマＴ３１２満了後に着呼に対する最初の応答を送った場合の動作は、５.２.

５.４節に記述してありタイマＴ３１０は、再設定されません。 

ユーザからの最初の「呼出」メッセージの受信で（「呼設定」メッセージが、放送形式データリンク上で送

られ、かつ他のユーザが「応答」メッセージで先に応答していないものと仮定します）、網はタイマＴ３０３ 

またはＴ３１０を停止し、タイマＴ３０１を開始し、‘呼出中’状態に遷移し、発信ユーザに「呼出」メッセ

ージを送出します。 

「呼設定」メッセージが、放送形式データリンク上で送られてきた場合、網は（少なくとも）「呼設定」メ

ッセージの最初の応答として、または「呼設定受付」メッセージの次のメッセージとして、「呼出」メッセー

ジを送ったそれぞれの着信ユーザを‘呼出中’状態とみなします。 

 
５.２.５.３ 着信側における呼設定時の着信ユーザの切断復旧 

「呼設定」メッセージがポイント・ポイントデータリンクによって送出された後で、かつ「応答」メッセー

ジが受信される前に、「解放完了」または「切断」メッセージを受信した場合、網は（動作していればタイマ

Ｔ３０３、Ｔ３１０またはＴ３０１を停止し）5.3.3 節に従ってユーザの切断復旧手順を続けます。そして、 

「解放完了」または「切断」メッセージに含まれていた理由表示を伴い、発信ユーザに対して呼の切断復旧手

順を行います。 

「呼設定」メッセージが放送形式データリンクで送られた後でかつ、タイマＴ３０３の満了以前に「解放完

了」メッセージを受信した場合、理由表示は網により保存されます。タイマＴ３０３が満了した（すなわち、 

「呼設定受付」、「呼出」、「応答」メッセージなど有効なメッセージが来ない）場合、網に保存された理由

表示は、「切断」メッセージに含まれて発信ユーザに送られ、網は‘呼破棄’状態に遷移します。異なる理由

表示を伴った複数の「解放完了」メッセージを受信した場合、網は、 

 
ａ） 理由表示＃８８“端末属性不一致”は無視します。 

ｂ)  以下の理由表示を受けた場合、以下の順番で優先順位をつけます。

i ) ＃１７“着ユーザビジー” 

ii）＃２１“通信拒否” 

ｃ)  他のすべての受信された理由表示は発信ユーザに送出される切断復旧メッセージに含まれることが

あります（５.３節参照）。 

「呼設定」メッセージが放送形式データリンクで送られ、そして 、「呼設定受付」ま 
 

たは「呼出」メッセージを事前に送出したユーザが、「切断」メッセージを網に送った場合、網が行う動作は、

タイマＴ３１２が満了したかどうか、他の着信ユーザが「呼設定」メッセージに対して応答したかどうかによ 
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ります。 

 
 

ケース１：タイマＴ３１２満了以前に、網が「切断」メッセージを受信した場合 

 
 

タイマＴ３１２が動作しており、かつ網が着信ユーザから「呼設定受付」または「呼出」メ

ッセージ受信後（ただし、「応答」メッセージ受信前）に「切断」メッセージを受信した場合、タ

イマＴ３１２及びＴ３１０またはＴ３０１は（動作中であれば）、そのまま動作を続けます。網

は、「切断」メッセージに含まれている理由表示を保持し、５.３.３節の記述に従い、そのユ

ーザの切断復旧手順を開始します。タイマＴ３１２の満了において次のａ、ｂのいずれかの場

合、 

ａ 他のユーザが着呼に対して応答しなかった 

ｂ 着呼に対して応答した全ユーザが切断復旧手順をとった、あるいは切断復旧中である網は、

タイマＴ３１０またはＴ３０１（動作中の場合）を停止し発信ユーザに対して切断復旧手

順を取ります。「呼出」メッセージが既に受信されている場合、発信ユーザに対して送出

される理由表示は、着信ユーザから受信したもので（優先順位によって）優先権を与えら

れている理由表示は＃２１“通信拒否”、または着信ユーザによって送られたその他の理

由表示です。 

「呼設定受付」メッセージのみが受信されている場合、発信ユーザに送出される理由表示

は、着信ユーザから受信したもので（優先順位によって）優先権を与えられている“理由

表示（＃１７：着ユーザビジー、＃２１：通信拒否）”、または着信ユーザによって送ら

れた適切なその他の理由表示です。 

 
ケース２：タイマＴ３１２満了後、網が「切断」メッセージを受信した場合 

 
 

タイマＴ３１２が満了し、かつ網が着信ユーザから「呼設定受付」または「呼出」メッセー

ジ受信後（ただし、「応答」メッセージ受信前）に「切断」メッセージを受信した場合、網は 

5.3.3 節に従って、ユーザの切断復旧手順を続けます。 

他の着信ユーザが、「呼設定」メッセージに対して「呼設定受付」または「呼出」メッセー

ジにより応答しており、「応答」メッセージを受信することにより着呼を受付ける可能性があ

る場合、網は「切断」メッセージに含まれている理由表示を保持します。 

網は残っている応答ユーザについては処理を続けます（タイマＴ３１０、Ｔ３０１が動作中

の場合は、それを続けます）。 

次のａ、ｂのいずれかの場合、網はタイマＴ３１０またはＴ３０１（動作中の場合）を停止

し発信ユーザに対して切断復旧手順をとります。 

ａ 他のユーザが着呼に対して応答しなかった 

ｂ 着呼に対して応答した全ユーザが切断復旧手順を取った、あるいは切断復旧中である 

「呼出」メッセージがすでに受信されている場合、発信ユーザに対して送出される理由表示

は、切断復旧を行った着信ユーザから受信したもので、（優先順位によって）優先権を与えら

れている“理由表示（＃２１：通信拒否）”、またはその他の着信ユーザによる適切な理由表

示です。 

「呼設定受付」メッセージのみが受信されている場合、発信ユーザに送出される理由表示は 
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「呼出」メッセージ送出後の「切断」メッセージに“理由表示（＃１７：着ユーザビジー、＃８８ 

：端末属性不一致）”が含まれる場合、網は理由表示値の内容をエラーと判断します。 

したがって、“理由表示（＃１７：着ユーザビジー、＃８８：端末属性不一致）”を返すユーザは 

「呼出」メッセージ送出前に呼を切断復旧して下さい。 

着信ユーザから受信したもので（優先順位として）優先権を与えられている“理由表示（＃１ 

７：着ユーザビジー、＃２１：通信拒否）”、その他の着信ユーザによる適切な理由表示です。 

 

 

 

 

 

５.２.５.４ 呼設定不完了手順 

網がタイマＴ３０３の満了以前に、再送した「呼設定」メッセージに対し何の応答も受信しなかった場合、

網は発信ユーザに対して“理由表示（＃１８：着ユーザレスポンスなし）”を伴い、切断復旧手順を開始しま

す。 

 
i ） 「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクによって送出された場合、網は‘呼破棄’状態に遷

移します。 

ii） 「呼設定」メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクによって送出された場合、網は“理由表

示（＃１０２：タイマ満了による回復）”を伴い、５.３.４節に従って着信ユーザへの切断復旧手順

を開始します。 

 
網がタイマＴ３１２を満了する以前の「呼破棄」状態の時、「呼設定」メッセージに対する最初の応答を受

信した場合、網は“理由表示（＃１０２：タイマ満了による回復）”を送信することの違いはありますが、５. 

３.２節ｂ）の手順に従い、着信ユーザの切断復旧手順を開始します。また、網がタイマＴ３１２の満了後、着

呼に対する最初の応答を受信した場合、５.８.３.２節に従い無効呼番号を持ったメッセージの受信と解釈します。 

網が、「呼設定受付」メッセージを受信した後でかつ、タイマＴ３１０の満了以前に、「呼出」、「応答」

または「切断」メッセージを受信しなかった場合、網は発信ユーザに対して“理由表示（＃１８：着ユーザレ

スポンスなし）”を含めて切断復旧手順を開始します。また、網は着信ユーザに対しては、以下の切断復旧手

順を行います。 

 
i ） 「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクによって送出された場合、着信ユーザは、“理由表示

（＃１０２：タイマ満了による回復）”を送出することの違いはありますが、５.３.２節ｅ）の手順に従

い切断復旧手順が開始されます。 

ii） 「呼設定」メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクによって送出された場合、着信ユーザは

“理由表示（＃１０２：タイマ満了による回復）”とともに、５.３.４節の手順に従い切断復旧手順が

開始されます。 

 
網が、「呼出」メッセージを受信した後でかつ、タイマＴ３０１（または、網内の呼出監視機能に従ったタ

イマ）の満了以前に、「応答」または「切断」メッセージを受信しなかった場合、網は発信ユーザに対して、

“理由表示（＃１９：着ユーザ応答なし（呼出中））”を含めて切断復旧手順を開始します。また、網は着信

ユーザに対しては、以下の手順を行います。 

 
i ) 「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクによって送出された場合、着信ユーザは、“理由表 
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“経過識別子”情報要素が「経過表示」メッセージに含まれる場合、状態の変化はありませんが

網側のタイマＴ３０４及びＴ３１２以外の監視タイマは停止されます。 

ｃ）＃４：呼の、ＩＳＤＮへの復帰 

ａ）＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号で送られる

ことがあります。 

ｂ） 状態変化を起こさない時、「経過表示」メッセージ 

示（＃１０２：タイマ満了による回復）”を送出することの違いはありますが、５.３.２節の手順に従い

切断復旧手順が開始されます。 

ii） 「呼設定」メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクによって送出された場合、着信ユーザは

“理由表示（＃１０２：タイマ満了による回復）”とともに、５.３.４節の手順に従い切断復旧手順が

開始されます。 

 
５.２.６ 着信側インタフェースでのインタワーク通知 

呼が確立の過程においてＩＳＤＮ環境に到着する場合があります。例えば、他網や非ＩＳＤＮユーザまたは

発着ユーザ宅内の非ＩＳＤＮ装置等の非ＩＳＤＮ環境とのインタワークの場合です。 

この場合、呼が非ＩＳＤＮ環境からＩＳＤＮ環境に入ってきたポイントにおいて、着信ユーザに送られる「呼設

定」メッセージに以下のような経過内容を有する“経過識別子”情報要素を含めて通知します。 

 
ａ）＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号で送られることが

あります。 

 
（注） 経過内容＃１（呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報は、インバンド信号とな

ります。）の受信で着信ユーザは、５.２.８節の手順に従い情報チャネルへの接続を行います。 

 
ｂ）＃３：非ＩＳＤＮ発側アドレス 

 
 

さらにユーザは、呼が着信側宅内でＩＳＤＮを離れるか 
 

らば、 発信ユーザにその通知を行う場合があります。このような場合、“経過識別子”情報要素は着信ユーザ

により次のいずれかのメッセージで網に送出されます。 

ａ） 状態変化が必要な時、適当な呼制御メッセージ 

（例：「呼設定受付」､ 「呼出」､ 「応答」） 
 

未提供 

 

網に送出されるメッセージ“経過識別子”情報要素に含まれる経過内容は以下のいずれか１つです（詳細は

付録８参照）。 

未提供 

 

 
 

ｂ）＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス 
 

未提供 

 

“経過識別子”情報要素が呼制御メッセージに含まれる場合、５２節で規定した手順が適用されます。 
 

未提供 

未提供 

またはインバンド情報／パターンが利用可な 

未提供 

未提供 

未提供 

未提供 



- 158 -  

５.２.７ 応答 

ユーザは、網に対して「応答」メッセージを送出することにより着呼の受け付けを示し、タイマＴ３１３を

開始します（タイマＴ３１３の値は、８章に規定されています）。 

「呼出」メッセージが網に対して前もって送出されている場合、「応答」メッセージは呼番号のみを含むか

もしれません。 

「呼設定」メッセージに示された情報チャネルを使って呼を受け付けることができ、ユーザ呼出の必要がな

い場合、「呼出」メッセージを送らずに「応答」メッセージを送ることが可能です。 

 
５.２.８ 通信可 

最初の「応答」メッセージの受信において、網は、（もし動作していればタイマＴ３０１、Ｔ３０３及びＴ 

３１０を停止し）選択された情報チャネルに対する回線交換パスを設定し、最初に呼を受付けたユーザに「応

答確認」メッセージを送出し、そして、発信ユーザに対して「応答」メッセージを送出するための手順を開始

し、‘通信中’状態に遷移します。 

「応答確認」メッセージは、回線交換接続の完了を示すものですが、発信ユーザが「応答」メッセージを受

信するまでは、エンド・エンド接続は保証されません。 

ユーザは、「応答確認」メッセージの受信によりタイマＴ３１３を停止し、そして、‘通信中’状態に遷移

します。 

「応答確認」メッセージの受信以前にタイマＴ３１３が満了した場合、ユーザは５.３.３節の手順に従って

切断復旧手順を開始します。 

放送データリンクにより「呼設定」メッセージを受信し、呼を提供されたユーザは、「応答確認」メッセー

ジを受信した場合のみ、情報チャネルを接続します。呼を提供されたユーザだけが、「応答確認」メッセージ

を受信します。 

ポイント・ポイントデータリンクにより「呼設定」メッセージを受信したユーザは、チャネル選択が完結し

た後、情報チャネルを接続してもかまいません。 

 
５.２.９ 選択されないユーザの切断復旧 

呼に対して選択されたユーザへの「応答確認」メッセージの送出に加え、網は「呼設定」メッセージに対す

る対応として「呼出」、「呼設定受付」または「応答」メッセージを送出したインタフェース上の他の全ての

ユーザに「解放」メッセージを送出します（５.３.２節ｂ）項参照）。これらの「解放」メッセージは、呼が

もはやこれらのユーザに提供されないことを通知するために使用します。そして、５.３.４節の手順が引き続

き行われます。既に、「応答」メッセージを送出し、タイマＴ３１３を開始したユーザは、「解放」メッセー

ジの受信でタイマＴ３１３を停止し、５.３.４節の手順を行います。 
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ｃ） 一時的信号接続切断復旧には、５.３.３節、５.３.４節で示すように「解放」メッセージ

の送出により行われます。 

５.３ 切断復旧手順

５.３.１ 用語 

本仕様では以下の用語を、切断復旧手順の記述で用います。 

• チャネルが、この仕様に従って設定された回線交換コネクションの一部である時、チャネルは‘接続’ 

されている。 

• チャネルが、もはや回線交換コネクションの一部でないが、まだ、新しいコネクションで利用可能でな

い時、チャネルは‘切断’されている。 

• チャネルが回線交換コネクションの一部でなく、新しいコネクションに利用可能である時、チャネルは

‘解放’されている。 

同様に、‘解放’されている呼番号は、再利用可能です。 

 
 

５.３.２ 例外状態 

正常な状態において、呼の切断復旧は、ユーザ又は網が「切断」メッセージを送出することにより開始され、

それぞれ５.３.３節と５.３.４節で規定する手順に従います。 

この規定に対する例外だけを以下に示します。 

 
 

ａ） 「呼設定」メッセージの応答として、例えば、使用できる情報チャネルがない場合ユーザまたは網は

以前に他の応答を送出していない時には、「解放完了」メッセージで応答し、呼番号を解放して’ 状

態に遷移することにより呼を拒否できます。 

 
ｂ） ポイント・マルチポイント接続の場合に、選択されなかったユーザに対する呼の切断復旧は網からの

「解放」メッセージにより開始されます（５２９節参照）。「解放」メッセージは、“理由表示（＃ ２

６：選択されなかったユーザの切断復旧）”を含みます。 

未提供 

 

 
 

ｄ） 呼を起動している側からの情報チャネル選択手順（５.１.２節、５.２.３.１節参照）の不成功時は 

「解放」メッセージの送出により切断復旧を開始します。「解放」メッセージは、“理由表示（＃６： 

チャネル利用不可）”情報要素を含みます。その後、網とユーザは５.３.３節と５.３.４節で規定して

いる手順を続けます。 

 
ｅ）(1) 「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクにより転送された場合、網からの切断表示をタ

イマＴ３１２の満了以前の呼設定中に受信したならば、（もし動作中であればタイマＴ３０３を

停止し）網は‘呼破棄’状態に遷移します。応答を返したユーザや、タイマＴ３１２の満了以前

に続いて応答を返すユーザは、全て網からの切断表示に含まれた理由表示を伴った「解放」メッ

セージにより切断復旧され、５.３.４節の手順がそのユーザに対して続けられます。タイマＴ３ 

１２の満了により、網は５.８.３.２節の手順に従って、全ての応答を取り扱います。網は、全て

のユーザに関する切断復旧手順の完結として‘空’状態に遷移します。 

未提供 
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(2) 「呼設定」メッセージが、放送形式データリンクにより転送された場合、網内からの切断通知を

タイマＴ３１２満了後の呼設定中に受信したならば、すでに応答している全てのユーザは、網から

の切断表示に含まれた理由表示を伴った「解放」メッセージにより切断復旧され、５.３.４節の手

順がそのユーザに対して続けられます。網は、全てのユーザに関する切断復旧手順の完結として 

‘空’状態に遷移します。 

 
(注） それぞれの応答したユーザに関しては、独立した別々の状態が存在します。 

 
 

ｆ） タイマＴ３１８の満了でユーザは“理由表示（＃１０２：タイマ満了による回復）”情報要素を含む

「解放」メッセージを送出し切断復旧を開始します。そして、タイマＴ３０８を開始し、５.３.３ 節

の規定に従います。 

 
５.３.３ ユーザによって開始される切断復旧手順 

５.３.２節及び５.８節の例外を除き、ユーザは「切断」メッセージを転送し、タイマＴ３０５（Ｔ３０５の

値は８章に規定されています）を開始し、情報チャネルを切断し、‘切断要求’状態に遷移することにより、

切断復旧手順を開始します。 

 
（注） ユーザが「解放」メッセージの送出によって呼の切断復旧を開始するとき、５.３.４節に記述された

手順が続けられます。 

 
網は「切断」メッセージの受信によって、‘切断要求’状態に遷移します。 

「切断」メッセージの受信により網は、情報チャネルを切断し、相手ユーザに対し、網側の切断復旧を開始

します。呼で使用している情報チャネルが切断されると網は「解放」メッセージをユーザに送出します。そし

て、 タイマＴ３０８を開始し、‘解放要求’状態に遷移します。 

 
（注） 「解放」メッセージは、ローカルでだけ意味を持ち、相手ユーザからの切断復旧の確認を意味するも

のではありません。 

 
「解放」メッセージの受信において、ユーザは、タイマＴ３０５を停止し、情報チャネルを解放し「解放完

了」メッセージを返送し、呼番号を解放し、‘空’状態に遷移します。ユーザからの「解放完了」メッセージ

の受信により、網はタイマＴ３０８を停止し、情報チャネルと呼番号の両者を解放し、' 空 '状態に遷移しま

す。 

タイマＴ３０５が満了した場合、ユーザは「切断」メッセージに含まれていた理由表示番号を含む「解放」

メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、‘解放要求’状態に遷移します。さらに、ユーザは“理由表

示（＃１０２：タイマ満了による回復）”を２番目の“理由表示”情報要素として表示することもできます。

網は、タイマＴ３０８が最初の満了となった場合、「解放」メッセージを再送し、タイマＴ３０８を再開始 

します。 
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（注１） ５.５節に記述されている初期設定手順が、保守状態にあるＢチャネルに用いられることが

あります。 

 

 

「解放完了」メッセージを、タイマＴ３０８の２度目の満了以前にユーザから受信しない場合、網は情報チ

ャネルを保守状態とし呼番号を解放し、‘空’状態に遷移します。 

 

 

 

 

 

５.３.４ 網によって開始される切断復旧手順 

５.３.２節及び５.８節の例外を除き、網はユーザに「切断」メッセージを転送することにより切断復旧手順

を開始し、‘切断通知’状態に遷移します。「切断」メッセージは、 解放のためにローカルな起動で情報チャ

ネルがユーザ・網インタフェースで切断されたことを意味するものではありません。 

（注） 網が「解放」メッセージの送出によって呼の切断復旧を開始する時、５.３.３節の手順が続けられま

す。 

 
５.３.４.１ インバンドトーン／アナウンスが提供される時の切断復旧 

インバンドトーン／アナウンスが提供される場合（５.４節参照）、「切断」メッセージは“経過識別子（＃ 

８：インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能）”情報要素を含みます。 

網は、タイマＴ３０６を開始し‘切断通知’状態に遷移します。 

“経過識別子（＃８：インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能) ”情報要素を含む「切断」メッセ

ージの受信において、ユーザは（もし、まだ接続していなければ）インバンドトーン／アナウンスを受信する

ため情報チャネルを接続し、‘切断通知’状態に遷移してもかまいません。一方、インバンドトーン／アナウ

ンスを接続せず切断復旧を続ける場合、情報チャネルを切断し、「解放」メッセージを送出し、タイマＴ３０ 

８を開始し、‘解放要求’状態に遷移してもかまいません。 

ユーザが、提供されるインバンドトーン／アナウンスに接続する場合、ユーザは（網から「解放」メッセー

ジを受信する前に）ひき続いて情報チャネルの切断を行い、「解放」メッセージを送出しタイマＴ３０８を開

始し、‘解放要求’状態に遷移することによって解放を行うことができます。 

「解放」メッセージの受信により、タイマＴ３０６を停止し、情報チャネルを切断、解放し、「解放完了」

メッセージを送り出し、呼番号を解放し、‘空’状態に遷移します。 

タイマＴ３０６が満了した場合、網は情報チャネルを切断し、「切断」メッセージに含まれていた最初の理

由表示番号を含む「解放」メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、‘解放要求’状態に遷移して切断

復旧動作を続けます。 

「切断」メッセージに含まれていた“理由表示”に加えて、「解放」メッセージは“理由表示（＃１０２： 

タイマ満了による回復）”を含む場合があります。この“理由表示”は満了したタイマ番号をオプションとし

て診断情報に含むことがあります。 

「解放」メッセージの受信により、ユーザは５３３節に従い動作します。 

 

さらに網は、“理由表示（＃１０２：タイマ満了による回復）”を示す第２の“理由表示”情報要

素を通知することができます。 

この理由表示は、満了したタイマ番号を診断情報に含みます。 

（注２） １回目のＴ３０８のタイムアウト時、網が送出する「解放」メッセージには、“理由表示 

（＃１０２：タイマ満了による回復）”を含みます。 

保守状態に関してとらわれる動作は、網に依存します。 

網はタイマＴ３０８の２度目の満了により呼番号を解放し、‘空’状態に遷移します。 
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（注） 保守状態の情報チャネルに対して、５.５節の初期設定手順を使用することができます。 

さらに「解放」メッセージは先の切断復旧の理由表示に加えて“理由表示（＃１０２：タイマ満了

による回復）”を第２の“理由表示”情報要素として含むことができます。 

この理由表示は、満了したタイマ番号を診断情報に含みます。 

５.３.４.２ インバンドトーン／アナウンスが提供されない時の切断復旧 

インバンドトーン／アナウンスが提供されない場合、「切断」メッセージは“経過識別子（＃８：インバン

ド信号ないし適当なパターンが利用可能）”情報要素を含みません。 

網は、「切断」メッセージを送出し、タイマＴ３０５を開始し、情報チャネルを切断し、‘切断通知’状態

に遷移することにより切断復旧を開始します。 

“経過識別子（＃８：インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能）”情報要素を含まない「切断」メ

ッセージの受信で、ユーザは情報チャネルを切断し、「解放」メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、

‘解放要求’状態に遷移します。網は、「解放」メッセージの受信により、タイマＴ３０５を停止し、情報チ

ャネルを解放し、ユーザに「解放完了」メッセージを送出し、呼番号を解放し、‘空’状態に遷移します。 

タイマＴ３０５が満了した場合、網はユーザにもとの「切断」メッセージに含まれていた理由表示番号を含

む「解放」メッセージを送信し、タイマＴ３０８を開始し、‘解放要求’状態に遷移します。 

 

 

 

 
５.３.４.３ 切断復旧の成立 

網から「解放完了」メッセージを受信した結果、ユーザはタイマＴ３０８を停止し、情報チャネル及び呼番

号を解放し、‘空’状態に遷移します。 

タイマＴ３０８の第１回目の満了以前に、ユーザが「解放完了」メッセージを受信しない場合、「解放」メ

ッセージが再送され、タイマＴ３０８が再開始されます。タイマＴ３０８の２度目の満了以前に、網から「解

放完了」メッセージを受信しない場合、ユーザは情報チャネルを保守状態にできます。そして、呼番号を解放

し、‘空’状態に遷移します。 
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切断復旧メッセージの衝突時、網から送信される切断復旧メッセージに含まれる“ユーザ・ユーザ”情報

要素、“料金通知”情報要素が必要な場合、受信できるよう注意して下さい。 

５.３.５ 切断復旧手順の衝突 

ユーザと網が同時に同じ呼に対して「切断」メッセージを送出した時、「切断」メッセージの衝突が起こり 

ます。網が、‘切断通知’状態の間に「切断」メッセージを受信した場合、網はタイマＴ３０５またはＴ３０ 

６（どちらでも動作している方）を停止し、情報チャネルを切断し（もし切断していなければ）「解放」メッ 

セージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、‘解放要求’状態に遷移します。同様に、ユーザが、‘切断要求’ 

状態の間に「切断」メッセージを受信した場合、ユーザはタイマＴ３０５を停止し、「解放」メッセージを送 

出し、タイマＴ３０８を開始し、‘解放要求’状態に遷移します。 

ユーザと網が同時に同じ呼に対して「解放」メッセージを送出した時も、切断復旧手順の衝突が起ります。

ユーザと網の両者は、そのような状態で「解放」メッセージを受信した場合、タイマＴ３０８を停止し、呼番

号と情報チャネルを解放し、（「解放完了」メッセージの送受を行わずに）‘空’状態に遷移します。 
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（注１） 網では、ＪＴ－Ｉ２３０に示されているように、伝達能力が音声又は、３．１kHz オーディオの

いずれかの場合にインバンドトーン／アナウンスを提供します。 

（注２） 「経過表示」メッセージが使用される場合、ユーザは適用されたインバンドトーン／アナ

ウンスの結果として、５.３.３節の手順に従って呼の切断復旧を開始することができます。 

５.４ インバンドトーンとアナウンス 

‘通信中’状態に遷移する前に、網により、呼状態の変化を行わずにインバンドトーン／アナウンスが提供

される時、「経過表示」メッセージが、インバンドトーン／アナウンスの適用と同時に返されます。「経過表

示」メッセージは、“経過識別子（＃８：インバンド信号ないし適当なパターンが利用可)"情報要素を含みま

す。 

インバンドトーン／アナウンスが呼状態変化とともに提供されなければならない場合、“経過識別子（＃８： 

インバンド信号ないし適当なパターンが利用可)"情報要素を含む適当なメッセージ（例：「呼出」、「切断」

等）がインバンドトーン／アナウンスの適用と同時に送出されます。 

 

 

 

 

未提供 

 

 
 

（注３） 本節で述べられたプロトコルは、発信ユーザと網のインタフェースに適用されます。 

未提供 
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“初期設定表示”情報要素が、‘一つのインタフェース’で“チャネル識別子”情報要素が含まれかつ“チ

ャネル識別子”情報要素の内容が異常の場合、５.８.６.２節の手順に従います。これは、ユーザ・網間での

初期設定範囲の不一致を防止するためです。 

例： データリンク故障によりＤチャネルバックアップ手順が使われた時、又は切断復旧メッセージ

に対する応答がなくタイマＴ３０８が満了した時。 

５.５ 初期設定手順 

初期設定手順は、呼を‘空’状態に、又はインタフェースをアイドル状態に戻すため使われます。通常、こ

の手順は、相手側のインタフェースが他の呼制御メッセージに応答しないか、又は故障が生じた時発せられま

す。また初期設定手順は、ローカル故障、保守作業、操作ミスの結果としても起動されます。 

未提供 

 

 

 

下記３条件が満たされた時、ユーザと網は５５節に示す初期設定手順を用意する必要があります。

ａ） ユーザ、網共に、インタフェース構成を認識している場合。 

ｂ） インタフェースが基本アクセス（レイヤ２仕様参照）であり、かつポイント・ポイント接続である。

ｃ） インタフェースが一次群速度アクセス（レイヤ２仕様参照）である。 

（注１） ＳＡＰＩ＝“０００００００”をもつこれらデータリンクに関連したレイヤ３手順及びリソース

は、初期設定手順により初期化されます。 

（注２） グローバル呼番号の呼番号フラグは、初期設定手順に適用されます。両方向のインタフェースが同

時に初期設定手順を開始した場合、それらは独立して扱われます。また、同一のチャネルまたはイ

ンタフェースが指定された場合、それらは全ての関連初期設定手順が完了するまで再使用してはな

りません。 

 

 
 

５.５.１ 「初期設定」メッセージの送信 

「初期設定」メッセージは、チャネル又はインタフェースを‘空’状態に戻すために網又はユーザ装置より

転送されます。 

「初期設定」メッセージ内の“初期設定表示”情報要素は‘表示されたチャネル’か、‘一つのインタフェ

ース’か、又は‘全てのインタフェース’の中で、どれが初期設定されるのかを示します。“初期設定表示” 

情報要素が、‘表示されたチャネル’または‘一つのインタフェース’にコード化され、かつインタフェース

にＤチャネルが含まれない場合、“チャネル識別子”情報要素は‘空’状態に戻されるチャネル又はインタフ

ェースを示すために提供されます。 

 

 

 
 

“初期設定表示”情報要素が、‘一つのインタフェース’にコード化され、かつインタフェースがＤチャネ

ルの含まれるものの場合、“チャネル識別子”情報要素は省略されてもかまいません。 

“初期設定表示”情報要素が、‘全てのインタフェース’にコード化される場合、“チャネル識別子”情報

要素を含んではなりません。 

オプションとして、インタフェースが基本アクセスであり、かつポイント・マルチポイント接続で

ある場合、ユーザからの初期設定手順の起動を網は受け付けます。ただし、ユーザ（ＣＥＳ）から指

定された範囲に対する呼を初期設定する前に、網はその呼が該当するユーザ（ＣＥＳ）の呼であるか

を照合し、もし、該当するユーザ（ＣＥＳ）の呼でない場合は初期設定を行いません。 

インタフェースが基本アクセスであり、かつポイント・マルチポイント接続である場合の網からの

初期設定手順については未提供です。 

未提供 
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当面、網は「初期設定」メッセージの再送を１回のみ行います。 

「初期設定」メッセージの送出により、送信側は、‘初期設定１’状態に入りタイマＴ３１６を開始し、「初

期設定確認」メッセージを待ちます。「初期設定確認」メッセージの受信でタイマＴ３１６を停止し、再利用

のため呼番号とチャネルを解放します。そして‘空’状態に遷移します。 

 
タイマＴ３１６の満了以前に「初期設定確認」メッセージを受信しない場合、引き続き「初期設定確認」メ

ッセージが受信されるまで、「初期設定」メッセージを送出できます。その間、呼は「初期設定」メッセージ

の送信側により、チャネル又はインタフェース上で設定されたり、受付けられたりされます。 

 

チャネルまたはインタフェースは、保守動作がとられるまでサービス停止状態にあるとみなします。 

（注） 「初期設定確認」メッセージが、指定されたチャネルサブセットのみを示して受信された場合、保守

エンティティに指示が与えられます。アイドル状態に戻っていないチャネルに対し、どのような動作

を取るか決定するのは、保守エンティティの責任です。 

 
「初期設定」と「初期設定確認」メッセージ、‘初期設定１’状態と対応するグローバル呼番号値（ａｌｌ 

“０”）を用います。これらのメッセージは、確認形転送モードで動作する適当なポイント・ポイントレイヤ

２リンク（ＤＬ－データ－要求プリミティブを用いる）を介して転送されます。 
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５.５.２ 「初期設定」メッセージの受信 

「初期設定」メッセージの受信により、受信側は、グローバル呼番号と対応する‘初期設定’状態に入り、

タイマＴ３１７を開始します。特定の呼番号を‘空’状態に、チャネルをアイドル状態に戻すため、適当な内

部動作をとります。この内部動作が完結した時、タイマＴ３１７を停止し、起動側に「初期設定確認」メッセ

ージを送出します。そして、‘空’状態に遷移します。 

 
（注１） タイマＴ３１７満了時に、指定されたチャネルのサブセットのみが、‘空’状態に戻った場合、

‘空’状態に戻ったチャネルを示す“チャネル識別子”情報要素を含む「初期設定確認」メッセー

ジが起動側に送られます。 

 
タイマＴ３１７が内部動作の完結以前に満了した場合、保守エンティティ（すなわち、システムマネージメ

ントに対するプリミティブを送出）に適当な表示をします。 

 
（注２） 全ての呼番号が‘空’状態で、かつ全てのチャネルがアイドル状態の場合においても、受信エンテ

ィティは「初期設定」メッセージに対する「初期設定確認」メッセージを起動側に送ります。 

 
“初期設定表示”情報要素が、‘全てのインタフェース’にコード化された場合、Ｄチャネルに関する全て

のインタフェース上の全ての呼はクリアされます。 

“初期設定表示”情報要素が‘全てのインタフェース’にコード化され、“チャネル識別子”情報要素が含

まれる場合、“チャネル識別子”情報要素は、５.８.７.３節に示された手順に従って扱われます。 

“初期設定表示”情報要素が‘表示されたチャネル’にコード化され、“チャネル識別子”情報要素が含ま

れない場合、手順は５.８.６.１節に従います。 

“初期設定表示”情報要素が‘一つのインタフェース’にコード化され、インタフェースにＤチャネルが含

まれている場合、そのインタフェース上のＤチャネルに関連する呼のみ初期設定されます。 

グローバル呼番号に対応する受信側ＤＳＳ１プロトコル制御エンティティは、次に示す条件を満たす特定の

呼番号に対応しているＤＳＳ１プロトコル制御エンティティに対してのみ、初期設定要求を指示します。 

 
ａ 「初期設定」メッセージを受信した、グローバル呼番号に対応する受信側ＤＳＳ１プロトコル制御エン

ティティがサポートされているものと同一の、データリンクコネクションエンドポイント識別子（Ｄ Ｌ

ＣＩ、レイヤ２仕様参照）によりサポートされており、かつ、 

ｂ 指定されたチャネルまたはインタフェースが一致しているか、あるいは、（Ｄチャネルが暗黙的に指定

されて、Ｂチャネルが指定されていない場合）チャネルがまだ割り当てられていない呼設定状態の呼を

含むチャネルに関連していない。 
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ｄ 端末初期化手順を使用して設定されたＴＩＤとＵＳＩＤ（付加サービス仕様／第２部 付属資料

Ａ参照 

ｂ ユーザ信号ベアラサービス接続 

次に示すエンティティは開放されます。 

 
 

ａ パケットアクセス（ケースＢ）で使用されるチャネルを含むＴＴＣ標準ＪＴーＱ９３１メッセージによ

って設定されたＢチャネル及びＨチャネル（したがって、開放されたチャネル上で運ばれた全てのバー

チャルコールはパケット交換編５４１節に記述するように扱われます）。 

未提供 
 

ｃ その他のＤＳＳ１勧告に規定されている呼番号に関連したその他のリソース 

 

 

次に示すエンティティは開放されません。 

 
 

ａ マン－マシンコマンドにより設定された半固定接続 

ｂ 「初期設定」メッセージを受信した、グローバル呼番号に対応しているＤＳＳ１プロトコルエンティテ

ィをサポートしているＤＬＣＩとは別の、ＤＬＣＩによってサポートされているＤＳＳ１プロトコルエ

ンティティに関連した呼 

ｃ ＳＡＰＩ＝１６を使用するＸ．２５バーチャルコール及びパーマネントバーチャルサーキット 
 

未提供 

 

 
 

マン－マシンコマンドにより設定された半固定接続が（‘一つのインタフェース’あるいは‘全てのインタ

フェース’として指定されることにより）暗黙的に指定される場合、これらのチャネルに対しては何の行動も

起こしません。しかし、「初期設定確認」メッセージは、適当な表示（すなわち、‘一つのインタフェース’ 

あるいは‘全てのインタフェース’）を含んで返されます。 

マン－マシンコマンドによって設定された半固定接続が（「初期設定」メッセージのチャネル識別子情報要 

素に含まれ）明白に指定される場合、これらのチャネルに対しては何の行動も起こさない。さらに、“理由表 

示（＃８２：無効チャネル番号使用）”、オプションの診断情報フィールドが‘チャネル識別’の「状態表示」

メッセージが、返送されます。 

（注） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２での登録手順に関連する呼番号も初期設定されます。 

未提供 

未提供 
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呼識別情報要素を含めた場合、中断できる呼の最大値は２です。 

呼識別情報要素を含めない場合、中断できる呼の数は１に制限されます。 

５．６ 呼の再接続（中断・再開） 

この節の手順要素は、呼が「通信中」状態に遷移した後のレイヤ１かつ／もしくはレイヤ２の再接続を規定

します。 

手順は、同じインタフェース構造上における適用に制限されます。そして、同じ情報チャネルでの再接続を

前提とします。 

呼の再接続手順の使用は、基本インタフェースに限られます。すなわち一次群速度インタフェースには適用

できません（ＮＴ２によって制御される呼の再接続に関しては５.６.７節を参照）。 

ユーザ・網インタフェースにおけるこの手順の起動は、次のようないくつかの操作を行う場合に利用できま

す。 

 
ａ） ユーザ装置の物理的切断及び再接続 

ｂ） 他の装置による１つのユーザ装置の物理的な置き換え

ｃ） 利用者が１つの装置から他の装置に移動する 

ｄ） 同じユーザ装置での呼の保留とそれに続く再活性化 

 
 

これらの手順は、ローカルな意味だけを持ちます。すなわち、呼の再接続の起動は、起動側の状態にだけ影

響し、他の側には影響しません。 

この節での手順は、ファンクショナルメッセージと情報要素によって記述されています。 

この節の呼中断の手順がインタフェースからの端末の物理的な離脱の前に行われない場合、呼の継続は、網

により保証されません。 

 
５.６.１ 呼中断 

本手順は、ユーザが網に現在の呼番号を含む「中断」メッセージを送出し、タイマＴ３１９を開始し、「中

断要求」状態に遷移することにより開始されます。ユーザは、オプションとして、引き続く再開のための呼識

別として使われるビットシーケンス（例：ＩＡ５キャラクタ）をこのメッセージに含め、ユーザや網に知らせ

ることができます。ユーザによる呼識別情報を含まない場合は（例えば、“呼識別”情報要素が存在しないか、

又は内容がない）、呼識別情報なしに伝えられた手順によってのみ再開が可能となるように網はこれを記憶し

ます。 

 
（注） “呼識別”情報要素の情報要素長が「０」で存在する場合、その情報要素はなかったものとして処理

されます。 

 
“呼識別”情報要素の呼識別値のデフォルト最大長は、８オクテットです。網がサポートしているよりも長

い呼識別値を受信した場合、網は呼識別値を最大長に切り詰めて、5.8.7 節で規定された動作をとり、処理を

継続します。 
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網は、この手順をサポートしています。 

５.６.２ 呼中断状態 

網は「中断」メッセージの受信により、‘中断要求’状態に入ります。受信した呼識別を確認した後、網は 

「中断確認」メッセージをユーザに送出します。そして、網は、タイマＴ３０７を開始します。この時点で網

は、呼番号が解放されたとみなし、呼番号に対して‘空’状態に遷移します。 

中断呼と対応する呼識別は、網により記憶されます。網は、それが解放されるまで、他の中断を受け付けま

せん。 

接続中の情報チャネルは呼の再接続まで（又は、解放理由が生じるまで、例えば、タイマＴ３０７の満了） 

網により保留されます。“通知識別子（＃０：ユーザ中断）”情報要素を含む「通知」メッセージが、通信中                                                                                                                                                                                                 

の相手ユーザに送出されます。 

ユーザが「中断確認」メッセージを受信した時、ユーザはタイマＴ３１９を停止し、情報チャネルと呼番号

を解放した後、‘空’状態に遷移します。「中断確認」メッセージ受信後、ユーザは使用中のデータリンクコ

ネクションを切断してもかまいません。ユーザがデータリンクコネクションを切断することなく、インタフェ

ースから物理的に離脱した場合、標準データリンクレイヤ手順が網側のデータリンクレイヤ監視によって開始

され、データリンクコネクションは切断されます。 

 
５.６.３ 呼中断エラー 

網が呼の再接続手順をサポートしていない場合、５.８.４節のエラー処理手順に従い「中断」メッセージを

拒否します。網が呼の再接続手順を契約項目としてサポートしており、ユーザがそのサービスを契約していな

い場合、網は“理由表示（＃５０：要求ファシリティ未契約）”情報要素を含む「中断拒否」メッセージで「中

断」メッセージを拒否します。“理由表示”情報要素は、これらの状況では診断情報を含みません。 

 

「中断」メッセージの受信において、網は「中断」メッセージに含まれている情報が、後に行われるべき呼

の再設定に関して充分でなかった場合、“理由表示（＃８４：中断呼識別番号使用中）”情報要素を含む「中

断拒否」メッセージを送出することによって応答します。 

特にこれは与えられたユーザ・網インタフェースで、「中断」メッセージが、すでに利用中の呼識別ととも

に受信された場合、又は「中断」メッセージが、任意の呼識別列を含まず、かつそのインタフェースで空値呼

識別が既に割り当てられている時に適用します。 

「中断拒否」メッセージの受信において、ユーザはタイマＴ３１９を停止し、‘通信中’状態に遷移します。

タイマＴ３１９満了の場合、ユーザはユーザアプリケーションに通知し、‘通信中’状態に遷移します。この

場合、呼の状態は網において変化しません（すなわち、‘通信中’状態のままです）。 

 
５.６.４ 呼の再設定 

中断が起動された接続端点で、端末の物理的再接続の後、ユーザは呼の中断の時に使用した呼識別を含む「再開」

メッセージを送出し、タイマＴ３１８を開始し、‘再開要求’状態に遷移することにより、呼の再開を要求す

ることができます。「中断」メッセージが“呼識別”情報要素を含まない場合は、対応する「再開」メッセー

ジも“呼識別”情報要素を含みません。「再開」メッセージに含まれる呼番号は、発信側の通常の呼番号割り

当てに従って、ユーザが選択します（４.３節参照）。 

「再開」メッセージを受信することにより、網は‘再開要求’状態に入ります。中断呼に関する呼識別を確

認した後、網はユーザに「再開確認」メッセージを送出し、呼識別を解放し、タイマＴ３０７を停止し‘通信

中’状態に遷移します。「再開確認」メッセージは、網により呼に保留された情報チャネルを示すため、‘希

望チャネルあり、他チャネルへの変更不可’表示した“チャネル識別子”情報要素を含みます。 



- 171 -  

網は、この手順をサポートしています。 

また、網は“通知識別子（＃１：ユーザ再開）”情報要素を含む「通知」メッセージを相手ユーザに送出し                                                                                                                                                                                                 

ます。 

以前に受信した呼識別列の記憶は、「再開確認」メッセージ送出の後、網は保持しません。この呼識別は、

別の中断を行う場合、利用可能となります。 

ユーザは、「再開確認」メッセージを受信した時、タイマＴ３１８を停止し、‘通信中’状態に遷移します。

呼の接続段階では、通信可能性は保証されません。 

 
５.６.５ 呼再開エラー 

網が呼の再接続をサポートしていない場合、５８３２ａ）節のエラー処理手順に従い、「再開」メッセージ

は拒否されます。この場合、「再開」メッセージは認識されないメッセージとして処理されます。 

 

網は、受信した「再開」メッセージに対して動作することができない場合 (例えば、網に存在しない呼識別

を受信した時）、以下の“理由表示”情報要素の１つを含む「再開拒否」メッセージを要求したユーザに返送

します。 

 
ａ）理由表示＃８３“指定された中断呼識別番号未使用” 

ｂ）理由表示＃８５“中断呼なし” 

ｃ）理由表示＃８６“指定中断呼切断復旧済” 

呼識別は、‘不定’状態を維持します。そして、「再開」メッセージに含まれる呼番号は、ユーザ及び網の

両者で解放されます。「再開拒否」メッセージの受信において、ユーザは、タイマＴ３１８を停止し、‘空’ 

状態に遷移します。 

タイマＴ３０７が満了した場合、網は“理由表示（＃１０２：タイマ満了による回復）”を表示し網コネク

ションの切断復旧を開始し、呼識別を破棄し、保留した情報チャネルを解放します。呼識別の解放により、そ

の呼識別は、別の中断のために利用できます。タイマＴ３０７の満了以前に相手ユーザにより呼が切断復旧さ

れた場合、保留されていたチャネルは解放されます。ただし、呼識別は切断理由（例えば“理由表示（＃１６： 

正常切断）”）とともに、網によっては保存されることがあります。 

タイマＴ３１８が満了した場合、ユーザは５.３.２節のｆ）に従い、網内の呼の切断復旧を開始します。 

 
 

５.６.６ 二重中断 

両側のユーザによる呼の同時中断が起こることがあります。手順上、これを防ぐことはできません。   二重

中断を望まない場合、ユーザは、他の手段（例えば、高位レイヤネゴシエーションプロトコル）でこれを防止

しなければなりません。 

 
５.６.７ ＮＴ２により制御される呼の再接続通知 

呼再接続がＮＴ２により制御される場合、手順は、参照点ＳでＮＴ２により実行されます。ＮＴ２は、５. 

６.２節及び５.６.４節に従って、参照点Ｔで規定される「通知」メッセージを送出することにより相手ユーザ

に通知します。 
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ユーザは、上記の情報チャネルの衝突を検出した時、特別な動作を起こしません。特に着信呼をこ

の理由で拒否できません。 

５.７ 呼の衝突 

呼の衝突は、網では生じません。同時に起こる発呼と着呼は別々に扱われ、異なった呼番号が割り当てられ

ます。 

しかし、発呼と着呼が同じ情報チャネルを要求した場合には、チャネル選択衝突が起こり得ます。これは、

５.１.２節と５.２.３節のチャネル選択手順で網により解決されます。このような場合、網はユーザからの発

呼要求よりも着信呼に優先権を与えます。 

発信呼に他の情報チャネルが、網により割り当てることができないか、又は呼を発信したユーザにより受付

けることができない場合、発信呼は切断されます。 

 
 

（注） 既存の非音声端末（例えばＸ．２１）をサポートする端末アダプタは、参照点Ｒでのインタフェー

スの必要条件を満すため、着呼を解放し、発呼を再試行することによりチャネル選択の衝突を解決す

ることが必要かもしれません。 
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５.８ エラー状態の処置 

本仕様のユーザ・網インタフェースのレイヤ３呼制御メッセージのプロトコル識別子を使用して信号情報を

転送する全ての手順は、５.８.１節～５.８.７節で規定されるチェックを通過したメッセージにのみ適用可能

です。５.８.１節～５.８.７節のエラー処理手順は、（注）がある部分を除き、通常の呼番号あるいはグロー

バル呼番号を用いるメッセージに適用されます。 

詳細なエラー処理手順は、網またはユーザのインプリメントにまかされています。ＩＮＳネットのユーザ・

網インタフェースでは、エラー状態を順序正しく扱うため以下の規定に従うものとします。５.８.１節～５. 

８.７節は、手順の優先順で示します。 

 
５.８.１ プロトコル識別子エラー 

レイヤ３ユーザ・網呼制御メッセージ以外のコードを用いた“プロトコル識別子”を持つメッセージを受信

した場合、そのメッセージは無視されます。 

無視とは、メッセージを受信しなかったものとみなし、何もしないことを意味します。 

 
 

５.８.２ 欠損メッセージ 

メッセージ長が短いために、完全なメッセージ種別を含まないメッセージを受信した場合には、そのメッセ

ージを無視します。 

 
５.８.３ 呼番号エラー 

５.８.３.１ 無効呼番号フォーマット 

“呼番号”情報要素オクテット１、ビット５～８が“００００”でないとき、メッセージは無視されます。

“呼番号”情報要素オクテット１、ビット１～４が受信装置がサポートしている以上の情報要素長（４.３節 

参照）を表示している時、メッセージは無視されます。 

ダミー呼番号のメッセージを受信したとき、付加サービスを必要とする場合以外はそれを無視します。 

 
 

５.８.３.２ 呼番号手順エラー 

下記の記述のうち、ｆ）はグローバル呼番号を使用するメッセージに対して適用します。 

 
 

ａ） 呼設定中又は通信中の呼に関連していると認識されない呼番号を持つ「呼設定」、「解放」、「解放

完了」、「状態表示」、「状態問合」または（網がサポートする５.６節の呼の再接続手順のため

に）「再開」メッセージを除く任意のメッセージを受信した場合、５.３節の手順に従い“理由表示 

（＃８１：無効呼番号値使用）”情報要素を含む「解放」メッセージを送出し、受信したメッセージ

の呼番号の呼の切断復旧を開始します。あるいは、受信側においては“理由表示（＃８１：無効呼番

号値使用）”情報要素を含む「解放完了」メッセージを送信し‘空’状態を維持してもかまいません。 

ｂ） 呼設定中又は通信中の呼に関連していると認識されない呼番号を持つ「解放」メッセージを受信した

場合、“理由表示（＃８１：無効呼番号値使用）”情報要素を含む「解放完了」メッセージが受信し

たメッセージの呼番号で返されます。 

ｃ） 網又はユーザが呼設定中又は通信中の呼に関連していると認識されない呼番号を持つ「解放完了」メ

ッセージを受信した場合、何の動作もしません。 

ｄ） 呼設定中又は通信中の呼に関連していると認識されない呼番号を持ち、かつ、“１”に設定された無

効呼番号フラグを持つ「呼設定」又は「再開」メッセージを受信した場合、このメッセージは無視 
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されます。 

ｅ） 呼設定中又は通信中の呼に関連していると認識される同一の呼番号を持った「呼設定」メッセージを

受信した場合、このメッセージは無視されます。 

ｆ） グローバル呼番号を持つ「初期設定」、「初期設定確認」、又は「状態表示」メッセージ以外のメッ

セージを受信した場合、何の動作もせず、グローバル呼番号に関連した現在の呼状態と、“理由表示

（＃８１：無効呼番号値使用）”情報要素を含むグローバル呼番号の「状態表示」メッセージを返送

します。 

ｇ） 呼設定中又は通信中の呼に関連していると認識されない呼番号を持つ「状態表示」メッセージを受信

した場合、５.８.11節の手順を適用します。 

ｈ） 「状態問合」メッセージが通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持っている

場合、５.８.１０節の手順が適用されます。 

 
（注） 勧告Ｑ．９３１（１９８８版）に従う端末及び網は、“理由表示（＃８１：無効呼番号値使用）” 

を伴った「解放」メッセージにより切断復旧し、５３節の手順を続けようとするかもしれない、ある

いは、“理由表示（＃８１：無効呼番号値使用）”を伴った「解放」メッセージを応答し、「空」状

態を維持します。 

 
５.８.４ メッセージ種別又は、メッセージシーケンスエラー 

認識されないメッセージ、または「解放」メッセージあるいは「解放完了」メッセージを除く期待されない

メッセージを‘空’状態以外で受信した場合、「状態表示」メッセージが返送されます。このメッセージは、

対応する診断情報とともに“理由表示（＃９８：呼状態とメッセージ不一致又はメッセージ種別未定義または

未提供）”を含みます。 

網又はユーザが“メッセージ種別未定義”と“呼状態とメッセージ不一致”の区別がつく時には、「状態表

示」メッセージが、以下の理由表示で送出される場合があります。 

i ）＃９７ ：メッセージ種別未定義又は未提供 
 

 

一方、この場合に、相手側の状態通知を要求するため「状態問合」メッセージが転送される場合もあります。

このような状況における「状態表示」もしくは「状態問合」メッセージの送信は、呼状態に直接影響しませ 

ん。また、「状態問合」メッセージの送信は、グローバル呼番号を用いたメッセージには適用できません。 

ただし、この手順には２つの例外があります。この場合、「状態表示」、「状態問合」メッセージの送出は 

行わず、以下の手順に従います。 

 
 

ａ） 網またはユーザが期待されない「解放」メッセージを受信した場合 

例えば、検出されない伝送誤りによって「切断」メッセージが紛失された時です。この場合「状態 

表示」、「状態問合」メッセージの送信は行いません。網が期待されない「解放」メッセージを受信

した場合、情報チャネルを切断、解放し、網内の接続を切断復旧し、ユーザから送られてきた「解放」 

ii）＃１０１：呼状態とメッセージ不一致 

“理由表示（＃97：メッセージ種別未定義又は未提供）”の診断情報は、「状態表示」メッセージ

を受信した時に選択すべき適切な回復手順の決定を容易にします。そのため、レイヤ３エンティティ

が「状態表示」メッセージを受信した同位エンティティで適切な動作をとることを期待する場合、診

断情報を含めることはオプションですが、診断情報を伴った“理由表示（＃９７：メッセージ種別未

定義又は未提供）”を提供することを勧めます。 
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（注） 網は、メッセージ内で、誤った順序の情報要素を処理する機能は提供しません。 

メッセージに含まれた理由表示、または理由表示が含まれていない場合は“理由表示 (＃３１：その

他の正常クラス）”を伴って相手ユーザとの呼を切断復旧し、ユーザに対しては「解放完了」メッセ

ージを返し、呼番号を解放し、全タイマを停止し、‘空’状態に遷移します。また、ユーザが期待さ

れない「解放」メッセージを受信した場合は、情報チャネルを 切断、解放し、網へ「解放完了」メッ

セージを返し、呼番号を解放し、全タイマを停止し、‘空’状態に遷移します。 

ｂ） 網またはユーザが期待されない「解放完了」メッセージを受信した場合 

この場合、網は情報チャネルを切断、解放し、網内の接続を切断復旧し、ユーザから送られてきた 

「解放完了」メッセージに含まれた理由表示、または理由表示が含まれていない場合は“理由表示 (＃ １１

１：その他の手順誤りクラス）”を伴って相手ユーザとの呼を切断復旧し呼番号を解放し、全タイマ

を停止し、‘空’状態に遷移します。 

また、ユーザが期待されない「解放完了」メッセージを受信した場合、情報チャネルを切断解放し、

呼番号を解放し、全タイマを停止し、‘空’状態に遷移します。 

 

５.８.５ 一般的な情報要素エラー 

一般的な情報要素エラー手順は、コード群が０以外の情報要素にも適用できます。この場合、“理由表示” 

情報要素は診断情報フィールドにおいて、４５節の固定シフト手順または一時シフト手順によりコード群が０ 

以外の情報要素であることを示すことができます。 

 
５.８.５.１ 情報要素順序エラー 

先行した可変長の情報要素識別子のコード値より小さいコード値を持つ情報要素は、情報要素順序エラーと

みなされます。 

網またはユーザが情報要素順序エラーを含むメッセージを受信した場合、この情報要素を無視してもかまい

ません。この情報要素が必須のものであり、網またはユーザがこれを無視することにした場合、受信側は５. 

８.６.１節に記述されている必須情報要素不足に対するエラー処理手順に従います。また、この情報要素が非

必須の場合、受信側はその情報要素を無視してメッセージの処理を続けます。 

 

 

５.８.５.２ 重複した情報要素 

１つの情報要素が、メッセージ内の連続的な繰り返しが許されていない場合で、１つのメッセージ内で繰り

返し使用された時、最初に現れた情報要素の内容だけが処理されます。そして、引き続き繰り返されている全

ての情報要素は無視されます。 

情報要素の繰り返しが許される場合、許された情報要素の内容だけが処理されます。もし、情報要素の繰り

返しの制限を超えている場合、制限までの情報要素の内容は処理され、制限を超えた情報要素の繰り返しは無

視されます。 

期待されない「解放完了」メッセージの送出は、料金情報通知が行われない等、正常な切断復旧手

順としては扱われません。 
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（注） 「解放」メッセージの受信において、“理由表示”情報要素が含まれていない場合、“理由

表示（＃３１：その他の正常クラス）”を受信したものとみなします。 

５.８.６ 必須情報要素エラー

５.８.６.１ 必須情報要素不足 

「呼設定」、「切断」、「解放」又は「解放完了」メッセージ以外の受信において、 １つ以上の必須情報要

素が不足している場合、メッセージに対する動作をとらず、かつ、状態遷移を行いません。そして、“理由表

示（＃９６：必須情報要素不足）”を含む「状態表示」メッセージを返送します。「呼設定」又は「解放」メ

ッセージの受信において、１つ以上の必須情報要素が不足している場合、“理由表示（＃９６：必須情報要素

不足）”を含む「解放完了」メッセージを返送します。 

 
 

「切断」メッセージの受信において、“理由表示”情報要素が含まれていない場合、自インタフェースに送

出される「解放」メッセージに“理由表示（＃９６：必須情報要素不足）”が含まれるという条件を除いて“理

由表示（＃３１：その他の正常クラス）" を含む「切断」メッセージを受信した場合と同じ動作をします（５. 

３節参照）。 

「解放完了」メッセージの受信において、“理由表示”情報要素が含まれていない場合、“理由表示（＃３ 

１：その他の正常クラス）" を伴った「解放完了」メッセージを受信したものとみなします。 

 
５.８.６.２ 必須情報要素内容エラー 

「呼設定」、「切断」、「解放」または「解放完了」メッセージ以外の受信において、無効内容を持つ１つ

以上の必須情報要素がある場合、メッセージに対する動作を取らず、かつ、状態遷移を行いません。そして、

“理由表示（＃１００：情報要素内容無効）”を含む「状態表示」メッセージを返送します。 

「呼設定」または「解放」メッセージの受信において、無効内容を持つ１つ以上の必須情報要素がある場合、

“理由表示（＃１００：情報要素内容無効）”を含む「解放完了」メッセージを返送します。無効内容の理由

表示を伴った「切断」メッセージを受信した場合、自インタフェースに送出される「解放」メッセージに“理

由表示（＃１００：情報要素内容無効）”が含まれるという条件を除いて、“理由表示（＃３１：その他の正

常クラス）" を伴った「切断」メッセージを受信した場合と同じ動作がとられます（５.３節参照）。 

無効内容の理由表示を伴った「解放完了」メッセージを受信した場合、“理由表示（＃３１：その他の正常

クラス）" を伴った「解放完了」メッセージを受信した場合と同じ動作がとられます。 

一般に、最大長を超える長さを持つ情報要素は、内容エラーの情報要素として扱われます。 

 

（注） ユーザ装置（例えば、ＮＴ２）のオプションとして、ＮＴ２によって理解できない理由表示値、生

成源コード、診断情報を、あたかも“理由表示（＃３１：その他の正常クラス）”として扱い、“理

由表示（＃１００：情報要素内容無効）を伴った「解放」メッセージを送信するかわりに他のエンテ

ィティに渡しても構いません。このオプションは、理由表示値、生成源コード、診断情報の勧告への

将来の追加によるユーザ装置の適合性のためのものです。 

 
５.８.７ 非必須情報要素エラー 

以降の節は、必須であるとは認識されない情報要素についての動作に関係します。 

 
 

５.８.７.１ 認識できない情報要素 

１つ以上の認識できない情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは情報要素が“理解

する必要性あり”とされてコード化されているかどうかチエックします（“理解する必要性あり”と指示され 
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網は診断情報を含む「状態表示」メッセージを返送します。端末からも返送されることが望まれます。 

て予約されている情報要素識別子については表４３参照）。 

認識できない情報要素が“理解する必要性あり”と指示されてコード化されていた場合、５.８.６.１節の必

須情報要素不足のエラー状態が発生した場合と同じ手順をとります。認識できない情報要素が“理解する必要

性あり”と指示されてコード化されていない場合、受信エンティティは次の処理を行います。 

受信されたメッセージ及びこれに含まれる認識され有効な内容を持つ情報要素に対して処理を行います。 

受信されたメッセージが「切断」メッセージ、「解放」メッセージまたは「解放完了」メッセージ以外の場 

合、１つの“理由表示”情報要素を含んだ「状態表示」メッセージを返送することが可能です。 

「状態表示」メッセージは、「受信」メッセージ処理後の受信側の呼状態を示します。“理由表示”情報要

素には、“理由表示（＃９９：情報要素未定義）”を含み診断情報フィールドがもし存在すれば、そこには認

識されなかったそれぞれの情報要素についての情報要素識別子が含まれます。 

 
 

認識されない情報要素の送信側が、その後の動作を決定します。 

１つ以上の認識されない情報要素を含んだ切断復旧メッセージの場合、次の方法で相手ユーザにエラーが報

告されます。 

 
ａ） １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「切断」メッセージを受信した場合、“理由表示（＃９ 

９：情報要素未定義）”を伴った「解放」メッセージが返されます。“理由表示”情報要素の診断情

報フィールドがある場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報要素識別子が

含まれます。 

ｂ） １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放」メッセージを受信した場合、“理由表示（＃９ 

９：情報要素未定義）”を伴った「解放完了」メッセージが返されます。“理由表示”情報要素の診

断情報フィールドがある場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報要素識別

子が含まれます。 

ｃ） １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放完了」メッセージを受信した場合、認識されない情

報ではエラーは報告されません。 

 
（注） “理由表示（＃９９：情報要素未定義）”の診断情報は、「状態表示」メッセージを受信した時に選

択すべき適切な回復手順の決定を容易にします。そのため、レイヤ３エンティティが「状態表示」メ

ッセージを受信した同位エンティティで適切な動作をとることを期待する場合、診断情報を含めるこ

とはオプションですが、診断情報を伴った“理由表示（＃９９：情報要素未定義）”を提供すること

を勧めます。 
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網は診断情報を含む「状態表示」メッセージを返送します。端末からも返送されることが望まれます。 

（注） 予備ビットが“１”の場合、網は情報要素内容エラーとします。ユーザ側は、４.５.１節に従

うのが望ましいと考えられます。 

５.８.７.２ 非必須情報要素内容エラー 

１つまたはそれ以上の非必須情報要素内容エラーを持つメッセージを受信した場合、メッセージ及び認識で

きる正しい内容を持つ情報要素に関して動作を取り、１つの“理由表示”情報要素を含む「状態表示」メッセ

ージを返送することが可能です。「状態表示」メッセージは、受信メッセージ処理後の受信側の呼状態を示し

ます。“理由表示”情報要素には" 理由表示（＃１００：情報要素内容無効）”を含み、診断情報フィールド

がもし存在すれば、そこには無効内容を持つそれぞれの情報要素についての情報要素識別子が含まれます。 

 
 

最大長を超える長さを持つ情報要素に対しては、内容エラーの情報要素として扱われます。しかし、アクセ

ス情報要素（例：ユーザ・ユーザ情報、着サブアドレス）に対しては、" 理由表示 (＃４３：アクセス情報破

棄）”が、" 理由表示（＃１００：情報要素内容無効）”の代わりに用いられます。 

 
 

“呼識別”情報要素は特別な取り扱いをされ、インプリメントした最大長を超える場合切り詰められて処理

されます。 

（注） ユーザ装置（例えば、ＮＴ２）のオプションとして、ＮＴ２によって理解できない理由表示、生成

源コード、診断情報を無視するか、または、ＮＴ２の場合は、“理由表示”情報要素の内容を無視す

るかわりに他のエンティティ（例えばユーザまたは、ＮＴ２）に渡してもかまいません。また、オプ

ションとして、“理由表示（＃１００：情報要素内容無効）”を伴った「状態表示」メッセージを送

信することが可能です。このオプションは、理由表示値、生成源コード，診断情報の勧告への将来の

追加によるユーザ装置の適合性のためのものです。 

 
５.８.７.３ 予期しない認識された情報要素 

受信したメッセージに含まれる認識可能な情報要素が、“理解する必要性あり”と指示されてコード化され 

ておらず、“そのメッセージに含まれるべきである”と定義されない場合、受信エンティティは、（以下の（注） の

場合を除いて）その情報要素を認識されない情報要素として処理し、５.８.７.１節で定義される手順を開始し

ます。 

受信したメッセージに含まれる認識可能な情報要素が、“理解する必要性あり”と指示されてコード化され

ているが、“そのメッセージに含まれるべきである”と定義されない場合、受信エンティティは５.８.６.１節

で定義される手順を開始します。 

 
（注） 情報要素の処理が受信されたメッセージから独立している時、いくつかにとっては予期しない認識 

 

された情報要素の処理を選択してもかまいません。 

この手順については今後変更される可能性があります。 



 

５.８.８ データリンクリセット 

レイヤ３がＤＬ－設定－表示プリミティブの手段により自発的なレイヤ２論理リンクリセットを通知された 場

合、次の手順が適用されます。 

 

ａ） 解放中の状態（状態番号 N11,N12,N19,N22 U11,U12,U19）にある呼は、何の動作も取りません。

ｂ） 呼設定中（状態番号 N1,N3,N4,N6,N7,N8,N9 U1,U3,U4,U6,U7,U8,U9）及び通信中、中断要求、もし 

くは再開要求の状態にある呼は、５章の他の部分に含まれる手順に従い継続されます。 

 
５.８.９ データリンク故障 

ネットワークレイヤエンティティが、データリンク故障をＤＬ－解放－表示プリミティブによりデータリン ク

層から通知された場合、次の手順が適用されます。 

 

ａ） 通信中状態以外の全ての呼は内部で切断復旧します。 

ｂ） 通信中状態の呼に対しては、実装されている場合はタイマＴ３０９が開始されます。タイマＴ３０ 

９が既に動作している場合は、 再開始しません。 

レイヤ３エンティティは、ＤＬ－設定－要求プリミティブを送ることによって、レイヤ２の再設定 を

要求します。ＤＬ－設定－確認プリミティブによるレイヤ２の再設定があった場合は 

 

 

レイヤ３エンティティは、タイマＴ３０９を停止し 、 
未提供 

次のいずれかの処理を行います。 
 

• レイヤ３エンティティは、同位エンティティに対して現在の呼の状態を通知するために 

“理由表示（＃３１：その他の正常クラス）”を伴う「状態表示」メッセージを送信します。 

• 同位エンティティの呼状態を確かめるために５.８.１０節による状態問合手順を実行します。 
 

データリンク再設定の前にタイマＴ３０９が満了した場合、網は、ネットワークコネクションを切 断

復旧し、“理由表示（＃２７：着側インタフェース起動不可）”を伴って相手ユーザに通知し、 情

報チャネルを切断、解放し、呼番号を解放し、‘空’状態に遷移します。 

 

タイマＴ３０９のインプリメントは、ユーザ側でオプションです。網はインプリメントします。レ  イ

ヤ３エンティティは、データリンク故障の結果として内部的に呼を切断復旧する時、オプションと  して

「切断」メッセージを送信するためにデータリンクを再設定してもかまいません。 
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切り替え用Ｄチャネルが利用可能な場合に、付録４の手順が使用されます。 
未提供 

未提供 
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５.８.１０ 状態問合手順 

エンティティが、同位エンティティに呼の状態の正確さを検査したい場合、呼の状態を要求するため「状態

問合」メッセージを送ることがあります。特に、この手順は、５.８.８節と５.８.９節に示したエラー状態の

手順に適用されることがあります。 

「状態問合」メッセージを送信する時、「状態表示」メッセージの受信を予期してタイマＴ３２２を開始し

ます。タイマＴ３２２が動作中の間は、ただ一つのみ未解決な呼状態情報についての要求が存在しています。

タイマＴ３２２がすでに動作中の場合は、再開始しません。タイマＴ３２２が満了する前に切断復旧メッセー

ジを受信した場合、タイマＴ３２２を停止し呼の切断復旧を続けます。 

「状態問合」メッセージを受信した受信側は、現在の呼の状態の通知（通信中の呼、または呼設定中の呼の

場合は現在の呼の状態、通信中の呼と関連しない場合は‘空’状態）と“理由表示（＃３０：状態問合への応

答）”または“理由表示（＃９７：メッセージ種別未定義又は未提供）”を伴った「状態表示」メッセージを

返送します。 

「状態問合」メッセージの受信によって状態はかわりません。 

上記のような状態での「状態表示」メッセージの送信または受信は、送信側と受信側のどちらの呼の状態に

も直接影響を与えません。「状態表示」メッセージの受信側は理由表示情報要素をチェックします。「状態表

示」メッセージが“理由表示（＃９７：メッセージ種別未定義又は未提供）”を含んでいる場合、タイマＴ３ 

２２は「状態問合」メッセージの明白な応答があるまで継続します。 

“理由表示（＃３０：状態問合への応答）”を伴った「状態表示」メッセージを受信した場合、タイマＴ３ 

２２を停止し、その「状態表示」メッセージの情報に基づいて受信側の現在の状態に関係した適切な動作をと

ります。“理由表示（＃９７：メッセージ種別未定義又は未提供）”を伴った「状態表示」メッセージを受信

した後にタイマＴ３２２が満了した場合、その「状態表示」メッセージの情報に基づいて受信側の現在の呼状

態に関係した適切な動作をとります。それ以上の適切な動作は、インプリメントに依存します。しかし、動作

は５.８.１.１節で適用される範囲で規定されます。 

「状態表示」メッセージを受信しないでタイマＴ３２２が満了した場合、応答を受信するまで「状態問合」 

（注） ＩＮＳネットでは次の手順を適用します。ここでは、レイヤ１故障手順も含めて示します。 

・着信時に着側インタフェースにおいてレイヤ１故障が生じた場合 

発側インタフェースにおいて、網は、“理由表示（＃２７: 着側インタフェース起動不可 

）”を含んだ「切断」メッセージを送出し切断復旧を行います。 

・着信時上記以外の一時的故障が生じた場合 

発側インタフェースにおいて、網は、“理由表示（＃４１：一時的故障）”を含んだ「切

断」メッセージを送出し切断復旧を行います。 

・マルチポイント着信中（状態番号：Ｎ６，７，８，９）にレイヤ１故障が生じた場合 

呼の全体を内部的に解放し、発側インタフェースにおいて、網は、「切断」メッセージを

送出し切断復旧を行います。 

・マルチポイント着信中（状態番号：Ｎ６，７，８，９）のデータリンク故障のみの場合 

応答した端末に関して、呼を内部的に解放し、タイマＴ３０９を開始します。タイマＴ３ 

０９の満了以内に、データリンクが正常になったならば、「呼設定」メッセージに応答した

端末に対して「解放」メッセージを送出し切断復旧を行います。 

・その他の場合 

網は、呼に関する全てのタイマを停止し、呼を内部的に解放し、タイマＴ３０９を開始し

ます。この時、相手インタフェースにおいて網は、“理由表示（＃４１：一時的故障）”を

含んだ「切断」メッセージを送出し切断復旧を行います。タイマＴ３０９の満了以内に下位

レイヤが正常になったならば、そのインタフェースにおいて網は、「切断」メッセージを送

出し切断復旧を行います。 
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当面、網は「状態問合」メッセージの再送を行いません。 

‘空’状態を表示する「状態表示」メッセージの送出は、料金情報通知が行われない等、正常な切

断復旧手順として扱われません。 

網は、不一致から回復するため、呼の切断復旧をします。これ以外の動作は行いません。

ユーザ側は、適当な動作を取ることも可能です。 

メッセージを１回以上再送してもかまいません。「状態問合」メッセージの再送回数はインプリメントに依存 

します。「状態問合」メッセージの再送が最大回数に達した場合、呼は“理由表示（＃４１：一時的故障）” 

を伴ってローカルインタフェースで切断復旧されます。必要ならば網も、“理由表示（＃４１：一時的故障）” 

を用いてネットワークコネクションを切断復旧します。 

 

 

５.８.１１ 「状態表示」メッセージの受信 

状態不一致の通知の「状態表示」メッセージを受信した場合、受信側エンティティは、以下のいずれかの動

作をとります。 

 

 

 
ａ） “理由表示（＃101 ：呼状態とメッセージ不一致）”を伴った適切な切断復旧メッセージを送信す

ることによって呼を切断復旧します。または、 

ｂ） 不一致から回復を試みるためその他の動作をとります。これは、インプリメントのオプションです。以下

に規定された場合を除いて、状態が不一致かどうかの判断はインプリメントの決定に委ねられます。 

 
ａ） ‘空’状態において、‘空’状態以外の呼状態を通知した「状態表示」メッセージを受信した場合、

受信側エンティティは、次のいずれかの動作をとります。 

(1) “理由表示（＃１０１：呼状態とメッセージ不一致）”を伴った「解放」メッセージを送信して

５.３節の手順に従います。 

(2) “理由表示（＃１０１：呼状態とメッセージ不一致）”を伴った「解放完了」メッセージを送信

して‘空’状態に止まります。 

ｂ） ‘解放要求’状態において、‘空’状態以外の呼状態を通知した「状態表示」メッセージを受信した

場合は、何の動作もとりません。 

ｃ） ‘空’状態以外のいかなる状態において、‘空’状態を通知した「状態表示」メッセージを受信した

場合、受信側は全てのリソースを解放し、‘空’状態へ遷移します。 

 
‘空’状態において‘空’状態を通知する「状態表示」メッセージを受信した場合、そのメッセージを破棄

し‘空’状態にとどまり、他になんの動作もとりません。 

 
 

両立する呼の状態を通知し、かつ以下の理由表示のひとつを含んでいる「状態表示」メッセージを受信する

ことがあります。 

 
ａ）＃９６ “必須情報要素不足” 

ｂ）＃９７ “メッセージ種別未定義又は未提供” 

ｃ）＃９９    “情報要素未定義” ｄ）＃１００

“情報要素内容無効” 

 
この場合とられる動作は、インプリメントのオプションです。その他の手順が決められない場合、受信側は 
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受信した「状態表示」メッセージの理由表示を使用して、５３節に記述されている手順で呼を切断復旧します。 

 
 

‘初期設定１’または‘初期設定２’状態において、グローバル呼番号を持ち、状態不一致の通知の「状態

表示」メッセージを受信した場合、受信側レイヤ３エンティティはレイヤマネジメントへ通知し、このメッセ

ージによってそれ以上の動作はとりません。‘空’状態の場合、グローバル呼番号を持った「状態表示」メッ

セージの受信によって何の動作もとりません。 

（注） 高位レイヤのアクティビティ（例：システムまたはレイヤマネジメント）の結果による動作は、（「初

期設定」メッセージの再送を含めて）インプリメントに依存します。 

 
上記の場合を除いて、グローバル呼番号を持つ「状態表示」メッセージの受信時のエラー処理手順はインプ

リメントのオプションです。 
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５.９ ユーザ通知手順 

本手順は未提供です。 

本手順は、呼の‘通信中’状態において、任意の呼に関連したイベントを相手ユーザに通知することを網が

許可するものです。また、呼の‘通信中’状態において、 ユーザは“通知識別子”情報要素を含む「通知」メ

ッセージを網に送出することにより、任意の呼に関連したイベントを相手ユーザに通知することが可能です。

このメッセージの受信において、網は相手ユーザに同じ“通知識別子”情報要素を含む「通知」メッセージ 

を送出します。本メッセージの送信または受信によりインタフェースのいずれの側も状態変化は起しません。 
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５.１０ 基本テレコミュニケーションサービスの識別と選択 

伝達能力選択のための手順は、５.１１節に記述され高位レイヤ整合性選択のための手順は、５.１２ 

節に記述されます。 

この手順が使用される場合、ユーザが最初の“高位レイヤ整合性”情報要素と最初の“伝達能力” 

が整合していることを保証しなくてはなりません。 

テレサービスに関しては、網と着信ユーザは、“伝達能力”と“高位レイヤ整合性”情報要素の組

み合わせによって要求するテレサービスを識別します。パラメータの順序が基本テレコミュニケーシ

ョンサービスに対し定義されていない場合は、パラメータの順序は無視されます。パラメータの順序

が基本テレコミュニケーションサービスに対し定義される場合は、パラメータの順序はサービスの規

定の用途のために考慮されます。 

ベアラサービスについて、もし含まれるなら、“高位レイヤ整合性”情報要素は、サポートされた

テレサービスを識別しません。網は、“伝達能力”情報要素の値から要求されたベアラサービスを識

別します。 

 

（注１） 各々の基本テレコミュニケーションサービスに対して、そのサービスの伝達能力と、適用

されるならば、高位レイヤ整合性が設定されます。 

（注２） これらの要求条件が、付録２に従った全ての整合性情報要素の通信可能性を妨げてはなり

ません。 

 

 

未提供 未提供 
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５.１１ 伝達能力選択のための信号手順 
未提供 

この節で表す手順は、ＴＴＣ標準のオプショナルな部分となっていますが、ある種のベアラサービ

スとテレサービスの提供には必須の要求条件です。従って、発側ユーザと発側網との間及び着側網と

着側ユーザとの間のこれらの手順の提供には、双方の合意に基づき、例えばベアラサービスあるいは

テレサービスの提供のための各々のユーザに対する加入時の取り決めに従います。 

これらの手順は、呼または呼の要求が、完全にＩＳＤＮ内でルーチングされる場合にのみ適用しま

す。非ＩＳＤＮとのインタワークを含む状況には適用しません。 
 

（注） これらの手順に関連した“低位レイヤ整合性”情報要素の使用には、継続検討が必要であり

受信したいかなる“低位レイヤ整合性”情報要素の解釈も規定しません。 
 

５.１１.１ 伝達能力選択を許容することを示すための発側ユーザの手順

５.１１.１.１ 正常手順 

ベアラサービスあるいはテレサービスによっては、発側ユーザは次のことを示すことができます。 
 

i）他方の伝達能力へのフォールバックを許容する。 あるいは、

ii）他方の伝達能力へのフォールバックを許容していない。 
 

発呼ユーザが他方の伝達能力へのフォールバックを許容する場合、ユーザは呼を要求するために送

信する「呼設定」メッセージの中に“伝達能力”情報要素を繰り返すことによって網にこれを示しま

す。この手順は「呼設定」メッセージの中に最大２個の“伝達能力”情報要素を許容します。 

情報要素の順序は、伝達能力の優先順位を示します。“伝達能力”情報要素は優先順位の昇順にな

ります。すなわち、次に続く“伝達能力”情報要素は、高い優先順位を持った伝達能力を示します。

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、 

着側ユーザでフォールバックが起るか、あるいは、フォールバックが起こらない場合には、発側網は

発呼ユーザに送る「応答」メッセージの中に、結果として決まったベアラサービスまたはテレサービ 

スの“伝達能力”情報要素を含みます。 

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、

ＩＳＤＮ内でフォールバックが起こる場合には（例えば、伝達能力選択がサポートされていないかあ

るいは選択されたルートが優先伝達能力をサポートしていない場合）、発側網は発呼ユーザに送る

「経過表示」メッセージあるいは他の適当な「呼制御」メッセージに、“経過内容（＃５：インタワ

ーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービスが変更された）”を伴う“経過識別子” 

情報要素を含めます。発側網は、結果として決まったベアラサービスあるいはテレサービスの“伝達

能力”情報要素を含みます。 
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５.１１.１.２ 例外手順 

５.８節の手順が適用されますが、この際次の事項が含まれます。 

未提供 

 

ａ） 発呼ユーザが「応答」メッセージの中あるいは「応答」メッセージの前のある他の呼制御メッ

セージの中に、“伝達能力”情報要素を受信しない場合には、ユーザ、ベアラサービスあるい

はテレサービスは、ユーザが呼設定メッセージを含んだ最初の“伝達能力”情報要素に対応す

ると見なします。 

ｂ） 発呼ユーザが、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコミュニケーションサ

ービスが変更された）”を含む“経過識別子”情報要素に続いて、“経過内容（＃１：呼がＩ 

ＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”あるいは

“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”を含む“経過識別子”情報要素を受信した場

合は、最後に受信した“経過識別子”情報要素が考慮されます。“経過内容（＃１：呼がＩＳ 

ＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”あるいは、

“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”の場合は、ユーザは３．１kHz オーディオ情

報転送に使用できる回線交換モード６４kbit/s ８kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定

します。 
 

５.１１.２ 着側での伝達能力選択のための手順

５.１１.２.１ 正常手順 

発呼ユーザと網運用者が他方の伝達能力にフォールバックすることを許容するなら、着側網は、呼

要求の存在を示すために送信される「呼設定」メッセージの中に“伝達能力”情報要素を繰り返すこ

とによって着側ユーザにこれを示します。 

情報要素の順序は、伝達能力の優先順位を示します。“伝達能力”情報要素は優先順位の昇順にな

ります。すなわち、次に続く“伝達能力”情報要素は、高い優先順位を持った伝達能力を示します。

上述したように「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、ユ 

ーザがフォールバックなしに呼を受けつけようとする場合、ユーザは、網に送る「応答」メッセージ 

の中に、要求されたベアラサービスあるいはテレサービスの“伝達能力”情報要素を含めます。 

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、

ユーザが、低い優先順位である他方の伝達能力へのフォールバックを伴って呼を受け付けようとする

場合、ユーザは、網に送る「応答」メッセージの中に、他方のベアラサービスまたはテレサービスの

“伝達能力”情報要素を含めても構いませんが、含めなくても構いません。 

“伝達能力”情報要素が着呼ユーザによって示されていない場合、網は低い優先順位である伝達能

力が選択されたとみなします。 

呼要求の中にフォールバックが許容されていることが示されており、インタワーキングに遭遇しな

かった場合（すなわち、“経過内容（＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドではない。これ以降の経過

情報はインバンド信号となります）”、あるいは“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”が

送信されてこなかった場合）、着側網は、例え着呼ユーザから“伝達能力”情報要素を受信していな

いとしても、ベアラが設定される際に発側網に対し、結果として決まった伝達能力とコネクションタ

イプを示します。 
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ｂ） 網が、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコミュニケーションサービスが

変更された）”を含む“経過識別子”情報要素に続いて、“経過内容（＃１：非ＩＳＤＮ着側

呼がＩＳＤＮエンド・エンドではない。これ以降の経過情報はインバンドとなる）”あるいは

“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”を含む“経過識別子”情報要素を受信した場

合は、最後に受信した“経過識別子”情報要素が考慮される。“経過内容（＃１：呼がＩＳＤ 

Ｎエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”あるいは“経

過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”の場合は、網は３．１kHz オーディオ情報転送に

使用できる回線交換モード６４kbit/s ８kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定します。 

 

 

５.１１.２.２      

例外手順５.８節の手順が適用され 

未提供

 

５.１１.３ 私設ＩＳＤＮとのインタワーキングのための手順 

５.１１.３.１ 伝達能力選択が許容されていることを示すための発側ユーザの手順 

５.１１.１の手順が適用されます。 
 

５.１１.３.２ 公衆ＩＳＤＮの着側での伝達能力選択の手順

５.１１.３.２.１ 正常手順 

私設ＩＳＤＮが着側インタフェースでのアクセスに接続されている場合、次の手順が呼要求時に適

用されます。私設ＩＳＤＮは着呼ユーザとして動作します。 

発呼ユーザが他方の伝達能力にフォールバックすることを許容するなら、網は、これを呼要求の存

在を示すために送信される「呼設定」メッセージの中に“伝達能力”情報要素を繰り返すことによっ

て着側ユーザにこれを示します。 

情報要素の順序は、伝達能力の優先順位を示す。“伝達能力”情報要素は優先順位の昇順になりま

す。すなわち次に続く“伝達能力”情報要素は、高い優先順位を持った伝達能力を示します。 

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、 

（私設ＩＳＤＮより先の）着側ユーザにおいて、フォールバックが起こるかあるいはフォールバック

が起こらない場合、ユーザは、網に送信する「応答」メッセージの中に結果として決まったベアラサ

ービスまたはテレサービスの“伝達能力”情報要素を含めます。 

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、

フォールバックが私設ＩＳＤＮ内で起こる場合、ユーザは、網に送信する「経過表示」メッセージあ

るいは他の適当な呼制御メッセージの中に、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコ

ミュニケーションサービスが変更された）”を含む“経過識別子”情報要素を含めます。ユーザは結

果として決まったベアラサービスまたはテレサービスの“伝達能力”情報要素を含めます。 
 

５.１１.３.２.２ 例外手順 

５.８節の手順が適用されますが、この際次の事項が含まれます。 
 

ａ） 網が、「応答」メッセージの中あるいは応答メッセージの前のある他の呼の呼制御メッセージ

の中に、“伝達能力”情報要素を受信しない場合には、網は、ベアラサービスあるいはテレサ

ービスは、ユーザが「呼設定」メッセージに含んだ最初の“伝達能力”情報要素に対応する 

と見なします。 
 

（注） これに加え、経過内容＃１または＃２が「応答」メッセージで返送されないなら、経過内容 

＃５が「応答」メッセージで発呼ユーザに返送されます。低い優先順位の“伝達能力”情報要

素も「応答」メッセージで返送されます。 

 

 

 

未提供 

ます。 

未提供 
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５.１２ 高位レイヤ整合性選択のための信号手順 
未提供 

本節の手順は、ＴＴＣ標準のオプショナルな部分であるが、ある種のテレサービスの提供には必須

の要求条件です。したがって、発側ユーザと発側網の間及び着側網と着側ユーザの間のこれらの手順

の提供は、双方の合意に基づき、例えばテレサービスの提供のための各々のユーザに対する加入時の

取決めに従います。これらの手順は、呼または呼の要求が、完全にＩＳＤＮ内でルーチングされる場

合にのみ適用します。非ＩＳＤＮとのインタワークを含む状況には適用しません。 
 

５.１２.１ 高位レイヤ整合性選択を許容することを示すための発側ユーザの手順

５.１２.１.１ 正常手順 

網によっては、発側ユーザは次のことを示すことができます。 
 

i）他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを許容する。あるいは、

ii）他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを許容していない。 
 

発呼ユーザが他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを許容する場合、ユーザは呼を要求する

ために送信する「呼設定」メッセージの中に“高位レイヤ整合性”情報要素を繰り返すことによって

網にこれを示します。この手順は、「呼設定」メッセージの中に最大２個の“高位レイヤ整合性”情

報要素を許容します。 

情報要素の順序は、優先順位の昇順になります。すなわち、次に続く“高位レイヤ整合性”情報要

素は、高い優先順位を持った高位レイヤ整合性を示します。 

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、

着側ユーザでフォールバックが起こるか、あるいはフォールバックが起こらない場合には、発側網は

発呼ユーザに送る「応答」メッセージの中に選択された“高位レイヤ整合性”情報要素を含みます。

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、Ｉ

ＳＤＮ内でフォールバックが起こる場合には、発側網は発呼ユーザに送信する「経過表示」メッセー

ジあるいは他の適当な呼制御メッセージに、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコ

ミュニケーションサービスが変更された）”を伴う“経過識別子”情報要素を含みます。発側網は 

結果として決まった高位レイヤ整合性の“高位レイヤ整合性”情報要素を含みます。 
 

５.１２.１.２ 例外手順 

５.８節の手順が適用されますが、この際次の事項が含まれます。 
 

ａ） 発呼ユーザが「応答」メッセージの中あるいは「応答」メッセージの前のある他の呼の呼制御

メッセージの中に、“高位レイヤ整合性”情報要素を受信しない場合には、ユーザが高位レイ

ヤ整合性は不定であると見なします。 
 

（注） 次に続く情報チャネル内でのインバンドプロトコルにより、高位レイヤ整合性の確認が可能

である場合もあります。 
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未提供 

ｂ） 発呼ユーザが、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコミュニケーションサ

ービスが変更された）”を含む“経過識別子”情報要素に続いて、“経過内容（＃１：呼がＩ 

ＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”あるいは

“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”を含む“経過識別子”情報要素を受信した場

合は、最後に受信した“経過識別子”情報要素が考慮されます。“経過内容（＃１：呼がＩＳ 

ＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”あるいは、

“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”の場合は、ユーザは３．１kHz オーディオ情

報転送に使用できる回線交換モード６４kbit/s ８kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定

します。 
 

５.１２.２ 着側での高位レイヤ整合性選択のための手順

５.１２.２.１ 正常手順 

発呼ユーザと網運用者が他方の高位レイヤ整合性選択を許容するなら、着側網は、呼要求の存在を

示すために送信される「呼設定」メッセージの中に“高位レイヤ整合性”情報要素を繰り返すことに

よって着側ユーザにこれを示します。 

情報要素の順序は、優先順位の昇順になります。すなわち、次に続く“高位レイヤ整合性”情報要

素は、高い優先順位を持った高位レイヤ整合性を示します。 

上述したように「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、ユ

ーザがフォールバックなしに呼を受けつけようとする場合、ユーザは、網に送る「応答」メッセージ

の中に、要求された高位レイヤ整合性の“高位レイヤ整合性”情報要素を含めます。 

上述したように、「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、

ユーザが、低い優先順位である他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを伴って呼を受け付けよ

うとする場合、ユーザは、網に送る「応答」メッセージの中に、他方の高位レイヤ整合性の“高位レ

イヤ整合性”情報要素を含めてもかまいませんが、含めなくてもかまいません。 

“高位レイヤ整合性”情報要素が着呼ユーザによって示されていない場合、網は低い優先順位であ

る高位レイヤ整合性が選択されたとみなします。 

呼要求の中にフォールバックが許容されていることが示されており、インタワーキングに遭遇しな

かった場合（すなわち、“経過内容（＃１：呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情

報はインバンド信号となります）”、あるいは“経過内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”が送

信されてこなかった場合）、着側網は例え着側ユーザから“高位レイヤ整合性”情報要素を受信して

いないとしても、ベアラが設定される際に発側網に対し、結果として決まった“高位レイヤ整合性” 

を示します。 
 

５.１２.２.２ 例外手順 

５.８節の手順が適用されます。 
 

５.１２.３ 私設ＩＳＤＮとのインタワーキングのための手順 

５.１２.３.１ 高位レイヤ整合性選択が許容されていることを示すための発側ユーザの手順 

５.１２.１の手順が適用されます。 
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５.１２.３.２ 公衆ＩＳＤＮの着側での高位レイヤ整合性選択の手順

５.１２.３.２.１ 正常手順 

未提供 

私設ＩＳＤＮが着側インタフェースでのアクセスに接続されている場合、次の手順が呼要求時に適

用される。私設ＩＳＤＮは着呼ユーザとして動作します。 

発呼ユーザが他方の高位レイヤ整合性にフォールバックすることを許容するなら、網は、これを呼

要求の存在を示すために送信される「呼設定」メッセージの中に“高位レイヤ整合性”情報要素を繰

り返すことによって着側ユーザにこれを示します。 

情報要素の順序は、優先順位の昇順になります。すなわち次に続く“高位レイヤ整合性”情報要素

は、高い優先順位を持った高位レイヤ整合性を示します。 

上述したように「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、

（ 私設ＩＳＤＮより先の）着側ユーザにおいて、フォールバックが起こるかあるいはフォールバック

が起こらない場合、ユーザは、網に送信する「応答」メッセージの中に結果として決まった高位レイ

ヤ整合性の“高位レイヤ整合性”情報要素を含めます。 

上述したように「呼設定」メッセージの中にフォールバックが許容されることが示されており、フ

ォールバックが私設ＩＳＤＮ内で起こる場合、ユーザは、網に送信する「経過表示」メッセージある

いは他の適当な呼制御メッセージの中に、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコミ

ュニケーションサービスが変更された。）”を含む“経過識別子”情報要素を含めます。ユーザは結

果として決まった高位レイヤ整合性の“高位レイヤ整合性”情報要素を含めます。 
 

５.１２.３.２.２ 例外手順 

５.８節の手順が適用されますが、この際次の事項が含まれます。 
 

ａ） 網が、「応答」メッセージの中あるいは応答メッセージの前のある他の呼制御メッセージの中

に、“高位レイヤ整合性”情報要素を受信しない場合には、網は、高位レイヤ整合性は不定で

あると見なします。 
 

（注） 次に続く情報チャネル内でのインバンドプロトコルにより、高位レイヤ整合性の確認が可能

なこともあります。 
 

ｂ） 網が、“経過内容（＃５：インタワーキングが発生し、テレコミュニケーションサービスが

変更された）”を含む“経過識別子”情報要素に続いて、“経過内容（＃１：呼がＩＳＤＮエ

ンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”、あるいは“経過

内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”を含む“経過識別子”情報要素を受信した場合は、

最後に受信した“経過識別子”情報要素が考慮されます。“経過内容（＃１：呼がＩＳＤＮエ

ンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンド信号となります）”あるいは、“経過

内容（＃２：非ＩＳＤＮ着側アドレス）”の場合は、網は３．１kHz オーディオ情報転送に使

用できる回線交換モード６４kbit/s ８kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定します。 



             ６. ユーザ信号ベアラサービス呼制御手順 

                                                                         

６.１ 概  要   

 本サービスは、回線交換呼を設定することなしにユーザ・ユーザ信号により通信することをユーザ  

に許可します。  

 一時的信号接続が回線交換呼の制御と同様の方法で設定され、解放されます。  

  

６.２ 呼設定  

 呼設定手順は、以下の修正も含め節５.１、５.２で規定したとおりです。  

 発呼要求時、発信ユーザは“伝達能力”及び“チャネル識別子”情報要素によりＳＡＰＩ＝０の一  

時的信号接続を識別する「呼設定」メッセージを送出します。  

 「呼設定」メッセージでは、これを表示するため以下のように符号化されます。  

  

 ・伝達能力情報要素  

   情報転送能力         ： 非制限ディジタル情報  

   転送モード          ： パケット  

   ユーザ情報レイヤ２プロトコル ： ＪＴ－Ｑ９２１  

   ユーザ情報レイヤ３プロトコル ： ＪＴ－Ｑ９３１  

 ・チャネル識別子情報要素  

   変更不可表示         ： 変更不可  

   Ｄチャネル選択表示      ： Ｄチャネルである  

   情報チャネル選択       ： チャネルなし  

  

 要求された一時的信号接続サービスは認められていない、又は有効でないと判断した場合、網は以  

下に示す理由表示のうちの１つを用いて、５.３.２ａ節または５.３.２ｃ節に従って呼の切断復旧を  

開始します。  

 ａ ＃５７“伝達能力不許可”  

 ｂ ＃５８“現在利用不可伝達能力”  

 ｃ ＃６３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”  

 ｄ ＃６５“未提供伝達能力指定”  

  

 着信ユーザは、発信ユーザに対し「応答」メッセージを送出することにより、一時的信号接続要求  

を受け付けます。  

 着信ユーザは、「応答確認」メッセージの受信後「ユーザ情報」メッセージの送出を開始すること  

ができます。  

 発信ユーザは、「応答」メッセージを受信すると、「ユーザ情報」メッセージの送出を開始するこ  

とができます。  

  

  

  

未提供 
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６.３ 「ユーザ情報」メッセージの転送   

 一時的信号接続が設定された後、両者ユーザはユーザ・網インタフェースを介して「ユーザ情報」  

メッセージを転送することにより両者間の情報を交換することができます。  

 網は発側から着側、又はその逆にそのようなメッセージの転送を提供します。「ユーザ情報」メッ  

セージは、“呼番号”、“プロトコル識別子”、４.５.２.９節で規定される“ユーザ・ユーザ”情報要  

素を含んでいます。“モアデータ”情報要素は生成ユーザから相手ユーザに同じブロックに属する情  

報を含む他の「ユーザ情報」メッセージが続くことを表示するため、「ユーザ情報」メッセージに含  

まれる場合があります。  

 “モアデータ”情報要素の利用は網によって監視されません。  

  

６.４ 「ユーザ情報」メッセージの輻輳制御  

 網またはユーザは必要な場合、輻輳制御レベルの情報要素を含んだ「輻輳制御」メッセージによっ  

て、ユーザまたは網からの「ユーザ情報」メッセージも転送のフロー制御を行います。輻輳制御レベ  

ルの２つの通知は、受信不可と受信可とに規定されます。受信不可通知を受信した場合、ユーザまた  

は網は「ユーザ情報」メッセージ送信を中断しなくてはなりません。受信可通知を受信した場合には  

送信は再開されます。受信不可通知を送信した後で、網またはユーザは引き続いて受信した「ユーザ  

情報」メッセージを破棄します。「ユーザ情報」メッセージを破棄した場合、いつでも可能ならば網  

またはユーザは受信不可通知の「輻輳制御」メッセージを送信します。  

 「輻輳制御」メッセージには 理由表示（＃４３：アクセス情報破棄）”も含まれます。  

 受信可通知の受信は次の受信可通知を受信する以前に“ｎ”個を超える「ユーザ情報」メッセージ  

が送信されないことを示します。  

 ｎの初期値がバーストパラメータｘに等しいときは、それぞれの方向にｎ個のメッセージの送信に  

対するバースト能力が可能です。ｎの値はユーザがメッセージを受信する毎に１づつ減少され、一定  

の期間Ｔ（Ｔ＝１０秒）毎にｙづつ増加されます。但し、ｎはｘを超えません。すなわちｎ＋ｙ≦ｘ  

となります。  

  バーストパラメータｘは、ｘ＝１６に、  

  補充パラメータｙは、ｙ＝８に設定されます。  

  

（注） 網によってはさらに大きなｘとｙの値をサポートしますが、国際インタフェースに跨がる場  

   合のｘとｙは上記の値に設定されなければなりません。ユーザ－網間の合意なしにさらに大き  

   な値を使用する場合は、網は適切な動作を取る必要があります。  

  

 網は、網の設定した輻輳の限界を超えて「ユーザ情報」メッセージを受信した場合、処理できない  

メッセージを破棄し、最初に破棄されたメッセージに対して輻輳制御通知で応答します。また網はフ  

ロー制御の制限の解除後最初に受信する「ユーザ情報」メッセージに対して、さらにメッセージが送  

信可能である通知を返送することにより応答します。  

 輻輳制御手順そのものはローカルな手順と見なされるべきです。輻輳制御手順のリモートへの適用  

は将来の課題です。  
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６.５ 呼切断復旧   

 一時的信号接続の切断復旧はユーザ又は網により「解放」メッセージを送出することにより開始で  

きます。  

 引き続く切断復旧手順、含まれるタイマは５.３.３節及び５.３.４節の回線交換接続の切断復旧と  

同様です。  

  

未提供 
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       ７. 回線交換モードマルチレート（６４kbit/sベースレート）手順 

  

 本章では、回線交換モードマルチレート（６４kbit/sベースレート）伝達能力をサポートする場合の
 

Ｄチャネル信号方式の手順について記述します。  

 これらの手順は、サポートされる伝達能力またはテレサービスがマルチレート（６４kbit/sべース  

レート）の伝達能力を必要とする場合に不可欠ですが、それ以外の場合には不要です。  

 以下に示された場合を除き、５章の手順を適用する必要があります。  

  

７.１ 発側インタフェースでの呼設定  

７.１.１ 整合性情報  

 伝達能力情報要素は以下の例外手順を除き、４.５.５節（伝達能力）と同様にコード化しなければな  

りません。  

  

 ⅰ） オクテット３は、非制限ディジタル情報としてコード化されなければなりません。  

 ⅱ） オクテット４は、回線交換モードとしてコード化し、情報転送速度（ビット５～１）は以下  

   のようにコード化しなければなりません。  

  

   ビット ５４３２１  回線交換モード  

       １１０００  マルチレート（６４kbit/sベースレート）  

  

 ⅲ） オクテット４１（レートマルチプライヤ）を含めなくてはなりません。ビット８は拡張用で  

   １に設定しなければなりません。ビット７～１には、情報転送速度サブフィールドに含まれる  

   マルチレートコードポイントに適用されるレートマルチプライヤの２進コードが含まれます。  

   ビット１は、最下位ビットです。レートマルチプライヤの値の範囲は２～３０であり、他の全  

   て値は予約されています。オクテット４１は転送速度がマルチレート用にコード化されている  

   場合にのみ含まれます。  

  

（注） 情報転送速度が、３８４kbit/s、または１５３６kbit/sの時は、マルチレート（６４kbit/s  

   ベースレート）コードポイントと関連するレートマルチレプライヤフィールドを使用する代わ  

   りに“伝達能力”情報要素内の情報転送速度を、それぞれ３８４kbit/s（１００１１）、１５  

   ３６kbit/s（１０１０１）としてコード化することが可能です。  

  

７.１.２ チャネル選択  

 マルチレート呼のために選択されるチャネルは１つのインタフェース上にあり、また「呼設定」メ  

ッセージで表示されなければなりません。チャネル選択は５.１.２節及び５.２.３.１節の手順に従  

わなければなりません。  

 “チャネル識別子”情報要素は、４.５.１３節に従ってコード化されます。  

  

  

  

未提供 
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 識別されるチャネル数は“伝達能力”情報要素で示される情報転送速度を示すものでなければなり 
 

ません。“チャネル識別子”情報要素内のチャネルまたはインタフェースで示された情報転送速度が  

“伝達能力”情報要素内の情報伝達速度と一致しない場合は、５.８.６.２節の手順を適用しなけれ  

ばなりません。  

 着呼及び発呼で選択されたチャネルが各々別のタイムスロットから構成されない時は、チャネル選  

択の競合が発生します。チャネル選択の競合が発生した場合は、５.７節の手順を適用しなくてはなり  

ません。  

 網はアクセスにおいて以下の処理のいずれか、または両方を行うことがあります。  

  

 ⅰ） 連続チャネル割当（各チャネルは１つのインタフェース内で連続していなければならない）  

 ii） 非連続チャネルの割当（各チャネルは１つのインタフェース内で連続または非連続とするこ  

   とができる）  

  

 網は、３８４kbit/s及び／または（２０４８kbit/sのインタフェースにおいて）１５３６kbit/sが  

指定された連続タイムスロットを占有することが必要な場合もあります（ＴＴＣ標準  Ｉ４３１付録  

１、ＴＴＣ標準―Ｉ４３１―ｂ付録１、２を参照）。  

 一次群速度インタフェースのインタフェース全体が使用される場合（すなわち、１５３６kbit/sの  

インタフェースで２４Ｂチャネルが使用されている場合）、“チャネル識別子”情報要素のオクテッ  

ト３.２及び３.３を含んではいけません。基本アクセスインタフェース全体が使用されている場合（す  

なわち２Ｂチャネルが使用されている場合）、“チャネル識別子”情報要素のオクテット３.２及び３  

.３が含まれてはいけません。また情報チャネル選択は“１１”任意チャネルとしてコード化する必要  

があります。  

 ５.１.２節のａ）及びｂ）の場合で、示された情報チャネル全てが利用可能な場合、網は呼に対して  

それらを選択します。  

 ｂ）の場合で、要求された情報チャネルを網が許容できない場合は、Ｄチャネルに関した同一アク  

セス上の他の利用可能な情報チャネルを選択して、要求されたが利用できない情報チャネルと置き換  

えるか、または全ての情報チャネルをＤチャネルにより制御されるほかのインタフェースより選択し  

ます。  

  

（注） 利用できない情報チャネルのみを変更するか、または全ての情報チャネルを変更するかは、  

   今後の検討課題です。  

  

 ｃ）の場合、網は利用可能な適切な情報チャネルを選択します。  

 ａ）の場合で、指定された情報チャネルが利用できない場合、またはｂ）及びｃ）の場合で、利用  

可能な情報チャネルが不十分な場合、網は５３節に記述されているように“理由表示（＃４４：要求  

回線／チャネル利用不可）”、または“理由表示（＃３４：利用回線／チャネルなし）”を含む「解  

放完了」メッセージを送信します。  

 理由表示値の使用方法は次のように示されます。  

  

未提供 
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 １） 発信のユーザまたは着信のユーザがマルチレート回線モード伝達能力の許可されたユーザで 
 

   ない時は、“理由表示（＃５７：伝達能力不許可）”が発信ユーザに返送されます。  

 ２） （公衆または私設）網が指定された転送速度または伝達能力をサポートできない時は、“理  

   由表示（＃６５：未提供伝達能力指定）”が発信ユーザに返送されます。  

 ３） １つのインタフェースでのチャネル数が、要求された情報転送速度をサポートするには不十  

   分な時は、“理由表示（＃３４：利用回線／チャネルなし）”、または“理由表示（＃１７：  

   着ユーザビジー）”を発信ユーザに返送します。  

  

７.１.３ インタワーキング  

 以下のそれぞれの間で相互接続が可能である。  

  

 １） 情報転送速度が６４kbit/sの場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、  

   ６４kbit/s非制限回線モードサービスに加入したユーザ。  

 ２） 情報転送速度が３８４kbit/sの場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと  

   ３８４kbit/s非制限回線モードサービスに加入したユーザ。  

 ３） 情報転送速度が１５３６kbit/sの場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザ  

   と、１５３６kbit/s非制限回線モードサービスに加入したユーザ。  

  

 その他の情報転送速度が指定された時は、マルチレート回線モード伝達能力と他のサービス間の相  

互接続は不可能です。  

  

７.２ 着側インタフェースでの呼設定  

７.２.１ 整合性情報  

 “伝達能力”情報要素は、以下の例外事例を除き４.５.５節（伝達能力）と同様にコード化されなけ  

ればなりません。  

  

 １） オクテット３は、非制限ディジタル情報としてコード化されなければなりません。  

 ２） オクテット４は、回線交換モードとしてコード化し、情報転送速度（ビット５～１）は以下  

   のようにコード化されなくてはなりません。  

  

   ビット ５４３２１  回線交換モード  

       １１０００  マルチレート（６４kbit/sベースレート）  

  

 ３） オクテット４.１（レートマルチプライヤ）を含めなければなりません。ビット８は拡張用で  

  １に設定しなければなりません。ビット７～１には、情報転送速度サブフィールドに含まれるマ  

  ルチレートコードポイントに適用されるレートマルチプライヤの２進コードが含まれます。ビッ  

  ト１は、最下位ビットです。レートマルチプライヤの値の範囲は２～３０であり、他のすべての  

  値は予約されています。オクテット４.１は転送速度がマルチレート用にコード化されている場合  

  にのみ含まれます。  

未提供 
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（注） 情報転送速度が、３８４kbit/sまたは１５３６kbit/sの時は、マルチレート（６４kbit/sベ 
 

   ースレート）コードポイントと関連するレートマルチプライヤフィールドを使用する代わりに  

   “伝達能力”情報要素内の情報転送速度を、それぞれ３８４kbit/s（１００１１）、１５３６  

   kbit/s（１０１０１）としてコード化することが可能です。  

  

７.２.２ チャネル選択  

 マルチレート呼のために選択されるチャネルは１つのインタフェース上にあり、また「呼設定」メ  

ッセージで表示されなければなりません。チャネル選択は５.１.２節及び５.２.３.１節の手順に従わ  

なければなりません。  

 “チャネル識別子”情報要素は、４.５.１３節に従ってコード化されます。  

 識別されるチャネル数は“伝達能力”情報要素で示される情報転送速度を示すものでなければなり  

ません。“チャネル識別子”情報要素内のチャネルまたはインタフェースで示された情報転送速度が  

“伝達能力”情報要素内の情報転送速度と一致しない場合は、５.８.６.２節の手順を適用しなければな  

りません。  

 着呼及び発呼で選択されたチャネルが、各々別のタイムスロットから構成されない時は、チャネル  

選択の競合が発生します。チャネル選択の競合が発生した場合は、５.７節の手順を適用しなくてはな  

りません。  

 網はアクセスにおいて以下の処理のいずれか、または両方を行うことがあります。  

  

  i） 連続チャネル割当（各チャネルは１つのインタフェース内で連続していなければならない）  

 ii） 非連続チャネルの割当（各チャネルは１つのインタフェース内で連続または非連続とするこ  

   とができる）  

  

 網は、３８４kbit/s及び／または（２０４８kbit/sのインタフェースにおいて）１５３６kbit/sが  

指定された連続タイムスロットを占有することが必要な場合もあります（ＴＴＣ標準  Ｉ４３１付録  

１、ＴＴＣ標準─Ｉ４３１─ｂ付録１、２を参照）。  

 一次群速度インタフェースのインタフェース全体が使用される場合（すなわち、１５３６kbit/sの  

インタフェースで２４Ｂチャネルが使用されている場合）、“チャネル識別子”情報要素のオクテッ  

ト３.２及び３.３を含んではいけません。基本アクセスインタフェースのインタフェース全体が使用さ  

れている場合（すなわち２Ｂチャネルが使用されている場合）、“チャネル識別子”情報要素のオク  

テット３.２及び３.３が含まれてはいけません。また情報チャネル選択は“１１”任意チャネルとして  

コード化する必要があります。  

 理由表示値の使用方法は次のように示されます。  
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 １） （公衆または私設）網が指定された転送速度または伝達能力をサポートできない時は、“理 
 

   由表示（＃６５：未提供伝達能力指定）”が発信ユーザに返送されます。  

 ２） 発信ユーザがマルチレートサービスに加入していないユーザの呼出しを行おうとした時は、  

  “理由表示（＃５７：伝達能力不許可）”が発信ユーザに返送されます。  

 ３） １つのインタフェースでのチャネル数が、要求された情報転送速度をサポートするには不十  

   分な時は、“理由表示（＃３４：利用回線／チャネルなし）”、または“理由表示（＃１７：  

   着ユーザビジー）”を発信ユーザに返送します。  

  

７.２.２.１ ポイント・ポイント構成  

 ５.２.３.１節の１）及び２）の場合で、示されたトラヒックチャネルが全て利用可能な場合、ユ  

ーザはそれらを呼処理のために選択しなければなりません。  

 ２）の場合で、要求されたアクセスチャネルをユーザが許容できない場合は、Ｄチャネルに関連し  

同じアクセス上の他の利用可能なアクセスチャネルを選択して、要求されたが利用できないアクセス  

チャネルと置き換えるか、またはＤチャネルにより制御される他のインタフェース上のチャネルを選  

択しなければなりません。  

  

（注） 利用できない情報チャネルのみを変更するか、または全ての情報チャネルを変更するかは、  

   今後の検討課題です。  

  

 ３）の場合、ユーザは利用可能な適切なアクセスチャネルを選択しなければなりません。  

 １）の場合で、指定されたアクセスチャネルが利用できない場合、または２）及び３）の場合で利  

用可能なアクセスチャネルが不十分な場合、ユーザは５３３節に記述されているように、“理由表示  

（＃３４：利用回線／チャネルなし）”を含む「解放完了」メッセージを送信します。  

  

７.２.２.２ ポイント・マルチポイント構成  

 ５.２.３.２節の１）の場合で、示されたトラヒックチャネルが全て利用可能な場合、ユーザはそ  

れらを呼処理のために選択しなければなりません。  

  

７.２.３ インタワーキング  

 以下のそれぞれの間で相互接続が可能である。  

 １） 情報転送速度が６４kbit/sの場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、  

   ６４kbit/s非制限回線モードサービスに加入したユーザ。  

 ２） 情報転送速度が３８４kbit/sの場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと  

   ３８４kbit/s非制限回線モードサービスに加入したユーザ。  

 ３） 情報転送速度が１５３６kbit/sの場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザ  

   と、１５３６kbit/s非制限回線モードサービスに加入したユーザ。  

  

 その他の情報転送速度が指定された時は、マルチレート回線モード伝達能力と他のサービス間の相  

互接続は不可能です。 

 

 

未提供 
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７.３ 呼の切断復旧   

 ユーザ、または網によって呼が切断復旧された場合、その呼に関連する全てのチャネルが切断され  

なければなりません。  

  

７.４ 初期設定手順  

 情報チャネルは、マルチレート伝達能力内での使用と無関係に初期設定は可能である。１つの情報  

チャネルが初期設定された場合、レイヤ３エンティティは呼を切断しなければなりません。  

  

７.５ 呼の再接続  

 ５.６節の手順は適用されません。  

  

未提供 
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                 ８. システムパラメータ 

  

８.１ 網側のタイマ 

 インタフェースの網側で規定するタイマ条件を表８.１に示します。 

              表８.１ 網側のタイマ条件（１／２） 

タイマNo タイマ値   状 態  開始条件   正常停止条件   １回目ﾀｲﾑｱｳﾄ   ２回目ﾀｲﾑｱｳﾄ 

Ｔ３０１  ３分   呼出中 「呼出」受信 「応答」受信 呼を切断復旧する タイマ再設定無 

Ｔ３０３  ４秒   着 呼 「呼設定」送 ・Ｐ－Ｍの場合 ・Ｐ－Ｍの場合 網コネクション 

 （注１）  信 「呼出」、「応 「呼設定」再送 解放 

    答」、「呼設定 Ｔ３０３、Ｔ３ ・Ｐ－Ｍの場合 

    受付」又は「呼 １２再設定 「呼破棄」状態 

    設定確認」受信 ・Ｐ－Ｐの場合 に遷移 

    ・Ｐ－Ｐの場合 「呼設定」再送 ・Ｐ－Ｐの場合 

    Ｐ－Ｍの場合に Ｔ３０３再設定 「空」状態に遷 

    「解放完了」受 ・「解放完了」 移 

    信を追加  受信の場合  

      呼を解放  

Ｔ３０５   ３０秒 切断通知 “経過識別子 「解放」又は「 「解放」送信 タイマ再設定無 

   （＃８）”無 切断」受信   

   しの「切断」    

   送信    

Ｔ３０６   ３０秒 切断通知 “経過識別子 「解放」又は「 トーン／アナウ タイマ再設定無 

 （注２）  （＃８）”有 切断」受信 ンス送出停止、  

   りの「切断」  「解放」送信  

   送信    

Ｔ３０７ １８０秒    空 「中断確認」 「再開確認」送 網コネクション タイマ再設定無 

   送信 信 解放、呼番号解  

     放  

Ｔ３０８  ４秒 解放要求 「解放」送信 「解放完了」又 「解放」再送、 「空」状態に遷 

 （注１）   は「解放」受信 Ｔ３０８再設定 移 

Ｔ３０９   ９０秒   任 意 データリンク データリンク再 網コネクション タイマ再設定無 

   レイヤ切断 接続 解放、情報チャ  

     ネル、呼番号解  

     放  

Ｔ３１０   １０秒 着呼受付 「呼設定受付 「呼出」、「応 「切断」送信 タイマ再設定無 

 （注４）  」受信 答」又は「切断   

    」受信   

    「切断」受信時   

    は、理由保持、   

    タイマ継続   

Ｔ３１２ Ｔ３０３ 着呼、 呼 「呼設定」送 タイムアウト    （注５） タイマ再設定無 

（Ｐ－Ｍ  ＋２秒 破棄等 信又は再送信    

 の場合       

 のみ）       

Ｔ３１４  ４秒 分割され メッセージセ 最終セグメント メッセージを廃 タイマ再設定無 

  たメッセ グメント受信 メッセージ受信 棄する  

（注７）  ージ受信     

Ｔ３１６ １２０秒 初期設定 「初期設定」 「初期設定確認 「初期設定」再 「初期設定」再 

（注９）  要求 送信 」受信 送 送（数回）（注11）

Ｔ３１７ （注６） 初期設定 「初期設定」 呼番号の内部解 保守通知 タイマ再設定無 

（注９）   受信 放   
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              表８.１ 網側のタイマ条件（２／２） 

タイマNo タイマ値   状 態  開始条件   正常停止条件   １回目ﾀｲﾑｱｳﾄ   ２回目ﾀｲﾑｱｳﾄ  

Ｔ３２０   ３０秒 ａ ａ 発呼要求ﾊ゚ ｹｯﾄ受 ａ タイマ再設定無  

（注７）  Ｂﾁｬﾈﾙ Ｂﾁｬﾈﾙｱｸｾｽ 信又は着呼ﾊ゚ ｹｯﾄ Ｂﾁｬﾈﾙｱｸｾｽﾘﾝｸﾚ   

   ｱｸｾｽ 「応答」送信 送出又は「切断 ｲﾔを切断し切断   

  ：通信中 又は受信 」受信又はＤﾁｬ 復旧を開始   

    ﾈﾙｱｸｾｽにおいて    

  ｂ ｂ ＤＬ－解放－表 ｂ   

  Ｄﾁｬﾈﾙ Ｄﾁｬﾈﾙｱｸｾｽ 示受信 Ｄﾁｬﾈﾙｱｸｾｽ   

   ｱｸｾｽ ＤＬ－設定－  ＤＬ－解放－要   

  ：空 確認又は  求を送信   

   ＤＬ－設定－     

   表示受信     

        

   ｃ     

   最後の論理ﾁｬ     

   ﾈﾙの切断復旧     

   時     

Ｔ３２１   ３０秒 全ての呼 Ｄチャネル レイヤ３メッセ 両方のＤﾁｬﾈﾙに タイマ再設定無  

（注８）  状態 故障 ージへの応答受 ＤＬ－設定－要   

    信 求を送信   

Ｔ３２２  ４秒 全ての呼 「状態問合」 「状態表示」「 「状態問合」は 「状態問合」は  

（注10）  状態 送信 切断」「解放」 数回再送信して 数回再送信して  

    「解放完了」受 もよい もよい  

    信    （注12）    （注12）  

 （注１）  このデフォルト値は、データリンクレイヤでのデフォルト値の使用を前提としています。 

 （注２）  タイマＴ３０６の値は、アナウンスの長さによります。 

（注３） 保守状態として何の動作もとらず、「空」状態にします。  

 （注４） タイマＴ３１０の値は、私設網の特性を考慮して変わる可能性があります。 

 （注５） 「呼破棄」状態において、呼番号は解放されます。その他の状態では何の動作も取られません。   

 （注６） このタイマ値は、インプリメントによりますが、Ｔ３１６以下の値です。 

    

（注７） メッセージ分割手順を行う場合は必須です。    
未提供 

   

（注８） Ｄチャネルバックアップ手順を行う場合は必須です。    
未提供 

 （注９） 初期設定手順を行う場合は必須です。 

 （注10） 状態問合手順を行う場合は必須です。 

（注11） 当面、ＩＮＳネットにおいては再送回数は、１回です。したがって、２回目タイムアウト  

    時は、再送は行いません。  

 

（注12） 当面、ＩＮＳネットにおいては再送を行いません。  
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８.２ ユーザ側のタイマ 

 インタフェースのユーザ側で規定するタイマ条件を表８.２に示します。 

  

               表８.２ ユーザ側のタイマ条件 

タイマNo タイマ値 〓 状 態  開始条件 〓 正常停止条件  １回目ﾀｲﾑｱｳﾄ   ２回目ﾀｲﾑｱｳﾄ  

Ｔ３０１ ３分以上 呼出通知 「呼出」受信 「応答」受信 呼を切断復旧す タイマ再設定無  

（注６）     る   

Ｔ３０３  ４秒 〓 発 呼 「呼設定」送 「呼設定受付」 「呼設定」再送 内部の接続を切  

（注６）   信 「呼設定確認」 Ｔ３０３再設定 断復旧し「解放  

    「呼出」「応答  完了」を送信、  

    」又は「解放完  ‘空’状態へ遷  

    了」受信  移  

Ｔ３０５ 〓 ３０秒 切断要求 「切断」送信 「解放」又は「 「解放」送信 タイマ再設定無  

    切断」受信    

Ｔ３０８  ４秒 解放要求 「解放」送信 「解放完了」又 「解放」再送 情報チャネル保  

    は「解放」受信 Ｔ３０８再設定 守状態、呼番号  

      解放  

Ｔ３０９   ９０秒 任意状態 データリンク データリンク再 内部コネクショ タイマ再設定無  

（注１）   切断 接続 ン解放、情報チ   

     ャネル及び呼番   

     号解放   

Ｔ３１０ （注５） 発呼受付 「呼設定受付 「呼出」「応答 「切断」送信 タイマ再設定無  

（注５）   」受信 」「切断」又は    

（注６）    「経過表示」受    

    信    

Ｔ３１３  ４秒   応 答 「応答」送信 「応答確認」受 「切断」送信 タイマ再設定無  

    信    

Ｔ３１４  ４秒 分割され メッセージセ 最終セグメント メッセージを破 タイマ再設定無  

  たメッセ グメント受信 メッセージ受信 棄する   

（注７）  ージ受信      

Ｔ３１６ １２０秒 初期設定 「初期設定」 「初期設定確認 「初期設定」再 「初期設定」再  

（注２）  要求 送信 」受信 送 送（数回）  

Ｔ３１７ （注３） 初期設定 「初期設定」 呼番号の内部解 保守通知 タイマ再設定無  

（注２）   受信 放時    

Ｔ３１８  ４秒 再開要求 「再開」送信 「再開確認」又 理由表示＃１０ タイマ再設定無  

（注４）    は「再開拒否」 ２“タイマ満了   

    受信 による復旧”含   

     む「解放」を送   

     信   

Ｔ３１９  ４秒 中断要求 「中断」送信 「中断確認」又 ‘通信中’状態 タイマ再設定無  

（注４）    は「中断拒否」 に遷移、ユーザ   

    受信 アプリケーショ   

     ンに通知   

Ｔ３２１ 〓 ３０秒 全ての呼 Ｄチャネル故 レイヤ３メッセ 両方のＤﾁｬﾈﾙ タイマ再設定無  

  状態 障 ージへの応答受 ＤＬ- 設定- 要   

（注８）    信 求を送信する   

Ｔ３２２  ４秒 全ての呼 「状態問合」 「状態表示」「 「状態問合」数 「状態問合」数  

  状態 送信 切断」「解放」 回再送信しても 回再送信しても  

（注９）    「解放完了」受 良い 良い  

    信    

 （注１） タイマＴ３０９は、ユーザオプションです。 
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 （注２） 初期設定手順を行う場合は必須です（Ｔ３１６、Ｔ３１７関連）。 

 （注３） このタイマ値は、インプリメントによりますが、タイマＴ３１６以下の値です。 

 （注４） 中断、再開手順を行う場合は必須です（Ｔ３１８、Ｔ３１９関連）。 

 （注５） 「呼設定受付」メッセージまたは先行する「経過表示」メッセージに経過内容＃１もしく   

    は＃２がある場合Ｔ３１０は開始されません。 

     このタイマ値については、インプリメントしないことが望まれます。  

     また、インプリメントする場合には国際接続や私設網との接続など利用形態による信号遅  

    延を考慮して適切に設定することが望まれます。参考として、ＴＴＣ標準では３０～１２０  

    秒で規定されています。  

   

（注６） 対称な呼の運用に関する拡張を行う場合は必須です。    

（注７） メッセージ分割手順を行う場合は必須です。  

（注８） Ｄチャネルバックアップ手順を行う場合は必須です。  

未提供 

 （注９） 状態問合手順を行う場合は必須です。 
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               ９. 理由表示の使用法及び生成源 

  

９.１ 概  要 

 本章は“理由表示”情報要素のフォーマット、コード化及び意味と生成源フィールドの使用法について定義

しています。本章ではそれらの標準における各理由表示値の使用法を規定しています。 

 本章はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０の再掲です。  

 

９.２ 理由表示 

 “理由表示”情報要素は、メッセージ生成理由、手順上の誤りの診断情報及び理由の生成源を示すために用

いられます。 

 “理由表示”情報要素は、図９.１及び表９.１及び表９.２に示すようにコード化します。 

 本情報要素の最大長は、３２オクテットです。 

 “理由表示”情報要素及び診断情報は、例えば、単一呼に関連した複数の誤りを通知する場合等、１メッセ

ージ内で複数設定可能です。 

 しかし、相手ユーザには１つのみを転送します。 

  

      ビット    ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １  

          理 由 表 示  

   ０   ０  ０  ０  １  ０  ０  ０ オクテット１ 

          情報要素識別子  

         理由表示内容長 オクテット２ 

 0/１ コーディン   ０    生 成 源 オクテット３ 

 拡張 グ標準 予備   

   １          仕様種別 オクテット３ａ＊ 

 拡張      （注１） 

   １        理由表示値 オクテット４ 

 拡張   

          診断情報 オクテット５＊ 

          ～        （必要な時）         ～              

   

                図９.１ 理由表示情報要素 

  

 （注１） 仕様種別にデフォルト値が適用される場合、オクテット３ａは省略されます。 

     具体的には、ユーザも網もデフォルト値であるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を仕様種別で指  

    定する場合、オクテット３ａを省略する必要があります。  
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              表９.１ 理由表示情報要素（１／２） 

  

  (1) コーディング標準（オクテット３） 

     ビット７６  

        ００  ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

   

       ０１  他の国際標準のために予約済（注）    

       １０  国内標準（注）  

未提供 

        １１  オクテット３のビット４～１で示す生成源特有標準（注） 

  

 （注） 必要な理由表示が、ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみ使用   

   できます。 

    生成源特有標準で、生成源がユーザ自身の場合、オクテット３ａ以下はユーザが自由に使用  

   できます。  

  (2) 生成源（オクテット３） 

     ビット４３２１

        ００００  ユーザ（Ｕ） 

        ０００１  ローカルユーザ収容私設網（自分側）（ＬＰＮ） 

        ００１０  ローカルユーザ収容公衆網（自分側）（ＬＮ） 

        ００１１  中継網（ＴＮ） 

        ０１００  リモートユーザ収容公衆網（相手側）（ＲＮ） 

        ０１０１  リモートユーザ収容私設網（相手側）（ＲＰＮ） 

        ０１１１  国際網（ＩＮＴＬ） 

        １０１０  インタワーキング先の網（ＢＩ） 

        その他   予約済 

  

（注１） ユーザの位置により、ローカル公衆網と、リモート公衆網が同じ網の場合もあります。 

 （注２） 各種ビジー／輻輳状態で用いられる生成源フィールドのコード値の例は９.４節で示されています。 
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              表９.１ 理由表示情報要素（２／２） 

  

  (3) 仕様種別（オクテット３ａ）（注１） 

     ビット７６５４３２１

        ０００００００  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 

  

       ０００００１１  勧告Ｘ．２１（注２）    

       ００００１００  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５  

        そ の 他   予約済  

未提供 

 （注１） オクテット３ａが省略された場合、ＪＴ－Ｑ９３１の仕様種別が仮定されます。 

 （注２） この値は、オクテット３ａが将来拡張され、かつオクテット４の理由種別が表９.２の時のみ使用

されます。 

  

  (4) 理由表示値（オクテット４） 

    理由表示値はクラス（ビット７～５）と理由種別値（ビット４～１）の２つに分けられます。クラス

は、理由の一般的性質を示します。 

  

     クラス（０００）：正常イベント 

     クラス（００１）：正常イベント 

     クラス（０１０）：リソース使用不可 

     クラス（０１１）：サービス又はオプションの利用不可 

     クラス（１００）：サービス又はオプションの未提供 

     クラス（１０１）：無効メッセージ（例：パラメータ値が範囲外） 

     クラス（１１０）：手順誤り（例：解読不能メッセージ） 

     クラス（１１１）：インタワーキング 

  

 （注） 理由表示値は、表９.２に示します。なお、９.３節に理由種別の定義を示します。 

  

  (5) 診断情報（オクテット５） 

    診断情報は全ての理由種別に対して使用できるわけではありません（表９.２参照）。診断情報の使用

はオプションです。使用可能な場合、診断情報のコーディングは４章の対応する情報要素と同一のもの

となります。 
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               表９.２ 理由表示値（１／２） 

  

  コーディング標準がＴＴＣ標準（オクテット３、ビット７、６が００）の場合 

クラス 理由種別値    

  番 号      理 由 種 別     診 断 情 報 

７６５ ４３２１    

０００ ×××× 正常イベントクラス 

０００ ０００１  ＃１ 欠番 （注12） 

０００ ００１０  ＃２ 指定中継網へのルートなし 中継網識別（注11） 

０００ ００１１  ＃３ 相手へのルートなし （注12） 

０００ ０１１０  ＃６ チャネル利用不可             ─ 

０００ ０１１１  ＃７ 呼が設定済のチャネルへ着呼             ─ 

００１ ×××× 正常イベントクラス 

００１ ００００ ＃１６ 正常切断 （注12） 

００１ ０００１ ＃１７ 着ユーザビジー （注10） 

００１ ００１０ ＃１８ 着ユーザレスポンスなし             ─ 

００１ ００１１ ＃１９ 着ユーザ応答なし（呼出中）             ─ 

００１ ０１００ ＃２０ 加入者不在             ─ 

００１ ０１０１ ＃２１ 通信拒否 通信拒否状態 

    （注４）（注12） 

００１ ０１１０ ＃２２ 相手加入者番号変更 新しい相手先(DSS1)／ 

    着番号(ISUP)（注５） 

００１ １０１０ ＃２６ 選択されなかったユーザの切断復旧             ─ 

００１ １０１１ ＃２７ 着側インタフェース起動不可             ─ 

００１ １１００ ＃２８ 無効番号フォーマット（不完全番号）             ─ 

００１ １１０１ ＃２９ ファシリティ拒否 ファシリティ識別子 

    （注１） 

００１ １１１０ ＃３０ 状態問合への応答             ─  

００１ １１１１ ＃３１ その他の正常クラス             ─ 

０１０ ×××× リソース使用不可クラス 

０１０ ００１０ ＃３４ 利用可回線／チャネルなし （注10） 

０１０ ０１１０ ＃３８ 網故障             ─ 

０１０ １００１ ＃４１ 一時的失敗             ─  

０１０ １０１０ ＃４２ 交換機輻輳             ─ 

破棄された情報要素識別子 ０１０ １０１１ ＃４３ アクセス情報破棄 

（注６） 

０１０ １１００ ＃４４ 要求回線／チャネル利用不可 （注10） 

０１０ １１１１ ＃４７ その他のリソース使用不可クラス             ─ 

０１１ ×××× サービス利用不可クラス 

０１１ ０００１ ＃４９ ＱＯＳ利用不可 （注12） 

０１１ ００１０ ＃５０ 要求ファシリティ未契約 ファシリティ識別子 

    （注１） 

０１１ １００１ ＃５７ 伝達能力不許可 （注３） 

０１１ １０１０ ＃５８ 現在利用不可伝達能力 （注３） 
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               表９.２ 理由表示値（２／２） 

クラス 理由種別値    

  番 号      理 由 種 別   〓 診 断 情 報 

７６５ ４３２１    

０１１ １１１１ ＃６３ 

   

その他のサービス又はオプションの利 

用不可クラス 

 

１００ ×××× サービス未提供クラス 

１００ ０００１ ＃６５ 未提供伝達能力指定 （注３） 

１００ ００１０ ＃６６ 未提供チャネル種別指定 チャネル種別（注７） 

１００ ０１０１ ＃６９ 未提供ファシリティ要求 ファシリティ識別子 

    （注１） 

１００ ０１１０ ＃７０ 制限ディジタル情報転送能力のみ可能    

     

１００ １１１１ ＃７９ その他のサービス又はオプションの未    

   提供クラス  

１０１ ×××× 無効メッセージクラス 

１０１ ０００１ ＃８１ 無効呼番号値使用    

     

１０１ ００１０ ＃８２ 無効チャネル番号使用 チャネル識別子 

１０１ ００１１ ＃８３ 指定された中断呼識別番号未使用    

     

１０１ ０１００ ＃８４ 中断呼識別番号使用中    

     

１０１ ０１０１ ＃８５ 中断呼なし    

     

１０１ ０１１０ ＃８６ 指定中断呼切断復旧済 切断原因 

１０１ ０１１１ ＃８７ ユーザはＣＵＧのメンバでない    

     

１０１ １０００ ＃８８ 端末属性不一致 不一致パラメータ（注２） 

１０１ １０１１ ＃９１ 無効中継網選択    

     

１０１ １１１１ ＃９５ その他の無効メッセージクラス    

     

１１０ ×××× 手順誤り（例：認識されないメッセージ）クラス 

１１０ ００００ ＃９６ 必須情報要素不足 情報要素識別子（注６） 

１１０ ０００１ ＃９７ メッセージ種別未定義又は未提供 メッセージ種別 

１１０ ００１０ ＃９８ 呼状態とメッセージ不一致又はメッセ メッセージ種別 

   ージ種別未定義又は未提供  

１１０ ００１１ ＃９９ 情報要素未定義又は未提供 情報要素識別子 

    （注６）（注８） 

１１０ ０１００ ＃ 100 情報要素の内容が無効 情報要素識別子（注６） 

１１０ ０１０１ ＃ 101 呼状態とメッセージ不一致 メッセージ種別 

１１０ ０１１０ ＃ 102 タイマ満了による回復 タイマ番号（注９） 

１１０ １１１１ ＃ 111 その他の手順誤りクラス    

     

１１１ ×××× インタワーキングクラス 

１１１ １１１１ ＃ 127 その他のインタワーキングクラス    

     

  そ の 他 予 約 済 
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（注１） ファシリティ識別子のコーディングは、網に依存します。    
未提供 

 （注２） 不一致パラメータは不一致となった情報要素識別子から構成されます。 

 （注３） 理由表示番号＃５７、＃５８、＃６５の診断情報フィールドは、図９.２と表９.３に示します。 

 （注４） ユーザが使用する診断情報フィールドは、理由表示情報要素の最大長の範囲内でユーザ規定に従っ

てコード化されます。ユーザが使用する診断情報のコーディングは（注12）で記述されているコー

ディングに矛盾しないようにする必要があります。 

 （注５） 新しい相手先(DSS1)／着番号(ISUP)は、情報要素識別子を含む着番号情報要素と同様にコード化さ

れます。中継網情報要素も同様に含めることもできます。 

  

 （注６） ４.５節で述べている固定シフト 、一次シフトの 手順が適用されています。原則とし 
未提供 

     て情報要素識別子は、受信メッセージの情報要素の順番で並べます。 

     この場合、診断情報内には理由種別に該当する情報要素の情報要素識別子が（複数ある場  

    合は受信メッセージの情報要素の順番で）含まれます。シフトの手順が適用されている情報  

    要素が該当する場合は、“固定シフト”情報要素に続けて該当する情報要素の情報要素識別  

    子を並べることになります。なお、コード群そのものが未定義の場合については（注８）を  

    参照して下さい。  

 （注７） 次のコ－ディングが使用されます。 

      ビット８  ： 拡張ビット 

      ビット７－５： 予備    

      ビット４－１： 表４.１３のオクテット３.２のチャネル種別による 

 （注８） 固定シフト情報のみが含まれ、その後、可変長の情報要素識別子が続かない場合、“固定シフト”

情報要素で指定されるコード群そのものが未定義であることを示します。 

 （注９） “タイマ番号”は、ＩＡ５キャラクタでコード化されます。例えば、Ｔ３０８は‘３’、‘０’、

‘８’とコ－ド化され、次のコーディング方法が各々のオクテットで使用されます。 

            ビット８  ： 予備“０” 

      ビット７－１： ＩＡ５キャラクタ 

 （注10） いろいろな輻輳状態で使用される理由表示値の例が、９．４節に示されています。 

   

（注11） 診断情報フィールドは、可能ならば全ての“中継網選択”または“網特有ファシリティ” 
 

    情報要素を含みます。  

未提供 
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（注12） 以下のコーディングが使用されます。 

      ビット８  ： １ 

      ビット７－５： ０００ 

      ビット４  ： 以下の状態 

              ０－網サービス－提供者 

                          １－網サービス－利用者 

           ビット３   ： 以下の状態 

              ０－正常 

                          １－異常 

      ビット２－１ ： 以下の状態 

                  ００－ 不定 

                  ０１－ 固定 

                  １０－ 一時的 

         

      ビット    ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

 0/1       属 性 番 号 オクテット５ 

 拡張   

 0/1       リジェクト属性 オクテット５ａ 

 拡張   

 １       利用可能な属性 オクテット５ｂ＊ 

 拡張   

     図９.２ 理由表示番号57，58，65の時の診断情報フィールドのコーディング 

  

 （注１） 診断情報が用いられる時、オクテット５と５ａは存在します。オクテット５ｂはオプションです。 

 （注２） オクテット５－５ｂは、複数のリジェクト属性を示すため、繰り返すこともできます。 

  

        表９.３ 理由表示番号57，58，65の時の診断情報内容（１／２） 

      

  (1) 属性番号（オクテット５） 

     ビット７６５４３２１  No.                               

         ０１１０００１  １ 情報転送能力 

        ０１１００１０  ２ 情報転送モード 

        ０１１００１１  ３ 情報転送速度 

        ０１１０１００  ４ 構造 

        ０１１０１０１  ５ 通信形態 

        ０１１０１１０  ６ 呼設定法 

        ０１１０１１１  ７ 対称性 

        ０１１１０００  ８ 情報転送速度（着信→発信） 

        ０１１１００１  ９ レイヤ識別 

         上記以外    予約済 

  

 

- 210 -



  (2) リジェクト属性（オクテット５ａ） 

    属性番号

     ① 情報転送能力

       ビット ７－６：００ 

           ５－１：表４６のオクテット３に従います。 

  

        表９.３ 理由表示番号57，58，65の時の診断情報内容（２／２） 

  

     ② 情報転送モード

       ビット ７－６：表４.６のオクテット４に従います。 

           ５－１：０００００ 

                                                 

     ③ 情報転送速度

       ビット ７－６：００ 

           ５－１：表４.６のオクテット４に従います。 

  

     ④ 構造

       ビット ７－５：表４.６のオクテット４ａに従います。 

           ４－１：００００ 

  

     ⑤ 通信形態

       ビット ７－５：０００ 

           ４－３：表４.６のオクテット４ａに従います。 

           ２－１：００ 

  

     ⑥ 呼設定法

       ビット ７－３：０００００ 

           ２－１：表４.６のオクテット４ａに従います。 

  

     ⑦ 対称性

       ビット ７－６：表４.６のオクテット４ｂに従います。 

           ５－１：０００００ 

  

     ⑧ 情報転送速度（着信→発信）

       ビット ７－６：００ 

           ５－１：表４.６のオクテット４ｂに従います。 
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     ⑨ レイヤ識別

       ビット ７－６                                   

            ０ １（レイヤ１）ビット５－１は表４.６のオクテット５に従います。 

           １ ０（レイヤ２）ビット５－１は表４.６のオクテット６に従います。      

             １ １（レイヤ３）ビット５－１は表４.６のオクテット７に従います。     

  (3) 利用可能な属性（オクテット５ｂ） 

     オクテット５ａと同じコーディング 

  

   

９.３ 理由表示定義                                     

９.３.１ 正常クラス 

９.３.１.１ 理由＃１ 欠番 

 この理由表示は、番号はフォーマット上有効であったが、現在欠番のため、発信ユーザが要求した相手に着

信できないことを示します。 

  

９.３.１.２ 理由＃２ 指定中継網へのルートなし 

 この理由表示は、この理由表示の送信元の装置が、認識不可能な特殊な中継網を通して呼をルーチングする

要求を受けたことを示します。この理由表示の送信元の装置は、その中継網が存在してないか、あるいは、そ

れが存在したとしても、この理由表示の送信先の装置に対してサービスをしていない特殊な中継網であるため、

その中継網を認識しません。 

  

９.３.１.３ 理由＃３ 相手へのルートなし 

 この理由表示は、呼をルーチングされた網が、着信の要求を受けないため呼を着信ユーザへ届けることがで

きないことを示します。 

  

９.３.１.４ 理由＃６ チャネル利用不可 

 この理由表示は、チャネル選択の結果として選択されたチャネルが送信端末に対して利用不可であることを

示します。 

  

９.３.１.５ 理由＃７ 呼が設定済のチャネルへ着呼 

 この理由表示は、ユーザに着呼があり、その着呼が同様の呼（例えば、パケットモードのＸ．２５バーチャ

ルコール）として、ユーザが既に設定しているチャネルに接続されることを示します。 

  

９.３.１.６ 理由＃１６ 正常切断 

 この理由表示は、呼に関係するユ－ザのうちの１人が、呼の切断復旧を要求したことにより、呼が切断され

ることを示します。正常状態では、この理由表示の生成源は網ではありません。 

  

９.３.１.７ 理由＃１７ 着ユーザビジー 

 この理由表示は、着信ユーザが、もう一つの別の呼を受け付けられないことを示します。この場合、ユーザ

装置では、着信呼に対して通信の整合性がとれている必要があります。 
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９.３.１.８ 理由＃１８ 着ユーザレスポンスなし 

 この理由表示は、相手ユーザが呼設定のメッセージに対して規定された割り当て時間（本仕様で定義された

タイマＴ３０３か、もしくはＴ３１０の満了）内に「呼出中」か「応答」かを示すメッセージを返送しない時

に使用します。 

  

９.３.１.９ 理由＃１９ 着ユーザ応答なし（呼出中） 

 この理由表示は、呼出の通知はあったが、その後規定された時間内に応答の通知がこなかった場合に使用し

ます。 

  

 （注） この理由表示は、ＪＴ－Ｑ９３１手順により必然的に生じるものではなく、網内のタイマにより生

じることもあります。 

  

９.３.１.１０ 理由＃２０ 加入者不在 

 この理由表示は、移動局が（無線バスを通して信号手順によって）ログオフされているか、または無線交信

が着移動局と行えない（例えば、故障、圏外又は、電源断）ことを示します。 

  

９.３.１.１１ 理由＃２１ 通信拒否 

 この理由表示は、この理由表示を送信した装置がビジーでも不整合でもなく、呼を受け付け可能であるにも

かかわらず、呼を受け付けないことを示すのに用います。 

 この理由表示は、付加サービスの抑止条件により呼が切断されることを示すために網によって生成されるこ

とがあります。診断情報フィールドは付加サービスと拒否の理由について追加情報を含んでもかまいません。 

  

９.３.１.１２ 理由＃２２ 相手加入者番号変更 

 この理由表示は、発信ユーザによって示された着信番号がもはや割り当てられていない時、発信ユーザに通

知されるものです。 

 この時、新しい着信番号が診断情報フィールドに含まれます。  

 

９.３.１.１３ 理由＃２６ 選択されなかったユーザの切断復旧 

 この理由表示は、ユーザが着信呼を得られなかったことを示します。 

  

９.３.１.１４ 理由＃２７ 着側インタフェース起動不可 

 この理由表示は、着信側インタフェースが機能的に正常でなかったため、発信ユーザが要求した相手ユーザ

への着信が出来なかったことを示します。この「機能的に正常でない」ということは、信号メッセージが相手

ユーザに届かないことを意味しています。例えば、相手ユーザインタフェースの物理レイヤもしくはデータリ

ンクレイヤの故障とか、ユーザ装置がオフラインの場合等です。 

  

９.３.１.１５ 理由＃２８ 無効番号フォーマット（不完全番号） 

 この理由表示は、着信番号が無効なフォーマットか、もしくは不完全なために、相手ユーザへの着信ができ

ないことを示します。 
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９.３.１.１６ 理由＃２９ ファシリティ拒否 

 この理由表示は、ユーザによって要求されたファシリティが、網で提供できない場合に返します。    

  

９.３.１.１７ 理由＃３０ 状態問合への応答 

 この理由表示は、「状態表示」メッセージを生成した理由が、これを生成する以前に「状態問合」メッセー

ジを受信したことによる場合に、この「状態表示」メッセージの中に含まれます。 

  

９.３.１.１８ 理由＃３１ その他の正常クラス 

 この理由表示は、正常クラスの他の理由で表せない場合に正常状況を報告するためにのみ使用します。 

  

９.３.２ リソース使用不可クラス 

９.３.２.１ 理由＃３４ 利用可回線／チャネルなし 

 この理由表示は、呼を取り扱うための利用可能な適当な回線／チャネルが、現在ないことを示します。 

  

９.３.２.２ 理由＃３８ 網故障 

 この理由表示は、網が機能的に正常でなく、その状態が比較的長時間続きそうであることを表示します。例

えば、すぐに再発呼しても受付られそうもない場合です。 

  

９.３.２.３ 理由＃４１ 一時的失敗 

 この理由表示は、網が機能的に正常でなく、その状態が長時間は継続しそうもないことを示します。例えば、

ユーザがほぼ即時に再発呼が望める場合です。 

  

９.３.２.４ 理由＃４２ 交換機輻輳 

 この理由表示は、この理由を発生した交換装置が高トラヒックで輻輳していることを示すのに用います。 

  

９.３.２.５ 理由＃４３ アクセス情報破棄 

 この理由表示は、網が要求されたアクセス情報（ユーザ・ユーザ情報、低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合

性もしくは詳細情報の中に示されるサブアドレス等）を相手ユーザに届けられなかったことを示します。 

 破棄されたアクセス情報の特殊タイプのものは、診断情報の中に含まれる場合があります。 

  

９.３.２.６ 理由＃４４ 要求回線／チャネル利用不可 

 この理由表示は、要求端末により通知された回線またはチャネルが、相手側のインタフェースで提供できな

い場合に返します。 

  

９.３.２.７ 理由＃４７ その他のリソース使用不可クラス 

 この理由表示は、リソース使用不可クラスの中の他の理由を適用できない場合にのみ、リソース使用不可イ

ベントとして報告するために使用します。 
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９.３.３ サービス利用不可クラス 

９.３.３.１ 理由＃４９ サービス品質（ＱＯＳ）利用不可 

 この理由表示は、要求されたＱＯＳ（勧告Ｘ．２１３で定義されている）が提供されないことを報告するた

めに使用します（例えば、スループット又は伝達遅延が提供されない場合）。 

  

９.３.３.２ 理由＃５０ 要求ファシリティ未契約 

 この理由表示は、ユーザがファシリティを提供する網に対して必要な管理上の手続きを終えていないため、

要求された付加サービスが網によって提供されないことを示します。 

  

９.３.３.３ 理由＃５７ 伝達能力不許可 

 この理由表示は、理由表示を生成した装置で実現している伝達能力であるが、ユーザに許可してない伝達能

力をユーザが要求したことを示します。 

  

９.３.３.４ 理由＃５８ 現在利用不可伝達能力 

 この理由表示は、理由表示を生成した装置で実現している伝達能力であるが、現在利用不可である伝達能力

をユーザが要求したことを示します。 

  

９.３.３.５ 理由＃６３ その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス 

 この理由表示は、サービス利用不可クラスの他の理由表示が適用できない場合にのみ、サービス利用不可イ

ベントを報告するのに使用します。 

  

９.３.４ サービス未提供クラス 

９.３.４.１ 理由＃６５ 未提供伝達能力指定 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置が要求された伝達能力をサポートしてないことを示します。 

  

９.３.４.２ 理由＃６６ 未提供チャネル種別指定 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置が要求されたチャネル種別をサポートしてないことを示します。 

  

９.３.４.３ 理由＃６９ 未提供ファシリティ要求 

 この理由表示は、この理由表示を送信した装置が要求された付加サービスを提供しないことを示します。 

  

９.３.４.４ 理由＃７０ 制限ディジタル情報伝達能力のみ可能 

 この理由表示は、ある装置が非制限ディジタル情報伝達能力を要求した場合、この理由表示を送信する装置

が要求された伝達能力のうち制限ディジタル情報伝達能力のみをサポートしていることを示します。 
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９.３.４.５ 理由＃７９ その他のサービスまたはオプションの未提供クラス 

 この理由表示は、サービス未提供クラスの他の理由が適用できない場合にのみ、サービス未提供を報告する

のに使用します。 

  

９.３.５ 無効メッセージクラス 

９.３.５.１ 理由＃８１ 無効呼番号値使用 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置がユーザ・網インタフェース間で現在使用しているのと異なる呼

番号のメッセージを受信したことを示します。 

  

９.３.５.２ 理由＃８２ 無効チャネル番号使用 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置が活性化していないチャネル番号の使用要求を受信したことを示

します。例えば、ユーザが１から１２までのチャネルを契約しているにもかかわらず、ユーザ装置または網が

チャネル番号１３から２３の使用を試みた場合等です。 

  

９.３.５.３ 理由＃８３ 指定された中断呼識別番号未使用                    

 この理由表示は、中断された呼に用いられていた呼識別番号とは異なった呼識別番号を持つ呼の再開が試さ

れたことを示します。 

  

９.３.５.４ 理由＃８４ 中断呼識別番号使用中 

 この理由表示は、網が呼の中断要求を受信したが、この中断要求は呼の再開が行われるかもしれないインタ

フェース領域内の中断呼識別としてすでに使用中である呼識別（なにもしない場合を含む）を含んでいたこと

を示します。 

  

９.３.５.５ 理由＃８５ 中断呼なし 

 この理由表示は、網が呼の再開要求を受信したことを示します。しかし、呼の再開要求の含んでいる呼識別

が、呼の再開が行われるかもしれないインタフェース領域内の中断された呼には現在使用されていないことを

示します。 

  

９.３.５.６ 理由＃８６ 指定中断呼切断復旧済 

 この理由表示は、網が再開要求を受信したが、この再開要求は、一度中断呼として通知された呼識別を含ん

でおり、その中断呼が（リモートユーザの切断復旧またはタイムアウトにより）すでに切断復旧されているこ

とを示します。 

  

９.３.５.７ 理由＃８７ ユーザはＣＵＧのメンバでない 

 付加サービス仕様参照 
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９.３.５.８ 理由＃８８ 端末属性不一致 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置が適合しえない低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合性、あるいは

他の整合性属性（例：デ－タ速度）をもつ呼設定の要求を受信したことを示します。 

  

９.３.５.９ 理由＃９１ 無効中継網選択 

 この理由表示は、中継網識別を受信したが、それが付録３で定義されているように、正しくないフォーマッ

トであることを示します。 

  

９.３.５.１０ 理由＃９５ その他の無効メッセージクラス 

 この理由表示は、無効メッセージクラスの他の理由が適用できない場合にのみ、無効メッセージクラスのイ

ベントを報告するために用います。 

  

９.３.６ 手順誤り（例：認識されないメッセージ）クラス 

９.３.６.１ 理由＃９６ 必須情報要素不足 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置がメッセージを受信時に、メッセージ内に存在しなければならな

い情報要素（必須情報要素）が不足していたことを示します。 

  

９.３.６.２ 理由＃９７ メッセージ種別未定義または未提供 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置が、その装置において未定義のメッセージ、または定義されてい

るが未提供であるような認識できないメッセージ種別を持つメッセージを受信したことを示します。 

  

９.３.６.３ 理由＃９８ 呼状態とメッセージ不一致又はメッセージ種別未定義又は未提供 

 この理由表示は、この理由表示を送信した装置が、処理において特定な呼状態の間に受信したメッセージが

許可しうるメッセージでないか、整合していない呼状態を示す「状態表示」を受信したことを示します。 

  

９.３.６.４ 理由＃９９ 情報要素未定義又は未提供 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置の情報要素識別子が未定義、または定義されていても未提供であ

る情報要素を含んだメッセージを受信した場合に用います。なお、その情報要素はこの理由を送出した装置が、

メッセージの処理を行うために必要なものでない場合に限ります。 

（注） メッセ－ジの処理を行うために必要な情報要素の場合は、理由＃９６が使用されます。  

 

９.３.６.５ 理由＃１００ 情報要素内容無効 

 この理由表示は、理由表示を送信した装置が提供している情報要素であるが、情報要素の１つまたは複数の

フィールドが提供していないコードである情報要素を受信したことを示します。 

  

９.３.６.６ 理由＃１０１ 呼状態とメッセージ不一致 

 この理由表示は、受信したメッセージが呼状態と不一致の場合に用います。 

  

９.３.６.７ 理由＃１０２ タイマ満了による回復 

 この理由表示は、本レイヤ３仕様のエラー処理手順に従い、タイマが満了したことにより手順が開始された

ことを示します。 
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９.３.６.８ 理由＃１１１ その他の手順誤りクラス 

 この理由表示は、手順誤りクラスの他の理由が適用できない場合にのみ手順誤りイベントを報告するのに用

います。 

  

９.３.７ インタワーキングクラス 

９.３.７.１ 理由＃１２７ その他のインタワーキングクラス 

 この理由表示は、動作するための理由表示が存在しないような網でのインタワークが発生したことを示しま

す。したがって、送信すべきメッセージのための正確な理由表示は確認できません。 
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９.４ ビジー状態の理由表示値及び生成源の例 

 本節では、ビジー状態に関する、理由表示情報要素で転送される理由表示値と生成源についての例を示しま

す。 

 図９.３では、ビジー状態が発生し、そのための、ある理由を発生すべきノードを明確化した参照構成を示し

ています。また、表９.４では以下の項目を示しています。 

  

ａ ビジー状態が発生した場所において生じる理由表示値と生成源 

 ｂ ビジー状態が発生したそれぞれの場所（Ｂ～Ｐ）について、ユーザ（Ａで示した場所）へ転送される理

由表示値と生成源 

  

 表で示しているように、理由表示値が網の境界を横切る際に、理由表示値は変わりませんが、生成源表示は、

受信側交換機で変わることがあります。  
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 ビジー状態の発生源   発生する理由表示と発生場所  ユーザＡで受信される理由表示  

 Ｂ 入回線 ＃34又は＃44   ローカルユーザが  

 Ｂ 出回線 ＃34   直接接続する私設  

 Ｃ 出回線 ＃34   網  

      

 Ｄ 入回線 ＃34又は＃44   ローカルユーザが  

 Ｄ 出回線 ＃34   直接接続する公衆  

 Ｅ 出回線 ＃34   網  

      

 Ｆ 出回線 ＃34 中継網  

 Ｇ 出回線 ＃34 中継網  

      

 Ｈ 出回線 ＃34 国際網  

 Ｉ 出回線 ＃34 国際網  

      

 Ｊ 出回線 ＃34 中継網  

 Ｋ 出回線 ＃34 中継網 

 

 

 

 

 

 

 

     

    同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   同左 

 

 

        

 Ｌ 出回線 ＃34   ローカルユーザが ＃34   リモートユーザが  

 Ｍ 出回線 ＃17   直接接続する公衆 ＃17   直接接続する公衆  

     網   網  

 Ｎ 入回線 ＃34又は＃44   ローカルユーザが ＃34又は＃44   リモートユーザが  

 Ｎ 出回線 ＃34   直接接続する私設 ＃34   直接接続する私設  

 Ｏ 出回線 ＃17   網 ＃17   網  

        

 Ｐ 入回線 ＃34又は＃44 ユーザ ＃34又は＃44 ユーザ  

 Ｐ 呼制御 ＃17 ユーザ ＃17 ユーザ  
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１０. ユーザ・ユーザ信号手順 

 

１０.１ 回線交換呼に対応したユーザ・ユーザ信号の手順 

 

１０.１.１ 概 要 

ユーザ・ユーザ信号付加サービスは、原則として第３分冊５章で定義されたレイヤ３プロトコルを使用

して、二者間の通信手段を提供します。ユーザ・ユーザ信号は、ユーザ間での情報交換に使用され、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－１２５７で記述されたサービスを提供します。 

 

 

  ユーザ・ユーザ信号の交換は網またはユーザにより提供されるフロー制御手順により制限されます。
 

未提供 

 

ユーザ・ユーザ情報の交換は、網確認サービスではありません。いかなる確認手順も、ユーザ間の高位

レイヤで制御されなければなりません（情報要素、またはユーザ情報に含まれた形で伝送されます）。 

網は回線交換呼に対応した３種類のユーザ・ユーザ信号をユーザに提供します。 

１） サービス１：呼設定及び切断復旧フェーズで、第３分冊３章で規定されている呼制御メッセージ

に含まれ交換されるユーザ・ユーザ信号 

 

 
    サービス１の明白なサービス要求に関しては、未提供です。 

 

 

  ２） サービス２：呼設定中に「呼出」メッセージと「応答」メッセージの間で「ユーザ情報」メッ

セージに含まれ交換されるユーザ・ユーザ信号 

  ３） サービス３：呼が「通信中」状態にあるときに、「ユーザ情報」メッセージに含まれ交換され

るユーザ・ユーザ信号 

  ３つのサービスは、１つの呼と対応し、別々にまたは任意の組み合わせで利用できます。 

  呼の設定中において、ユーザは要求したユーザ・ユーザ信号サービスが呼の必須のものとして明記す

ることができます。即ちユーザ・ユーザ情報を渡すことができない場合は呼の設定を完了すべきでは

ありません。 

未提供 

 

- 221 -



 

 

 １０.１.２ サービス１、２及び３の明白なインボケーション手順 

 

  前述したサービス１、２及び３は、基本的にユーザからの明白な要求に対して、それぞれの呼ごとに

提供されます。標準の明白なインボケーション手順は、第４分冊第２部に記述されている“ファシリテ

ィ”情報要素を使用します。 

  さらに、網によっては“キーパッットファシリティ”情報要素または“フィーチャアクティベーショ

ン”情報を使用する明白なインボケーション手順を提供します。 

  スティミュラスインボケーション手順の正確な動作は、網に依存しますが、第４分冊第２部に記述さ

れている規則に従わねばなりません。より詳細なプロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２において、キ

ーパッドプロトコルインボケーション、フィーチャマネジメントインボケーションについて付加サービ

ス仕様にそれぞれ記述されています。 

  網が１つ以上のインボケーション手順を提供する場合、以下の原則に従わなければなりません。 

  “キーパッドファシリティ”情報要素を使用したインボケーションについて、網は“シグナル”、 

 “表示”または“フィーチャインディケーション”情報要素を使用してリモートユーザの応答として送

出します。 

  “フィーチャアクティベーション”情報要素を使用したインボケーションについて、網は“フィーチ

ャインディケーション”情報要素を使用してリモートユーザの応答として送出します。 

 “ファシリティ”情報要素を使用したインボケーションについては、網は“ファシリティ”情報要素を

使用してリモートユーザの応答として送出します。 

  網からのユーザの方向で、明白なサービス１及び２の要求は、“ファシリティ”情報要素を使用して

表示することができます。 

  網からユーザの方向で、サービス３要求は以下の１つを使用して表示できます。 

  １） “シグナル”情報要素（注） 

  ２） “表示”情報要素（注） 

  ３） “フィーチャインディケーション”情報要素（注） 

  ４） “ファシリティ”情報要素 

  “ファシリティ”情報要素を使用した表示について、ユーザは“ファシリティ”情報要素で応答しま

す。上記の１）、２）及び３）の情報要素が使用された場合の応答は必要ありません。 

 

 （注） 通知を受信しようとしているユーザが、サービスに加入していることを網が知ってい

    る場合だけに使用できます。この場合、網はサービス要求を起動していないユーザに代

        わって起動ユーザ（サービスを要求しているユーザ）へサービス確認を生成します。呼

      が‘通信中’状態にあるとき、サービス３についてのメッセージはユーザ・網インター

        フェースを対称的に送信されます。（「ファシリティ」メッセージは「ファシリティ」

       メッセージの応答として返送されます）。 

未提供 
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  １０.１.３ ユーザ・ユーザ信号サービス１ 

 

  １０.１.３.１ 概 要 

   サービス１は呼設定及び切断復旧フェーズにおいて、第３分冊３章で規定されている呼制御メッセージ

に含まれるユーザ・ユーザ情報を転送するユーザ・ユーザ信号によってユーザが通信することを許します。 

 

  １０.１.３.２ ユーザ・ユーザ信号－暗黙のサービス要求 

   サービス１は、第３分冊4.5.30 節で定義されているユーザ・ユーザ情報の可変長な情報要素が、第３分

冊5.1.1 節で記述されている発信側からのユーザ・網インタフェースにおける「呼設定」メッセージに含

まれることによって暗黙に要求することができます。この情報要素は網によって転送され、第３分冊5.2.1 

節に記述されているように、ユーザ・網インタフェースにおける「呼設定」メッセージに含まれる“ユー

ザ・ユーザ”情報要素で着信側へ転送されます。このサービスを起動する場合は、この情報要素は少なく

とも第３分冊4.5.30 節で定義されている３オクテット長がなければなりません。 

   複数のユーザによる着呼の競合が許されていない場合（例えば、暗黙のサービスの要求を含んだ「呼設

定」メッセージがデータリンクレイヤのポイント・ポイントリンクを用いて送出される場合、）、 

 

  または放送形式データリンクを用いるにもかかわらず網がユーザからの最初の応答の受信によって着

呼の競合が発生しないことを知っている場合 

未提供 

 

    “ユーザ・ユーザ”情報要素は、第３分冊5.2.5 節で記述されているようにユーザ・網インタフェース

において着信側のユーザ・網インタフェースで転送される「呼出」メッセージ及び（または）「応答」メ

ッセージに含めることができます。この情報要素の内容は網によって転送され、5.1.7 節及び5.1.8 節に

記述されているようにユーザ・網インタフェースにおいて転送される対応したメッセージに含まれる“ユ

ーザ・ユーザ”情報要素で発信側へ送出されます。 

     複数のユーザによる着呼の競合が許されている場合（例えば、暗黙のサービの要求を含んだ「呼設定」

メッセージが放送形式データリンクを用いて送出され、そして網がユーザからの最初の応答の受信によっ

て着呼の競合が発生しないことを判断することができない場合）、“ユーザ・ユーザ”情報要素は着信側

で送出される「応答」メッセージにのみ含めることができます。5.2.8 節に記述されているように、発信

側へ渡される“ユーザ・ユーザ”情報要素の内容は選択された端末から受信されたものでなければなりま

せん。 

 

   （注） ユーザは、受信した“ユーザ・ユーザ”情報を解釈できない場合、ユーザは通常の呼処理を終

了することなしに情報破棄します。この状態に適応するために網による特別な信号は提供しませ

ん。 

   （注） 勧告Ｘ．２１３に従って着信ユーザは“ユーザ・ユーザ”情報要素の内容を使用して通信可能

性確認をすることができます（第３分冊 付録２参照）。 
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 １０．１．３．３ 呼設定フェーズでのユーザ・ユーザ信号－明白なサービス要求 

  呼設定の手順は、第３分冊5.1 節と第３分冊5.2 節に以下の修正を加えたもので記述されます。 

  発呼要求では、発信側ユーザが送る「呼設定」メッセージにサービス１要求が含まれます。 

  網から着信側へ送られる「呼設定」メッセージは、明白なサービス１要求が含まれています。 

  複数のユーザによる着呼の競合が許されていない場合、（例えば、「呼設定」メッセージがポイント・

ポイントデータリンクレイヤを用いて送出される場合、または「呼設定」メッセージが放送形式データリ

ンクを用いて送出され、そして網が着呼の競合が発生しないことを判断することができる場合）、着信ユ

ーザが呼の設定中に“ユーザ・ユーザ”情報要素の転送処理が可能な場合にサービス１の受付確認は「呼

出」メッセージに含まれます。この「呼出」メッセージに含まれる明白なサービス１の受付確認は網によ

って発信ユーザへ進められます。“ユーザ・ユーザ”情報要素は、第３分冊5.2.5 節で記述されているよ

うに着信側のユーザ・網インタフェースで転送される「呼出」メッセージ及び（または）「応答」メッセ

ージに含めることができます。 

  勧告Ｘ．２１３に従って、着信ユーザは“ユーザ・ユーザ”情報要素の内容を使用して通信可能性確認

を実施することができます。（第３分冊 付録２参照） 

 

  （注） 複数ユーザによる着呼の競合が許されている場合（例えば、放送形式データリンクを用いて「呼

設定」メッセージが送出され、そして網が着呼の競合が発生しないことを判断することができな

い場合）における、明白なサービス１要求手順の使用は今後の検討課題です。 

未提供 

 

  １０．１．３．４ 相互接続 

   非ＩＳＤＮとのインタワークの場合では、発信ユーザへの“経過識別子”情報要素に表示される経過内

容＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”を含んだ「経過

表示」メッセージ、または「呼出」メッセージが発信ユーザへ返送されることにより呼制御メッセージ内

の“ユーザ・ユーザ”情報要素の転送が保証されないことが通知されます。 

 

  １０．１．３．５ 暗黙のサービス要求に対する拒否 

   要求されたサービスを提供できない網は、拒否表示を返送しません。 
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 １０．１．３．６ 明白なサービス要求に対する拒否 

  着信ユーザまたは網がサービス１要求を理解しない場合、発信ユーザへ返送される「呼出」メッセージ

はサービス１の受付確認または拒否のいずれも含みません。この応答のタイプは、サービス１の暗黙の拒

否として扱われます。 

  網または着信ユーザが必須でないと表示されて要求されたサービス１を処理できない場合、サービス１

の拒否は「呼出」メッセージに含まれて通知されます。 

  サービス１要求が必須のものであることを示しており、着信ユーザまたは網がそれを処理できない場

合、“理由表示（＃５０：要求ファシリティ未契約”または“理由表示（＃６９：未提供ファシリティ要

求）”及びサービス拒否を伴った「解約完了」メッセージが送られます。 

  着信ユーザが「呼出」メッセージの中にサービス１の受付確認または拒否を含ませない場合、網は発信

ユーザに送る「呼出」メッセージに明白な拒否を含ませます。 

未提供 

 

  １０．１．３．７ 切断復旧フェーズでのユーザ・ユーザ信号通知 

   “ユーザ・ユーザ”情報要素は、呼の正常な切断復旧を開始するのに使われる最初のメッセージに含め

ることができます。（第３分冊5.3.3 節及び第３分冊5.3.4 節参照）。 

   このような情報要素に含まれた情報は最初の切断復旧メッセージに含まれて、相手ユーザに転送されま

す。（第３分冊5.3.3 節及び第３分冊5.3.4 節参照）。このような転送は、相手ユーザ側の加入者交換機

で相手ユーザへ切断復旧メッセージを転送する前に情報が受信された場合にのみ実施されます。それ以外

の場合には情報は何の通知もなしに捨てられます。 

   さらに「呼設定」メッセージが放送形式データリンクを用いて送出され、そして網がユーザからの最初

の応答の受信によって着呼の競合が発生しないことを判断することができない場合、次の“ユーザ・ユー

ザ”情報要素転送だけが許されます。 

   １） 網から着信ユーザの方向で、発信ユーザが「応答」メッセージを受信する前に切断復旧を行った

場合、ユーザ・ユーザ情報は最初の切断復旧メッセージに含まれ、すでに着側に送られた「呼設定」

メッセージに応答しているそれぞれの着信ユーザへ送られます。 

   ２） 着信ユーザからの網の方向で､ユーザ･ユーザ情報は選択された端末からのみ受付けます。 
 

     網は複数の切断復旧メッセージを受信した場合、第３分冊5.2.5.4 節に従って保持されていた理

由表示といっしょに“ユーザ・ユーザ”情報要素を保持できます。 

      この理由表示が発信ユーザへ返されるときに、関連した“ユーザ・ユーザ”情報要素も返されます。 

等しい優先順位の理由表示と“ユーザ・ユーザ”情報要素を伴った複数の切断復旧メッセージがあっ

た場合、最初の切断復旧メッセージに含まれていた“ユーザ・ユーザ”情報要素が発信ユーザへ送ら

れます。優先順位のもっとも高い理由表示を持つ切断復旧メッセージが“ユーザ・ユーザ”情報要素

を含んでなくかつ優先順位の低い理由表示を持つ他の切断復旧メッセージが“ユーザ・ユーザ”情報

要素を含んでいる場合、“ユーザ・ユーザ”情報要素は発信ユーザへ送られません。 

      複数のユーザによる着呼の競合が許されていない場合（例えば「呼設定」メッセージがポイント・ 

ポイントのデータリンクレイヤを用いて送出される場合、 
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    または網が放送形式データリンクを用いて送出された「呼設定」メッセージに対するユー

      ザの応答によって着呼の競合が発生しないことを知っている場合 

未提供 

     ）、“ユーザ・ユーザ”情報要素は「通信中」状態に入る前の着信ユーザによって送られた最初の

切断復旧メッセージに含めることができます。 

      複数のユーザによる着呼の競合が許されていない場合で、着信ユーザが“ユーザ・ユーザ”情報

要素を伴った「解放完了」メッセージで呼を拒否した場合、網は“ユーザ・ユーザ”情報要素を「切

断」メッセージに含めて発信ユーザへ送ります。 

 

    網が発信ユーザへのインバンド情報を提供しており、そしてその時点で切断復旧手順を起

     動しないと選択した場合、網は“ユーザ・ユーザ”情報要素を「経過表示」メッセージに

       含めて発信ユーザへ送ります。 

未提供 

 

     網が呼の切断復旧に関連して発信ユーザへのインバンド情報を提供している場合、網は“ユーザ・

ユーザ”情報要素を「切断」メッセージに含めて発信ユーザへ送ることができます。 

     （注） この機能は勧告Ｘ．２１３に記述された切断復旧データ転送を提供するために使用される

ことを意図しています。 

 

  １０.１.３.８ 呼制御メッセージ中の予期されないユーザ・ユーザ情報 

 

   ユーザから届いた「呼設定」メッセージにユーザ・ユーザ信号の要求が（  明白にも  
未提供 

  暗黙にも）表示されていなかった場合、網はユーザからの「呼出」、「応答」、「切断」、「解放」、「解

放完了」メッセージ内の“ユーザ・ユーザ”情報要素を破棄します。この場合、網はユーザから受信した

メッセージの破棄されなかった内容について処理を継続するとともに、ユーザに“理由表示（＃４３：ア

クセス情報破棄）”を含む「状態表示」メッセージを送信します。 

 

   ＩＮＳネットでは、「切断」メッセージの場合は「解放」メッセージに、「解放」メッセージの場合は

「解放完了」メッセージに“理由表示（＃４３：アクセス情報破棄）”を含めて送信します。 

    また、「解放完了」メッセージの場合、情報は破棄されます。 
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 １０．１．４ ユーザ・ユーザ信号サービス２ 

 

 １０．１．４．１ 概要 

  サービス２は、呼設定中に各方向の２つの「ユーザ情報」メッセージを転送するユーザ・ユーザ信号

によってユーザが通信することを許します。このサービスは、暗黙のまたは明白な拒否を許します。

（10.1.4.3 節参照）。 

  サービス２はユーザ・網インタフェースの着信側で「呼設定」メッセージがポイント・ポイントデー

タリンクを用いて送出された場合に限り適応されます。 

 

 １０．１．４．２ 呼設定 

  呼設定の手順は、第３分冊5.1 節と第３分冊5.2 節に以下の修正を加えたもので記述されます。 

  発呼要求では、発信ユーザが送る「呼設定」メッセージにサービス２要求が含まれます。 

  着信側での網から送出された「呼設定」メッセージにも明白なサービス２要求が含まれます。 

  着信ユーザが呼設定中の「ユーザ情報」メッセージを処理できる場合、サービス２の受付確認が網に

送出される「呼出」メッセージに含まれていなければなりません。この明白な受付確認は、網から発信

ユーザに送出される「呼出」メッセージで通知されます。 

 

 １０．１．４．３ サービス拒否 

  着信ユーザまたは網がサービス２要求を理解しない場合、発信ユーザに返送される「呼出」メッセー

ジはサービス２の受付確認または拒否のいずれも含みません。この応答タイプは、サービス２の暗黙の

拒否として扱われます。 

  網または着信ユーザが呼設定中の「ユーザ情報」メッセージを処理できない場合に、要求が必須でな

いと表示された場合、サービス２の拒否は「呼出」メッセージに含まれて通知されます。 

   サービス２要求が必須のものであることを示しており、着信ユーザまたは網がサービスを処理もしく

は提供できない場合、“理由表示（＃５０：要求フィシリティ未契約）”または“理由表示（＃６９：

未提供ファシリティ要求）”及びサービス２拒否を伴った「解放完了」メッセージが 送られます。着信

ユーザが「呼出」メッセージにサービス２の受付確認または拒否を含ませない場合、網は発信ユーザへ

送る「呼出」メッセージに明白な拒否を含ませます。 

  非ＩＳＤＮ網とのインタワークの場合、完全なサービスが保証できないことを通知するために“経過

識別子”情報要素に表示される経過内容＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情

報はインバンドとなる”を伴った「経過表示」メッセージまたは「呼出」メッセージが発信ユーザへ送

られます。 

 

 １０．１．４．４ 「ユーザ情報」メッセージの転送 

  「呼出」メッセージを受信したら、関与した両ユーザ間でユーザ・網インタフェースにおいて「ユー

ザ情報」メッセージを転送することによって、情報の転送が可能となります。網はこれらのメッセージ

の発信側から着信側へ或いはその逆方向の転送を提供します。 

未提供 
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  「ユーザ情報」メッセージは“呼番号”、“プロトコル識別子”、第３分冊3.2.13 節で定めた“ユー

ザ・ユーザ”情報要素を含んでいます。“モアデータ”情報要素もまた、発信元ユーザがリモートユー

ザに対して同じブロックの属している情報を含んだ他の「ユーザ情報」メッセージが続くことを通知す

るときに含むことができます。“モアデータ”情報要素の使用は、網では監視しません。 

  ユーザ・ユーザ信号の能力が提供されている場合、「呼出」メッセージ後、「応答」メッセージ前に

２つを越える「ユーザ情報」メッセージが転送されることはありません。 

  「ユーザ情報」メッセージの送信または受信によって呼の状態を変えることはありません。 

未提供 
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 １０．１．５ ユーザ・ユーザ信号サービス３ 

 

 １０．１．５．１ 概 要 

  サービス３は、呼が「通信中」状態にあるときに「ユーザ情報」メッセージの転送によってユーザが

通信することを許します。このサービスは暗黙または明白な拒否を許します。（1.1.5.3 節参照）。こ

のサービスは呼の設定中または‘通信中’状態のいずれかの間に要求されます。 

 

 １０．１．５．２ 呼設定中のサービス要求 

  呼設定の手順は第３分冊5.1 節と第３分冊5.2 節に以下の修正を加えたもので記述されます。 

  発呼要求では、発信ユーザが送る「呼設定」メッセージにサービス３要求が含まれます。 

  着信側での網から送出された「呼設定」メッセージにも明白なサービス３要求が含まれます。 

  着信ユーザにおいて呼が‘通信中’状態にあるときに「ユーザ情報」メッセージ転送を処理できる場

合、サービス３の受付確認が「応答」メッセージに含まれます。 

 

 １０．１．５．３ 呼設定中のサービス要求の拒否 

  着信ユーザまたは網がサービス３要求を理解しない場合、発信ユーザへ返送される「応答」メッセー

ジはサービス３の受付確認または拒否のいずれも含みません。 

  この応答のタイプは、サービス３の暗黙の拒否として扱われます。網または着信ユーザが‘通信中’

状態の「ユーザ情報」メッセージを処理できない場合に、要求が必須でないと表示された場合、サービ

ス３の拒否は「応答」メッセージに含まれて通知されます。サービス３の要求が必須のものであると表

示されていて、着信ユーザまたは網がそのサービスを処理もしくは提供できない場合、“理由表示（＃

５０：要求ファシリティ未契約）”または“理由表示（＃６９：未提供ファシリティ要求）”及びサー

ビス３拒否を伴った「解放完了」メッセージが送られます。着信ユーザが「応答」メッセージにサービ

ス３の受付確認または拒否を含ませない場合、網は発信ユーザへ送る「応答」メッセージにサービス３

の拒否を含ませます。 

  非ＩＳＤＮ網とのインタワークの場合、サービスが保証できないことを通知するために“経過識別子”

情報要素に表示される経過内容＃１”呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はイン

バンドとなる”を伴った「経過表示」メッセージまたは「呼出」メッセージが発信ユーザへ返送されま

す。 

 

 １０．１．５．４ 呼設定後のサービス要求 

  呼が‘通信中’状態にあるときにユーザは提供希望のサービス３だけを要求することができます。要

求元ユーザから網へサービス３要求を示した「ファシリティ」メッセージが送られます。 

  網はサービス３を要求していないユーザに対して「ファシリティ」メッセージでサービス３要求を通

知します。 

  サービス３を要求していないユーザが‘通信中’状態で「ユーザ情報」メッセージの転送を処理でき

る場合、サービス３の受付確認は「ファシリティ」メッセージで返されます。 

  この明白な受付確認の通知は「ファシリティ」メッセージで要求元ユーザへ転送されます。 

未提供 
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 １０．１．５．５ 呼設定後のサービス要求の拒否 

  サービス３を要求していないユーザまたは網がサービス３要求を理解しない場合、いかなるメッセー

ジも返しません。この応答のタイプは、サービス３の暗黙の拒否として扱われます。要求先ユーザまた

は網が要求されたサービスを処理もしくは提供できない場合にサービス３の拒否は「ファシリティ」メ

ッセージで返されます。要求先ユーザがサービス３要求に応答しない場合、網は発信ユーザにサービス

３の拒否を返します。 

 

 １０．１．５．６ 「ユーザ情報」メッセージの転送 

  呼が設定されたら、関与した両ユーザ間でユーザ・網インタフェースにおいて「ユーザ情報」メッセ

ージを転送することによって情報の転送が可能になります。網はこれらのメッセージの発信側から着信

側へ或いはその逆方向の転送を提供します。 

  「ユーザ情報」メッセージは、“呼番号”、”プロトコル識別子”、“ユーザ・ユーザ”情報要素を

含んでいます。“モアデータ”情報要素もまた、発信元ユーザがリモートユーザに対して同じブロック

の属している情報を含んだ他の「ユーザ情報」メッセージが続くことを通知するときに含むことができ

ます。”モアデータ”情報要素の使用は、網では監視しません。 

 

 １０．１．５．７ 「ユーザ情報」メッセージの輻輳制御 

  網またはユーザは必要な場合、輻輳制御レベルの情報要素を含んだ「輻輳制御」メッセージによって、

「ユーザ情報」メッセージの転送のフロー制御を行います。輻輳制御レベルの２つの通知は、受信不可

と受信可と規定されます。受信不可通知を受信した場合、ユーザまたは網は「ユーザ情報」メッセージ

送信を中断しなければなりません。受信可通知を受信した場合には、送信を再開することができます。

  受信不可通知を送信した後で、網またはユーザは引き続いて受信した「ユーザ情報」メッセージを破

棄します。 

  「ユーザ情報」メッセージを破棄した場合、いつでも可能ならば、網またはユーザは受信不可通知の

「輻輳制御」メッセージを送信します。 

  「輻輳制御」メッセージには“理由表示（＃４３：アクセス情報破棄）”も含まれます。受信可通知

の受信は次の受信可通知を受信する以前に“n”個を超える「ユーザ情報」メッセージが送信されないこ

とを示します。 

  “n”の価は将来の課題です。 

  輻輳制御手順そのものはローカルな手順とみなされるべきです。 

未提供 
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 １０．１．６ 予期されない「ユーザ情報」メッセージ 

 

 １０．１．６．１ 不一致呼状態での「ユーザ情報」メッセージ受信 

  網が「ユーザ情報」メッセージをユーザから受信し、起動されたサービスがそのときは許可されない

場合（例：サービス３では可能な「通信中」状態以外の任意の状態）、そのメッセージは網により破棄

されます。 

  網は“理由表示（＃４３：アクセス情報破棄）”を含む「状態表示」メッセージで応答します。 

 

 １０．１．６．２ 予測されない「ユーザ情報」メッセージの受信 

  網がユーザ・ユーザ信号をサポートしないことを通知した後に発着信ユーザからの「ユーザ情報」メ

ッセージを受信したときは、いつでもこのメッセージを破棄し、何の動作もしません。 

未提供 
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 １０．１．７ ユーザ・ユーザ信号サービス１、２、３の要求 

 

 １０．１．７．１ 概 要 

  本節では同一の「呼設定」メッセージによるサービス１、２、及び３の要求手順について述べます。

これらのサービスについてはそれぞれ10.1.3 節、10.1.4 節及び10.1.5 節を参照して下さい。 

 

  （注） ユーザ・ユーザ信号の暗黙の要求と受付確認は10.1.3.2 節の手順に従います。但し、

     明白なサービス１要求については本節の手順に従います。 

 

 １０．１．７．２ 呼設定 

  呼設定手順は以下の修正も含め10.1.3.3 節に規定したとおりです。 

  呼要求において発信ユーザから送られた「呼設定」メッセージは独立のサービス１要求を含んでいま

す。 

  着信側の網によって送られた「呼設定」メッセージも同様なサービス要求を含んでいます。もし、着

信ユーザが通知されたサービスをサポートできるなら、そのサービス受付確認はすべて「呼出」メッセ

ージにより通知されます。 

  代わりに、ユーザは10.1.3.3 節で定義された「呼出」メッセージによりサービス１を受け入れること

ができます。 

 

 １０．１．７．３ サービス拒否 

  もし、着信ユーザあるいは網がサービス要求を認識できないならば、発信ユーザに返される「呼出」

メッセージあるいは「応答」メッセージはサービス受付確認あるいはサービス拒否のどちらも含んでい

ません。 

  このタイプの応答は暗黙のサービス拒否ととられます。 

  もし、着信ユーザあるいは網が特定のサービス要求を認識できないならば、そのサービスは10.1.3.6

節で定義された手順で暗黙的に拒否されます。 

  一方、着信ユーザあるいは網がサービス要求をサポートできなくて、サービス要求が必須でない通知

であるならば、そのサービス拒否は「呼出」メッセージに含むことができます。 

  もし、着信ユーザが「呼出」メッセージおよび（または）「応答」メッセージにサービス１の受付確

認あるいは拒否を含めないならば、網は着信ユーザへ送る「呼出」メッセージおよび（または）「応答」

メッセージによりサービス１の拒否を返します。 

  非ＩＳＤＮネットワークにおいては、網はサービスが保証されないことを示すために発信ユーザに送

る“経過識別子”情報要素に表示される経過内容＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降

の経過情報はインバンドで送られることがある”を含んだ「経過表示」メッセージあるいは「呼出」メ

ッセージを発生します。 

未提供 
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  そのサービスもまた10.1.3.6 節の手順で拒否できます。 

  もしサービス要求のすべてあるいはどれかが必須として通知されるなら、要求をサポートできないか

供給できない着信ユーザまたは網は“理由表示（＃５０：要求ファシリティ未契約）”、あるいは理由

表示（＃６９：未提供ファシリティ要求）”として「解放完了」メッセージを送出します。 

 

 １０．１．７．４ 「ユーザ情報」メッセージの伝送 

  「ユーザ情報」メッセージの伝送は10.1.4.4、10.1.5.6 節に定義されています。 

未提供 
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  １０．１．８ 着信ユーザ側の動作とそれに続いておこる網動作の要約 

 

  ユーザ・ユーザ信号サービス１の明白なサービス要求、及びサービス２、３については提供時期未定

です。 

   着信ユーザ側の動作とそれに続いておこる網動作の要約を表1.1 に示します。 

 

表１０．１ 着信ユーザ側の動作（注１） 

要求された 発信ユーザ・ 
ｹｰｽ 着信ユーザ能力 着信ユーザの動作 

サービス（注２） 網インタフェースの動作

１ サービス要求の

識別及び受付可

能 

サービス１、２、３

提供希望あるいは提

供必須 

応答メッセージによ

り適切な確認通知の

応答をします。 

通常の呼制御メッセージ

により発信ユーザ側へ、

応答を伝達します。 

サービス１、２、３

提供必須 

適切なメッセージ、理

由表示を通知し、呼を

切断復旧します。 

通常の呼制御解放メッセ

ージにより発信ユーザ側

へ同じ理由表示を伝達し

ます。 

２ サービス要求の

識別は可能であ

るが、受付不可 

サービス１（明白な

要求）サービス２、

３提供希望 

要求無視あるいは応

答メッセージにより

適切な拒否通知の応

答をします。呼を切断

復旧しません。 

発信ユーザ側へ拒否通知

を伝達します。 

サービス１（暗黙の

要求）提供希望 

応答メッセージによ

り適切な拒否通知の

応答をします。呼を切

断復旧しません。 

通常の呼制御メッセージ

により発信ユーザ網へ拒

否通知を伝達します。呼

を切断復旧しません。 

サービス１、２、３

提供必須 

認識されない非必須

情報要素として扱い

ます。 

適切なメッセージ、理由

表示により呼を切断復旧

します。 

３ サービス要求識

別は不可能 

サービス１、２、３

提供希望 

認識されない非必須

情報要素として扱い

ます。 

暗黙のユーザ応答を発信

ユーザ側に伝達します。

（注３） 

 

   (注１)  本表はポイント・ポイント接続の場合に適用されます。 

 

  ポイント・マルチポイントについては、放送形式の呼設定で着呼の競合のない場合にのみ適用されま

す。 

未提供 

   (注２) サービス１において暗黙のユーザ・ユーザ信号要求が受信されたとき（すなわちユーザ・ユー

ザ情報要素が「呼設定」メッセージに含まれるが、その明白な起動要求がない場合）、その要

求は提供希望とみなします。 

   (注３) 着信ユーザから要求されたサービスの受付確認または拒否が受信できなかったとき、暗黙のサ

ービス拒否とみなされます。 

       それ故、サービス１において初めの「呼設定」メッセージより伝えられたユーザ情報要素は、

その受領を保証されません。この場合の動作は発信ユーザに任せられます。 
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 １０．２ 回線交換呼と対応しないユーザ・ユーザ信号手順 

 

 １０．２．１ 概 要 

  本サービスは、回線交換呼を設定することなしにユーザ・ユーザ信号により通信することをユーザに

許可します。 

  一時的信号接続が回線交換呼の制御と同様の方法で設定され、解放されます。 

 

 １０．２．２ 呼設定 

  呼設定手順は、以下の修正も含め第３分冊5.1 節、第３分冊5.2 節で規定した通りです。 

 

  呼要求において、発信ユーザは“伝達能力”及び“チャンネル識別子”情報要素によりＳＡＰＩ＝０

の一時的信号接続を識別する「呼設定」メッセージを送出します。 

  「呼設定」メッセージでは、これを表示するため以下のように符号化されます。 

 

 ・伝達能力情報要素 

   情報伝送能力         ： 非制限ディジタル情報 

   転送モード          ： パケット 

   ユーザ情報レイヤ２プロトコル ： ＪＴ－９２１ 

   ユーザ情報レイヤ３プロトコル ： ＪＴ－９３１ 

 ・チャネル識別子情報要素 

   変更不可表示         ： 変更不可 

   D チャネル選択表示      ： D チャネルである 

   情報チャネル選択       ： チャネルなし 

 

  要求された一時的信号接続サービスは認められていない、又は有効でないと判断した場合、網は以下

に示す理由表示のうちの１つを用いて、第３分冊5.3.2(a)節または第３分冊5.3.2(c)節にしたがって呼

の切断を開始します。 

 

  (a) ＃５７ “伝達能力不許可” 

  (b) ＃５８ “現在利用不可伝達能力” 

  (c) ＃６３ “その他のサービス又はオプションの利用不可クラス” 

  (d) ＃６５ “未提供伝達能力指定” 

 

  着信ユーザは発信ユーザに対し「応答」メッセージを送出することにより、一時的信号接続要求を受

け付けます。 

  着信ユーザが「応答確認」メッセージの受信後「ユーザ情報」メッセージの送出を開始することがで

きます。 

 

  発信ユーザが「応答」メッセージを受信すると、「ユーザ情報」メッセージの送出を開始することが

できます。 

未提供 
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 １０．２．３ 「ユーザ情報」メッセージの転送 

  一時的信号接続が設定された後、両者ユーザはユーザ・網インタフェースを介して「ユーザ情報」メ

ッセージを転送することにより両者間の情報を交換することができます。 

  網は発側から着側、又はその逆にそのようなメッセージの転送を提供します。「ユーザ情報」メッセ

ージは“呼番号”、“プロトコル識別子”、第３分冊3.2.13 節で規定される“ユーザ・ユーザ”情報要

素を含んでいます。”モアデータ”情報要素は生成ユーザから相手ユーザに同じブロックに属する情報

を含む他の「ユーザ情報」メッセージが従うことを表示するため、「ユーザ情報」メッセージに含まれ

る場合があります。 

  “モアデータ”情報要素の利用は網によって監視されません。 

 

 １０．２．４ 「ユーザ情報」メッセージの輻輳制御 

  輻輳制御手順は1.1.5.7 節に規定される通りです。 

 

 １０．２．５ 呼切断復旧 

  一時的信号接続の解放はユーザ又は網により「解放」メッセージを送出することにより開始できます。

  引き続く解放手順、含まれるタイマは第３分冊5.3.3 節及び第３分冊5.3.4 節の回線交換接続の解放

と同様です。 

未提供 
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                             付録 



                  付録１. ＳＤＬ図 

  

 本付録では、本文５章の記述に基づいた回線交換基本呼のレイヤ３プロトコル制御部を示す概要及び詳細Ｓ

ＤＬを含みます。 

 なお、本付録のＳＤＬ図と、本文５章の記述が不一致の場合は、本文を正しいものとして用いて下さい。 

  

１. ＳＤＬ図 

 付図１は、ユーザ側及び網側のプロトコル制御ＳＤＬ図の記述法を示します。 

 付図２及び付図３は、ユーザ側の概要及び詳細プロトコル制御ＳＤＬ図を示します。 

 付図５及び付図６は、網側の概要及び詳細プロトコル制御ＳＤＬ図を示します。 

 ポイント・ポイント形態の手順のみが網側ＳＤＬ図に記述されています。 

 付図４は、ユーザ側及び網側の両者に適用されるグローバル呼番号の詳細ＳＤＬ図を示しています。付図４

は、ユーザ側のみのＳＤＬ図を示していますが、同じ図が入力と出力の記号の方向を変更することにより、網

側に適用されることができます。 

 分割発着呼手順は提供しないため、ＳＤＬ図における分割発呼手順は、記載されていません。  

 

２. 回線交換呼制御手順例 

 付図７にＤチャネルによる回線交換呼制御手順例を示します。 
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      付図１ レイヤ３プロトコル制御ＳＤＬ図記述法（ユーザ側）（１／２） 
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       付図１ レイヤ３プロトコル制御ＳＤＬ図記述法（網側）（２／２） 

  

  

  

- 239 -



 

 

  

  

  

                  (ａ) 発信手順（１／２） 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（１／７） 
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                  (ｂ) 発信手順（２／２） 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（２／７） 
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                  (ｃ) 着信手順（１／２） 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（３／７） 
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                  (ｄ) 着信手順（２／２） 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（４／７） 
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                    (ｅ) 切断復旧手順 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（５／７） 
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                    (ｆ) 中断手順 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（６／７） 
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                    (ｇ) 再開手順 

  

          付図２ 呼制御概要ＳＤＬ図（ユーザ側）（７／７） 
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                  (ａ) 発信手順（１／２） 

  

       付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）ポイント・ポイント（１／８） 
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                  (ｂ) 発信手順（２／２） 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（２／８） 
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                  (ｃ) 着信手順（１／２） 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（３／８） 
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                  (ｄ) 着信手順（２／２） 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（４／８） 
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 （注１） オプション（インバンドトーンのための） 

 （注２） トーン管理に従う 

  

                 (ｅ) 切断復旧手順（１／２） 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（５／８） 
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                 (ｆ) 切断復旧手順（２／２） 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（６／８） 
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                    (ｇ) 中断手順 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（７／８） 
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                    (ｈ) 再開手順 

  

           付図５ 呼制御概要ＳＤＬ図（網側）（８／８） 
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発信側端末 
からの切断 

着信側端末 
からの切断 

 

 （注１） 端末は、この時点までＤチャネルコネクションと電源ユニットを解放すべきではありません。 

 （注２） 利用者－端末間は、説明のために示しています。 

  

                    付図７ 回線交換呼制御手順例 
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付録２. 通信可能性確認 

 
 

１. 概 要 

本付録は、ＩＳＤＮ内のユーザ及び網が、通信の開始にあたって整合を行うために必要な通信可能性確認の

方法について記述しています。また、既存網との相互接続も含まれています。 

通信可能性確認の方法としては、以下に示す３種類の異なる処理が実行されます。 

 
 

i） 発信側における、ユーザから網への処理（本付録の２章参照） ii） 

着信側における、網からユーザへの処理（本付録の３.２節参照） iii） 

ユーザ・ユーザ間の処理（本付録の３.３節参照） 

 
（注） 本付録において、「着信ユーザ」とは、明確にアドレス指定された端末等のことです。アドレッシン

グされたインタワーキングユニット（ＩＷＵ）も「着信ユーザ」になり得ます。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ． ５

００シリーズを参照して下さい。 

 
通信可能性確認に必要な情報のコーディングの詳細は、付録７を参照して下さい。 

 
 

２. 発信側での通信可能性確認 

発信側において、網は発信ユーザが“伝達能力”情報要素によって要求してきた伝達サービスと網によって、そのユ

ーザに提供される伝達サービスの整合性のチェックを行います。整合性が取れない場合、網は以下に示す理由

表示を一つ含んで呼を拒否します。 

 
＃５７“伝達能力不許可” 

＃５８“現在利用不可伝達能力” 

＃６３“その他サービスまたはオプションの利用不可クラス” 

＃６５“未提供伝達能力指定” 

 
 

３. 着信側での通信可能性確認 

本付録における「チェック」とは、ユーザが明記された情報要素の内容を調べることを意味します。 

３.１ アドレス情報の通信可能性確認 

着信の「呼設定」メッセージが、アドレッシング情報（例：ダイヤルイン番号（着番号）又はサブアドレス） 

を明示してきた場合、次の動作がとられます。 

 
ａ） 番号又はサブアドレスがユーザに付与されている場合、ユーザは、その番号又はサブアドレスと、着呼

情報の中の着番号又はサブアドレス情報要素の内容とをチェックします。そして、不一致の場合、ユー

ザは呼を無視します。 

一致の場合、本付録の３.２節から３.３節で示す通信可能性確認を続けます。 

ｂ） ユーザが指定された番号又はサブアドレスを持っていない場合、着番号及び着サブアドレス情報要素は、

無視されます。そして、３.２節と３.３節の通信可能性確認を続けます。 
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（注１） 通信可能性確認は、ユーザの利用条件に応じた実行順序、チェックされるべき情報の観点等から、各

種方法の実現が可能です。 

例：最初は、指定された番号／サブアドレス、そして、通信可能性確認又は、その逆等。 

（注２） アドレス情報を明示してきた着呼が、常に指定されたユーザ（端末）にのみ提供されるようになる

ためには、同じバス上に接続された全てのユーザが、チェック機能を持ち、指定された番号、又は

サブアドレスが付与されている必要があります。 

 

 

 
（注３） 着呼情報の中の着番号又はサブアドレス情報要素の内容を無視して通信可能性確認を続け 

る場合は、必ずしも発信側ユーザの意図した端末の選択、及び通信の可能性が保証されると 
は限りません。 

 
 

３.２ 網からユーザへの通信可能性確認 

着信側において、網がある伝達サービスを提供する時、ユーザは、ユーザ自身がサポートしている伝達サー

ビスと、“伝達能力”情報要素により網から明示された伝達能力との整合性のチェックを行います。整合性が

取れない場合、ユーザは、呼を無視するか、又は“理由表示（＃８８：端末属性不一致）”を伴い呼を拒否し

ます（本文５.２.２節参照）。 

 
３.３ ユーザ・ユーザ間の通信可能性確認 

着信側の端末等は、“低位レイヤ整合性”情報要素の内容が、サポートしている機能と一致しているかどう

かのチェックを行います。 

“低位レイヤ整合性”情報要素は（もしあれば）、低位レイヤ（ＯＳＩモデルに従っていれば、レイヤ１か

らレイヤ３）の整合性チェックに使用されます。 

 
（注） 本付録３.２節に示すように、“伝達能力”情報要素もチェックされます。その結果、“伝達能力” 情

報要素と、“低位レイヤ整合性”情報要素の内容に差異がある場合、付録２０に従って解決されます。

例えば、“低位レイヤ整合性”情報要素の一致しない情報は、無視します。 

ユーザには、指定された番号、又はサブアドレスのチェック機能を有することが望まれま 
す。 
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“低位レイヤ整合性”情報要素が、着信側の「呼設定」メッセージに含まれていない場合、“伝達能力”情

報要素が、低位レイヤの整合性確認に使用されます。 

網が伝達サービスのみを提供している場合でも、着信側の端末装置は、“高位レイヤ整合性”情報要素を（も

しあれば）、ユーザ・ユーザ間の通信可能性確認手順の一部としてチェックすることが可能です。 

それぞれの情報要素上のチェックにおいて、整合性が取れない場合、端末は呼を無視するか、又は“理由表

示（＃８８：端末属性不一致）”を伴い呼を拒否します（本文５.２.２節参照）。 

“高位レイヤ整合性”情報要素と“低位レイヤ整合性”情報要素があるかないかに関して、次の２つの場合

が生じます。 

 
ａ）着呼に対する整合性が保証される場合 

これは、インタフェース上の全ての端末が、“低位レイヤ整合性”情報要素と“高位レイヤ整合性” 

情報要素をサポートしている（すなわち、内容が理解できる）時です。この場合、低位レイヤ整合性

と高位レイヤ整合性のコーディングに基づいて、端末が要求された機能を持っていれば、呼を受付け

ることが可能となります。 

 
ｂ）着呼に対する整合性が保証されない場合 

これは、インタフェース上の全て、又はいくつかの端末が、“低位レイヤ整合性”情報要素又は、

“高位レイヤ整合性”情報要素のどちらかを認識できない（すなわち、無視する）時です。この場合、

ユーザ設備の配置、管理に関して注意を怠ると、誤った機能を持った端末が呼を受付ける危険性があ

ります。 

 
したがって、着呼に対する整合性を保証するために、端末が“低位レイヤ整合性”情報要素と“高位レイヤ

整合性”情報要素をチェックすることを勧めます。 

 
（注１） 本文４.５.１７節及び４.５.１９節で示された“低位レイヤ整合性”情報要素と“高位レイヤ 

整合性”情報要素のコーディングは低位レイヤ及び高位レイヤのプロトコルがＩＴＵ－Ｔ勧告及 

びＴＴＣ標準に準拠している場合（すなわち、コーディング標準：オクテット３が“ＩＴＵ－Ｔ 

勧告、及びＴＴＣ標準”の場合）にのみ設定できます。従って、たとえディジタルファクシミリ 

であっても、その手順等がＩＴＵ－Ｔ勧告と異なる場合には、４.５.１７節及び４.５.１９節で 
示されたコーディングを用いることはできません。 

（注２） ある端末については、ユーザ相互間の同意、又は他の標準（例えば、勧告Ｘ．２１３）に従った上

で、“ユーザ・ユーザ”情報要素を付加的な整合性チェックのために用いることができます。その

ような端末設備は、“ユーザ・ユーザ”情報要素を用いて、本節で記述している“高位レイヤ整合

性”情報要素の「整合性が保証された」場合の内容と同様のチェックを行います。 
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３.４ ユーザの動作表 

付表１～３は、発信ユーザの伝達サービスまたはテレサービスの要求に対する通信可能性確認の結果により、とら

れる動作を示しています。 

 
付表１ 伝達能力による通信可能性確認 

伝達能力情報要 端  末  の  動  作  

素の整合性 

（必須） Ｐ－Ｐデータリンクの場合（注１） 放送形式データリンクの場合（注１） 

一  致  呼を受付ける 呼を受付ける 

 

不一致 

呼を拒否する 無視する 呼を拒否する 

５.２.５.１参照 ５.２.５.１ａ参照 ５.２.５.１ｂ参照 
 （注２） （注２） 

付表２ 低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）、高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）による通信可能性確認 

（着呼に含まれる情報によって整合性が判断できる場合） 

ＬＬＣ／ＨＬＣ 端  末  の  動  作  

の整合性 
 Ｐ－Ｐデータリンクの場合（注１） 放送形式データリンクの場合（注１） 

一  致  呼を受付ける 呼を受付ける 

 

不一致 

呼を拒否する  

（注４） 

無視する 呼を拒否する  

(注4) ５.２.５.１参照 ５.２.５.１.ａ 
参照（注２） 

５.２.５.１ｂ 
参照（注２） 

付表３ 低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）、高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）による通信可能性確認 

（着呼に含まれる情報では整合性が十分判断できない場合） 

 端  末  の  動  作  

Ｐ－Ｐデータリンクの場合（注１） 放送形式データリンクの場合（注１） 

ＬＬＣ／ＨＬＣ 呼を拒否する、  

（注４） 

呼を拒否する、  

（注４） が存在する場合 又は受付ける 又は受付ける 
 （注３） （注３） 

（注１） サブアドレスや着番号の該当部分を使って、明確にアドレッシングされた放送形式データリンク上

の端末に対しては、ポイント・ポイントデータリンクの欄を用います。 

（注２） 放送形式データリンク上のある端末が不一致の場合、無視するか、呼を拒否するかは、端末の自由

です（５.２.２節参照）。 

（注３） 本インタフェース上の端末のいくつかは、“低位レイヤ整合性”情報要素、又は“高位レイヤ整合

性”情報要素を理解し、もし不一致であれば、呼を拒否することがあります。 

（注４） 低位レイヤ整合性交渉（付録１５）を行う場合があります。 

これは、「呼設定」メッセージで要求された低位レイヤ情報に対して、「応答」メッセー 

ジに“低位レイヤ整合性”情報要素を含めることにより、着信ユーザから発信ユーザへ低位 
レイヤ機能の変更を要求するものです。 
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４.既存網との相互接続 

網内の信号方式、又はユーザの信号方式（例えば、電話網からの着呼又はアナログ端末からの呼）の制限に

より、着信側において「呼設定」メッセージ内の情報が制限される場合があります。呼が、“高位レイヤ整合

性”情報要素の転送をサポートしていない既存網を通過してきた場合、着信ユーザは、制限された（例えば、

“高位レイヤ整合性”情報要素なしでの）通信可能性確認を行う必要があります。このため、網が全ての着呼

情報を提供できない場合や、（整合性情報のような）サービス情報の有無を判断できない場合、着信側の「呼

設定」メッセージには、経過記述＃１“呼はエンド・エンドＩＳＤＮでない、更に経過情報は、インチャネル

を用いるかもしれない。”又は、経過記述＃３“非ＩＳＤＮ発側アドレス”を含んだ“経過識別子”情報要素

が含まれます（付録８参照）。 

このような“経過識別子”情報要素を伴う「呼設定」メッセージを受信した端末は、通信可能性確認の方法

を変更する必要があります。すなわち、通常含まれている情報（少なくとも“伝達能力”情報要素は存在しま

す）と一致した場合、端末は通信の整合が取れたとみなすべきです。このため、完全なＩＳＤＮ環境において

は、伝達能力に加え、他の情報を期待している端末においても、“経過識別子”情報要素が含まれていれば、

期待した情報がなくても、必ずしも着呼を拒否する必要はありません。 

 
（注） 電話網からの着信については、“伝達能力”情報要素の内容は、３．１kHz オーディオで転 

送され、なお、ＨＬＣ，ＬＬＣは当面設定されません。 

 



                  付録３ 中継網選択 

  

 本付録では、“中継網選択”情報要素の処理を規定します。 

 本手順は未提供です。  

  

１. 中継網選択をサポートしていない場合 

 中継網選択をサポートしていない網では、“中継網選択”情報要素を受信した時、その情報要素は認識され

ない非必須情報要素に対する規定（５.８.７.１節）に従って処理されます。 

 

２. 中継網選択をサポートしている場合 

 中継網選択がサポートされている場合、ユーザは「呼設定」メッセージに選択した中継網を、“中継網選択”

情報要素で示します。そして、１つの“中継網選択”情報要素は、１つの網識別を運ぶため使用されます。 

 ユーザは、１つ以上の中継網を指定可能です。それぞれの網識別情報は、別々の情報要素に入れられます。

呼は、「呼設定」メッセージの中にリストされた順に指定された中継網を通してルーチングされます。例えば、

ユーザが「呼設定」メッセージ内に２つの“中継網選択”情報要素を網Ａと網Ｂの順で投入した場合、呼は最

初、網Ａに（直接又は間接的に）ルーチングされ、それから網Ｂに（直接又は間接的に）ルーチングされて運

ばれます。 

 呼が各選択された網に運ばれた時、対応する“中継網選択”情報要素は、適当な網間信号の処理に従い、呼

設定信号から取り除かれることもあります。“中継網選択”情報要素は、目的のユーザには運ばれません。 

 最大４つの“中継網選択”情報要素を、１つの「呼設定」メッセージに含めることが可能です。 

 ルートビジーのために、網が呼をルーチングできない場合、網は“理由表示（＃３４：利用可回線／チャネ

ルなし）”を含んで、５.３節に従って呼の切断復旧を開始します。 

 指定された中継網を網が認識できない場合、５.３節に従って“理由表示（＃２：指定中継網へのルートなし）”

情報要素を含むメッセージで呼の切断復旧を開始します。診断情報は、接続できない網を指定する“中継網選

択”情報要素の内容をコピーします。 

 網は、全ての残りの“中継網選択”情報要素を以下のために検証するかもしれません。 

  

  ａ） ルーチングループを避ける。 

  ｂ） 選択された網間の適当な契約関係を確認する。  

  ｃ） 国内またはローカルな規則に従っているかを確認する。 

  

 中継網選択が、正しいフォーマットではなかったり、基準ａ）、ｂ）又はｃ）により適合しなかった場合、

網は、５.３節に従って、“理由表示（＃９１：無効中継網選択)"情報要素を含むメッセージで切断復旧を開始

します。ユーザが“中継網選択”情報要素を含めている場合、事前に契約されているデフォルト中継網選択情

報は（もしあれば）無視されます。 
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              付録４ Ｄチャネルバックアップ手順 

  

 この付録で規定されている手順は、非対応信号方式が、複数の一次群アクセスに適用される場合に用いられ

ます。この機能は、加入時に契約し、その提供は網に依存します。 

 本手順は未提供です。  

  

１. 概  要 

対応信号方式において、Ｄチャネル信号は、Ｄチャネルを含むインタフェース上のチャネルに対応する呼だ

けを制御します。Ｄチャネル信号が１つ以上のインタフェース上（１つはＤチャネルを含む）のチャネルに対

する呼を制御する場合、これを非対応信号方式と呼びます。付図１は、ユーザ（例：ＰＢＸ）と網の間の３つ

のインタフェースの各々で用いられている対応信号方式の例を示しています。これらのインタフェースに対す

る非対応信号方式への置き換えによる結果の例を付図２に示します。 

 

 

       付図１ ３つの１次群速度インタフェースの対応信号方式の例 

                                                 

 非対応信号方式が採用された場合、Ｄチャネルによって制御されるインタフェースに対する信号能力の信頼

性は、不十分の場合があります。したがって、信頼性を改善するために、予備Ｄチャネルを用いた、Ｄチャネ

ルバックアップ手順が必要です。本付録の２章では、非対応信号方式を用いたエンドポイントのためのオプシ

ョンであるバックアップ手順について述べます。 
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２. Ｄチャネルバックアップ手順 

２.１ 各Ｄチャネルの役割 

２つ以上のインタフェースがユーザと網に接続されている時、第１優先のＤチャネル（Ｄチャネル１）が常

に１つのインタフェースに存在します。別のインタフェースには第２優先のＤチャネル（Ｄチャネル２）が存

在します。そしてこれも信号の送出が可能です。付図３は、付図２の形態に第２優先（即ち、バックアップ用）

のＤチャネルを加えた図を示します。 

 

 

 

       付図３ ３つの１次群速度インタフェースを制御するバックアップ用 

           Ｄチャネルを持つ非対応信号方式の例 

                                                 

 Ｄチャネル１はＤチャネル２が存在するインタフェースも含む複数インタフェースに対して、ユーザ・網イ

ンタフェースを介して信号を送るため用いられます。Ｄチャネル２は、予備の役割であり、レイヤ２だけが活
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性化しています。全てのＳＡＰＩグループ（例：０、１６及び６３）は生きており、パケットを転送できます。

ＳＡＰＩ＝０を割り当てられた適当なレイヤ２タイマにより決定された一定の間隔で、リンク問い合わせフレ

ームがＤチャネル２のポイント・ポイント信号リンクＤＬＣＩ＝０に送信されます。Ｄチャネル２は、予備の

役割であり、Ｄチャネル１とＤチャネル２の間での負荷分散はできません。さらに、Ｄチャネル２は、それが

予備としてあるとき、Ｂチャネルとして使用できません。Ｄチャネル２は、Ｄチャネル１によって提供される

信号機能をバックアップするだけで異なるインタフェースのいくつかの他のＤチャネルをバックアップするも

のではありません。 

  

２.２ Ｄチャネルの切り替え 

 Ｄチャネル１の故障は、レイヤ２からのＤＬ－解放－表示プリミティブの受信により決定されます。この時、

オプションとして、Ｄチャネルの再設定の試みが可能です。さもなければ、Ｄチャネル１は故障であると仮定

されます。 

 バックアップ状態のどのＤチャネルに対しても、２つの状態が定義されています。 

 レイヤ２が、マルチフレーム状態の確立をレイヤ３によって周期的に要求された後、レイヤ２がＴＥＩ割り

当て状態である場合、Ｄチャネルは“サービス停止状態”と呼ばれます。レイヤ２が、レイヤ３によってＴＥ

Ｉ割り当て状態にされている場合、Ｄチャネルは“保守ビジー状態”と呼ばれ、その間は、リンク確立に対す

る応答は、ＤＭ（切断モード）の伝達で行われます。 

 Ｄチャネル１が故障の場合、Ｄチャネル２がサービス停止状態でなければ、レイヤ３は、Ｄチャネル１を保

守ビジー状態にし、タイマT321を開始しＤチャネル２のＳＡＰＩ＝０、リンク０を再初期化するため、ＤＬ－

設定－要求プリミティブを送出します。このプリミティブの受信において、レイヤ２は、ＳＡＢＭＥコマンド

を送出し、タイマT200が開始されます。Ｄチャネル２のＳＡＢＭＥコマンドの受信終了に引き続いて、論理リ

ンクＤＬＣＩ＝０を確立するためのＪＴ－Ｑ９３１の残りの手順が続けられます。Ｄチャネル２の論理リンク

ＤＬＣＩ＝０がリンク設定状態に入ると、レイヤ３の呼制御信号を確立するための手順がリンク上で可能とな

ります。 

 呼制御信号を転送するための、バックアップＤチャネルを確立するために、レイヤ３での適当なメッセージ

が転送されます（例えば、呼番号を持った「状態問合」メッセージ）。そのレイヤ３メッセージに対する応答

が受信されると、Ｄチャネル２は、活性化したＤチャネルとなり、正常なレイヤ３の呼制御信号処理を行いま

す。そして、タイマT321が停止され、Ｄチャネル１は、サービス停止状態になります。 

 もし、レイヤ３メッセージの応答以前にタイマT321が満了した場合、Ｄチャネル１は、サービス停止状態と

なり、Ｄチャネル１とＤチャネル２の両方に対して論理リンクＤＬＣＩ＝０を確立しようとします。 

 Ｄチャネル１とＤチャネル２の両方の論理リンクＤＬＣＩ＝０が同時に確立された場合、第１優先として指

定されたＤチャネルが、呼制御信号を転送するＤチャネルとして選択されます。第１優先に指定されるＤチャ

ネルは、インタフェースのユーザ側及び網側で加入時に合意させておく必要があります。 

 切り替え終了後に、今までのＤチャネル２は、新しいＤチャネル１に、今までのＤチャネル１は、Ｄチャネ

ル２となります。 

 Ｄチャネル２に対する適当な保守動作の完結により、ＳＡＰＩ＝０と６３に対する論理リンクがレイヤ２で

活性化され、Ｄチャネルは、サービス停止状態から移行されます。 

 Ｄチャネルは、Ｄチャネル１の故障ルーチング、又は同位エンティティからの保守要求によってだけ再び切

り替えることも可能です。 
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                 付録５ 理由表示の定義 

  

 ９章 理由表示の使用法及び生成源を参照して下さい。  
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                 付録６ 理由表示一覧表 

             付表１ 理由種別及び生成源（１／４） 

 

 
理由表示＃ 

 

受信側によって識別 
される代表的なメッ 
セージ 

 

 

ｸﾗｽ 値 
理由表示名 

代表的な

生成場所

（注） ﾘﾓｰﾄ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

診断情報 参照部分 

   １ 欠番 LN  解放完了 状態 ５.１.４ 

  000 0001    切断   

   RU 解放完了    

    切断    

   ２ 指定中継網へのルート TN  切断 中継網識別網 付録３ 

  000 0010 なし    特有ファシリ  

   LN  解放完了 ティ情報要素  

   ３ 相手へのルートなし LN  解放完了 状態 ５.１.４ 

  000 0011    切断   

   RU 解放完了 切断   

    切断    

   ６ チャネル利用不可 LN  解放  ５.２.３.１ 

  000 0110      ５.３.２ 

   ７ 呼が設定済のチャネル LN  解放   

  000 0111 へ着呼      

   16 正常切断 RU 切断 切断 状態 ５.６.５ 

  001 0000       

   17 着ユーザビジー RU 解放完了 切断  ５.２.５.１ 

  001 0001      ５.２.５.３ 

   RN  切断   

   18 着ユーザレスポンス RN  切断  ５.２.５.４ 

  001 0010 なし      

   19 着ユーザ応答なし RN  切断  ５.２.５.４ 

  001 0011 （呼出し中）      

   20 加入者不在     手順の記 

  001 0100      述なし 

   21 通信拒否 RU 解放完了 切断 状態：ユーザ ５.２.５.１ 

  001 0101     の提供する情報 ５.２.５.３ 

   22 相手加入者番号変更 LN  解放完了 新しい相手加 ５.１.４ 

  001 0110    切断 入者番号  

   RU 解放完了 切断   

    切断    

   26 選択されなかったユー LN  解放  ５.３.２ 

  001 1010 ザの切断復旧      

   27 着側インタフェース RN  切断  ５.８.９ 

  001 1011 起動不可      

   28 無効番号フォーマット LN  解放完了   

  001 1100 （不完全番号）   切断   

   RU 切断 切断   

    解放完了    

   LN  切断   

   RN  切断   

   LN  解放完了  ５.１.４ 

     切断   
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             付表１ 理由種別及び生成源（２／４） 

  

 
理由表示＃ 

 

 

受信側によって識別 
される代表的なメッ 
セージ  

  

 

ｸﾗｽ 値 
理由表示名 

代表的な

生成場所

（注） ﾘﾓｰﾄ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

診断情報 参照部分 

 

   29 ファシリティ拒否 LN  解放完了 ファシリティ 手順の記  

  001 1101    切断 識別子 述なし  

   RN  切断    

   RU 解放完了     

    切断     

   30 状態問合への応答 LU,LN  状態表示  ５.８.１０  

  001 1110        

   31 その他の正常クラス RN  解放完了  ５.８.４  

  001 1111    切断  ５.８.６.１  

       ５.８.７.２  

   34 利用可回線／チャネル LN  解放完了  ５.１.１  

  010 0010 なし     ５.１.２  

   RU 解放完了 切断  ５.２.３.１  

       ５.２.３.２  

   LN 解放完了 解放完了  付録３.２  

    切断 切断    

   TN  切断    

   38 網故障     手順の記  

  010 0110      述なし  

   41 一時的失敗 LU,LN  切断  ５.８.９  

  010 1001  LN,RU,RN 切断 切断  ５.８.１０  

   42 交換機輻輳   解放  手順の記  

  010 1010    解放完了  述なし  

   43 アクセス情報破棄 RU,LN,RN  輻輳制御 破棄された情 １０.１.５.７  

  010 1011     報要素識別子 １０.１.６.１  

   LN  状態表示  １０.１.３.８  

   LN,LU  状態表示  ５.８.７.２  

   44 要求回線／チャネル利 LN  解放完了  ５.１.２  

  010 1100 用不可     ５.２.３.１  

   RU 解放完了 切断  ５.２.３.２  

   47 その他のリソース使用     手順の記  

  010 1111 不可クラス     述なし  

   49 サービス品質（ＱＯＳ   解放完了 状態   

  011 0001 ）利用不可   解放    

   50 要求ファシリティ未契 RU 解放完了 切断 ファシリティ １０.１.３.６  

  011 0010 約  切断  識別子 １０.１.４.３  

   RN  切断  １０.１.５.３  

   LN  解放完了  １０.１.７.３  

   57 伝達能力不許可 LN  切断 伝達能力識別 ５.１.５.１  

  011 1001    解放完了    

   LN  解放    

     解放完了    

   58 現在利用不可伝達能力 LN  切断 伝達能力識別 ５.１.５.１  

  011 1010    解放完了    

   LN  解放    

     解放完了    
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             付表１ 理由種別及び生成源（３／４） 

  

 
理由表示＃ 

 

 

受信側によって識別 
される代表的なメッ 
セージ  

  

 

ｸﾗｽ 値 
理由表示名 

代表的な

生成場所

（注） ﾘﾓｰﾄ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

診断情報 参照部分 

 

   63 その他のサービス又は LN  切断  ５.１.５.１  

  011 1111 オプションの利用不可   解放完了    

  クラス       

   65 未提供伝達能力指定 LN  切断 伝達能力識別 ５.１.５.１  

  100 0001    解放完了    

   LN  解放完了    

   66 未提供チャネル種別指    チャネル種別 手順の記  

  100 0010 定     述なし  

   69 未提供ファシリティ要 RU 解放完了 切断 ファシリティ １０.１.３.６  

  100 0101 求  切断  識別子 １０.１.４.３  

       １０.１.７.３  

   RN  切断    

     解放    

   LN  解放    

     解放完了    

   70 制限ディジタル情報伝     記述なし  

  100 0110 達能力のみ可能     （網ｵﾌﾟｼｮﾝ）  

   79 その他のサービス又は       

  100 1111 オプションの未提供ク       

  ラス       

   81 無効呼番号値使用 LU,LN  解放  ５.８.３.２  

  101 0001    解放完了    

   LU,LN  解放完了  ５.８.３.２  

   LU,LN  状態表示  ５.８.３.２  

   82 無効チャネル番号使用   解放完了 チャネル識別 手順の記  

  101 0010      述なし  

   83 指定された中断呼識別 LN  再開拒否  ５.６.５  

  101 0011 番号未使用       

   84 中断呼識別番号使用中 LN  中断拒否  ５.６.３  

  101 0100        

   85 中断呼なし LN  再開拒否  ５.６.５  

  101 0101        

   86 指定中断呼切断復旧済 LN  再開拒否  ５.６.５  

  101 0110        

   87 ユーザはＣＵＧのメン RN  切断    

  101 0111 バでない       

   88 端末属性不一致 RU 解放完了 切断 不一致パラメ ５.２.２  

  101 1000     ータ ５.２.５.１  

       ５.２.５.３  

       付２.３.２  

       付２.３.３  

   91 無効中継網選択 TN  切断  付録３  

  101 1011  LN  切断解放    

     解放完了    

   95 その他の無効メッセー   解放完了 メッセージ   

 101 1111 ジクラス  LN  状態表示    種別   
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             付表１ 理由種別及び生成源（４／４） 

  

 
理由表示＃ 

 

 

受信側によって識別 
される代表的なメッ 
セージ  

  

 

ｸﾗｽ 値 
理由表示名 

代表的な

生成場所

（注） ﾘﾓｰﾄ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

診断情報 参照部分 

 

   96 必須情報要素不足 LU,LN  状態表示 情報要素識別 ５.８.６.１  

  110 0000    解放 子   

     解放完了    

   LU,LN  状態表示  ５.８.１.１  

   97 メッセージ種別未定義 LU,LN  状態表示 メッセージ種 ５.８.４  

  110 0001 又は未提供    別 ５.８.１０  

       ５.８.１１  

   98 呼状態とメッセージ不 LU,LN  状態表示 メッセージ種 ５.８.４  

  110 0010 一致又はメッセージ種    別   

  別未定義又は未提供       

   99 情報要素未定義または LU,LN  状態表示 情報要素識別 ５.８.７.１  

  110 0011 未提供    子 ５.８.１.１  

   LN  解放  ５.８.７.１  

     解放完了    

   100 情報要素内容無効 LU,LN  状態表示 情報要素識別 ５.８.６.２  

  110 0100    解放 子   

     解放完了    

   LU,LN  状態表示  ５.８.７.２  

       ５.８.１.１  

   101 呼状態とメッセージ不 LU,LN  状態表示 メッセージ種 ５.８.４  

  110 0101 一致    別   

   LU,LN  切断  ５.８.１.１  

     解放    

     解放完了    

   102 タイマ満了による回復 LN  切断 タイマ番号 ５.２.５.４  

  110 0110      ５.６.５  

   LN  解放  ５.３.３  

       ５.３.４.１  

       ５.３.４.２  

   LU  解放  ５.３.２  

       ５.３.３  

       ５.６.５  

   111 その他の手順誤りクラ RN  切断  ５.８.４  

  110 1111 ス       

         

   127 その他のインタワーキ     手順の記  

  111 1111 ングクラス     述なし  

         

  （注） ＬＵ：ローカルユーザ 

      ＬＮ：ローカル網 

      ＴＮ：中継網 

      ＲＵ：リモートユーザ  

      ＲＮ：リモート網 
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付録７ 情報要素のコーディング例 

本付録では、以下に示す情報要素に関する詳細なコーディング例を示します。

(1)“伝達能力”情報要素 

(2) “チャネル識別子”情報要素

(3)“発／着サブアドレス”情報要素 

 
１. 伝達能力情報要素 

１.１ “音声(speech)" 伝達サ－ビスの場合 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０  １  ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０  ０  １ １ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ ０  ０  ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告   音  声    

１ ０ ０ １ ０  ０  ０ ０ オクテット４ 

拡  張  回線交換 ６４kbit/s  

１ ０ １ ０ ０  ０  １ ０ オクテット５ 

拡  張  レイヤ１識別 Ｇ．７１１μ－ｌａｗ  

 

１.２ “３．１ kHzオーディオ" 伝達サ－ビスの場合 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ ０ １ １ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 ３．１ kHzオーディオ  

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ オクテット４ 

拡  張  回線交換 ６４kbit/s  

１ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ オクテット５ 

拡  張  レイヤ１識別 Ｇ．７１１μ－ｌａｗ  
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１.３ “６４kbit/s非制限ディジタル情報" 伝達サ－ビスの場合 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ オクテット４ 

拡  張  回線交換 ６４kbit/s  

 

１.３.１“６４kbit/s非制限ディジタル情報" 伝達サ－ビスの場合 

（５６kbit/sディジタル網とインタワークする場合） 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０  ０  ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 
 伝達能力情報要素識別子  

 ０   ０  ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット２ 
  情報要素内容長  

１  ０  ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１  ０  ０ １ ０ ０ ０ ０ オクテット４ 

拡  張  回線交換 ６４kbit/s  

０  ０  １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット５ 

レイヤ１ Ｖ．１１０／Ｘ．３０  

１ ０ ０ ０ １ １ １ １  

拡  張  同  期  インバ  オクテット５ａ 
  ンド交 ５６kbit/s  

  渉不可   
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１.３.２“３８４kbit/s非制限ディジタル情報" 伝達サ－ビスの場合[サービス提供終了] 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１ ０ ０ １ ０ ０ １ １ オクテット４ 

拡  張  回線交換 ３８４kbit/s  

 

１.３.３“１５３６kbit/s非制限ディジタル情報" 伝達サ－ビスの場合[サービス提供終了] 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １ オクテット４ 

拡  張  回線交換 １５３６kbit/s  
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１.４ パケット通信の場合 

１.４.１ 発信の場合（Ｂチャネルパケット） 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ オクテット４ 

拡  張  パケット交換  

１ １ ０ ０ ０ １ １ ０ オクテット６ 

拡  張  レイヤ２ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ  

１ １ １ ０ ０ １ １ ０ オクテット７ 

拡  張  レイヤ３ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ  

 

１.４.２ 着信の場合（網からの伝達能力情報要素のコーディング） 

i） チャネル識別子情報要素が、次の場合は以下のとおりコーディングされます。 

・情報チャネル選択：チャネルなし。 

・チャネル変更指定：示されたチャネルは変更不可であることを示します。 

・Ｄチャネル選択 ：選択チャネルは、Ｄチャネルである。 

 
 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ オクテット４ 

拡  張  パケット交換  

１ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ オクテット６ 

拡  張  レイヤ２ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１  

１ １ １ ０ ０ １ １ ０ オクテット７ 

拡  張  レイヤ３ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ  
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ii） チャネル識別子情報要素がⅰ）以外の場合は、以下のとおりコーディングされます。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網からユーザへの呼設定メッセージのユーザ情報レイヤ２プロトコルが「ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレ

イヤ」に対し、ユーザがチャネル識別子情報要素のＤチャネル選択が「選択チャネルはＤチャネルである」で 

「応答」メッセージを送出した場合、網は用いられるユーザ情報プロトコルは「ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１」

に変更されたものと判断します。 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット１ 

伝達能力情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット２ 
 情報要素内容長  

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ＩＴＵ－Ｔ勧告 非制限ディジタル情報  

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ オクテット４ 

拡  張  パケット交換  

１ １ ０ ０ ０ １ １ ０ オクテット６ 

拡  張  レイヤ２ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ  

１ １ １ ０ ０ １ １ ０ オクテット７ 

拡  張  レイヤ３ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ  
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２. チャネル識別子情報要素 

２.１ 基本インタフェース、回線交換、Ｂチャネル指定 

①Ｂ１チャネル指定、ただし変更可。 

例(ａ) ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ基本インタフェース内

にある。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル選  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 択（Ｂ１ﾁｬﾈﾙ）  

 

例(ｂ) ①任意のチャネルでよい、ただし変更可。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル選  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 択（任意ﾁｬﾈﾙ）  
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２.２ １次群速度インタフェース、回線交換、Ｂチャネル指定 

①Ｂチャネル指定、ただし変更可。 

例(ａ)  ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内

にある。 

③チャネルはチャネル番号を用いて示す。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ オクテット３.２ 

コーディング 番号 チャネルタイプ／マップ要素タイ  

 標準 指定 プ（Ｂﾁｬﾈﾙﾕﾆｯﾄ）   

１ ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット３.３ 

拡  張    チャネル番号    

①Ｂチャネル指定、ただし変更可。 

例(ｂ) ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内

にある。 

③チャネルはスロットマップを用いて示す。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ １ ０ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ １ ０ ０ １ １ オクテット３.２ 

コーディング マップ チャネルタイプ／マップ要素タイ  

 標準 指定 プ（Ｂﾁｬﾈﾙﾕﾆｯﾄ）   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０ オクテット３.３ 
  スロットマップ    

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０  

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ １  
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例(ｃ) ①任意のＢチャネルでよい。 

②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内に

ある。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ １ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

 

２.３ １次群速度インタフェース、回線交換、Ｈ0 チャネル指定[サービス提供終了] 

①Ｈ0 チャネル指定、ただし変更可。 

例(ａ) ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内にあ

る。 

③チャネルはチャネル番号を用いて示す。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ オクテット３.２ 

コーディング 番号 チャネルタイプ／マップ要素タイ  

 標準 指定 プ（Ｈ0 ﾁｬﾈﾙﾕﾆｯﾄ）  

１ ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット３.３ 

拡  張    チャネル番号    

オクテット３.３のチャネル番号“００００００１”は、ｃｈ１～６を使用することを示します（本文４.５. 

１３節参照）。 

Ｈ０チャネルタイプ、番号指定ではオクテット３３のチャネル番号のコーディングは、“００００００１” 

（ｃｈ１～６使用）、“０００００１０”（ｃｈ７～１２使用）、“０００００１１”（ｃｈ１３～１８使用）、

“００００１００”（ｃｈ１９～２４使用）の４種類のみ可能です。 
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①Ｈ0 チャネル指定、ただし変更可。 

例(ｂ)  ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内

にある。 

③チャネルはスロットマップを用いてＨ0 チャネルで示す。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ １ ０ １ １ ０ オクテット３.２ 

コーディング マップ チャネルタイプ／マップ要素タイ  

 標準 指定 プ（Ｈ0 ﾁｬﾈﾙﾕﾆｯﾄ）  

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ ０ オクテット３.３ 
  スロットマップ    

オクテット３.３のスロットマップ“００００００１０”は、ｃｈ７～１２を使用することを示します（本文

４.５.１３節参照）。 

Ｈ0 チャネルタイプ、マップ指定ではオクテット３３のスロットマップのコーディングは“０００００００ 

１”（ｃｈ１～６使用）、“００００００１０”（ｃｈ７～１２）、“０００００１００”（ｃｈ１３～１８ 

使用）、“００００１０００”（ｃｈ１９～２４使用）の４種類のみ可能です。 
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①Ｈ0 チャネル指定、ただし変更可。 

例(ｃ)  ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内

にある。 

③チャネルは番号を用いて、Ｂチャネルで示す。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  １ ０ ０ ０ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ オクテット３.２ 

コーディング 番号 チャネルタイプ／マップ要素タイ  

 標準 指定 プ（Ｂﾁｬﾈﾙﾕﾆｯﾄ）   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット３.３ 
  チャネル番号    

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ １  

 ０  ０ ０ ０  ０ １ １ ０  

 ０  ０ ０ ０  ０ １ １ １  

 ０  ０ ０ １  ０ ０ ０ ０  

 １  ０ ０ １  ０ ０ ０ １  

Ｂチャネルタイプ、番号指定ではオクテット３３のチャネル番号のコーディングは、使用可能な６個のＢチ

ャネルを指定します。例(c) では、ｃｈ１、３、６、７、１６、１７を使用することを示しています。 
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①Ｈ0 チャネル指定、ただし変更可。 

例(ｄ) ②指定したチャネルは、この情報が転送されたＤチャネルを含んだ１次群速度インタフェース内にあ

る。 

③チャネルはスロットマップを用いて、Ｂチャネルで示す。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
 チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ １ ０ １ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ １ ０ ０ １ １ オクテット３.２ 

コーディング マップ チャネルタイプ／マップ要素タイ  

 標準 指定 プ（Ｂﾁｬﾈﾙﾕﾆｯﾄ）   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ ０ １ オクテット３.３ 
  スロットマップ    

 ０  １ １ ０  １ ０ ０ １  

 ０  １ ０ ０  ０ ０ ０ ０  

例(ｅ)  ①任意のＢチャネルでよい。 

②任意のインタフェースでよい（インタフェース識別＝１、及びインタフェース識別子＝全“０”）。 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
  チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ ０ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ １ １ ０ ０ ０ １ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 選択  

１ ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０ オクテット３.１ 

 インタフェース識別子   
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２.４ 任意チャネル着信契約時の網からユーザへ送信される“チャネル識別子”情報要素のコーデ

ィング（基本インタフェース＋一次群速度インタフェース（Ｄﾁｬﾈﾙ共用時）、回線交換） 

例(ａ) ①Ｈ系チャネル指定[サービス提供終了] 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
  チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ ０ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ １ １ ０ ０ ０ １ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル選  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 択（任意ﾁｬﾈﾙ）  

１ ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０ オクテット３.１ 

 インタフェース識別子   

 

例(ｂ) ①Ｂチャネル指定 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  ０ ０ １  １ ０ ０ ０ オクテット１ 
  チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０ ０ １ ０ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ １ （注） ０ ０ ０ １ １ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変更可 Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル選  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ   選択 択（任意ﾁｬﾈﾙ）  

１ ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０ オクテット３.１ 

 インタフェース識別子   

 

例(ｃ) ①チャネルなし着信 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  ０ ０ １  １  ０ ０ ０ オクテット１ 
  チャネル識別子情報要素識別子   

 ０  ０ ０ ０  ０  ０ １ ０ オクテット２ 
  情報要素内容長    

１ １ （注） ０ １ ０ ０ ０ オクテット３ 

拡  張  ｲﾝﾀﾌｪｰ ｲﾝﾀﾌｪｰ 予  備  変  更  Ｄﾁｬﾈﾙ 情報チャネル選  

 ｽ 識別 ｽﾀｲﾌﾟ  不  可  選択 択（ﾁｬﾈﾙなし）  

１ ０ ０ ０  ０  ０ ０ ０ オクテット３.１ 

 インタフェース識別子   

（注） 当面はドントケアとします。 
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３. 発／着サブアドレス情報要素 

３.１ サブアドレスのコーディングがＩＡ５で行われる場合 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  １ １ １ ０ ０ ０  １ オクテット１ 
 着サブアドレス情報要素識別子  

 ０  ０ ０ ０ ０ １ ０  １ オクテット２ 
 情報要素内容長   

１ ０ ０ ０ 奇数／ ０ ０  ０ オクテット３ 

拡  張  ＮＳＡＰ 偶数 予  備   

 （X.213/ISO 8348 AD2) 識別   

  （注４）   

 ０  １ ０ １ ０ ０ ０  ０ オクテット４ 
 フォーマット識別（ＡＦＩ）（注１）  

ＩＡ５キャラクタ（注２） オクテット５ 

ＩＡ５キャラクタ オクテット６ 

ＩＡ５キャラクタ オクテット７ 

（注１） ＡＦＩコード５０（ＢＣＤによる）は、サブアドレスがＩＡ５キャラクタで構成されていること

を示します（ＩＳＯ標準8348 AD2参照）。 

（注２） ＩＡ５キャラクタは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５０／ＩＳＯ６４６に従います。 

（注３） 上図で示したＩＡ５キャラクタ数はひとつの例にすぎません。ＩＡ５を使用した場合のキャラクタ

数としては、最大１９キャラクタが可能です。 

（注４） このビット値は、サブアドレス種別が“ＮＳＡＰ”の場合には意味がありません。 



                付録８ 経過識別子の使用法 

  

 本付録では、本文４.５.２３節のそれぞれの経過識別子の使用法の例を示します。 

  (1) 経過内容＃１は、網内または、呼が複数の網を通過する場合に、非ＩＳＤＮとのインタワークが生じ

た時に通知します。 

  (2) 経過内容＃２は、着信ユーザがＩＳＤＮではないことを通知します。 

  (3) 経過内容＃３は、発信ユーザがＩＳＤＮではないことを通知します。 

  (4)  経過内容＃４は、一度ＩＳＤＮを離れた呼が、非ＩＳＤＮ内における転送のために離れたところと同

じ場所に戻ったことを通知します。この経過内容は、それ以前に、本レイヤ３仕様メッセージが経過内

容＃１“呼はエンド・エンドＩＳＤＮでない”を転送している場合に使用されます。経過内容＃１、＃

２及び＃３の使用に関する例を以下に示します。 

 付図１に示すように、３つのインタワークの状態が生じます。 

  (ａ) 他網とのインタワーク 

  (ｂ) ＩＳＤＮに接続された非ＩＳＤＮユーザとのインタワーク 

  (ｃ) 発信または着信ユーザの構内に接続された非ＩＳＤＮ端末とのインタワーク 

  

 

  Ａからの発信に関しては、以下のようになります。 

   (ａ)の場合：経過内容＃１がＡに対して転送される 

   (ｂ)の場合：経過内容＃２がＡに対して転送される 

   (ｃ)の場合：経過内容＃２がＡに対して転送される（生成源＝私設網） 

  

  Ａへの着信に関しては、以下のようになります。 

   (ａ)の場合：経過内容＃１がＡに対して転送される 

   (ｂ)の場合：経過内容＃３がＡに対して転送される 

   (ｃ)の場合：経過内容＃３がＡに対して転送される（生成源＝私設網） 
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 経過内容＃４の使用については、着信転送付加サービスの次のような手順の中で例示されます。 

 ユーザＡからユーザＢへの発呼が行われた場合、インタワークのケース(ｂ)と(ｃ)（付図１参照）で、イン

タワークが起こったことを示すため経過内容＃２がユーザＡへ送られます。その後、呼がユーザＢからユーザ

Ｃへ転送されかつ、ユーザＣがＩＳＤＮユーザの場合、経過内容＃４がユーザＡへ送られます。 

 経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能”の使用法については、本文の５章に記述

されています。 

 相互接続ｂの形態は、ＩＳＤＮ交換機に接続されているアナログ加入者が対象となります。  

ＩＮＳネットでは、付図１のＡからの発信に関して着信側がｂの場合には、経過内容は＃２と＃８が  

Ａに対して転送されます。  

                                                 

- 326 -



           付録９ ビジー状態の理由表示値及び生成源の例 

  

 ９章 理由表示の使用法及び生成源を参照して下さい。  
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     付録１０ ポイント・ポイント接続手順とポイント・マルチポイント接続手順 

  

１. 概  要 

 レイヤ３のポイント・ポイント接続手順とは、着信時のレイヤ３「呼設定」メッセージがポイント・ポイン

トデータリンク上を転送された時の手順をいいます。これに対してポイント・マルチポイント接続手順とは、

着信時のレイヤ３「呼設定」メッセージが放送形式データリンク上を転送された時の手順をいいます。 

  

２. 利用条件 

２.１ レイヤ２の利用条件 

 レイヤ３のポイント・ポイント接続手順を用いるインタフェースについては、固定データリンクコネクショ

ン（注）を提供し、このデータリンクのみを使用します。これに対して、レイヤ３のポイント・マルチポイン

ト接続手順を用いるインタフェースについては、固定データリンクコネクションを提供しません。 

 レイヤ３のポイント・ポイント接続手順を用いるインタフェースで固定データリンクコネクションを設定し

ていないユーザへの着信があった場合、発信側ユーザへは着信側の故障として通知します。 

 （注） 固定データリンクコネクションが適用されるインタフェースとは、レイヤ３の呼の有無にかかわら

ず、レイヤ２のデータリンクコネクション（及びレイヤ１）が設定されていることを前提とするイン

タフェースのことをいいます。  

     固定データリンクコネクションが適用されるインタフェースでは、着信時呼設定メッセージは、Ｉ

フレームで送られ、それ以外のインタフェースでは、着信時呼設定メッセージはＵＩフレームで送ら

れます。 

  

２.２ 動作手順 

  (1) 始業時、ＴＥの電源ＯＮによってレイヤ１は自動的に起動される。 

  (2) 固定データリンクコネクションの場合、呼設定メッセージは、ＤＬ－データ－要求プリミティブを用

いてレイヤ２に送達されます。 

  (3) レイヤ３は、呼設定時にレイヤ２に対し、ＤＬ－設定－要求プリミティブを要求する必要はありませ

ん。 

  (4) 固定データリンクコネクションの場合、レイヤ３は呼の終了時にもレイヤ２対し、ＤＬ－解放－要求

プリミティブを要求しません。 

  

３.レイヤ２とレイヤ３の相互動作に関する条件 

 ポイント・マルチポイント接続手順では、端末はレイヤ３の呼の終了後、レイヤ２に対してＤＬ－解放－要

求プリミティブによりレイヤ２を解放することができます（付図２及び付図３参照）。 

 この場合、端末がレイヤ３の「解放完了」メッセージ送信後、もしくは、網からの「解放完了」メッセージ

の受信後、適当なタイミング（１秒程度）を取ることなしに、ＤＬ－解放－要求プリミティブによりレイヤ２

解放を要求し、レイヤ２がＤＩＳＣメッセージを網に送信した場合、網からレイヤ２リンクが再設定される場

合があります。この場合は再度レイヤ２の解放を試みて下さい。 
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４.各レイヤの動作 

 ポイント・ポイント接続手順とポイント・マルチポイント接続手順における各レイヤの相互動作の一例を付

図１～３に示します。 

 

 

       付図１ ポイント・ポイント接続手順の時の各レイヤの相互動作例 
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   付図２ ポイント・マルチポイント接続手順の時の各レイヤの相互動作例（発信時） 
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   付図３ ポイント・マルチポイント接続手順の時の各レイヤの相互動作例（着信時） 
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             付録１１ 対称な呼の運用に関する拡張 

  

 本手順は、未提供です。  

１. 付加メッセージハンドリング 

 対称性の適性において、「呼設定」メッセージは、呼に使用される特定Ｂチャネルを通知するチャネル識別

子メッセージを含みます。ポイント・ポイントデータリンクが「呼設定」メッセージを転送するために使用し

ます。 

 ユーザ側に関しては、５章に記述されている手順に原則として従って下さい。付加手順が要求される場合の

詳細を以下に示します。 

  

１.１ Ｂチャネル選択－対称インタフェース 

 同じＤチャネルによって制御されるＢチャネルだけが選択手順の対象となります。選択手順は以下のとおり

です。 

  (1) 「呼設定」メッセージは以下の項目のうち１つを表示します。 

   (ａ) 他チャネルへの変更不可 

   (ｂ) 他チャネルへの変更可 

  

   (2) (ａ)及び(ｂ)の場合、もし、表示されたチャネルが受付可かつ利用可であるならば、「呼設定」メッ

セージの受信側は指定されたチャネルをその呼のために予約します。 

     (ｂ)の場合、もし「呼設定」メッセージの受信側が通知されたチャネルを容認できないなら、Ｄチャ

ネルに関連する他の利用可能なＢチャネルを保留します。 

  

  (3) もし「呼設定」メッセージが、呼の確立のために必要な全ての情報を含むなら、「呼設定」メッセー

ジの受信側がインタフェースを通して転送される「呼設定受付」メッセージに選択されたＢチャネルを

示します。そして‘着呼受付’状態に遷移します。 

  

  (4) もし「呼設定」メッセージが呼の確立のために必要な全ての情報を含んでいなければＢチャネルは、

インタフェースを通して送られた「呼設定確認」メッセージに示されます。さらに、呼確立情報は、も

しあるならば、「呼設定」メッセージと同方向にインタフェースを通して転送される１つ、もしくはそ

れ以上の「付加情報」メッセージで送られます。 

     全ての呼確立情報が受信されたとき、適切な「呼設定受付」、「呼出」、もしくは「応答」メッセー

ジがインタフェースを通して転送されます。 

  

  (5) (ａ)の場合で、示されたＢチャネルが利用不可であるか、もしくは(ｂ)の場合で利用可能なＢチャネ

ルがない場合、“理由表示（＃４４：要求回線／チャネル利用不可）”あるいは、“理由表示（＃３４：

利用可回線／チャネルなし）”を含んだ「解放完了」メッセージがそれぞれ呼の生起側に返されます。

その時、このメッセージの送信側は‘空’状態のままです。 
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  (6) もし「呼設定受付」もしくは「呼設定確認」メッセージに示されたチャネルが呼の生起側で受け入れ

られなければ、５.３節に従って呼を切断復旧します。 

  

１.２ 呼の確認 

 「呼設定」メッセージの受信によって、装置は‘着呼’状態に遷移します。 

 「呼設定」メッセージへの正しい応答は、「呼設定確認」、「呼出」、「呼設定受付」、「応答」又は「解

放完了」メッセージです。 

 もし、通知されたチャネルが呼の生起側で受け入れられれば、生起側は表示されたＢチャネルを接続します。 

  

１.３ ユーザが提供するトーン／アナウンスを使用した着信ユーザによる切断復旧 

 ５.３.３節に記述されている手順に加え、伝達能力がオーディオ又は音声の場合、着信ユーザ又は私設網は、

切断復旧時に、インバンドトーン／アナウンスを用いるかもしれません。インバンドトーン／アナウンスが提

供される場合、「切断」メッセージは、経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能”を

含み、着信ユーザ又は私設網は、網に関して５.３.４.１節で規定している処理を行います。 

  

１.４ 通信中表示 

 「応答」メッセージの受信によって、呼の生起側は「応答確認」メッセージで応答し、‘通信中’状態に遷

移します。 

  

２. 呼設定に関するタイマ 

 ユーザエンドポイントは網側のタイマＴ３０１、Ｔ３０３及びＴ３１０を供給し、それらのタイマ満了に伴

う動作も網側と一致させます。８章に発ユーザ側のタイマと手順を示します。 

  

３. 呼の衝突 

 対称な配置において、両方から同じチャネルを通知した「呼設定」メッセージを同時に送出した時、呼の衝

突が生じます。インタフェースの各側へのチャネル割当てに関する管理手順がない場合、以下の手順が適用さ

れます。 

 はじめにインタフェースの一方を“網”と指定し、他方を“ユーザ”と指定します。 

 次にユーザ側と網側からのチャネル変更指定の組合せにより同一チャネルが通知された場合における３種類

の可能なシナリオについて以下の手順が利用されます。 

  (1) “網”変更可、“ユーザ”変更可 

     “網”の変更可能なチャネルが与えられ、“ユーザ”の「呼設定」メッセージに対する最初の応答に

よって、変更チャネルが通知されます。 

  (2) “網”変更不可、“ユーザ”変更不可 

     “網”の変更不可能なチャネルが与えられ、ユーザの「呼設定」メッセージは“理由表示（＃３４：

利用可回線／チャネルなし）”を含んだ「解放完了」メッセージにより切断復旧されます。   

  (3) “網”変更可、“ユーザ”変更不可又は“網”変更不可、“ユーザ”変更可 

   「呼設定」メッセージに変更不可を通知した側のインタフェースに対応したチャネルが与えられ、「呼

設定」メッセージで変更可の通知を行った側への最初の応答によって、変更チャネルが通知されます。 

    「呼出」、「応答」、メッセージにおける、“チャネル識別子”情報要素の両方向性が必要となりま

す。 
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付録１２ 伝達サービス仕様（回線交換） 

 
 

本付録では、ＩＮＳネットでの伝達サービス仕様について述べます。 

 
 

１. 伝達サービス（回線交換）の種別 

ＩＮＳネットでは以下の伝達サービス（回線交換）を提供します。なお、契約条件については第１分冊を参

照して下さい。 

 
(1) 非制限６４kbit/s回線交換サービス 

サービスによりＴ点間に、情報をトランスペアレントに伝達できます。このため本サービスを用いて

ユーザは種々の応用が可能です。 

ユーザ情報は、Ｂチャネルにより伝達されます。信号はＤチャネルを用いて伝達されます。 

 
(2) 音声情報伝達可能な回線交換サービス 

本サービスは、(1)に述べた非制限サービスに似ています。但し、Ｔ点におけるディジタル信号は国 

際的に合意されている音声符号化法μ-lawに準じていること、及び網はアナログ伝送、エコーキャンセ 

レーション、高能率符号化法のように音声に対する適当な処理を施すことが可能である点が異なります。この

ためビットインテグリティは保証されません。 

なお本サービスを以下“音声サービス”と略称します。 

 
 

(3) ３．１ kHz音声帯域情報伝達可能な回線交換サービス 

本サービスは、３．１ kHz帯域の情報伝達を可能とします。即ち、応用として、モデムを用いた音声

帯域データ、Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３規格ファクシミリの情報及び音声などが挙げられます。但し、Ｔ点にお

けるディジタル信号は国際的に合意されている音声符号化法μ-lawに準じる必要があります。本サービ

スに対して提供されるコネクションでは②で示した高能率符号化法のような情報転送の制限は行って 

いません。 

なお本サービスを以下“３．１ kHzオーディオサービス”と略称します。 

 
 

２. 各伝達サービスのコーディング 

各伝達サービスを要求するための情報要素伝達機能のコーディングについては付録７に示します。付録７に 

示す以外のコーディングで呼設定要求をすると、ＩＮＳネットでは“理由表示（＃６５：未提供伝達能力指定）” 

を含むメッセージで切断復旧手順が取られます。 

 
３. ＩＮＳネット内における伝達サービス 

発着信ユーザが共にＩＮＳネットユーザの場合には、ＩＮＳネットの伝達サービスを保証するように網内で

経路を選択します。 

ＩＮＳネット内の音声サービスと３．１ kHzオーディオサービスでは、原則として呼の経過等を表示する場

合、インバンドトーンまたはアナウンスメントの提供がアウトバンド信号と並行して行われます。その他の伝

達サービスでは、インバンドトーンまたはアナウンスメントをＩＮＳネット内で提供することはありません。 
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４. 網間接続時の伝達サービス 

４.１ ＩＮＳネット－電話網接続サービス 

ＩＮＳネットのユーザより発信し、電話網のユーザへ着信を要求する場合は、以下のような処理が行われま

す。 

 
(1) 伝達サービスが音声サービスまたは３．１ kHzオーディオサービスの場合 

電話網に乗り入れたことを通知し電話網のユーザへの接続を行います。詳細は本レイヤ３仕様 ５. 

１.６節を参照して下さい。 

電話網に乗り入れた後は、「呼出」、「応答」メッセージなどのアウトバンド信号の保証はされませ

ん。 

 
(2) その他の伝達サービスの場合 

電話網のユーザとの接続は出来ません。 

発信ユーザが電話網のユーザへの着信を要求する場合、ＩＮＳネットでは“理由表示（＃３：相手へ

のルート無し）”を含むメッセージで切断復旧手順が取られます。 

 
４.２ 電話網－ＩＮＳネット接続サービス 

電話網のユーザよりＩＮＳネットのユーザへの着信が行われる場合、電話網からの着信であることを表示し 

（詳細は本レイヤ３仕様５.２.６節を参照して下さい。）、伝達サービスは“３．１ kHzオーディオサービス” 

の着信が行われます。 

 
５. パスの設定及び解放について 

回線交換サービスにおいて発信ユーザが「応答」メッセージを受信するまではエンドエンド通信は保証され

ません。 

 

 
ユーザ間で利用できるコネクションが解放されるのは以下の時点です。 

 
 

(1) ＩＮＳネット内の場合 

発信ユーザまたは着信ユーザが呼の切断復旧を要求した時 

 
 

(2) ＩＮＳネット－電話網接続の場合 

発信ユーザが呼の切断復旧を要求した時または着信ユーザが呼の切断復旧を要求してから一定タイミ

ング（２～４秒）を経た時 

 
(3) 電話網－ＩＮＳネット接続の場合 

発信ユーザまたは着信ユーザが呼の切断復旧を要求した時 

電話網との接続等においては、「応答」メッセージが送信されない場合がありますが、この場合で 
も呼は接続されます。 

 



        付録１３ ＴＴＣ標準に対するオプション項目の選択について 

 本付録は、ＴＴＣ標準のＪＴ－Ｑ９３１のオプション項目一覧をもとに、ＩＮＳネットにおける選択内容を

明確に示したものです。 

選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

提供する 

 

転送する／しない 

  

 

１ 

「応答」メッセージに対する 

「応答確認」メッセージの転送 

（５.１.８） 
提供しない  --------------- 

網はユーザが転送した場合 

は処理すること 

提供する 利用する／しない ２ 「繰り返し識別子」情報要素の提供 

（３.１.１４） 提供しない --------------- 

 

提供する 利用する／しない ３ “経過識別子”情報要素の提供 

（３.１～３.２） 提供しない  --------------- 

「経過表示」メッセージ 

に含まれる場合は必須 

提供する 利用する／しない ４ 「付加情報」メッセージの提供 

（３.１.８，３.３.６） 提供しない  --------------- 

 

設定する 利用する／しない ５ 「チャネル識別子」情報要素の設定 

（３.１～３.３） 設定しない     〃 

必須の場合有り (本文参照）

提供する --------------- ６ 「表示」情報要素の提供 

（３.１～３.３） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない ７ 「送信完了」情報要素の提供 

（３.１.１４, ３.３.９，５.２.１） 提供しない  --------------- 

 

設定する 

 

利用する／しない  

８ 

「解放」、「解放完了」メッセージ 

の「理由表示」情報要素の設定 

（３.１～３.３） 設定しない     〃 

必須の場合有り (本文参照）

提供する 利用する／しない  

９ 

「キーパッドファシリティ」 

情報要素の提供  

（３.１.８，３.１.１４，３.３.６， 

３.３.９，５.１.１） 

提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １０ 「発サブアドレス」情報要素の提供 

（３.１.１４，３.３.９） 
提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １１ 「着サブアドレス」情報要素の提供 

（３.１.１４，３.３.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １２ 「低位レイヤ整合性」情報要素の提供 

（３.１.１４，３.３.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １３ 「高位レイヤ整合性」情報要素の提供 

（３.１.１４，３.３.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １４ 「中継網選択」情報要素の提供 

（３.１.１４，３.３.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １５ 「情報速度」情報要素の提供 

（３.２.９） 提供しない  --------------- 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

提供する 利用する／しない １６ 「エンド・エンド中継遅延｣情報要素 

の提供（３.２.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １７ 「中継遅延選択表示」情報要素の 

提供（３.２.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １８ 「パケットレイヤバイナリーパラ 

メータ」情報要素の提供（３.２.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １９ 「パケットレイヤウィンドウサイズ」 

情報要素の提供（３.２.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない ２０ 「パケットサイズ」情報要素の提供 

（３.２.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない ２１ 「転送元番号」情報要素の提供 

（３.２.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない ２２ 「着番号」情報要素の提供 

（３.３.９） 提供しない  〃 

 

提供する 利用する／しない ２３ 「網特有ファシリティ」情報要素 

の提供（３.３.９） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない ２４ 「発番号」情報要素の提供 

（３.３.９） 提供しない     〃 

 

34オクテット 最大34オクテット ２５ 表示情報要素の最大長 

（３，４.５.１表４.３，４.５.１６） 82オクテット 最大34/84オクテット 

 

131オクテット 最大131オクテット ２６ ユーザ・ユーザ情報要素の最大長 

（４.５.１表４.３，４.５.３０） 35オクテット 最大35オクテット 

131オクテットが望ましい 

提供する 利用する／しない ２７ 「シグナル」情報要素の提供 

（３，４.５.２８） 提供しない  --------------- 

 

１オクテットを 

サポートする 
１オクテットをサポー 

トする 
２８ 一次群インタフェースでの呼番号値 

（４.３） 
１オクテットを 

サポートしない 

１オクテットをサポー 

トしない 

TTCとしては、２オクテット 

を標準とする 

提供する 利用する／しない ２９ ダミー呼番号 

（４.３） 提供しない  --------------- 

スティミュラス手順サービス

の有無による 

３０ チャネル識別子情報要素の最大長 

（４.５.１表４.３，４.５.１３） 

サービス条件に 

よる 
---------------  

３１ 網特有ファシリティの最大長 

（４.５.１表４.３，４.５.２１） 

サービス条件に 

よる 
---------------  

３２ 発番号情報要素の最大長 

（４.５.１表４.３，４.５.１０ 

サービス条件に 

よる 
---------------  
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

３３ 着番号情報要素の最大長 

（４.５.１表４.３，４.５.８） 

サービス条件に 

よる 
---------------  

３４ 転送元番号情報要素の最大長 

（４.５.１表４.３，４.６.７） 

サービス条件に 

よる 
---------------  

３５ 中継網選択情報要素の最大長 

（４.５.１表４.３，４.５.２９） 

サービス条件に 

よる 
---------------  

チャネル番号 チャネル番号  

３６ 

チャネル識別子内での一次群速度 

インタフェースのチャネル指定 

（４.５.１３） 
スロットマップ スロットマップ 

 

提供する 利用する／しない ３７ 「分割メッセージ」情報要素の提供 

（４.５.２６, 付属資料Ｈ） 提供しない  --------------- 

 

 

３８ 

シグナル情報要素のシグナル 

値＝呼出オン－パターン 

０～７の呼出しパターン 

（４.５.２８） 

 

サービス条件に 

よる 

 

--------------- 

 

情報要素を提供 

しない 
--------------- 

利用する ローカルタイム 

の時刻表示を提 

供する 
利用しない 

利用する 

 

 

３９ 

 

付加サービス情報要素内の「日時」 

情報要素の時刻表示 

（４.６.１） 

世界標準時の時 

刻表示を提供す 

る 利用しない 

 

利用する ４０ ユーザ側における使用中チャネルの 

監視機能 （５.１.１） 

 ---------------

利用しない 

 

提供する 利用する／しない ４１ データリンクコネクションの保持 

（５.２） 提供しない  --------------- 

 

着呼を無視する  

４２ 

「呼設定」メッセージを受信した 

ユーザが不整合と判断した場合の動作 

（５.２.２） 

 

 ---------------

 

理由表示＃88 を含 

めた「解放完了」 

メッセージを送出 

 

送出する 

 

利用する／しない 

 

 

４３ 

「呼設定」メッセージで網は「チャネ 

ルなし」のチャネル識別子を送出し 

うる （５.２.３） 送出しない --------------- 

 

提供する 転送する／しない  

４４ 

「呼設定」メッセージに対する 

「呼設定受付」メッセージの転送 

（５.２.５.１） 提供しない  --------------- 

網はユーザが転送した場合は

処理すること 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

呼番号のみ  

４５ 

「呼出」メッセージが既に送出されて 

いる場合の「応答」メッセージに 

含まれる情報 （５.２.７） 

網はいずれでも 

処理すること 

他の情報も含む 

 

送出する  

 

４６ 

「呼設定」メッセージに表示された 

Ｂチャネルを使って呼を受け付ける 

ことができて、ユーザ呼出通知が 

必要ない場合、「呼出」メッセージ 

を先に送出せずに「応答」メッセージ 

を送出 （５.２.７） 

網はいずれでも 

処理すること 

送出しない 

 

接続する  

４７ 

ポイント・ポイントデータリンクに 

より「呼設定」メッセージ受信時、 

チャネル選択が完結しだいＢチャネル 

を接続する （５.２.８） 

 

 ---------------

 接続しない 

 

送出する 

 

送出する／しない 

 

 

４８ 

第２の理由表示情報要素として理由 

表示“＃１０２”の送出（５.３.３， 

５.３.４.１，５.３.４.２） 送出しない  --------------- 

 

提供する 使用する／しない  

４９ 

保守状態にあるＢチャネルに初期設定 

手順を用いる  

（５.３.３，５.３.４.３,５.５） 
提供しない  --------------- 

 

Ｂチャネルを維持 

する 

 

５０ 

経過内容＃８を含んだ「切断」メッ 

セージ受信時、Ｂチャネルを保持し、 

「切断通知」状態に遷移する 

（５.３.４.１） 

 

---------------

Ｂチャネルを切断 

する 

 

提供する 提供する／しない  

５１ 

初期設定手順の提供 

（５.５） 

提供しない  --------------- 

網のプロトコル条件による。

ただし、以下の２条件が満た

された場合は提供必須 

①ユーザ・網ともにインタ 

フェース構成を知っており、

かつ 

②インタフェースが基本アク

セスでかつポイント・ポイ 

ント構成または、一次群ア 

クセスである 

提供する ５２ 中断・再開時の呼識別 

（５.６.１） 

---------------

提供しない 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

理由表示＃43“ア 

クセス情報破棄”を

含む「状態表示」メ

ッセージを返す 

 

５３ 

アクセス情報要素（ex. ユーザ・ユー

ザ 

情報、着サブアドレス) の最大長 

オーバ （５.８.７.２） 

アクセス情報要素 

を最大長に切り詰 

めて処理続行 

 

 

 

 --------------- 

 

送出する 送出する／しない  

５４ 

レイヤ２再設定時の同位エンティティ 

に対する呼状態確認のための「状態表 

示」・「状態問合せ」・「切断」メッ 

セージ （５.８.９） 
送出しない 送出する／しない 

これらのメッセージ受信時の

処理機能は必須 

通信中の呼に対し 

データリンクを再 

設定する 

５５ データリンク故障に対するユーザ側 

データリンク再設定  

（５.８.９） 

 

 

 ---------------

 
通信中の呼に対し 

データリンクを再 

設定しない 

データリンクを再設定するな

らば、タイマT309 が必要 

理由表示＃１０１“ 呼 

状態とメッセージ不一 

致”を伴って呼を切断 

復旧する 

理由表示＃１０１ 

“ 呼状態とメッ 

セージ不一致”を 

伴って呼を切断復 

旧する 

 

 

呼状態の不一致からの 

回復を行う為の適当な 

動作をとる 

 ５６ 状態不一致を通知する「状態表示」メ

ッセージを受信時の処理 

 （５.８.１１） 

呼状態の不一致か 

らの回復を行う為 

の適当な動作をと 

る 

 同  上  

順序誤りの情報要素を 

無視する 

順序誤りの情報要 

素を無視する 

 
正常に処理する 

５７ 

 

 

 

順序誤りの情報要素受信時の動作 

（５.８.５.１） 

 

 正常に処理する   同  上 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

 

 

 ---------------

理由表示＃１００“情報 

要素の内容が無効”を伴 

った「解放」メッセー 

ジを送信し、理由表示 

＃31“その他の正常クラ 

ス”を他のエンティティ 

に渡す 

  

５８ 

NT2 によって理解できない理由表示 

値、生成源コード、診断情報を含むメ 

ッセージを受信した場合の処理 

（５.８.６.２注） 

 

 ---------------

受信した理由表示を他 

のエンティティに渡す 

送信する「解放」メッセージ

の理由表示はNT2 のインプ 

リメンテーションによる 
「状態表示」メッ 

セージを返送する 

「状態表示」メッセージ 

を返送する／しない 
 

５９ 

“理解する必要性あり”とコード化さ 

れていない認識されない情報要素を持 

ち、メッセージ種別が「切断」、「解 

放」、「解放完了」メッセージ以外の 

メッセージを受信した場合の処理 

（５.８.７.１） 

「状態表示」メッ 

セージを返送しな 

い 

「状態表示」メッセージ 

を返送する／しない 

 

「状態表示」メッ 

セージを返送する 

「状態表示」メッセージ 

を返送する／しない 
 

６０ 

無効な内容を持つ１つ以上の非必須情 

報要素を持つメッセージを受信した場 

合の処理  

（５.８.７.２） 

「状態表示」メッ 

セージを返送しな 

い 

「状態表示」メッセージ 

を返送する／しない 

 

 

 

 ---------------

理由表示＃１００“情報 

要素の内容が無効”を伴 

った「状態表示」メッ 

セージを送信し、情報要 

素を破棄する 

 

 ---------------

「状態表示」メッセージ 

を送信せず、情報要素を 

破棄する 

 

６１ 

NT2 によって理解できない理由表示 

値、生成源コード、診断情報を含むメ 

ッセージを受信した場合の処理 

（５.８.７.２注） 

 

 ---------------

「状態表示」メッセージ 

を送信せず、情報要素を 

破棄しない 

 

 

６２ 

状態は一致しているが状態表示」メッ 

セージが理由表示（＃96、＃97、＃99、 

＃100)を含む場合の切断復旧以外の 

回復手順 （５.８.１１） 

特に規定しない 特に規定しない 
詳細に規定できうるか今後の

検討とする 

提供する 利用する／しない ６３ 伝達能力の選択手順 

（５.１１） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない ６４ 高位レイヤ整合性選択手順 

（５.１２） 提供しない  --------------- 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

「伝達能力」情報要素を 

含める 

 

６５ 

フォールバックを許容されている「呼 

設定」メッセージを受信し、最低の優 

先順位の伝達能力を受け付ける場合の 

「応答」メッセージの送信 

（５.１１.２.１） 

 

 

 ---------------
「伝達能力」情報要素を 

含めない 

 

「高位レイヤ整合性」情 

報要素を含める 
 

６６ 

フォールバックを許容されている「呼 

設定」メッセージを受信し、最低の優 

先順位の高位レイヤ整合性を受け付け 

る場合の「応答」メッセージの送信 

（５.１２.２.１） 

 

 

 --------------- 「高位レイヤ整合性」情 

報要素を含めない 

 

ケースＡ 

(PSPDN ｻｰﾋﾞｽ) 

 

６７ 

パケット交換設備へのアクセス方法 

（６） 

ケースＢ 

(ISDN ﾊﾞｰﾁｬﾙｻｰｷｯﾄ

ｻｰﾋﾞｽ) 

 

 

 --------------- 

JT-X31 にも記載 

半固定コネクショ 

ン 
 

６８ 

コネクション種別の提供 

（６） 
交換形コネクショ 

ン 

 

 --------------- 

JT-X31 にも記載 

Ｂチャネル  

６９ 

ケースＢで、PH へのアクセスコネク 

ションに用いるチャネル種別の提供 

（６） Ｄチャネル 

 

 --------------- 

ケースＢの場合 

物理レイヤによる 

半固定コネクショ 

ン 

 

７０ 

半固定コネクション種別の提供 

（６） 

物理レイヤ及び 

データリンクレイ 

ヤによる半固定コ 

ネクション 

 

 

 --------------- 

JT-X31 にも記載 

呼設定情報(AU の 

識別番号、中継網 

選択等) 

 

７１ 

AU へのコネクションの提供方法 

（６.１.１） 

加入時の合意 

 

 --------------- 

ケースＡの場合 

JT-X31 にも記載 

提供する 転送する／しない 

  

 

７２ 

「応答確認」メッセージを発信ユーザ 

から網へ転送  

（３.２.４,６.１.２.１） 提供しない --------------- 

JT-X31 にも記載 

提供する ７３ 着呼提供時のチャネル選択 

（６.２.２.３.１） 提供しない 

 --------------- ケースＢの場合 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

提供する  

７４ 

着呼パケット内情報要素の呼設定 

 (SETUP) メッセージへのマッピング 

（６.２.２.３.２） 提供しない 

  

--------------- 

ケースＢの場合 

提供する ７５ 着呼提供手順なしのチャネル選択 

（６.２.２.３.３） 提供しない 

 --------------- ケースＢの場合 

必要 ７６ バーチャルコール設定・解放手順に 

おけるX.32 端末識別 （６.３） 不要 

 --------------- JT-X31 にも記載 

アクセスコネクシ 

ョンを即切断復旧 
 

７７ 

条件付き通知クラスにおける早切りの 

場合、肯定的に応答した端末 (アクセ

ス 

コネクション) への動作 

（６.４.３） 

アクセスコネクシ 

ョンを確立させ、 

T320 をスタート 

 

 --------------- 

ケースＢの場合 

JT-X31 にも記載 

診断符号＃０“追 

加情報無し”を伴 

う切断原因＃ ０ 

“DTE 復旧”を用 

いる 

  

７８ 

Q.931 メッセージからX.25 切断指示 

パケットへの理由表示のマッピング 

（６.４.３） 

表6-5/JT-Q931 に従

い対応するX.25 理

由表示を用いる 

 

 

6.4.4.2 節に従う  

７９ 

AU における理由表示／切断原因間の 

マッピングの提供  

（６.４.４.１） 

6.4.4.2 節に従わな

い 

 

 --------------- 

ケースＡの場合 

JT-X31 にも記載 

提供する  

８０ 

X.25 切断原因をQ.931 へ変換する場 

合、Q.931 理由表示のオクテット３ａ 

で「X.25」を表示し、オクテット４－ 

５をX.25 に従ってコーディングする 

方法 （６.４.４.２） 
提供しない 

 

 

 --------------- 

 

ケースＢの場合 

JT-X31 にも記載 

サービスを提供し 

ない 
 ---------------  

８１ 

ユーザ・ユーザ信号付加サービス 

（７.１.１） 

サービス１、２お 

よび３の１つだけ 

又は組合せで提供 

利用する／しない 

 

提供する 利用する／しない  

８２ 

回線交換モードマルチレート 

(64kbps ベースレート) 

（８） 
提供しない  --------------- 

 

連続チャネル割当て 連続チャネル割当て  

８３ 

マルチレート呼に対するチャネル割当 

方法 

（８.１.２,８.２.２） 
非連続チャネル割 

当て 

非連続チャネル割当て 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

インプリメントす 

る 

 

８４ 

タイマT306 

（９.１表９-１) 

インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

インバンドトーン／アナウン

スが供給されている場合は必

須 

インプリメントす 

る 

 

８５ 

タイマT314 

（９.１表９-１) 

インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

メッセージ分割手順 (付属資

料Ｋ) の場合は必須 

インプリメントす 

る 

 

８６ 

タイマT316 

（９.１表９-１) 

インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須 

インプリメントす 

る 

 

８７ 

タイマT317 

（９.１表９-１) 

インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須 

インプリメントす 

る 

 

８８ 

タイマT320 

（９.１表９-１) 
インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

パケット通信のケースＢの場

合 

インプリメントす 

る 

 

８９ 

タイマT321 

（９.１表９-１) 
インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

Ｄチャネルバックアップ手順

(付属資料Ｆ) がインプリメ 

ントされている場合は必須 

インプリメントす 

る 

 

９０ 

タイマT322 

（９.１表９-１) 

インプリメントし 

ない 

 

 --------------- 

状態問合手順 (5.8.10) がイ

ンプリメントされている場合

は必須 

インプリメントする 

 

 

９１ 

タイマT301 

（９.２表９-２) 

  

---------------

インプリメントしない 

対称な呼の運用に関する拡張

(付属資料Ｄ) がインプリメ 

ントされている場合は必須 

インプリメントする 

 

 

９２ 

タイマT303 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

対称な呼の運用に関する拡張

(付属資料Ｄ) がインプリメ 

ントされている場合は必須 

インプリメントする ９３ タイマT309 

（９.２表９-２) 

 ---------------

インプリメントしない 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

インプリメントする 

 

 

９４ 

タイマT310 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

対称な呼の運用に関する拡張

(付属資料Ｄ) がインプリメ 

ントされている場合は必須 

インプリメントする 

 

 

９５ 

タイマT314 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

メッセージ分割手順 (付属資

料Ｈ) がインプリメントされ

ている場合は必須 

インプリメントする 

 

 

９６ 

タイマT316 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須 

インプリメントする 

 

 

９７ 

タイマT317 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須 

インプリメントする 

 

 

９８ 

タイマT318 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

中断再開手順(5.6) がインプ

リメントされている場合は必

須 

インプリメントする 

 

 

９９ 

 

タイマT319 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

中断再開手順(5.6) がインプ

リメントされている場合は必

須 

インプリメントする 

 

 

１００ 

タイマT321 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

Ｄチャネルバックアップ手順

（付属資料Ｆ）がインプリメ

ントされている場合は必須 

インプリメントする 

 

 

１０１ 

タイマT322 

（９.２表９-２) 

 

 ---------------

インプリメントしない 

状態問合手順（5.8.10) がイ

ンプリメントされている場合

は必須 

提供する 利用する／しない １０２ 中断網選択 

 （付属資料Ｃ） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １０３ 対称な呼の運用に関する拡張 

 （付属資料Ｄ） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １０４ 網特有ファシリティ選択 

 （付属資料Ｅ） 提供しない  --------------- 

 

提供する 利用する／しない １０５ 

 

低位レイヤ整合性交渉（アウトバンド 

交渉）の提供 （３，付属資料Ｊ） 提供しない  --------------- 
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選 択 肢 
項番 

項  目 

（ＴＴＣ標準項番） 網 ユーザ 
備  考 

交渉しない 

アウトバンドで交渉 

インバンドで交渉 

アウトバンド交渉 

を提供する 

 

 

 

 

インバンドあるいはア 

ウトバンドのいずれか 

で交渉 

交渉しない 

 

１０６ 

ユーザ間で行われる低位レイヤ属性の 

交渉手順 

 （付属資料Ｊ．４） 

アウトバンド交渉 

を提供しない 
インバンドで交渉 

 

着側インタフェー 

スでのチャネル交 

渉成立時 

利用する／しない 

インバンド情報提 

供指示を含むメッ 

セージ受信時 

利用する／しない 

 

１０７ 

応答受信以前のベアラコネクション設 

定手順の提供 

（付属資料Ｋ．２） 

提供しない  --------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 346 -



               付録１４ メッセージ分割手順 

  

 本手順は未提供です。  

 このオプション手順は、ユーザと網の双方の同意に基づいて使用されます。 

  

１. 概  要 

 データリンクレイヤがサポートできるフレームの長さよりも長いレイヤ３メッセージは、複数のセグメント

に分割することができます。 

 メッセージ分割はメッセージの長さがＮ２０１を超えた場合にのみ使用できます。 

 他のレイヤ３機能に対するアーキテクチャ上の関係を付図１に示します。これらの手順は特定のデータリン

クコネクション内でのみ適用され、他の並列のデータリンクコネクションにおける処理手順には影響しません。 

 １０００オクテットまたはそれ以上の長さのメッセージを必要とするアプリケーションをサポートするため

の手順は、今後の課題です。これらの手順は、バックワードコンパティビリティと、情報を長メッセージのセ

グメントを用いて複数の呼番号でインタリーブさせる方法を検討しています。これらの手順の詳細は今後の課

題です。 

  

２. メッセージ分割 

 以下の規定は、レイヤ３メッセージが送信のために分割される時に適用されます。 

  (1)  メッセージセグメントの最大数のデフォルト値は８です。メッセージが長すぎて分割できない場合は、

ローカルな保守動作が通知されます。 

  (2) 第１メッセージセグメントは“プロトコル識別子”情報要素で始まり、直ちに“呼番号”情報要素、

分割メッセージ種別、“分割メッセージ”情報要素、及び分割されるメッセージのメッセージ種別に続

く最初のオクテットから始まるオクテットが続きます。条件としてはセグメントの最大長がデータリン

クレイヤ情報フィールドの最大サイズを超えないことです。 

  (3) 後続する各メッセージセグメントは、“プロトコル識別子”情報要素で始まり、直ちに“呼番号”情

報要素、分割メッセージ種別、“分割メッセージ”情報要素、及び一個または複数の分割されるメッセ

ージのメッセージ種別に続く最初のオクテットから始まる１または複数のオクテットが続きます。条件

としては、セグメントの最大長がデータリンクレイヤ情報フィールドの最大サイズを超えないことです。 

  (4) “分割メッセージ”情報要素の第１セグメント表示フィールドは、分割メッセージの第１セグメント

であることを表示する様に設定され、他の任意のセグメントには設定されません。 

  (5) “分割メッセージ”情報要素の残りセグメント数フィールドは、送信されなければならない残りのセ

グメントがいくつあるかを表示する様に設定します（付図２参照）。 

  (6) “メッセージ種別”情報要素は、分割メッセージを表示する様にコード化されます。また“分割メッ

セージ”情報要素は元のメッセージのメッセージ種別を表示します。  

  (7) 分割メッセージの送信は、異なった呼番号を含むメッセージまたはメッセージセグメントの送出、

「分割メッセージ」にコード化されていないメッセージ種別を持つメッセージの送出、または同一メッ

セージに関係する後続するメッセージセグメントの送信の停止により、中止することができます。 

  (8) いったん特定のデータリンクコネクションで第１セグメントが送信されたならば、そのデータリンク

コネクションで他の任意の呼番号に対する他の任意の（分割）メッセージが送信される前に、送信中の

メッセージの残りのセグメントが、全て（順序正しく）送信されなければなりません。 

  (9) 分割メッセージのオクテットの順序は、セグメントの境界とは関係なく保存されます。 
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３. 分割メッセージの再組立 

 以下の規定は分割されたレイヤ３メッセージの受信と再組立に適用されます。 

  (1) 再組立機能は、「第１セグメント」を表示する第１セグメント表示を持つ“分割メッセージ”情報要

素、そして、呼番号、（「分割メッセージ」にコード化された）“メッセージ種別”情報要素を含むメ

ッセージセグメントを受信したとき、‘分割メッセージ受信中’状態に入り、メッセージセグメントを

蓄積します。 

  (2) タイマＴ３１４は、残りセグメント数フィールドがゼロでない“分割メッセージ”情報要素を含むメ

ッセージセグメントを受信したとき、起動または再起動されます。タイマＴ３１４は、最後のセグメン

ト、すなわち、残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された“分割メッセージ”情報要素を含

むメッセージセグメントを受信したとき停止します。タイマＴ３１４は、下記に特定化される規定によ

るエラー手順が開始されたときに、起動または再起動されてはなりません。 

  (3) 再組立機能においては、“分割メッセージ”情報要素を持つメッセージセグメントの受信は、メッセ

ージを更に５.８節に規定されたエラー状態の処置を行う前に、同じメッセージに関係する最後のメッ

セージセグメント（すなわち、残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された“分割メッセージ”

情報要素を含むセグメント）を待つべきです。そして、再組立機能は‘空’状態に入ります。 

  (4) タイマＴ３１４のタイムアウトにおいて、再組立機能はそれまで受信されたこのメッセージの全ての

セグメントを破棄し、メッセージセグメントが損失したことをデータリンクコネクションに対するレイ

ヤ３マネジメントに通知し、‘空’状態に入ります。 

 （注） 同一メッセージに関係する後続のメッセージセグメントは、規定(6)に従って破棄されます。 

  (5) 再組立機能は、“分割メッセージ”情報要素の残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された

メッセージセグメントを受信しないで同一分割メッセージの８個のメッセージセグメントを受信した

とき、それまでに受信した全メッセージセグメントを破棄し、メッセージセグメントが損失したことを

データリンクコネクションに対するレイヤ３マネジメントに通知し、‘空’状態に入ります。 

 （注） 同一メッセージに関係する後続のメッセージセグメントは、規定(6)に従って破棄されます。 

  (6) 再組立機能は、‘空’状態において、“分割メッセージ”情報要素を含むが呼番号またはメッセージ

種別情報要素を含まないメッセージセグメントを受信したとき、そのメッセージセグメントを破棄し、

‘空’状態を維持します。 

  (7) ‘分割メッセージ受信中’状態において、再組立機能が“分割メッセージ”情報要素を含むメッセー

ジセグメントを受信したとき、残りセグメント数フィールドが前のメッセージセグメントの分割メッセ

ージ情報要素の残りセグメント数フィールドからデクリメントされていない場合は再組立機能はそれ

まで受信したこのメッセージの全セグメントを破棄し‘空’状態に入ります。 

 （注） 同一メッセージに関係する後続のメッセージセグメントは、規定(6)に従って破棄されます。 

  (8) ‘分割メッセージ受信中’状態において、ＤＬ－解放－表示またはＤＬ－設定－表示が受信されたな

らば、再組立機能はそれまで受信した全メッセージセグメントを破棄し、ＤＬ－解放－表示またはＤＬ

－設定－表示プリミティブに対して更にＪＴ－Ｑ９３１処理をするために、これらのプリミティブを転

送し、‘空’状態に入ります。  

  (9) 再組立機能は、‘空’状態において、“分割メッセージ”情報要素の第１セグメント表示が、「後続」

を表示するメッセージセグメントを受信した場合、そのメッセージセグメントを破棄し‘空’状態を維

持します。 
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                    付図１  分割機能を含む論理構造 
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 （注）分割は、任意のオクテットの境界で行われます。 

  

  

            付図２ メッセージとセグメントの間の関係 
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                付図３ 分割機能相互作用図 
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              付図４ メッセージ分割処理ＳＤＬ 

  

- 352 -



 

（メッセージ） 

破 棄 

 

           付図５ メッセージ再組立処理ＳＤＬ（１／３） 
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破 棄 

破 棄 
破 棄 

破 棄 

  

           付図５ メッセージ再組立処理ＳＤＬ（２／３） 
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破 棄 

 

  

           付図５ メッセージ再組立処理ＳＤＬ（３／３） 
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               付録１５ 低位レイヤ整合性交渉 

  

 本付録はユーザによって適用されるであろう付加的な低位レイヤ通信可能性確認手順を述べます。   

 ＩＮＳネットはこの手順をサポートします。  

１. 概  要 

 “低位レイヤ整合性”情報要素の目的は、アドレスされたエンティティ（例えば、発信ユーザによりアドレ

スされた相手ユーザ、インタワーキングユニット、高位レイヤ機能網ノード）による通信可能性確認に使用さ

れるべき手段を提供することにあります。“低位レイヤ整合性”情報要素は、呼を生成するエンティティ（例

えば、発信ユーザ）とアドレスされたエンティティとの間をＩＳＤＮによりトランスペアレントに転送されま

す。 

 “低位レイヤ整合性”情報要素のユーザ情報プロトコルフィールドは呼を生成するユーザとアドレスされた

ユーザでの低位レイヤ属性を示します。この情報はＩＳＤＮによって解釈されません。よってＩＳＤＮにより

提供される伝達能力はこの情報の影響を受けません。呼を生成するエンティティとアドレスされたエンティテ

ィは、以下に示す交渉によって低位レイヤ属性を変更できます。但しその低位レイヤ属性は、ＩＳＤＮにより

実際に提供される伝達能力がサポートしているものです。 

 “低位レイヤ整合性”情報要素は本文４.５.１９節に従ってコード化されます。 

  

２. 着信ユーザへの低位レイヤ能力通知 

 発信ユーザが、情報転送属性（タイプ２情報－オクテット３）または通信中で用いられ、“伝達能力”情報

要素では識別されない低位レイヤプロトコル（タイプ１情報－オクテット５から７）を着信ユーザへ通知した

いときは、「呼設定」メッセージの中に“低位レイヤ整合性”情報要素を含めなければなりません。この情報

要素は、網により運ばれ着信ユーザへ届けられます。けれども、もし網がこの情報要素を運べないならば、網

は本文５.８.７.１節に示された動作をします。 

  

３. ユーザ間での低位レイヤ整合性交渉 

 もし「呼設定」メッセージに含まれる“低位レイヤ整合性”情報要素の交渉指示（４.５節参照）が“アウト

バンド交渉可能”（オクテット３ａ、ビット７）と設定されているならば、１つ以上の低位レイヤプロトコル

属性を交渉してもかまいません。この場合、その呼に肯定応答するユーザは、「応答」メッセージに“低位レ

イヤ整合性”情報要素を含めてもかまいません。この情報要素は網によりトランスペアレントに運ばれ、発信

ユーザへ「応答」メッセージに入って届けられます。 

  

 （注） 低位レイヤプロトコル属性のみの交渉が許容されます。それゆえ情報転送属性（オクテット３から

４）が、着信ユーザによって「応答」メッセージ中に設定されるならば、「呼設定」メッセージに含

まれた“低位レイヤ整合性”情報要素のそれと同一になります。 

  

 もし何らかの理由で、網がこの情報を転送できないならば、網は本文５.８.７.１節に示された動作をします。

ユーザは、発信ユーザから受信した“低位レイヤ整合性”情報要素に入っていたものと同じ値を持つ属性を着

信ユーザから発信ユーザへ送る“低位レイヤ整合性”情報要素に含めないことを勧めます。 
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４. 低位レイヤ整合性交渉の選択 

 “低位レイヤ整合性”情報要素は、以下の４つのケースのうち１つを示す交渉指示あるいはインバンド／ア

ウトバンド交渉を含みます。 

  

  (1) アウトバンド交渉不可（デフォルト）：着信ユーザは、本付録３章に従って交渉をしてはなりません。 

  (2) アウトバンド交渉可能       ：着信ユーザは、必要であれば本付録３章に従って低位レイヤ

整合性交渉をしてもかまいません。 

  (3) インバンド交渉可能        ：着信ユーザは、サービスまたはアプリケーション要求に従い、

サポートしているインバンド交渉を用いて低位レイヤ整合

性交渉をしてもかまいません。 

  (4) インバンドかアウトバンドいずれかの：着信ユーザは、その要求に従いインバンドまたはアウトバン

ドのいずれかの整合性交渉手順を行ってもかまいません。も

し呼がＩＳＤＮでエンド・エンドであり、アウトバンド低位

レイヤ整合性交渉を発着信ユーザの両方がサポートしてい

るならば、この交渉方法が選択可能です。 

  

    

５. 要求値の選択手順   

 ユーザが、低位レイヤ整合性パラメータの選択肢（例えば、選択的なプロトコルの組み合わせ、あ  

るいはプロトコルパラメータ）を示したい場合には、“低位レイヤ整合性”情報要素が「呼設定」メ  

ッセージで繰り返されます。最大４つまでの“低位レイヤ整合性”情報要素が「呼設定」メッセージ  

に含まれることがあります。メッセージ中の最初の“低位レイヤ整合性”情報要素は、“優先順に並  

べる”を指定する“繰り返し識別子”情報要素の後に置かれます。“低位レイヤ整合性”情報要素の  

順序は、エンド・エンド低位レイヤパラメータの優先順位を示します。  

 また、網のシグナリング能力の点から、網は優先順位が低い“低位レイヤ整合性”情報要素を破棄  

することがあります。  

 網あるいは着信側ユーザが“低位レイヤ整合性”情報要素の繰り返しをサポートしておらず、従っ  

て、“繰り返し識別子”情報要素とその後に続く“低位レイヤ整合性”情報要素が破棄される場合に  

は、最初の“低位レイヤ整合性”情報要素のみを使用して交渉を行います。  

 着信側ユーザは、「応答」メッセージ中に“低位レイヤ整合性”情報要素を含めることによって、  

「呼設定」メッセージで提供された選択肢の中から一つを選択したことを示します。「応答」メッセ  

ージに“低位レイヤ整合性”情報要素が含まれない場合には、「呼設定」メッセージの最初の“低位  

レイヤ整合性”情報要素が受諾されたことを示します。  

未提供 
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付録１６ 着信番号等の送出方法について（回線交換モード） 

  

１. 情報の転送方法 

   (1) “着番号”情報要素または“キーパッドファシリティ”情報要素で番号ディジットのみを転送する

形態 

   (2) “着番号”情報要素または“キーパッドファシリティ”情報要素で番号ディジットを転送すると共

に、呼設定中もしくは‘通信中’状態に移行後、インチャネルでＰＢ信号により付加情報を送出す

る形態 

    この形態はＩＮＳネットから利用可能となる既存アナログサービスに必要なことから、端末  

   はアナログ電話端末の規定において線路伝送損失：Ｌ＝０としてＰＢ信号を送出すれば、現状  

   と同等となります。  

 

２. 回線交換における着信番号の設定方法 

   (1) 着番号の種類 

    ① 一般の電話番号、フリーダイヤル、及び自動車電話番号等の着番号 

      一般の電話番号、フリーダイヤル、及び自動車電話番号等の着番号は、“着番号”情報要素、又

は“キーパッドファシリティ”情報要素に設定します。 

      i）“着番号”情報要素への設定 

        番号種別及び番号計画識別子（レイヤ３仕様参照）を「不定(Unknown:"0") 」とし、ユーザ

が投入した番号を、そのまま“着番号”情報要素に設定します。 

     ii）“キーパッドファシリティ”情報要素への設定 

        ユーザが投入した番号を、そのまま“キーパッドファシリティ”情報要素に設定します。 

     iii）着信番号の設定桁数 

       “着番号”情報要素、及び“キーパッドファシリティ”情報要素の設定可能桁数は共に最大４

８桁です。 

  

    ② １ＸＹ系番号 

      付加番号情報を必要としないサービスについては、１ＸＹ（３桁）のみを“着番号”情報要素、

または“キーパッドファシリティ”情報要素に設定します。また、付加番号情報を必要とするサー

ビスについては、１ＸＹ及び付加番号情報を“着番号”情報要素、または“キーパッドファシリテ

ィ”情報要素に設定を要するものと、１ＸＹを“着番号”情報要素、又は“キーパッドファシリテ

ィ”情報要素に設定後に付加番号情報をＰＢ信号で送出するものがあります。“着番号”情報要素、

及び“キーパッドファシリティ”情報要素の使用方法は①と同様です。 
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③ ＃ＡＢＣＤ系番号 

＃ＡＢＣＤ系番号は機能ボタン「＃」を用いて、＃ＡＢＣＤ（４桁）のみを“着番号”情報要素、

または“キーパッドファシリティ”情報要素に設定します。サービスの最終的な指定は、Ｂチャ

ネル上にＰＢ信号を用いて行われることがあります。 
 

 
④ ００Ｘ（Ｙ）系番号 

００Ｘ（Ｙ）系番号は国際通話用番号や他第一種電気通信事業者等との相互接続用番号を示しま 

す。これらの番号の設定方法については各事業者の示す手順によることとします。 
 

 

(2)  ＰＢ信号の送出  

ＩＮＳネットサービスでは、ＳＤＴ、またはガイダンスを確認後、ＰＢ信号を用いて付加番号を送出す

る手順のサービスを提供します。このため、ＩＮＳネットサービスに接続してこれらのサービスに接続し

て使用する端末は、ＰＢ信号の送出機能を有することが望まれます。 

また、この場合、サービスの手順によっては「応答」メッセージの送出の前にＳＤＴやガイダンスを 

送出することがありますが、網は送出に先立ち必ず“経過識別子”＃１または＃８を送出しますので、 

端末は情報チャネル（上り／下り）を接続することが必要となります。 
 

 

(3)  機能コード「＃」、「＊」の送出 

 ＩＮＳネットサービスでは、着信番号に機能コード「＃」、「＊」を含むサービスの提供を行います。 

端末は、機能コード「＃」、「＊」を、ユーザが設定する際の操作上の区切り／終止符号として用いな

いことが望まれます。 
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付録１７ 緊急電話の接続について 

１.呼び出し時の接続

警察接続（１１０）、消防接続（１１９）及び海上保安機関接続（１１８）への呼び出しで、警察受付台

及び消防受付台、海上保安機関受付台へ通知される発番号は契約者回線番号、又は追加番号です。 

接続後に発信ユーザが切断した場合、警察受付台及び消防受付台、海上保安機関受付台からの呼び返しま

たは、警察接続（１１０）、消防接続（１１９）及び海上保安機関接続（１１８）への呼び出しを優先的に

接続可能とするため、それ以外の発着信を一定時間抑止します。抑止対象となる端末は同一インタフェース

グループからの発信で“発番号”“発サブアドレス”“低位レイヤ整合性”“高位レイヤ整合性”の情報要

素が一致した場合です。 

（注） 警察接続（１１０）、消防接続（１１９）及び海上保安機関接続（１１８）において、受付台の種別

により、上記の呼び出し時の接続動作とならない地域があります。 

２.呼び返し（コールバック）時の接続

警察接続（１１０）、消防接続（１１９）及び海上保安機関接続（１１８）の呼び返し時の「呼設定」 メ

ッセージは“着番号”情報要素が設定されます。この“着番号”情報要素に設定される番号ディジットは、警

察接続（１１０）、消防接続（１１９）及び海上保安機関接続（１１８）への呼び出しを行った際に、「呼 設定」

メッセージに設定された“発番号”情報要素の番号ディジットか、契約者回線番号または追加番号となります。

呼び出し時の「呼設定」メッセージに“発番号”情報要素が設定されていない場合には、そのインタフェース

グループの契約者回線番号が設定されます。但し、ダイヤルイン機能の契約がなされていないインタフェースグループ

への呼び返し時には、“着番号” 情報要素が設定されません。 

着信ユーザへの「呼設定」メッセージには“発番号”情報要素が必ず含まれます。“発番号”情報要素の番号ディジッ

トには、警察受付台からの呼び返し時は「１１０」、消防受付台からの呼び返し時は「１１９」海上保安機関受付

台からの呼び返し時は「１１８」が各々設定されてきます。このとき、番号ディジット以外の情報要素内容（番号

計画識別子、番号種別・網検証識別子、表示識別子）については、ユーザからの発信形態の条件により変わること

があります。 

以上の設定条件をふまえ、発信者番号により応答を判断する端末においては、発信者番号が「１１０」、「１ １

９」、「１１８」の着信についても応答させるよう対処が必要です。 
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                付録１８ 発信に関する条件 

  

 本付録は、ＩＮＳネットの利用上、考慮していただきたい発信に関する条件を示します。 

  

１. 発信の条件 

 他のユーザとの利用の競合により、発信が受付けられないことがあります。特に連続的あるいは定期的に端

末から網へ自動発信する場合には、その確率が高くなります。この場合は、６秒以上経過後再発信して下さい。 

  

２. レイヤ３の通信終了後、再発信までの条件 

 端末が網から「解放完了」メッセージを受信後、「呼設定」メッセージを送信するまでのタイミング、及び

端末が網へ「解放完了」メッセージを送信後、「呼設定」メッセージを送信するまでのタイミングに関しては、

５.３.３節及び５.３.４節に記述されている正常な切断復旧手順が用いられる場合、特にタイミングを考慮す

る必要はありません。 

 ただし、以下の２つの条件が存在します。 

  

  (1) チャネル選択に関する条件 

    Ｐ－ＭＰインタフェースにおいて他端末とのアクセス競合等の理由により、直前の呼で使用したチャ

ネルが使用出来ない場合があります。 

  (2) 呼番号に関する条件 

    直前の呼と同一の呼番号で発信する場合等においては、復旧遅延時間相当以上のタイミングをとるこ

とが望まれます。また、連続して発信を行うような場合は、呼番号値を変えることが望まれます。 
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付録１９ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１補遺（一部引用） 

 
 

本付録は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を一部引用したものです。詳細については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３ 

１補遺を参照して下さい。 

 
１. ＩＡ５キャラクタコードの使用方法について 

レイヤ３の情報要素においてＩＡ５キャラクタコードを用いる場合、情報要素の利用形態により、ＩＡ５キ

ャラクタコードの使用方法が異なります。 

 
１.１ 不特定多数の間でＩＡ５キャラクタコードの使用条件を明確化する場合 

(1) 想定する利用条件 

ユーザ・網インタフェースでローカルに使用される情報要素（例：ディスプレイ情報要素）がこれに

相当します。 

 
(2) 符号表 

ＩＮＳネットユーザ・網インタフェース条件で規定される情報要素内で使用するＩＡ５キャラクタコ

ードの符号表については、ＪＩＳ Ｘ０２０１（Ｃ６２２０）“情報交換用符号”の記述に合わせ、Ｂ 

ＣＴ（付表１参照）に準拠することとします。また、国内使用箇所と国内選択箇所の割当についても同

様に、ＪＩＳ Ｘ０２０１（Ｃ６２２０）５.１節解説表１（付表２参照）のＪＩＳ Ｘ０２０１（Ｃ ６

２２０）の節と同一の設定とします。 

 
(3) カタカナの使用方法 

ＪＴ－Ｑ９３１で規定されるディスプレイ等の情報要素でのＩＡ５符号列内で、カタカナを使用する

場合、ＪＩＳ Ｘ０２０１（Ｃ６２２０）の記述に合わせて、片仮名用７単位符号（付表３参照）を対

象に、ＪＩＳ Ｘ０２０１（Ｃ６２２８）“情報交換用符号の拡張法”におけるＳＯ“シフトアウト” 

及びＳＩ“シフトイン”を用いる符号拡張法を適用します。 

 
(4) 制御コード等の使用可能なコード範囲 

“表示”情報要素等、ＩＡ５キャラクタコードを利用する情報要素での使用可能なコードの範囲につ

いて、ＩＮＳネットユーザ・網インタフェースでは、上述の符号表に対して範囲を限定しません。 

 
１.２ 特定ユーザ間の合意でＩＡ５キャラクタコードの使用条件を規定できる場合 

(1) 想定する利用条件 

ユーザ間でやりとりされる情報要素（例：“発／着サブアドレス”情報要素、“ユーザ・ユーザ”情

報要素）がこれに相当します。 

 
(2) ＩＡ５キャラクタコードの利用方法 

国内のユーザ相互間については、特別な要求条件が無い限り、１.１節の規定を適用することが望まれ

ます。ただし、コード表としてＩＲＶを使用することも可能です。なお、サブアドレスにおけるＩＡ５ 

キャラクタコードの利用法については、２章を参照して下さい。 
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２. ユ－ザ・ユーザ情報要素におけるプロトコル識別子の使用法 

 
 

“ユーザ・ユーザ”情報要素は、基本的にはユーザが自由に使用できるものですが、各種の端末の相互接続

を考慮するとアプリケーション毎に、国内における基準をきめておくと便利なものもあります。こうした利用

を考慮して、“ユーザ・ユーザ”情報要素のなかは、まずプロトコル識別子で規定されます。各プロトコル識

別子の使用方法とコーディングについて以下に示します。 

 
(1) プロトコル識別子＝ユーザ特有プロトコルの場合 

このプロトコル識別子は、以下に示す他のプロトコル識別子で、ユーザ情報の内容がうまく規定でき

ない場合に使用します。この場合、ユーザ情報の内容の解釈法は事前に発・着ユ－ザ間で調整しておく

必要があります。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

ユーザ特有プロトコル オクテット３ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  

ユーザによって規定されたユーザ情報が入ります。 オクテット４ 

 

(2) プロトコル識別子＝ＯＳＩ高位レイヤプロトコルの場合 

このプロトコル識別子は、ユーザ情報の内容がＯＳＩ高位レイヤプロトコルによって規定される場合

に使用します。ただし、ＯＳＩ高位レイヤプロトコルの使用法については検討中です。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

ＯＳＩ高位レイヤプロトコル オクテット３ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  

ユーザ情報 オクテット４ 
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(3) プロトコル識別子＝勧告Ｘ．２４４（パケット公衆データ網におけるバーチャルコ－ル確立中のプロト

コル識別交換のための手順）の場合 

このプロトコル識別子は、Ｘ．２５パケット内の（コール／コールド）ユーザデータ情報をＱ．９３ 

１メッセージ内のユーザ・ユーザ情報要素にマッピングする場合に使用されます。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 
 勧告Ｘ．２４４ オクテット３ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  

Ｄ Ｄ コール／コールドユーザデータ オクテット４ 

（注） 
 

  

～ ～ 

 

（注） ビット８と７により、本フィールドの使用とフォーマットが決定されます。 

００：ユーザデータフィールドの一部分は他の勧告に従ってプロトコル識別のために使用されます。

０１：ユーザデータフィールドの一部分は主管庁の仕様に従ってプロトコル識別のために使用され 

てもかまいません。 

１０：ユーザデータフィールドの一部分は国際ユーザ団体の仕様に従ってプロトコル識別のために

使用されてもかまいません。 

１１：ＤＴＥによるユーザデータフィールドの残りの部分の使用に制約がありません。 

 
 

(4) プロトコル識別子＝ＩＡ５キャラクタの場合 

このプロトコル識別子は、ユーザ情報をＩＡ５キャラクタ列で表現する場合に使用します。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

 

 

 
～ ～ 

 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

ＩＡ５キャラクタ オクテット３ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  

ＩＡ５キャラクタコード 
 

オクテット４ 

ＩＡ５キャラクタコード 
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(5) プロトコル識別子＝勧告Ｖ．１２０速度整合 

このプロトコル識別子は、ユーザ情報を勧告Ｖ．１２０に従ったプロトコルを利用する場合に使用し

ます。ただし、現在の勧告Ｖ．１２０ではコーディングについて明確に記されていません。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

勧告Ｖ．１２０速度整合 オクテット３ 

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １  

ユーザ情報 オクテット４ 

～ ～ 

 

 

(6) プロトコル識別子＝標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ・網呼制御メッセージの場合 

このプロトコル識別子は、ユーザ情報要素を用いてＪＴ－Ｑ９３１に従うメッセージを転送する場合

に使用します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

勧告Ｑ．９３１ユーザ・網呼制御メッセージ オクテット３ 

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０  

０ ０ ０ ０ 呼番号長 オクテット４ 
 呼  番  号   

０ メッセージ種別  

 情報要素群フィールド  

～ ～ 
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(7) プロトコル識別子＝標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他ネットワークレイヤあるいはレイヤ３プロトコルのため

に予約済の値の場合 

このプロトコル識別子は、“ユーザ・ユーザ”情報要素を用いてＪＴ－Ｘ２５に従うパケット形式の

ユーザ情報を転送する場合に使用します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

勧告Ｘ．２５（注１） オクテット３ 

ゼネラルフォーマット識 論理チャネルグループ番  

別子 号  

論理チャネル番号（ＬＣＮ） 
 

オクテット４ 

パケットタイプ識別子（ＴＹＰ） 
 

 

ユーザアドレス、ファシリティ、等  

～ ～ 

 

（注１） オクテット３には、次のいずれかの値が入ります。

０００１００００ 

 
００１１１１１１ ０１０

１００００ 

 
１１１１１１１０ 

（注２） (3)で示した“Ｘ２４４”の場合、Ｘ．２５パケットのユーザデータ部のみが“ユーザ・ユーザ” 

情報要素に含まれますが、この場合Ｘ．２５パケット全体が“ユーザ・ユーザ”情報要素に含まれ 

ることになります。 
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(8) プロトコル識別子＝勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９の場合 

このプロトコル識別子は、カナ、漢字等を含む各種の情報を表現するため勧告Ｘ．２０８／２０９に

従ったコーディング則（ＡＳＮ．１）を適用する場合に使用します。 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１ 

ユーザ・ユーザ内容長 オクテット２ 

勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９ オクテット３ 

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １  

ユーザ情報（注） オクテット４ 

～ ～ 

 

（注） タグ、内容長、内容からなる３つのフィールドで構成されます。下記に詳細を示します。 

 
 

i） タグ：下記の構造をとる 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

クラス 形式 タグコード 

・クラス：タグコードの定義条件を示します。

ビット８７ 

００ ユニバーサル（全ての応用に共通） ０

１ アプリケーション（特定の応用で規定） 

１０ コンテクスト（先行する情報に依存） 

１１ プライベート（利用者が任意に規定） 

 
・形式：内容が単一の情報か、同様の構造の入れ子になっているかを示します。 

（参考図参照） 

ビット６ 

０ プリミティブ（単一） 

１ コンストラクタ（入れ子） 

 
 

・タグコード：同じクラスの要素タイプを他の要素タイプから区別するためのものです。

１１１１０以上のタグコードの場合、オクテットは拡張されます。 

 
ii） 内容長：内容のオクテット数を示します。 

 
 

iii） 内容：タグで規定される情報内容 （詳しくは、ＪＴＱ－９３２付属資料Ⅲ参照） 
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プリミティブ コンストラクタ 

内容長 

タ  グ  タ  グ  

内容長 

内  容  

 

タ  グ  

内容長 

内  容  

 

 

参  考  図  
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参考 ＩＡ５キャラクタコード（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５０参照）⑤ 

 

ビ７ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ 

ッ６ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ 

ト５ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ 

ビット   
０ 

 
１ 

 
２ 

 
３ 

 
４ 

 
５ 

 
６ 

 
７ ４３２１  

００００ ０ ＮＵＬ ＤＬＥ ＳＰ ０ ③ Ｐ ③ ｐ 

０００１ １ ＳＯＨ ＤＣ１ ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ 

００１０ ２ ＳＴＸ ＤＣ２ ” ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ 

００１１ ３ ＥＴＸ ＤＣ３ #/￡② ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ 

０１００ ４ ＥＯＴ ＤＣ４ ・/$② ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ 

０１０１ ５ ＥＮＱ ＮＡＫ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ 

０１１０ ６ ＡＣＫ ＳＹＮ ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ 

０１１１ ７ ＢＥＬ ＥＴＢ ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ 

１０００ ８ ＢＳ ＣＡＮ （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ 

１００１ ９ ＨＴ ＥＭ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ 

１０１０ 10 ＬＦ① ＳＵＢ ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ 

１０１１ 11 ＶＴ① ESC ④ ＋ ； Ｋ ③ ｋ ③ 

１１００ 12 ＦＦ① ＩＳ４ ， ＜ Ｌ ③ ｌ ③ 

１１０１ 13 ＣＲ① ＩＳ３ － ＝ Ｍ ③ ｍ ③ 

１１１０ 14 ＳＯ④ ＩＳ２ ． ＞ Ｎ ③ ｎ ③ 

１１１１ 15 ＳＩ④ ＩＳ１ ／ ？ Ｏ ─ ｏ ＤＥＬ 

（注①） これらのコードは、水平、垂直の送り動作を独立に制御したり、アプリケーションのために規定さ

れています。 

（注②） これらは、どちらかを割り当てることができます。 

（注③） これらのビットの組合せは、国内または特定のアプリケーションがグラフィック文字を規定するた

めに利用できます。 

（注④） これらは、コードを拡張するときの制御キャラクタとして使用できます。 

（注⑤） この表は、基本となる７ビットコードを示します。このほかに、（注②）、（注③）の値も規定し

たＩＲＶ(International Reference Version) もあります。 
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付表１ Ｂａｓｉｃ ７ｂｉｔ ｃｏｄｅ ｔａｂｌｅ 

ビ７ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ 

ッ６ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ 

ト５ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ 

ビット   
０ 

 
１ 

 
２ 

 
３ 

 
４ 

 
５ 

 
６ 

 
７ ４３２１  

００００ ０ ＮＵＬ ＤＬＥ ＳＰ ０ ③ Ｐ ③ ｐ 

０００１ １ ＳＯＨ ＤＣ１ ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ 

００１０ ２ ＳＴＸ ＤＣ２ ” ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ 

００１１ ３ ＥＴＸ ＤＣ３ #/￡② ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ 

０１００ ４ ＥＯＴ ＤＣ４ ・/$② ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ 

０１０１ ５ ＥＮＱ ＮＡＫ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ 

０１１０ ６ ＡＣＫ ＳＹＮ ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ 

０１１１ ７ ＢＥＬ ＥＴＢ ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ 

１０００ ８ ＢＳ ＣＡＮ （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ 

１００１ ９ ＨＴ ＥＭ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ 

１０１０ 10 ＬＦ① ＳＵＢ ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ 

１０１１ 11 ＶＴ① ESC ④ ＋ ； Ｋ ③ ｋ ③ 

１１００ 12 ＦＦ① ＩＳ４ ， ＜ Ｌ ③ ｌ ③ 

１１０１ 13 ＣＲ① ＩＳ３ － ＝ Ｍ ③ ｍ ③ 

１１１０ 14 ＳＯ④ ＩＳ２ ． ＞ Ｎ ③ ｎ ③ 

１１１１ 15 ＳＩ④ ＩＳ１ ／ ？ Ｏ ─ ｏ ＤＥＬ 

 
付表２ 国内使用箇所と国内選択箇所のキャラクタ 

符号表  

JIS X 0201 

 

ISO 646(IRV) 

符号表  

JIS X 0201 

 

ISO 646(IRV) の位置 の位置 

2/ 3 ＃ # 5/14 〈 〈 

2/ 4 ＄ ・ 6/ 0 、 、 

4/ 0 ＠ ＠ 7/11 ｛ ｛ 

5/11 ［ ［ 7/12 ｜ ｜ 

5/12 ￥ ＼ 7/13 ｝ ｝ 

5/13 ］ ］ 7/14 ─ ─ 
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付表３ 片仮名用７単位符号 

行 列 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

０ NUL TC７(DLE) (SP)(
３
)  

 

タ ミ ↑ ↑ 
       ： ： 

１ TC１(SOH) DC１ ． ア チ ム ： ： 
       ： ： 

２ TC２(STX) DC２ 「 イ ツ メ ： ： 
       ： ： 

３ TC３(ETX) DC３ 」 ウ テ モ ： ： 
       ： ： 

４ TC４(EOT) DC４ 、 エ ト ヤ ： ： 
       ： ： 

５ TC５(ENQ) TC８(NAK) ・ オ ナ ユ ： ： 
       未 

 

未 

６ TC６(ACK) TC９(SYN) ヲ カ ニ ヨ   
 

       定 定 

７ BEL TC１０(ETB) ァ キ ヌ ラ   
 

       義 義 

８ FE０(BS) CAN ィ ク ネ リ ： ： 
       ： ： 

９ FE１(HT) EM ゥ ケ ノ ル ： ： 
       ： ： 

１０ FE２(LF) SUB ェ コ ハ レ ： ： 
       ： ： 

１１ FE３(VT) ESC ォ サ ヒ ロ ： ： 
       ： ： 

１２ FE４(FF) IS１(FS) ャ シ フ ワ ： ： 
       ： ： 

１３ FE５(CR) IS２(GS) ュ ス ヘ ン ： ： 
       ： ： 

１４ S0 IS３(RS) ョ セ ホ ゛ ： ↓ 
       ：  

１５ SI IS４(US) ッ ソ マ ． ↓ DEL 
 

（注） （
３
)及び(SP)は、印字されないものとする。 
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３. レイヤ３関連コーディング例 

レイヤ３関連のコーディング例を以下に示します。 

コーディング例では、「伝達能力」、「低位レイヤ整合性」、「高位レイヤ整合性」が示されてますが、こ

のなかで必須の情報要素は「伝達能力」だけであり、「低位レイヤ整合性」、「高位レイヤ整合性」は必須の

情報要素ではありません。したがって、「低位レイヤ整合性」、「高位レイヤ整合性」を省略したために、通

信が出来なくなることは通常ありえませんが、着信側において、端末の相互接続性を十分にチェックできる可

能性が低くなるのも事実です。 

本章では、端末の相互接続性を高める観点から代表的な端末について、コーディング例を示していますが、

これらは、あくまでコーディング時の参考の位置付けです。したがって、端末の機能やサービス内容により、

適宣変更が必要となる場合も想定されます。 

 
（注） 「伝達能力」のオクテット４ａ、４ｂは省略していますが、省略した場合、以下のデフォルト値と

なっています。 

 
オクテット４ａ 

オクテット４ａ 

オクテット４ａ 

オクテット４ｂ 

オクテット４ｂ 

 

 
 

３.１ ディジタル電話のコーディング例 

ディジタル電話のコーディング例は、付図１、付図２に示します。 

 
 

３.２ アナログモデムのコーディング例 

アナログモデムのコーディング例は、付図３、付図４に示します。 

 
 

３.３ パケット端末（ケースＢ）のコーディング例 

パケット端末（ケースＢ）のコーディング例は、付図５、付図６に示します。 

 
 

３.４ Ｇ４ファクス（回線交換）のコーディング例 

Ｇ４ファクス（回線交換）のコーディング例は、付図７、付図８に示します。 

 
 

３.５ Ｇ３ファクス（回線交換）のコーディング例 

Ｇ３ファクス（回線交換）のコーディング例は、付図９、付図１０に示します。 

構造 （８ kHz構造） 

通信形態 （ポイント・ポイント） 

呼設定法 （即時） 

対称性 （両方向対称性） 

情報転送速度 

（着－発） 

（６４kbit/s） 

 



 

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 音声 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

解釈法 最初の高位レイヤ特性識別を使用 

プロトコルプロファイル表現法 高位レイヤプロトコルプロファイル 

４ 高位レイヤ特性識別 電話 

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 ─ 
 

（注） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を、 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、省

略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─は、省略を意味します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図１ ディジタル電話（発信側） 

-
 
3
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３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 音声 

３ａ 交渉指示 ─ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

４.１ レートマルチプライヤ ─ 

５  

 
レ 
 

 

 

イ 
 

 

 

 

ヤ 
 

 

 

１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

５ａ 同期／非同期 ─ 

インバンド交渉 ─ 

ユーザ速度 ─ 

５ｂ 中間速度 ─ 

送信ＮＩＣ ─ 

受信ＮＩＣ ─ 

送信フロー制御 ─ 

受信フロー制御 ─ 

ヘッダ ─ 

多重フレーム提供 ─ 

動作モード ─ 

ＬＬＩ交渉 ─ 

割当／被割当 ─ 

インバンドアウトバンド交渉 ─ 

５ｃ ストップビット数 ─ 

データビット数 ─ 

パリティー情報 ─ 

５ｄ ２重モード ─ 

モデムタイプ ─ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

６ａ 動作モード ─ 

ＪＴ－Ｑ９３３使用 ─ 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報 ─ 

６ｂ ウィンドウサイズ ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 

７ａ 動作モード ─ 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報 ─ 

７ｂ デフォルトパケットサイズ ─ 

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ   

 



 

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕  〔ＬＬＣ ＩＥコーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 音声 及び ３．１ｋＨｚオーディオ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （送られてこない）＊１ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

 
〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

解釈法 最初の高位レイヤ特性識別を使用 

プロトコルプロファイル表現法 高位レイヤプロトコルプロファイル 

４ 高位レイヤ特性識別 電話 

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 （送られてこない）＊１ 

 

（注） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を、 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、省

略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─ は、省略を意味します。 

 
＊１： データが設定されてきた場合の処理は、インプリメントによります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
付図２ ディジタル電話（着信側） 
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３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 音声 及び ３．１ｋＨｚオーディオ 

３ａ 交渉指示 （送られてこない）＊１ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

４.１ レートマルチプライヤ （送られてこない）＊１ 

５  

 
レ 
 

 

 

イ 
 

 

 

 

ヤ 
 

 

 

１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

５ａ 同期／非同期  

インバンド交渉  

ユーザ速度  

５ｂ 中間速度  

送信ＮＩＣ  

受信ＮＩＣ  

送信フロー制御  

受信フロー制御  

ヘッダ  

多重フレーム提供  

動作モード  

ＬＬＩ交渉  

割当／被割当  

インバンドアウトバンド交渉  

５ｃ ストップビット数 （送られてこない）＊１ 

データビット数  

パリティー情報  

５ｄ ２重モード  

モデムタイプ  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

６ａ 動作モード  

ＪＴ－Ｑ９３３使用  

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報  

６ｂ ウィンドウサイズ  

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

７ａ 動作モード  

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報  

７ｂ デフォルトパケットサイズ  

 



付図３ アナログモデム（発信側）  

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ 

４ 転送モード 

情報転送速度 

回線交換モード 

６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準  

解釈法 （ユーザの設定による）＊１ 

プロトコルプロファイル表現法  

４ 高位レイヤ特性識別  

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 ─ 

 

（注） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を、 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、省

略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─ は、省略を意味します。 

＊１：設定されないこともあります。 

 

 

 

 

-
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- 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ 

３ａ 交渉指示 ─ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

４.１ レートマルチプライヤ ─ 

５  

 

 
レ

イ

ヤ

１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

５ａ 同期／非同期 ─ 

インバンド交渉 ─ 

ユーザ速度 ─ 

５ｂ 中間速度 ─ 

送信ＮＩＣ ─ 

受信ＮＩＣ ─ 

送信フロー制御 ─ 

受信フロー制御 ─ 

ヘッダ ─ 

多重フレーム提供 ─ 

動作モード ─ 

ＬＬＩ交渉 ─ 

割当／被割当 ─ 

インバンドアウトバンド交渉 ─ 

５ｃ ストップビット数 ─ 

データビット数 ─ 

パリティー情報 ─ 

５ｄ ２重モード ─ 

モデムタイプ ─ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

６ａ 動作モード ─ 

ＪＴ－Ｑ９３３使用 ─ 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報 ─ 

６ｂ ウィンドウサイズ ─ （ユーザの設定による）＊１ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 

７ａ 動作モード ─ 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報 ─ 

７ｂ デフォルトパケットサイズ ─ 

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ   

 



付図４ アナログモデム（着信側）  

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ＊２ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （送られてこない）＊３ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル 〃 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準  

解釈法 （ユーザの設定に合わせチェック）＊１ 

プロトコルプロファイル表現法  

４ 高位レイヤ特性識別  

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 （送られてこない）＊３ 
 

（注） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を、 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、省

略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

＊１：設定されないこともあります。 

＊２：国によってはＰＳＴＮからＩＳＤＮへのインタワーキングで音声を設定する場合

もあります。 

＊３：データが設定されてきた場合の処理はインプリメントによります。 
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３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ 

３ａ 交渉指示 （送られてこない）＊３ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

４.１ レートマルチプライヤ （送られてこない）＊３ 

５  

 

 
レ

イ

ヤ

１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

５ａ 同期／非同期  

インバンド交渉  

ユーザ速度  

５ｂ 中間速度  

送信ＮＩＣ  

受信ＮＩＣ  

送信フロー制御  

受信フロー制御  

ヘッダ  

多重フレーム提供 （送られてこない）＊３ 

動作モード  

ＬＬＩ交渉  

割当／被割当  

インバンドアウトバンド交渉  

５ｃ ストップビット数  

データビット数  

パリティー情報  

５ｄ ２重モード  

モデムタイプ  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

６ａ 動作モード  

ＪＴ－Ｑ９３３使用  

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報 （ユーザの設定に合わせ 

６ｂ ウィンドウサイズ チェック）＊１ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

７ａ 動作モード  

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報  

７ｂ デフォルトパケットサイズ  

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ   

 



付図５ パケット端末〔Ｘ．３１ ケースＢ〕（発信側）  

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 非制限ディジタル情報 

４ 転送モード パケット交換モード 

情報転送速度 ０００００：パケット 

５ 

６ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル 

ユーザ情報レイヤ２プロトコル 

─ 

Ｘ．２５リンクレベル 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル Ｘ．２５パケットレベル 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準  

解釈法  

プロトコルプロファイル表現法  

４ 高位レイヤ特性識別  

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別  

 
（注１） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側が設定を 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、

省略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします 

─ は、省略を意味します。 

（注２） Ｘ．３１ケースＢの場合、ＬＬＣ、ＨＬＣは使用不可です。 

（注３） Ｄチャネルパケット発信時、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージは送出され

ません。 
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- 

３ コーディング標準  

情報転送能力  

３ａ 交渉指示  

４ 転送モード  

情報転送速度  

４.１ レートマルチプライヤ  

５ 

５ａ 

 

 

 
レ

イ

ヤ

１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

同期／非同期  

インバンド交渉  

ユーザ速度  

５ｂ 中間速度  

送信ＮＩＣ  

受信ＮＩＣ  

送信フロー制御  

受信フロー制御  

ヘッダ  

多重フレーム提供  

動作モード  

ＬＬＩ交渉  

割当／被割当  

インパンドアウトバント交渉  

５ｃ ストップビット数  

データビット数  

パリティー情報  

５ｄ ２重モード  

モデムタイプ  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

６ａ 動作モード  

ＪＴ－Ｑ９３３使用  

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報  

６ｂ ウィンドウサイズ  

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

７ａ 動作モード  

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報  

７ｂ デフォルトパケットサイズ  

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング 〕  〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ （Ｂパケット） ｵｸﾃｯﾄ   

 



 

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ （Ｂ／Ｄパケット） （Ｄパケット） ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 非制限ディジタル情報 非制限ディジタル情報 

４ 転送モード パケット交換モード パケット交換モード 

情報転送速度 ０００００：パケット ０００００：パケット 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル （送られてこない） （送られてこない） 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル Ｘ．２５リンクレベル Ｑ．９２１ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル Ｘ．２５パケットレベル Ｘ．２５パケットレベル 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準  

解釈法  

プロトコルプロファイル表現法  

４ 高位レイヤ特性識別  

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別  

 

（注１） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側が設定を 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、

省略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします 

─ は省略を意味します 

（注２） Ｘ．３１ケースＢの場合、ＬＬＣ、ＨＬＣは送れてきません。 

（注３） 着呼に対するチャネル選択手順は、網から送出されるＳＥＴＵＰメッセージの

中のチャネル識別子情報要素に選択の許容されるチャネルが表示され、ユーザは

１つのチャネルを選択します。 

（注４） ＳＥＴＵＰメッセージの受信は通知クラスが（無条件）または、（条件付き） 

の時に限られます。（非通知クラスは出しません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図６ パケット端末〔Ｘ．３１ ケースＢ〕（着信側） 
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３ コーディング標準  

情報転送能力  

３ａ 交渉指示  

４ 転送モード  

情報転送速度  

４.１ レートマルチプライヤ  

５  

 

 

 

レ 
 

 
イ 
 

 
ヤ 
 

 
１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

５ａ 同期／非同期  

インバンド交渉  

ユーザ速度  

５ｂ 中間速度  

送信ＮＩＣ  

受信ＮＩＣ  

送信フロー制御  

受信フロー制御  

ヘッダ  

多重フレーム提供  

動作モード  

ＬＬＩ交渉  

割当／被割当  

インパンドアウトバント交渉  

５ｃ ストップビット数  

データビット数  

パリティー情報  

５ｄ ２重モード  

モデムタイプ  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

６ａ 動作モード  

ＪＴ－Ｑ９３３使用  

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報  

６ｂ ウィンドウサイズ  

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

７ａ 動作モード  

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報  

７ｂ デフォルトパケットサイズ  

 



付図７ Ｇ４ファクス〔回線交換〕（発信側）  

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 非制限ディジタル情報 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ─ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

解釈法 最初の高位レイヤ特性識別（ｵｸﾃｯﾄ4）を使用 

プロトコルプロファイル表現法 高位レイヤプロトコルプロファイル 

４ 高位レイヤ特性識別 Ｇ４ﾌｧｸｼﾐﾘ(ｸﾗｽ1) 

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 ─ 

 

（注１） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、

省略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─ は、省略を意味します。 

（注２） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ９０では、ＬＬＣの設定・検証とも必須としていますが、

設定すべき値については継続検討になっており現時点では、発信側でＬＬＣを設

定しなくてもよいです。 

着信側はＳＥＴＵＰメッセージにＬＬＣが存在するか否かを検証すべきで、Ｌ 

ＬＣが存在する場合には、ＬＬＣで要求されている低位レイヤ整合性能力を端末

が有している場合、その呼に応答するか否かは着信端末・ユーザの責任です。 

-
 
3
79
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３ コーディング標準  

情報転送能力  

３ａ 交渉指示  

４ 転送モード  

情報転送速度  

４.１ レートマルチプライヤ  

５  

 

 

 

レ 
 

 
イ 
 

 
ヤ 
 

 
１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

５ａ 同期／非同期  

インバンド交渉  

ユーザ速度  

５ｂ 中間速度  

送信ＮＩＣ  

受信ＮＩＣ  

送信フロー制御  

受信フロー制御  

ヘッダ  

多重フレーム提供  

動作モード  

ＬＬＩ交渉  

割当／被割当  

インバンドアウトバンド交渉  

５ｃ ストップビット数  

データビット数  

パリティー情報  

５ｄ ２重モード  

モデムタイプ  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

６ａ 動作モード  

ＪＴ－Ｑ９３３使用  

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報  

６ｂ ウィンドウサイズ  

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

７ａ 動作モード  

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報  

７ｂ デフォルトパケットサイズ  

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ   

 



付図８ Ｇ４ファクス〔回線交換〕（着信側）  

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕  〔ＬＬＣ ＩＥコーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 非制限ディジタル情報 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （送られてこない） 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

 
〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

解釈法 最初の高位レイヤ特性識別（ｵｸﾃｯﾄ4）を使用 

プロトコルプロファイル表現法 高位レイヤプロトコルプロファイル 

４ 高位レイヤ特性識別 Ｇ４ﾌｧｸｼﾐﾘ(ｸﾗｽ1) 

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 （送られてこない） 

 

（注１） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、

省略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─ は、省略を意味します。 

（注２） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ９０では、ＬＬＣの設定・検証とも必須としていますが、

設定すべき値については継続検討になっており、現時点では、発信側でＬＬＣを

設定しなくてもよいです。 

着信側はＳＥＴＵＰメッセージにＬＬＣが存在するか否かを検証すべきで、Ｌ 

ＬＣが存在する場合には、ＬＬＣで要求されている低位レイヤ整合性能力を端末

が有している場合、その呼に応答するか否かは着信端末・ユーザの責任です。 

また、ＬＬＣが存在しない場合、予め定められたデフォルトに設定するものと

します。 

（Ｇ４ファクシミリ（回線交換）は、レイヤ２プロトコルとしてＸ．７５シグナ

リング手順を、レイヤ３プロトコルとしてＩＳＯ８２０８を暗黙の内に仮定し

ています） 
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３ コーディング標準  

情報転送能力  

３ａ 交渉指示  

４ 転送モード  

情報転送速度  

４.１ レートマルチプライヤ  

５  

 

 

 

レ 
 

 
イ 
 

 
ヤ 
 

 
１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

５ａ 同期／非同期  

インバンド交渉  

ユーザ速度  

５ｂ 中間速度  

送信ＮＩＣ  

受信ＮＩＣ  

送信フロー制御  

受信フロー制御  

ヘッダ  

多重フレーム提供  

動作モード  

ＬＬＩ交渉  

割当／被割当  

インバンドアウトバンド交渉  

５ｃ ストップビット数  

データビット数  

パリティー情報  

５ｄ ２重モード  

モデムタイプ  

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

６ａ 動作モード  

ＪＴ－Ｑ９３３使用  

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報  

６ｂ ウィンドウサイズ  

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

７ａ 動作モード  

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報  

７ｂ デフォルトパケットサイズ  

 



付図９ Ｇ３ファクス〔回線交換〕（発信側）  

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ 

４ 転送モード 

情報転送速度 

回線交換モード 

６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

５ａ 同期／非同期 ─ 

５ａ インパンド交渉 ─ 

５ａ ユーザ速度 ─ 

５ｂ 中間速度 ─ 

５ｂ 送信ＮＩＣ ─ 

５ｂ 受信ＮＩＣ ─ 

５ｂ 送信フロー制御 ─ 

５ｂ 受信フロー制御 ─ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

解釈法 最初の高位ﾚｲﾔ 特性識別(ｵｸﾃｯﾄ4)を使用 

プロトコルプロファイル表現法 高位レイヤプロトコルプロファイル 

４ 高位レイヤ特性識別 Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ 

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 ─ 

（注） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を、 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、省

略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─は、省略を意味します。 
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３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ 

３ａ 交渉指示 ─ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

４.１ レートマルチプライヤ ─ 

５  

 

 

 

レ 
 

 
イ 
 

 
ヤ 
 

 
１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル 標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ 

５ａ 同期／非同期 ─ 

インバンド交渉 ─ 

ユーザ速度 ─ 

５ｂ 中間速度 ─ 

送信ＮＩＣ ─ 

受信ＮＩＣ ─ 

送信フロー制御 ─ 

受信フロー制御 ─ 

ヘッダ ─ 

多重フレーム提供 ─ 

動作モード ─ 

ＬＬＩ交渉 ─ 

割当／被割当 ─ 

インバンドアウトバンド交渉 ─ 

５ｃ ストップビット数 ─ 

データビット数 ─ 

パリティー情報 ─ 

５ｄ ２重モード ─ 

モデムタイプ ─ 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

６ａ 動作モード ─ 

ＪＴ－Ｑ９３３使用 ─ 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報 ─ 

６ｂ ウィンドウサイズ ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 

７ａ 動作モード ─ 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報 ─ 

７ｂ デフォルトパケットサイズ ─ 

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ   ｵｸﾃｯﾄ   

 



付図１０ Ｇ３ファクス〔回線交換〕（着信側）  

 

 
 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 ３．１ＫＨｚオーディオ 

４ 転送モード 回線交換モード 

情報転送速度 ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル （送られてこない） 

５ａ 同期／非同期 〃 

５ａ インバンド交渉 〃 

５ａ ユーザ速度 〃 

５ｂ 中間速度 〃 

５ｂ 送信ＮＩＣ 〃 

５ｂ 受信ＮＩＣ 〃 

５ｂ 送信フロー制御 〃 

５ｂ 受信フロー制御 〃 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル 〃 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル 〃 
 

〔ＨＬＣ ＩＥ コーディング〕

ｵｸﾃｯﾄ 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

解釈法 最初の高位レイヤ特性識別(ｵｸﾃｯﾄ4)を使用 

プロトコルプロファイル表現法 高位レイヤプロトコルプロファイル 

４ 高位レイヤ特性識別 Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ 

４ａ 拡張高位レイヤ特性識別 （送られてこない） 

（注１） 具体的な設定値が記入してあるもの「( ) 」のない設定値は、発信側は設定を 

「( ) 」を付けた設定値は、発信側で必要とする場合のみ設定し、それ以外は、

省略を意味します。 

着信側は、チェックを必須とします。 

─は省略を意味します。 

（注２） ＰＳＴＮからＩＳＤＮへの着呼の場合、国によって音声を指定してくることも

あります。 
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３ コーディング標準 （ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準） 

情報転送能力 （３．１ＫＨｚオーディオ） 

３ａ 交渉指示 （送られてこない） 

４ 転送モード （回線交換モード） 

情報転送速度 （６４ｋｂｉｔ／ｓ） 

４.１ レートマルチプライヤ （送られてこない） 

５  

 

 

 

レ 
 

 
イ 
 

 
ヤ 
 

 
１ 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル （標準ＪＴ－Ｇ７１１μ－ｌａｗ） 

５ａ 同期／非同期 （送られてこない） 

インバンド交渉 〃 

ユーザ速度 〃 

５ｂ 中間速度 〃 

送信ＮＩＣ 〃 

受信ＮＩＣ 〃 

送信フロー制御 〃 

受信フロー制御 〃 

ヘッダ 〃 

多重フレーム提供 〃 

動作モード 〃 

ＬＬＩ交渉 〃 

割当／被割当 〃 

インバンドアウトバンド交渉 〃 

５ｃ ストップビット数 〃 

データビット数 〃 

パリティー情報 〃 

５ｄ ２重モード 〃 

モデムタイプ 〃 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル 〃 

６ａ 動作モード 

ＪＴ－Ｑ９３３使用 

〃 

〃 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報 〃 

６ｂ ウィンドウサイズ 〃 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル 〃 

７ａ 動作モード 〃 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報 〃 

７ｂ デフォルトパケットサイズ 〃 

 

〔ＢＣ ＩＥ コーディング〕 〔ＬＬＣ ＩＥ コーディング〕 

ｵｸﾃｯﾄ   ｵｸﾃｯﾄ   
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４. ＩＳＤＮ端末のＰＨＳ相互接続における留意事項[サービス提供終了] 

ＰＨＳ網は情報転送速度３２kbit/sのディジタル網として構築されているため、ＩＳＤＮ端末とＰＨＳ端末

接続時のエンド・エンドの端末接続性を確保するために、ユーザ・網インタフェースにおいて、ＰＨＳ相互接

続特有のいくつかの留意事項があります。 

 
４.１ 非制限ディジタル通信（ＪＴ－Ｉ４６０速度整合の場合） 

情報転送速度が３２kbit/sとして構築されているＰＨＳ網と６４kbit/sのＩＳＤＮ網の相互接続において、

簡易型携帯電話システム公衆用基地局でＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４６０による速度整合を行うことにより、３２ 

kbit/sの非制限ディジタルのベアラ通信が提供されます。 

３２kbit/s非制限ディジタル通信であることを基地局が識別できるように、“伝達能力”情報要素の設定を

以下のとおりに行います。 

 
“伝達能力”情報要素 

オクテット５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 

＝“ＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０）” 

オクテット５ａ ユーザ速度 

＝“３２kbit/s（ＪＴ－Ｉ４６０）”（インタワークを行うＰＨＳ網の速度） 

 
 

上記組合せが設定された“伝達能力”情報要素を受信した基地局は、６４kbit/sと３２kbit/sの速度整合を

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４６０に従い行います。 

 
“伝達能力”情報要素の具体的なコーディング例を、付表４に示します。 

 
 

４.２ 非制限ディジタル通信（ＪＴ－Ｖ１１０／Ｘ３０の場合） 

“伝達能力”情報要素、“低位レイヤ整合性”情報要素の設定は、以下のとおりに行います。 

 
 

“伝達能力”情報要素 

オクテット５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル、オクテット５ａ ユーザ速度 

＝省略 

 
 

“低位レイヤ整合性”情報要素 

オクテット５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 

＝“ＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０）” 

オクテット５ａ ユーザ速度 

＝端末速度 

 
 

“伝達能力”情報要素、“低位レイヤ整合性”情報要素の具体的な設定は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３９のコ

ーディング例を参照してください。 
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４.３ 不整合伝達能力に対する理由表示 

ＩＳＤＮからＰＨＳ網に対し不整合伝達能力（例：６４kbit/s非制限ディジタル通信）が要求された発呼に

おいて、相手端末が圏外の場合は“理由表示（＃２０：加入者不在）”、また相手端末が在圏する場合は“理

由表示（＃６５：未提供伝達能力指定）”を含む「解放完了」メッセージで呼が切断されることになります。 

 
付表４ ＪＴ－Ｉ４６０速度整合による通信の“伝達能力”情報要素コーディング例 

【発端末からの要求】 

〔“伝達能力”情報要素コーディング〕 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 非制限ディジタル情報 

４ 転送モード 回線交換 

情報転送速度 ６４kbit/s 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＴＴＣ標準速度整合(JT-V110/JT-X30) 

５ａ 同期／非同期 同期 

インバンド交渉 （ＴＡの能力に従い設定） 

ユーザ速度 ３２kbit/s（標準ＪＴ－Ｉ４６０） 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 

【着端末からの要求】 

〔“伝達能力”情報要素コーディング〕 

オクテット 〓  情報要素フィールド フィールド値 

３ コーディング標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準 

情報転送能力 非制限ディジタル情報 

４ 転送モード 回線交換 

情報転送速度 ６４kbit/s 

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＴＴＣ標準速度整合(JT-V110/JT-X30) 

５ａ 同期／非同期 同期 

インバンド交渉 （ＴＡの能力に従い検証） 

ユーザ速度 ３２kbit/s（標準ＪＴ－Ｉ４６０） 

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ─ 

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ─ 
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５. ＩＳＤＮ網におけるＶ１１０速度整合使用時のガイドライン 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１改版による問題） 

ＩＴＵ－Ｔの第ＸＩ研究会会期の成果として勧告Ｑ．９３１が改版され、それに伴い標準ＪＴ－Ｑ９３１も 

改定され第６版が出版されました。改定された標準６版は、第５版に準拠し、設計、製造された端末、ネット 

ワークとの互換性は十分確保されていますが、標準ＪＴ－Ｖ１１０に従った端末、ターミナルアダプタ（ＴＡ） 

等は、標準５版に誤りがあり、第６版で改定したため第５版に従った端末と第６版に従った端末間では相互接 

続ができないケースがあります。 

 
本資料では、標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に従いＶ１１０速度整合機能を含む端末等の設計、製造、利用を行

う際に予想される問題点を具体的に示し、対策のための案を示しています。出荷されている端末の台数、ユー

ザの使用条件等によりいくつかの対策が考えられますので、各々のケースに合わせた最適な対策を選択し、移

行作業は十分慎重に行われる必要があります。 

この問題に対する対処は、全ての端末の使用条件を考慮したユニークなものは存在せず、いくつかの対処

策の組み合わせを含めて最適なものを選択する必要があります。また、本資料に示す対処は国内の端末のみ実

施されるため、国際接続らで海外端末との接続時には有効ではありません。 

 
５.１ 問題の内容 

“伝達能力”情報要素、“低位レイヤ整合性”情報要素のオクテット５ｃに含まれるデータビット数が、標

準ＪＴ－Ｑ９３１第５版では「Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｄａｔａ ｂｉｔｓ ｅｘｃｌｕｄ ｉｎｇｐａｒｉｔｙ ｂｉ

ｔ ｉｆ ｐｒｅｓｅｎｔ」で不一致となっていました。この不一致は、８８年版ＩＴＵ－Ｔ勧告出版時 

（ＴＴＣ標準第３版）より存在していたため、現在国内で製品化され出荷されている製品の大部分はＴＴＣ標

準第５版に準拠しており、ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の端末との相互接続にて問題が発生します。ＴＴＣではこの問

題について以下の理由により今回の改定にてＩＴＵ－Ｔ勧告に従い修正することとしました。 

 
(1) ＴＴＣ標準はＩＴＵ－Ｔ勧告準拠を前提としている。 

(2) 標準ＪＴ－Ｑ９３３、標準ＪＴ－Ｖ１２０の記述はＩＴＵ－Ｔ勧告と一致しており、第５版のままでは

標準間で不都合が生じる。 

(3) 今後低位レイヤ整合性情報を用いた国際接続や、ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の端末が国内市場に導入された場

合、接続できないという問題が生じる。 

 
なお“伝達能力”情報要素のオクテット５ｃは現時点でサポートするネットワークは存在しないため、以下

は“低位レイヤ整合性”情報要素を使用する場合についてのみ記述します。 
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５.２ 問題の発生 

標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版では、以下の条件でＶ１１０をインプリメントし“低位レイヤ整合性”情報要

素にて端末間の相互接続性の確認を行っている、または行う機能のある端末に影響があります。 

(1) 非同期モードの５ビット奇数パリティ 

(2) 非同期モードの５ビット偶数パリティ 

(3) 非同期モードの７ビット奇数パリティ 

(4) 非同期モードの７ビット偶数パリティ 

(5) 非同期モードの８ビット奇数パリティ 

(6) 非同期モードの８ビット偶数パリティ 

 
 

（注） ５ビット奇数パリティ、５ビット偶数パリティ、８ビット奇数パリティ、８ビット偶数パリティは標

準ＪＴ－Ｑ９３１第５版では“低位レイヤ整合性”情報要素を適切にコーディングすることができま

せん。 

 
これらの条件の端末が同一条件のＩＴＵ－Ｔ勧告準拠端末と通信しようした場合、オクテット５ｃのコーデ 

ィングが異なるため、着信の「呼設定」メッセージ受信時に、受信端末にて“低位レイヤ整合性”情報要素を 

チェックした場合、着信呼は端末の属性と不一致と判断され、“理由表示（＃８８：端末属性不一致）”を伴 

う「解放完了」メッセージにて切断されるか、無視されます。後者の場合ネットワークでは“理由表示（＃１ 

８：着ユーザレスポンズ無し）”を用いて呼の切断復旧を行いますので、発側の端末には“理由表示（＃１８）” ま

たは“理由表示（＃８８）”を含む「切断」メッセージが通知され、呼が切断されます。 

また、あるケースでは“低位レイヤ整合性”情報要素の内容が誤って認識され、異なる条件の端末の呼が整

合性があると判断され、端末の作りによるＢチャンネル接続後、“理由表示（＃１６：正常切断）”を用いて

呼の切断復旧が行われる場合もあります。 

 
５.３ ＴＴＣ標準改訂版の移行方法 

標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準拠した端末が標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版（ＩＴＵ－Ｔ勧告）に準拠した端末

がフィールドで混在した場合、５.２節の問題が発生し混在が生じる可能性があります。本節では、以下に示す

前提で移行のための方法の一例を示します。 

 
〔提供条件〕 

① 既存の端末は標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準拠した端末が設計、製造される。 

② 今後標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に準拠した端末が設計、製造される。 

③ “低位レイヤ整合性”情報要素はタイプⅠの情報要素として定義されている（標準ＪＴ－Ｑ９３１第６

版 付属資料Ⅰ参照）のため、ネットワークでは対処できない。 



- 387 -  

 

(1) “低位レイヤ整合性”情報要素のオクテット５ｃのコーティングを、標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準拠、標

準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に準拠の各ケースについて付表５に示します。 

 
付表５ “低位レイヤ整合性”情報要素のオクテット５ｃのコーティング 

 ＴＴＣ標準第５版 ＴＴＣ標準第５版 

７ ６  ５ ４ ３ ２ １ ７ ６  ５ ４ ３ ２ １ 

ストップ データ パリティ情報 ストップ データ パリティ情報 

ビット数 ビット数 ビット数 ビット数 

５ビットパリティなし × × １ １ ０ １ １ × × ０ １ ０ １ １ 

５ビット奇数パリティ コーディング不可 × × ０ １ ０ ０ ０ 

５ビット偶数パリティ コーディング不可 × × ０ １ ０ ０ ０ 

７ビットパリティなし × ×      × × １ ０ ０ １ １ 

７ビット奇数パリティ × ×      × × １ ０ ０ １ １ 

７ビット偶数パリティ × ×      × × １ ０ ０ １ ０ 

８ビットパリティなし × ×      × × １ １ ０ １ １ 

８ビット奇数パリティ コーディング不可 × × １ １ ０ ０ ０ 

８ビット偶数パリティ コーディング不可 × × １ １ ０ １ ０ 
 
 

ストップビット数 データビット数 パリティ情報 

００ 未使用 ００ 未使用 ０００ 奇数 

０１ １ビット ０１ ５ビット ０１０ 偶数 

１０ １．５ビット １０ ７ビット ０１１ 無 

１１ ２ビット １１ ８ビット １００ ０に強制指定 

  １０１ １に強制指定 
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(2) 標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版と標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版の相互接続性を付表６に示します。 

 
 

付表６ 新旧標準の相互性 

通信モード 発信端末 着信端末 問題の有無 

 
５ビットパリティなし 

新 旧 問題なし 

 

旧 

 

新 

 

問題なし 

 
５ビット奇数パリティ 

新 旧 接続不可（＊３） 

 

旧 

 

新 

 

インプリしてない 

 
５ビット偶数パリティ 

新 旧 接続不可（＊３） 

 

旧 

 

新 

 

インプリしてない 

 
７ビットパリティなし 

新 旧 問題なし 

 

旧 

 

新 

 

問題なし 

 
７ビット奇数パリティ 

新 旧 接続不可（＊１） 

 

旧 

 

新 

 

接続不可（＊２） 

 
７ビット偶数パリティ 

新 旧 接続不可（＊１） 

 

旧 

 

新 

 

接続不可（＊２） 

 
８ビットパリティなし 

新 旧 問題なし 

 

旧 

 

新 

 

問題なし 

 
８ビット奇数パリティ 

新 旧 接続不可（＊３） 

 
旧 

 
新 

 
インプリしてない 

 
８ビット偶数パリティ 

新 旧 接続不可（＊３） 

 
旧 

 
新 

 
インプリしてない 
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(3) 付表６における接続不可の各々のケースに対する対処例を以下に示します。 

 
 

（＊１）のケース 

方法１ 新標準端末の機能として“理由表示（＃８８）”及び“理由表示（＃１８）”で切断

された場合は、旧標準準拠のコーディングにて再発呼する。 

方法２ 新標準端末の機能として、スイッチによる新／旧標準の設定を可能とする。た

だし、この方法は新標準端末の準拠する標準が知りえるケースのみ有効です。 

（＊２）のケース 

新標端末の昨日として、新標準／旧標準の両方のコーディングを受信可能とする。 

ただし、この方法は新標準に従う８ビット奇数パリティ、８ビット偶数パリティを各々７ビッ

ト奇数パリティ、７ビット偶数パリティとして誤って認識する欠点があります。 

（＊３）のケース 

このケースは旧標準で適切なコディングは存在しないため、旧標準とのインタワーキングはで

きません。 

（＊４）のケース 

着側インタフェースに新標準／旧標準の端末が混在する場合で、予め着側端末の属性が発信端

末に切りかえる場合は、ダイレクトダイヤルイン、複数加入着番号、サブアドレス等の不可サー

ビスの利用が有効な場合もあります。 

 
実際のフィールドにおいては、端末の使用条件はケースバイケースで異なります。

本資料を参考に各々のケースについて適当な対策を選択して下さい。 
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付録２０ 低位レイヤ情報コード化原則 

 
 

１. 目 的 

本付録は、発信ユーザが呼設定中に網や着信端末で必要とされる低位レイヤ能力に関する情報を指定すると

きに用いられる原則を記述します。 

 
（注） 本付録における“着信ユーザ”という用語は、明示的にアドレスで示された終端エンティティをさし

ます。これはアドレスで示されたインタワーキングユニット（ＩＷＵ）である場合があります（Ｉ． ５０

０シリーズ勧告及びＪＴ－Ｘ３１ケースＡ参照）。 

 
２. 原 則 

２.１ 情報のタイプの定義 

呼設定中に網や着信端末で必要とされる低位レイヤ能力を識別するために発信ＩＳＤＮユーザが指定できる

情報には３つの異なったタイプがあります。 

 
(1) タイプⅠ情報は、端末通信可能性についての決定をするために着信エンドでのみ用いられる発端末について

の情報です。一例としては、モデムのタイプがあります。この情報は“低位レイヤ整合性”情報要素の

オクテット５から７にコード化されます。 

 
(2) タイプⅡ情報は、発信ユーザが接続される網によって提供される複数のベアラサービスの中から一つを選択

することについての情報です。このタイプの情報はたとえインタワーキングが発生したとしても存在しま

す。一例としては、非制限ディジタル情報（ＵＤＩ）があります。この情報は、 

(ａ) 発信ユーザによって要求される転送モードが回線交換モードのとき、“伝達能力”情報要素のオ

クテット３と４にコード化され、 

(ｂ) 発信ユーザによって要求される転送モードがパケット交換モードのとき、“伝達能力”情報要素

のオクテット３、４、６、７にコード化されます。 

 
(3) タイプⅢ情報は、着信端末通信可能性を決定するために、あるいは他のＩＳＤＮまたは他の専用網との

インタワーキングを容易にするために用いられる端末や呼についての情報です。一例としては、μ－ 

law 符号化があります。この情報は“伝達能力”情報要素のオクテット５にコード化されます。 

 
２.２ 網による検査 

タイプⅠ情報はユーザ・ユーザ間で検査される（すなわち、網によって検査されない）情報であり、一方タ

イプⅡとタイプⅢ情報は着信ユーザや網による検査に有効な情報です。“低位レイヤ整合性”情報要素は、網

によって検査されない情報要素であり、一方“伝達能力”情報要素はユーザや網によって検査される情報要素

です。 
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２.３ タイプⅠ情報の設定法 

タイプⅠ情報（すなわち、着信ユーザにのみ意味のある端末情報）は、“低位レイヤ整合性”情報要素に含

まれます。 

 
２.４ タイプⅡ情報とタイプⅢ情報の設定法 

タイプⅡ情報（すなわち、ベアラ選択）は“伝達能力”情報要素に含まれます。タイプⅢ情報は、“伝達能

力”情報要素に含まれます。網はその情報を使用し、そして変更する場合があります（例えば、インタワーキ

ングを提供するために）。タイプⅢ情報（すなわち、インタワーキングに関した）に端末に関した情報を含め

る必要性を以下の例で示します。 

通常のＵＤＩでは、選択される速度整合法は、端末に関係します。ＵＤＩベアラサービスにおけるある速度

整合の仕様は、純粋なＩＳＤＮ状況にある着信端末による通信可能性決定を可能とします。けれども、適当な

能力（すなわち、データ抽出、モデムプール）がインタワーキングユニットで有効であると仮定すると、ＰＳ 

ＴＮとのインタワーキングを認めるために用いられるとも考えられます。もし速度整合情報が“伝達能力”情

報要素でなく、“低位レイヤ整合性”情報要素で運ばれるならば、その“伝達能力”情報要素を提供する網に

よるインタワーキングは不可能です。しかし、速度整合情報が“伝達能力”情報要素で運ばれるなら、インタ

ワーキングは可能です。 

故に、インタワーキングに関するとみなされる端末に関する情報があり、“伝達能力”情報要素にそのよう

な端末に関する情報を含めない発信ユーザの結果は、インタワーキングに遭遇したならばその呼は不完了にな

るということです。 

 
２.５ 伝達能力情報要素と低位レイヤ整合性情報要素の関係 

発呼側で“低位レイヤ整合性”情報要素と“伝達能力”情報要素の間に情報の矛盾があってはなりません。

けれども、いくつかの“伝達能力”情報要素の内容は呼の転送中に変更されるかもしれないので、この原則は

“伝達能力”情報要素と“低位レイヤ整合性”情報要素の重複は最小であるべきであることを意味します。 

 
（注） 重複の結果として、着呼側で“伝達能力”情報要素と“低位レイヤ整合性”情報要素の間に矛盾が起

こったならば、受信エンティティは“低位レイヤ整合性”情報要素中の矛盾する情報を無視します。 

 
以下の例は、音声または3.1kHzオーディオのベアラサービスのための端末で用いられる符号化法の仕様の扱

いについての重複の結果を示します。 

 
あるＩＳＤＮではＡ－law のみを、そしてあるＩＳＤＮではμ－law のみを、μ－law 網により提供される変

換を前提として、サポートすることが予想されます (勧告Ｇ．７１１参照）。もし符号化法が、“伝達能力” 情

報要素と“低位レイヤ整合性”情報要素の両方で指定されるならば、二つのＩＳＤＮ間のインタワーキング は、

“伝達能力”情報要素のユーザ情報レイヤ１プロトコルの変化（例えば、Ａ－law からμ－law へ）を必要と

します。一方“低位レイヤ整合性”情報要素で指定された符号化法は、おそらく無変化で着側へ転送され ます。

よって、通信可能性を決定するために、着信端末が“伝達能力”情報要素と“低位レイヤ整合性”情報 要素の

両方を検査すると、用いられる符号化法についての矛盾した情報を受信しています。 

 
３. 情報分類 

以下に示すのは、現在識別されている低位レイヤ情報を分類した例です。この情報は、タイプⅡとタイプⅢ 
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情報の特徴の理解を容易にするために与えられます。 

 
３.１ 音声と３．１ kHzオーディオのための例 

 
 

(1) タイプⅡ情報（これらのベアラサービスを用いる全てのアプリケーションに共通） 

－情報転送能力＝音声または３．１ kHzオーディオ 

－情報転送モード＝回線交換モード 

－情報転送速度＝６４kbit/s 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μlaw 

 
 

(2) ＣＳＰＤＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報（３．１ kHzオーディオアプリケーシ

ョンが仮定される）：付図１ 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度（注） 

 
 

（注） 上記情報のみが提供される場合、ＴＴＣ標準速度整合と一致するプロファイルのみが認められます。 

 
 

(3) ＰＳＴＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

(ａ) 音声アプリケーション：付図２ 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μlaw 

(ｂ) 音声帯域データアプリケーション：付図３ 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μlaw 
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３.２ ６４kbit/sＵＤＩ回線交換モードベアラサービスについての例 

(1) タイプⅡ情報（共通） 

－情報転送能力＝非制限ディジタル情報 

－情報転送モード＝回線交換モード 

－情報転送速度＝６４kbit/s 

(2) ＰＳＰＤＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報（パケットアプリケーション):付図４必要とさ

れるタイプⅢ情報はありません。 

 
(3) ＰＳＴＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

(ａ) 音声アプリケーション：付図５ 

必要とされるタイプⅢ情報はありません。 

(ｂ) 速度整合されたデータアプリケーション：付図６ 

必要とされるタイプⅢ情報はありません。 

 
(4) エンド・エンドディジタルコネクションでの既存ＤＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報 

（データアプリケーション）：付図７ 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度（注） 

（注） 勧告Ｉ．４６３で述べられるプロトコルが認められます。 

 
 

３.３ ＩＳＤＮバーチャルサーキットベアラサービスのための例 

(1) タイプⅡ情報（共通） 

－情報転送能力＝非制限デジタル情報 

－情報転送モード＝パケット交換モード 

－情報転送速度＝－－－－－ 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度（注１） 

－ユーザ情報レイヤ２プロトコル＝ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ（注２） 

－ユーザ情報レイヤ３プロトコル＝ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ（注２） 

 
 

（注１） このパラメータは、ユーザパケット情報フローが速度整合されているときのみ含まれます。 

上記情報のみがレイヤ１プロトコルのために用意されるとき、標準ＪＴ－Ｘ３１に適合する

ためにそれらのプロファイルのみが認められます。 

（注２） ＪＴ－Ｘ３１に適合するために、それらのプロファイルのみが用いられます。 

（付図８、付図９、付図１０参照） 

 
 

(2)  ＰＳＰＤＮ，ＣＳＰＤＮ，ＰＳＴＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

必要なタイプⅢ情報はありません。 
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４.ＩＳＤＮ標準の範囲外のシナリオ 

４.１ 音声と3.1kHzオーディオベアラサービスのための例 

(1) タイプⅡ情報（共通） 

－情報転送能力＝音声または３．１ kHzオーディオ 

－情報転送モード＝回線交換モード 

－情報転送速度＝６４kbit/s 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μlaw 

 
 

(2) ＰＳＴＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報 

音声帯域データアプリケーション、モデムタイプ変換が発生する：付図１１ 

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度＋他の属性（もし必要ならば） 

 
 

４.２ ６４kbit/sＵＤＩ回線交換モードベアラサービスのための例 

(1) タイプⅡ情報（共通） 

－情報転送能力＝非制限デジタル情報 

－情報転送モード＝回線交換モード 

－情報転送速度＝６４kbit/s 

 
 

(2)  ＰＳＴＮとのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

音声帯域データアプリケーション：付図１２ 

必要とされるタイプⅢ情報はありません。 



- 398 -  

 



              付録２１ 網特有ファシリティ選択 

  

 本手順は未提供です。  
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          付録２２ 応答受信以前のベアラコネクション設定手順 

  

 本手順は未提供です。  
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        付録２３ ベアラサービス変更のためのオプションとしての手順 

  

 本手順は未提供です。  
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⑤衛星加入者から発信または衛星加入者へ着信する場合

⑦通信中発信呼の場合

⑧グループセキュリティサービス契約者の場合

⑨ファクシミリ通信網接続の場合

 付録２４ ユーザ・網インタフェースにおける信号長制限 

本手順は未提供です。 

ユーザ間情報通知サービスと他サービスを組み合わせた場合には、網の信号転送能力の制限（局間信号長超過）によ

り、“ユーザ・ユーザ”情報要素が網により破棄される場合があります。したがって、発側ユーザ・ 網インタ

フェース上の「呼設定」メッセージ内の情報要素を、正常手順において、確実に、着信ユーザに届けるためには、

発信ユーザが設定する信号長（Ｌ）を調整する必要があります。 

“ユーザ・ユーザ”情報要素が破棄される可能性のある各種サービスとそれらサービス毎に局間において 

付加される信号に関連する信号長を以下に示します。 

①国際接続の場合

９オクテット 

②中継系他事業者接続の場合

１３オクテット 

 ③３８４、１５３６kbit/s 非制限ディジタルモードで発信した場合

７オクテット 

④衛星加入者から発信または衛星加入者へ着信する場合

（６４kbit/s 非制限ディジタルモード、音声／３．１ kHz オーディオモード） １

６オクテット 

 （３８４、１５３６kbit/s 非制限ディジタルモード） 

６２オクテット 

⑥ダイヤルＱ
２ 
[サービス提供終了]接続の場合

５オクテット（注） 

５オクテット（注） 

１４オクテット（注） 

１７オクテット（注） 

（注） ⑥、⑦、⑧、⑨のサービスが重なった場合には、それぞれを合計した値となります。 

これら①から⑨までのサービスの組み合わせにより、関連する信号長を足し合わせた計算値をＸとします。 

また、「呼設定」メッセージに設定する以下の情報要素の長さの合計（情報要素名と長さフィールドを含む） 

をＬとします。ただし、“着番号”（または“キーパッドファシリティ”）情報要素に関しては、

３ ＋ 〔番号ディジット数÷２〕
＊ 

として下さい。 

＊：ここで〔 〕は小数点以下を切り上げた整数とします。 
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Ｌ＝『伝達能力』＋『経過識別子』＋『着番号』（または『キーパッドファシリティ』） 

＋『発サブアドレス』＋『着サブアドレス』＋『低位レイヤ整合性』＋『高位レイヤ整合性』 

＋『ユーザ・ユーザ』 

（『 』は情報要素長） 

 
 

本計算値Ｌと前記Ｘが以下の関係となる場合、“ユーザ・ユーザ”情報要素が破棄される場合があります。

ただし、その場合においても呼接続処理を継続します（注１）。 

 
Ｌ＞２３５（注２）－Ｘ 

 
 

（注１） 発信ユーザには、発側交換機で“ユーザ・ユーザ”情報要素が破棄される場合の通知は、「状態表

示」メッセージ内の“理由表示（＃４３：アクセス情報破棄）”で行われますが、それ以外の理由

で破棄される場合には、通知されません。 

（注２） 今後、各種サービス等の追加によっても制限値は現在の値（２３５オクテット）より小さく変更さ

れます。 



               付録２５ 番号設定方法の原則 

                                                 

１. 国際ＩＳＤＮ番号の構造 

 国際ＩＳＤＮ番号は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４において規定されており、その構造は付図１のようになり

ます。 

  

  Country  National  Subscriber  ISDN  

   Code  Destination  Number  Subaddress  

   Code    

 （国番号） （国内宛先ｺｰﾄﾞ ） （利用者番号）   

 

             国内ISDN番号（Ｎ（Ｓ）Ｎ：National（Significant）Number）       

 

           国際ISDN番号（International ISDN Number ）                 

 

                    ＩＳＤＮアドレス  

                                                 

                付図１ 国際ＩＳＤＮ番号の構造 

  

 ただし、プレフィクス及びエスケープコードはＩＳＤＮ番号の部分とは見なされていないので、この番号構

造の中には含まれていません。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６０によるプレフィクスとエスケープコードの定義は以

下のとおりです。 

  

 プレフィクス： 

  １つ、もしくは複数のディジットから構成され、異なるタイプの番号フォーマット（例えば市内、国内、

国際）、中継網及びサービスの選択を可能とします。 

  プレフィクスは番号の部分ではなく、相互接続の境界や国境を越えて送られることはありません。 

 エスケープコード： 

  与えられた番号計画の中で、１つ、もしくは複数のディジットから構成され、それに続くディジットが与え

られた番号計画と異なる特定の番号計画に従うことを示すために用いられます。 

  エスケープコードは、呼の生起した網内、相互接続の境界や国境を越えて送られることが可能です。従って、

エスケープコードに使用されるディジットは標準化されていなければなりません。 

  

 なお、わが国の番号方式に照らすと、市外局番は国内宛先コードに相当し市内局番以降の番号（市内局番＋

加入者番号）は利用者番号に相当します。 
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２. 番号種別の利用方法 

 わが国の番号方式に照らして、ＩＮＳネットでの番号種別の具体的な利用方法を記述すると以下のようにな

ります。 

  

  (1) 番号種別（ＴＯＮ）＝〔不定〕 

    電話サービスと同様のダイヤル手順（番号種別の指示無し）で入力された場合に使用します。 

 

  (2) 番号種別（ＴＯＮ）＝〔国際番号〕 

   国番号から始まる数字列の場合に使用します。 

 

  (3) 番号種別（ＴＯＮ）＝〔国内番号〕 

    国番号に引き続いて利用される数字列の場合に使用します。例えば、ＩＮＳネット加入者の場合は、

市外局番以降に続く番号となります。但し、市外局番の１桁目にはトランクプレフィクス（注）の「０」

は含まれません。 

  

  （注）トランクプレフィクス：市外への通話であることを識別する番号です。わが国では、「０」を使用

しています。例えば、東京の場合「０３」の「０」がそれに相当します。 

  

  (4) 番号種別（ＴＯＮ（注））＝〔市内番号〕（国際勧告上は〔利用者番号〕と呼ばれています）   

  各々の網で定義した番号の区切りに従い使用します。例えば、ＩＮＳネット加入者等の場合は市内

局番以降に続く番号となります。 

  

  (5) 番号種別（ＴＯＮ（注））＝〔短縮番号〕 

   利用方法については検討中です。 

  

  (6) 番号種別（ＴＯＮ（注））＝〔網特有番号〕 

    台接続等に使用する「１ＸＹ」、国内中継事業者の識別に使用する「００Ｚ１ Ｚ２ 」、国際中   

   継事業者の識別に使用する「００Ｘ（Ｙ）」等の場合に使用されます。 

  

 （注）ＴＯＮ（Type Of Number）：“発番号”、“着番号”及び“転送元番号”情報要素のオクテット３の

ビット５～７で示される 番号種別です。 
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３. 番号情報の表現方法 

 ユーザは、各番号情報要素内の番号計画識別子（ＮＰＩ：Numbering Plan Identifier ）及びＴＯＮを利用

することが可能です。 

 ＮＰＩはアドレスフィールド内の番号ディジットがどの番号計画に基づくものかを示すために用いられ、Ｉ

ＳＤＮ／電話番号計画（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４で規定されているため、『Ｅ．１６４』と略記します）、

私設番号計画等が指定できます。 

 ＴＯＮは国際、国内、網特有等を指定するために用いられます。 

 “発番号”、“着番号”及び“転送元番号”情報要素の場合、これらは共にオクテット３に設定されます。 

  番号情報の表現方法としては、次の２つの表現方法があります。 

  

  【表現方法１】：『ＮＰＩ及びＴＯＮを共に〔不定〕とする』 

  【表現方法２】：『ＮＰＩ及びＴＯＮを共に〔不定〕以外の値を使用する』 

  

 以下、ＩＮＳネット／アナログ電話網における番号情報の表現法の原則を示します。なお、以下に述べる「番

号ディジットの設定例」は、ユーザ・網インタフェース上での設定を意味し、実際のダイヤル手順とは無関係

です。 

  

３.１ 【表現方法１】の場合 

  

  (1) 国内または国際の中継網の指定が必要でない場合 

  

    ＮＰＩ＝〔不定〕 

    ＴＯＮ＝〔不定〕 

    番号ディジット＝“トランクプレフィクス（０）＋市外局番＋市内局番＋加入者番号” 

            （例：“０ ４２２ ５９ ４１１６”） 

    あるいは、 

    番号ディジット＝“サービス識別番号（特定サービスに対する３桁の番号（注））”   

            （例：“１７７”） 

  

 （注） 一般に第１桁が「１」であるため、「１ＸＹ」系の番号と呼ばれます。 

  

    なお、番号ディジットとして以下が許容される場合があります。 

  

    ＮＰＩ＝〔不定〕 

    ＴＯＮ＝〔不定〕 

    番号ディジット＝“市内局番＋加入者番号” 

            （例：“５９ ４１１６”） 
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  (2) 国内中継網の指定が必要な場合 

  

    ＮＰＩ＝〔不定〕 

    ＴＯＮ＝〔不定〕 

    番号ディジット＝“国内中継事業者識別コード（注）＋ ･･･ ”  

  

 （注） わが国の場合、その形態から「００Ｚ１ Ｚ２ 」と表記されます。００Ｚ１ Ｚ２ に続く番号ディジッ

トは事業者間によって規定されます。 

  

  (3) 国際中継網の指定が必要な場合 

  

    ＮＰＩ＝〔不定〕 

    ＴＯＮ＝〔不定〕 

    番号ディジット＝“国際中継事業者識別コード（注１）＋国番号等（注２）＋ ･･･ ” 

  

 （注１） わが国の場合、その形態から、「００Ｘ（Ｙ）」と表記されます。 

 （注２） 国番号に続く番号ディジットは、その国の番号構造に依存します。 

  

３.２ 【表現方法２】の場合 

  

  (1) 中継網の指定が必要でない場合 

  

    ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

    ＴＯＮ＝〔国内番号〕 

    番号ディジット＝“市外局番（注）＋市内局番＋加入者番号” 

            （例：“４２２ ５９ ４１１６”） 

    あるいは、 

    ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

    ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

    番号ディジット＝“１ＸＹ” 

            （例：“１７７”） 

  

 （注） 市外局番にはトランクプレフィクス（０）は含まれません。 

  

    なお、表現法として以下が許容されます。 

  

    ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

    ＴＯＮ＝〔市内番号〕 

    番号ディジット＝“市内局番＋加入者番号” 

            （例：“５９ ４１１６”） 
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  (2) 国内中継網の指定が必要な場合 

    将来的には、“中継網選択”情報要素を使用することとしていますが、その具体的な表現方法につい

ては、現在、検討中です。従って、ＮＰＩ及びＴＯＮを使用し国内中継網を指定する場合は、当面、以

下のような表現方法となります。 

  

    ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

    ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

    番号ディジット＝“００Ｚ１ Ｚ２ ＋ ･･･ ” 

  

  (3) 国際中継網の指定が必要な場合 

    国内中継網の指定の場合と同様に、将来的には、“中継網選択”情報要素を使用することとしており

ますが、その表現方法については、現在、検討中です。よって、ＮＰＩ・ＴＯＮを使用し国際中継網を

指定する場合は、当面、以下のような表現方法とし、回線交換モードでは、ＴＯＮ＝〔国際番号〕の使

用はできません。 

  

    ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

    ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

    番号ディジット＝“００Ｘ（Ｙ）＋国番号等（注）＋ ･･･ ” 

  

 （注） 国番号に続く番号ディジットは、相手国の番号構造に依存します。 
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４. 番号情報の設定方法 

４.１ 番号情報設定法の概要 

  

  (1) 発側インタフェースの番号情報設定法 

    発信ユーザの“発番号”及び“着番号”情報要素の設定方法は、前記の既存端末の活用を重視する【表

現方法１】による方法、もしくは新規端末の活用を重視する【表現方法２】による方法が端末毎、呼毎

に選択可能です（付図２参照）。 

    また、“キーパッドファシリティ”情報要素に着番号を設定した場合には、【表現方法１】による方

法に限定されます。 

    “発番号”情報要素の設定はオプションであり、設定省略可能です。省略された場合、使用されたイ

ンタフェースグループに対応する番号を網が発信ユーザの「発信者番号通知の契約条件」に従い設定し

ます。特に、ダイヤルイン機能のように、インタフェース対応に複数の番号が利用可能な場合で、かつ、

相手に正確に発番号を通知したい場合、この発番号の設定が必要です。 

  

  (2) 着側インタフェースの番号情報通知法 

    着信ユーザに網から通知する“発番号”及び“着番号”情報要素の設定内容は、インタフェース毎の

契約により、【表現方法１】による方法、もしくは【表現方法２】による方法が選択可能です。この場

合、同一インタフェースグループに接続されている端末毎、または呼毎に設定方法を変えることはでき

ません（付図２参照）。 

    また、着側の番号情報表現方法として【表現方法２】の方式を選択した場合にも、特別な発信者から

の着信において、着信時の“発番号”及び“着番号”情報要素を【表現方法１】の方式で通知する場合

がありますので注意が必要です。 
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４.２ 発側の番号情報要素の具体的設定方法 

                                                 

 (1) 発側の“着番号”情報要素の設定方法 

  

   (ａ) 番号情報表現方法として【表現方法１】の方式を選択する場合 

  

     ＮＰＩ＝〔不定〕 

     ＴＯＮ＝〔不定〕 

     番号ディジット＝“アナログ電話網と同様のダイヤル数字列” 

             （例：“０ ４２２ ５９ ４１１６”） 

                                                 

  (ｂ) 番号情報表現方法として【表現方法２】の方式を選択する場合 

  

    ① 接続先が国内一般電話の場合 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔国内番号〕 

      番号ディジット＝“市外局番（注）＋市内局番＋加入者番号” 

              （例：“４２２ ５９ ４１１６”） 

  

 （注） 市外局番にはトランクプレフィクス（０）は含まれません。 

  

      なお、接続先が市内の場合は、以下も許容されます。 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔市内番号〕 

      番号ディジット＝“市内局番＋加入者番号” 

              （例：“５９ ４１１６”） 

  

      また、国内中継網を指定する場合には、当面以下のような設定方法となります。 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

      番号ディジット＝“００Ｚ１ Ｚ２ ＋…” 

              （例：“００７０ ０ ４２２ ５９ ４１１６”） 
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    ② 接続先が１ＸＹ、０ＡＢ０、＃ＡＢＣＤの場合 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

      番号ディジット＝“１ＸＹ” 

              （例：“１７７”） 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔国内番号〕 

      番号ディジット＝“ＡＢ０ＸＸＸＸＸＸ” 

              （例：“１２０４９４９３３”） 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔網特有番号〕（注） 

      番号ディジット＝“＃ＡＢＣＤ” 

              （例：“＃８５００”） 

  

 （注） “＃ＡＢＣＤ”におけるＴＯＮの設定は、当面〔網特有番号〕とします。 

                                                 

   ③ 接続先が国外の場合 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

      番号ディジット＝“００Ｘ（Ｙ）＋国番号等（注）＋ ･･･ ” 

  

 （注） 国番号に続く番号ディジットは、相手国の番号構造に依存します。 

  

      例：“００６１ ４１ ２２ ７９８ ３８４０” 

              国番号  相手国内番号 

  

  (2) 発側の“発番号”情報要素の設定方法 

  

   (ａ) 番号情報表現方法として【表現方法１】の方式を選択する場合 

  

     ＮＰＩ＝〔不定〕 

     ＴＯＮ＝〔不定〕 

     番号ディジット＝“トランクプレフィクス（０）＋市外局番＋市内局番＋加入者番号”＊１ 

             （例：“０ ４２２ ５９ ４１１６”） 

  

     ＊１の部分は、“市内局番＋加入者番号”でも許容されます。 

      例：“５９ ４１１６” 
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   (ｂ) 番号情報表現方法として【表現方法２】の方式を選択する場合 

  

     ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

     ＴＯＮ＝〔国内番号〕 

     番号ディジット＝“市外局番＋市内局番＋加入者番号” 

             （例：“４２２ ５９ ４１１６”） 

  

     また、以下の設定も許容されます。 

  

     ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

     ＴＯＮ＝〔市内番号〕 

     番号ディジット＝“市内局番＋加入者番号” 

             （例：“５９ ４１１６”） 
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４.３ 着側の番号情報要素の設定内容 

                                                 

 (1) 着側の“着番号”情報要素の設定内容 

  

   (ａ) 番号情報表現方法の契約条件として、【表現方法１】の方式を選択した場合 

  

     ＮＰＩ＝〔不定〕 

     ＴＯＮ＝〔不定〕 

     番号ディジット＝“市内局番＋加入者番号” 

             （例：“５９ ４１１６”） 

  

   (ｂ) 番号情報表現方法の契約条件として、【表現方法２】の方式を選択した場合 

  

     ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

     ＴＯＮ＝〔国内番号〕 

     番号ディジット＝“市外局番＋市内局番＋加入者番号” 

             （例：“４２２ ５９ ４１１６”） 

  

  (2) 着側の“発番号”情報要素の設定内容 

                                                 

   (ａ) 番号情報表現方法の契約条件として、【表現方法１】の方式を選択した場合 

                                                 

   ① 国内通信の場合 

  

      ＮＰＩ＝〔不定〕 

      ＴＯＮ＝〔不定〕 

      番号ディジット＝“トランクプレフィクス（０）＋市外局番＋市内局番＋加入者番号” 

  

 （注） 市内接続においても同様の設定内容となります。 

  

    ② 国際通信の場合 

  

      ＮＰＩ＝〔不定〕 

      ＴＯＮ＝〔不定〕 

      番号ディジット＝“００Ｘ（Ｙ）＋国番号＋・・・” 

  

 （注） 国際通信における発信者番号の提供については、国際中継事業者のサービス提供に依存します。ま

た、国番号に続く番号ディジットは相手国の番号構造に依存します。 
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   (ｂ) 番号情報表現方法の契約条件として、【表現方法２】の方式を選択した場合 

  

    ① 国内通信の場合 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔国内番号〕 

      番号ディジット＝“市外局番＋市内局番＋加入者番号” 

  

 （注） 市内接続においても同様の設定内容となります。 

  

    ② 国際通信の場合 

  

      ＮＰＩ＝〔Ｅ．１６４〕 

      ＴＯＮ＝〔網特有番号〕 

      番号ディジット＝“００Ｘ（Ｙ）＋国番号＋・・・” 

  

 （注１） 国際通信における発信者番号の提供については、国際中継事業者のサービス提供に依存します。

また、国番号に続く番号ディジットは相手国の番号構造に依存します。 

 （注２） 当面、回線交換モードでは、ＴＯＮ＝〔国際番号〕を網が設定することはありません。 

 （注３） 着側がＩＮＳネットのパケットモードの契約をしている場合、パケット通信においては、ＮＰＩ

＝「Ｘ．１２１」、ＴＯＮ＝「国際番号」が設定される場合があります。 

  

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

      

- 414 -


	insnet_gisanshi_3
	★ISDN技参資_第3分冊-目次
	★ISDN技参資_第3分冊-00
	★ISDN技参資_第3分冊-01
	１. 概 要
	１．１ 本仕様の範囲
	１．２ インタフェース構造への適用


	★ISDN技参資_第3分冊-02
	２. 概 説
	２.１ 回線交換呼
	２.２ 一時的信号接続
	２.３ グローバル呼番号に対応した状態


	★ISDN技参資_第3分冊-03
	３. メッセージ機能の規定
	３.１ 回線交換モード接続制御のためのメッセージ
	３.２ ユーザ信号ベアラサービス制御用メッセージ
	３.３ グローバル呼番号を用いたメッセージ


	★ISDN技参資_第3分冊-04
	★ISDN技参資_第3分冊-05
	★ISDN技参資_第3分冊-06
	６. ユーザ信号ベアラサービス呼制御手順
	６.１ 概 要
	６.２ 呼設定
	６.３ 「ユーザ情報」メッセージの転送
	６.４ 「ユーザ情報」メッセージの輻輳制御
	６.５ 呼切断復旧


	★ISDN技参資_第3分冊-07
	７. 回線交換モードマルチレート（６４kbit/sベースレート）手順
	７.１ 発側インタフェースでの呼設定
	７.２ 着側インタフェースでの呼設定
	７.３ 呼の切断復旧
	７.４ 初期設定手順
	７.５ 呼の再接続


	★ISDN技参資_第3分冊-08
	８. システムパラメータ
	８.１ 網側のタイマ
	８.２ ユーザ側のタイマ


	★ISDN技参資_第3分冊-09
	９. 理由表示の使用法及び生成源
	９.１ 概 要
	９.２ 理由表示
	９.３ 理由表示定義
	９.４ ビジー状態の理由表示値及び生成源の例


	★ISDN技参資_第3分冊-10
	１０. ユーザ・ユーザ信号手順
	１０.１ 回線交換呼に対応したユーザ・ユーザ信号の手順
	１０．２ 回線交換呼と対応しないユーザ・ユーザ信号手順


	★ISDN技参資_第3分冊-付録01
	付録１. ＳＤＬ図
	１. ＳＤＬ図


	★ISDN技参資_第3分冊-付録02
	★ISDN技参資_第3分冊-付録03
	付録３ 中継網選択
	１. 中継網選択をサポートしていない場合
	２. 中継網選択をサポートしている場合


	★ISDN技参資_第3分冊-付録04
	付録４ Ｄチャネルバックアップ手順
	１. 概 要
	２. Ｄチャネルバックアップ手順


	★ISDN技参資_第3分冊-付録05
	付録５ 理由表示の定義

	★ISDN技参資_第3分冊-付録06
	付録６ 理由表示一覧表

	★ISDN技参資_第3分冊-付録07
	★ISDN技参資_第3分冊-付録08
	付録８ 経過識別子の使用法

	★ISDN技参資_第3分冊-付録09
	付録９ ビジー状態の理由表示値及び生成源の例

	★ISDN技参資_第3分冊-付録10
	付録１０ ポイント・ポイント接続手順とポイント・マルチポイント接続手順
	１. 概 要
	２. 利用条件
	３.レイヤ２とレイヤ３の相互動作に関する条件
	４.各レイヤの動作


	★ISDN技参資_第3分冊-付録11
	付録１１ 対称な呼の運用に関する拡張
	１. 付加メッセージハンドリング
	２. 呼設定に関するタイマ
	３. 呼の衝突


	★ISDN技参資_第3分冊-付録12
	★ISDN技参資_第3分冊-付録13
	付録１３ ＴＴＣ標準に対するオプション項目の選択について

	★ISDN技参資_第3分冊-付録14
	付録１４ メッセージ分割手順
	１. 概 要
	２. メッセージ分割
	３. 分割メッセージの再組立


	★ISDN技参資_第3分冊-付録15
	付録１５ 低位レイヤ整合性交渉
	１. 概 要
	２. 着信ユーザへの低位レイヤ能力通知
	３. ユーザ間での低位レイヤ整合性交渉
	４. 低位レイヤ整合性交渉の選択
	５. 要求値の選択手順


	★ISDN技参資_第3分冊-付録16
	★ISDN技参資_第3分冊-付録17
	★ISDN技参資_第3分冊-付録18
	付録１８ 発信に関する条件
	１. 発信の条件
	２. レイヤ３の通信終了後、再発信までの条件


	★ISDN技参資_第3分冊-付録19
	★ISDN技参資_第3分冊-付録20
	★ISDN技参資_第3分冊-付録21
	付録２１ 網特有ファシリティ選択

	★ISDN技参資_第3分冊-付録22
	付録２２ 応答受信以前のベアラコネクション設定手順

	★ISDN技参資_第3分冊-付録23
	付録２３ ベアラサービス変更のためのオプションとしての手順

	★ISDN技参資_第3分冊-付録24
	★ISDN技参資_第3分冊-付録25
	付録２５ 番号設定方法の原則
	１. 国際ＩＳＤＮ番号の構造
	２. 番号種別の利用方法
	３. 番号情報の表現方法
	４. 番号情報の設定方法



	第4.1版_ISDN技参資_第3分冊_表紙他r2



